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はじめに

このドキュメントでは、SPARCおよび x86アーキテクチャーベースの、ネット
ワークに接続されたシステムとネットワークに接続されていないシステムの両方
で、Oracle Solarisオペレーティングシステム (OS)をインストールおよびアップグ
レードする方法を説明します。

このドキュメントには、システムハードウェアや周辺装置を設定する方法は含まれ
ていません。

注 –このOracle Solarisのリリースでは、SPARCおよび x86系列のプロセッサアーキテ
クチャーを使用するシステムをサポートしています。サポートされるシステム
は、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsに記載されています。本書では、プ
ラットフォームにより実装が異なる場合は、それを特記します。

本書の x86に関連する用語については、次を参照してください。

■ x86は、64ビットおよび 32ビットの x86互換製品系列を指します。
■ x64は特に 64ビット x86互換CPUを指します。
■ 「32ビット x86」は、x86ベースのシステムに関する 32ビット特有の情報を指し
ます。

サポートされるシステムについては、Oracle Solaris OS: Hardware Compatibility Listsを
参照してください。

対象読者
このドキュメントは、Oracle Solaris OSのインストールを担当するシステム管理者を
対象としています。このドキュメントは、次の 2種類の情報を提供します。

■ ネットワーク環境で複数の Solarisマシンを管理するエンタープライズシステム管
理者向けの上級 Solarisインストール情報

■ Solarisのアップグレードをときどき行うシステム管理者向けの基本 Solarisインス
トール情報
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関連情報
表 P–1に、システム管理者向けのマニュアルの一覧を示します。

表 P–1 Solarisをインストールするシステム管理者向けのマニュアル

説明 情報

システム要件または上位計画の概要に関する情報が必要です
か。あるいは、Solaris ZFSのインストール、ブート、Solaris
ゾーン区分技術、またはRAID-1ボリュームの作成に関する概
要が必要ですか。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』

DVDまたはCDメディアから 1つのシステムをインストールす
る必要がありますか。Solarisインストールプログラムは、手順
を追ってインストールを案内します。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (基本編)』

停止時間をほとんど設けないで、システムをアップグレードし
たり、パッチを適用したりする必要がありますか。Solaris Live
Upgradeを使うことにより、アップグレード時のシステム停止
時間を短縮します。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris
Live Upgradeとアップグレードの計画)』

ネットワークやインターネットを介してセキュリティー保護さ
れたインストールを行う必要がありますか。WANブートを使
用して、リモートクライアントをインストールします。あるい
は、ネットワークインストールイメージからネットワークを介
してインストールする必要がありますか。Solarisインストール
プログラムは、手順を追ってインストールを案内します。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (ネット
ワークインストール)』

複数のマシンに Solarisをインストールする必要があります
か。JumpStartを使用してインストールを自動化します。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』

複数のシステムをすばやくインストールしたり、パッチを適用
したりする必要がありますか。Solarisフラッシュソフトウェア
を使用して Solarisフラッシュアーカイブを作成し、クローンシ
ステム上にOSのコピーをインストールします。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストール)』

システムのバックアップが必要ですか。 『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステ
ム)』の第 22章「UFSファイルシステムのバック
アップと復元 (概要)」

トラブルシューティングに関する情報、既知の問題の一覧、ま
たはこのリリース用のパッチの一覧が必要ですか。

『Oracle Solaris Release Notes』

使用しているシステムが Solaris上で動作することを確認する必
要がありますか。

SPARC:『Solaris Sunハードウェアマニュアル』

このリリースで追加されたパッケージ、削除された
パッケージ、または変更されたパッケージを確認する必要があ
りますか。

『Oracle Solaris Package List』

はじめに
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表 P–1 Solarisをインストールするシステム管理者向けのマニュアル (続き)
説明 情報

使用しているシステムやデバイスが Solaris SPARCベースのシス
テム、x86ベースのシステム、およびその他のサード
パーティーベンダーで動作するかどうかを確認する必要があり
ますか。

Solaris Hardware Compatibility List (x86版)

Oracleサポートへのアクセス
Oracleのお客様は、My Oracle Supportを通じて電子的なサポートを利用することがで
きます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoを参照
してください。聴覚に障害をお持ちの場合は、http://www.oracle.com/pls/topic/

lookup?ctx=acc&id=trsを参照してください。

表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–2 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレク
トリ名、画面上のコンピュータ出
力、コード例を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイルを
表示します。

system%

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上
のコンピュータ出力と区別して示し
ます。

system% su

password:

AaBbCc123 変数を示します。実際に使用する特
定の名前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm filename
と入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャ・ユーザーズガイ
ド』を参照してください。

「」 参照する章、節、ボタンやメ
ニュー名、強調する単語を示しま
す。

第 5章「衝突の回避」を参照してくだ
さい。

この操作ができるの
は、「スーパーユーザー」だけです。

はじめに
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表 P–2 表記上の規則 (続き)
字体または記号 意味 例

\ 枠で囲まれたコード例で、テキスト
がページ行幅を超える場合に、継続
を示します。

sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

Oracle Solaris OSに含まれるシェルで使用する、UNIXのデフォルトのシステムプロン
プトとスーパーユーザープロンプトを次に示します。コマンド例に示されるデ
フォルトのシステムプロンプトは、Oracle Solarisのリリースによって異なります。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]
■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェル

$ command y|n [filename]
■ Bashシェル、Kornシェル、および Bourneシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

はじめに
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Solaris Live Upgradeによるアップグ
レード
このパートでは、Solaris Live Upgradeを使って非アクティブブート環境を作成し
アップグレードする方法について説明します。このブート環境は、アクティブ
ブート環境に切り替えることができます。このパートの内容は、UFSルート (/)
ファイルシステムで動作するシステムに当てはまります。ただし、多くのコマン
ドは ZFSファイルシステムでも使用できます。

パ ー ト I
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Solarisインストールの計画についての参
照先

このドキュメントでは、Solaris Live Upgradeプログラムを使用してOracle Solarisオペ
レーティングシステムをアップグレードする方法についての情報を提供します。こ
のドキュメントでは、Solaris Live Upgradeを使用する上で知っておく必要のある情報
をすべて提供しますが、操作を開始する前にインストールマニュアルコレクション
内の計画マニュアルを参照しておくことも役立ちます。次に示す参照先には、シス
テムをアップグレードする前に役立つ情報が記載されています。

計画とシステム要件についての参照先
『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレードの計
画)』には、システム要件と、ファイルシステムを計画するうえでのガイドラインや
アップグレードの計画などの上位計画の概要が記載されています。次の一覧に、こ
の計画マニュアルの章構成を示します。

計画マニュアルの章の説明 参照

この章では、Solarisインストールプログラムの新機能について説明しま
す。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(インストールとアップグレードの計画)』の
第 2章「Solarisインストールの新機能」

この章では、Oracle Solaris OSのインストールやアップグレードを行う前
に決定しておく必要のある内容について説明します。たとえば、ネット
ワークインストールイメージやDVDメディアをどのようなときに使用
するかを判断するために必要な情報や、すべての Solarisインストールプ
ログラムについての説明を記載しています。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(インストールとアップグレードの計画)』の
第 3章「Solarisのインストールおよびアップ
グレード (ロードマップ)」

この章では、Oracle Solaris OSのインストールやアップグレードに伴うシ
ステム要件について説明します。また、ディスク容量の計画に関しての
一般的な指針や、スワップ空間のデフォルトの割り当てについても説明
します。アップグレードの制限についても説明します。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(インストールとアップグレードの計画)』の
第 4章「システム要件、ガイドライン、およ
びアップグレード (計画)」

1第 1 章
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計画マニュアルの章の説明 参照

この章には、システムのインストールやアップグレードに必要な情報の
収集に役立つチェックリストが含まれています。ここで提供される情報
は、対話式インストールの実行時などに役立ちます。このチェックリス
トでは、対話式インストールを行うために必要なすべての情報が得られ
ます。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(インストールとアップグレードの計画)』の
第 5章「インストールやアップグレードの前
に収集すべき情報 (計画)」

これらの章では、Oracle Solaris OSのインストールやアップグレードに関
連するいくつかの技術の概要を説明します。これらの技術に関連するガ
イドラインと要件も含まれています。これらの章には、ZFSインス
トール、ブート、Solarisゾーン区分技術、およびインストール時に作成
できるRAID-1ボリュームについての情報が含まれています。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド
(インストールとアップグレードの計画)』の
パート II「ZFS、ブート、Solarisゾーン、お
よびRAID-1ボリュームに関連するインス
トールについて」

計画とシステム要件についての参照先

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2011年 8
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Solaris Live Upgrade (概要)

この章では、Solaris Live Upgradeの実行手順について説明します。

注 –このドキュメントでは「スライス」という用語を使用しますが、一部の Solarisの
マニュアルとプログラムでは、スライスのことを「パーティション」と呼んでいる
場合があります。

Solaris Live Upgradeの紹介

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Solaris Live Upgradeについて説明しま
す。UFSファイルシステムの ZFSルートプールへの移行、または ZFSルートプール
の作成とインストールの概要については、第 11章「Solaris Live Upgradeと ZFS (概
要)」を参照してください。

Solaris Live Upgradeを使用すると、稼働中のシステムを停止することなくシステムを
アップグレードできます。現在のブート環境を動作させたまま、ブート環境のコ
ピーを作成し、それをアップグレードできます。アップグレードする代わり
に、Solarisフラッシュアーカイブをブート環境にインストールすることもできま
す。環境をアップグレードしても、アーカイブをインストールしても、元のシステ
ム構成は影響を受けずに支障なく機能します。準備ができたところでシステムをリ
ブートすると、新しいブート環境がアクティブになります。障害が発生した場合
は、リブートするだけで元のブート環境に戻ることができます。このように切り替
えが可能なので、テストや評価処理のためにサービスを停止する必要がなくなりま
す。

Solaris Live Upgradeを使用すると、現在動作しているシステムに影響を与えず
に、ブート環境のコピーを作成して、次のような作業を行うことができます。

■ システムをアップグレードします。

2第 2 章
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注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降、アップグレード処理は自動登録の影響を
受けます。37ページの「Live Upgradeに対する自動登録の影響」を参照してくだ
さい。

■ 現在のブート環境のディスク構成を、新しいブート環境のディスク構成（ファイ
ルシステムのタイプ、サイズ、および配置）に変更します。

■ 異なるイメージを持つ複数のブート環境を保守します。たとえば、現在のパッチ
を持つブート環境を作成すると同時に、Updateリリースを持つ別のブート環境を
作成できます。

Solaris Live Upgradeを使用するには、システム管理についての基礎的な事柄を理解し
ておく必要があります。ファイルシステムの管理、マウント、ブート、スワップの
管理など、システム管理作業に関する基本的な情報については、『Solarisのシステ
ム管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。

Solaris Live Upgradeの実行手順
次に、現在のブート環境のコピーを作成してそのコピーをアップグレードし、アク
ティブなブート環境になるように切り替える作業の概要を示します。元のブート環
境に切り替えるフォールバックの手順についても説明します。図 2–1に、この Solaris
Live Upgrade処理の全体を示します。

Solaris Live Upgradeの実行手順

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2011年 8
月

20

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SAGDFS
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SAGDFS


図 2–1 Solaris Live Upgradeの実行手順

Solaris Live Upgradeの実行手順
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次の節で、Solaris Live Upgradeの実行手順について説明します。

1. 物理スライスまたは論理ボリューム上での新しいブート環境の作成
■ 22ページの「ブート環境の作成」
■ 27ページの「RAID-1ボリュームファイルシステムを持つブート環境の作成」

2. 34ページの「ブート環境のアップグレード」
3. 39ページの「ブート環境のアクティブ化」
4. 41ページの「元のブート環境へのフォールバック」

ブート環境の作成
ブート環境を作成すると、クリティカルファイルシステムをアクティブなブート環
境から新しいブート環境にコピーできます。必要であれば、ディスクを編成し直し
て、ファイルシステムをカスタマイズし、クリティカルファイルシステムを新しい
ブート環境にコピーします。

ファイルシステムのタイプ
Solaris Live Upgradeでは、次の 2種類のファイルシステムを区別します。クリティカ
ルファイルシステムと共有可能ファイルシステムです。次の表に、これらのファイ
ルシステムのタイプを示します。

ファイルシステムのタ
イプ 説明 例と詳細

クリティカル
ファイルシステム

クリティカルファイルシステムは、Oracle Solaris OSに必
須のファイルシステムです。これらのファイルシステム
は、アクティブなブート環境と非アクティブなブート環境
の vfstabにおいて別々のマウントポイントを持ちま
す。これらのファイルシステムは、必ずソースブート環境
から非アクティブブート環境にコピーされます。クリ
ティカルファイルシステムのことを「共有不能」と呼ぶこ
ともあります。

root (/)、/usr、/var、/optなどがクリ
ティカルファイルシステムの例です。

共有可能ファイル
システム

共有可能なファイルシステムとは、/exportのように、ア
クティブなブート環境と非アクティブなブート環境の両方
の vfstabにおいて同じマウントポイントを持つ
ユーザー定義ファイルのことです。したがって、アク
ティブなブート環境内の共有ファイルを更新すると、非ア
クティブなブート環境のデータも更新されます。新しい
ブート環境を作成するとき、共有可能なファイルシステム
はデフォルトで共有されます。しかし、コピー先のスライ
スを指定した場合、そのファイルシステムは (共有されず
に)コピーされます。

たとえば、/exportが共有可能ファイ
ルシステムの例です。

共有可能なファイルシステムについて
の詳細は、56ページの「共有可能な
ファイルシステムのスライスを選択す
るための指針」を参照してください。

Solaris Live Upgradeの実行手順

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2011年 8
月

22



ファイルシステムのタ
イプ 説明 例と詳細

スワップ ■ UFSファイルシステムでは、スワップは特殊な共有可
能ボリュームです。ほかの共有可能なファイルシステ
ムと同様に、すべてのスワップスライスはデフォルト
で共有されます。しかし、スワップ用のディレクトリ
を指定した場合、スワップスライスは (共有されずに)
コピーされます。

■ ZFSファイルシステムでは、スワップボリュームとダ
ンプボリュームがプール内で共有されます。

■ UFSファイルシステムのスワップ
を再構成する手順については、
77ページの「ブート環境を作成し
スワップを再構成する」を参照し
てください。

■ ZFSルートプールのスワップの詳
細は、205ページの「Solaris Live
Upgrade使用時のシステム要件と
制限事項」を参照してください。

ファイルシステム上のRAID-1ボリュームの作成

Solaris Live Upgradeでは、ファイルシステム上にRAID-1ボリューム (ミラー)を持つ
ブート環境を作成できます。概要については、27ページの「RAID-1ボリューム
ファイルシステムを持つブート環境の作成」を参照してください。

ファイルシステムのコピー
新しいブート環境を作成するには、まず、クリティカルファイルシステムをコ
ピーできる未使用のスライスが存在することを確認します。スライスが使用できな
いかあるいは最小限の要件を満たしていない場合は、新しいスライスを
フォーマットする必要があります。

スライスを定義した後、ファイルシステムをディレクトリにコピーする前に、新し
いブート環境上のファイルシステムを再構成できます。ファイルシステムを分割お
よびマージすることによってvfstabを簡単に編集でき、ファイルシステムを再構成
することができます。ファイルシステムは、同じマウントポイントを指定して親
ディレクトリにマージすることも、異なるマウントポイントを指定して親ディレク
トリから分割することも可能です。

非アクティブブート環境でファイルシステムを構成した後、自動コピーを開始しま
す。クリティカルファイルシステムは、指定された宛先ディレクトリにコピーされ
ます。共有可能なファイルシステムは (それらの一部をコピーするように指定しない
限り)、コピーされずに共有されます。ファイルシステムをアクティブなブート環境
から非アクティブなブート環境にコピーする時、ファイルは新しいディレクトリに
コピーされるので、アクティブなブート環境は変更されません。

ファイルシステムの分割やマージの手順 ■ 73ページの「ブート環境を作成しファイル
システムをマージする」

■ 75ページの「ブート環境を作成しファイル
システムを分割する」
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RAID-1ボリュームファイルシステムを持つ
ブート環境の作成の概要

27ページの「RAID-1ボリュームファイルシス
テムを持つブート環境の作成」

新しいブート環境の作成の例

UFSファイルシステムでは、次の図で示すように新規ブート環境がさまざまな方法
で作成されます。

ZFSファイルシステムの場合については、第 11章「Solaris Live Upgradeと ZFS (概
要)」を参照してください。

図 2–2に、クリティカルファイルシステムのルート(/)をディスク上の別のスライス
にコピーして、新しいブート環境を作成する方法を示します。アクティブなブート
環境は、既存のスライス上にルート (/)ファイルシステムを持っています。新しい
ブート環境は、新しいスライス上にルート (/)ファイルシステムとまったく同じ複製
を持ちます。/swapボリュームと /export/homeファイルシステムは、アクティブな
ブート環境と非アクティブなブート環境で共有されます。

Solaris Live Upgradeの実行手順
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図 2–3に、クリティカルファイルシステムを分割し、ディスク上の複数のスライス
にコピーして、新しいブート環境を作成する方法を示します。アクティブなブート
環境は、既存のスライス上にルート (/)ファイルシステムを持っています。このスラ
イスでは、ルート (/)ファイルシステム内に、/usr、/var、および /optディレクトリ
があります。新しいブート環境では、ルート (/)ファイルシステムは分割され、/usr

と /optは別のスライスに配置されています。/swapボリュームと /export/home

ファイルシステムは、両方のブート環境で共有されます。

図 2–2 非アクティブなブート環境の作成 -ルート (/)ファイルシステムのコピー
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図 2–4に、クリティカルファイルシステムをマージし、ディスク上の複数のスライ
スにコピーして、新しいブート環境を作成する方法を示します。アクティブな
ブート環境には、ルート (/)ファイルシステム、/usr、/var、/optがあり、各ファイ
ルシステムは別々のスライス上に配置されています。新しいブート環境では、/usr

と /optはルート (/)ファイルシステムと同一のスライス上にマージされます。/swap

ボリュームと /export/homeファイルシステムは、両方のブート環境で共有されま
す。

図 2–3 非アクティブなブート環境の作成 -ファイルシステムの分割
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RAID-1ボリュームファイルシステムを持つブート
環境の作成
Solaris Live Upgradeは、Solarisボリュームマネージャーテクノロジを使って、RAID-1
ボリュームにカプセル化されたファイルシステムを持つブート環境を作成できま
す。Solarisボリュームマネージャーでは、ボリュームを使って確実にディスクや
データを管理できます。Solarisボリュームマネージャーでは、連結、ストライ
プ、その他の複雑な構成が可能です。Solaris Live Upgradeでは、これらの作業の一部
を実行できます。たとえば、ルート (/)ファイルシステムのRAID-1ボリュームを作
成できます。

図 2–4 非アクティブなブート環境の作成 -ファイルシステムのマージ

Solaris Live Upgradeの実行手順

第 2章 • Solaris Live Upgrade (概要) 27



ボリュームを使用すると、複数のディスクにまたがるディスクスライスをグループ
化して、OSで単一のディスクとして扱われるようにできます。Solaris Live Upgrade
で作成できるのは、RAID-1ボリューム (ミラー)内に単一スライスの連結を持つ
ルート (/)ファイルシステムのブート環境だけです。これは、ブート用のスライスを
1つだけ選択するようにブート PROMが制限されているためです。

Solaris Live Upgradeでボリュームを管理する方法
ブート環境を作成するとき、Solaris Live Upgradeを使って次の作業を行うことができ
ます。

■ 単一スライスの連結 (サブミラー)をRAID-1ボリューム (ミラー)から切り離しま
す。必要な場合は、内容を保持して新しいブート環境の内容にすることができま
す。内容はコピーされないため、新しいブート環境を短時間で作成できます。ミ
ラーから切り離されたサブミラーは、元のミラーの一部ではなくなります。サブ
ミラーに対する読み取りや書き込みがミラーを介して実行されることはなくなり
ます。

■ ミラーを含んだブート環境を作成します。

■ 新しく作成したミラーに単一スライスの連結を 3つまで接続します。

lucreateコマンドの -mオプションを使って、新しいブート環境に対してミラーの作
成、サブミラーの切り離し、およびサブミラーの接続を行うことができます。

注 –現在のシステム上にVxVMボリュームが構成されている場合は、lucreateコマン
ドを使用して新しいブート環境を作成できます。新しいブート環境にデータをコ
ピーすると、Veritasファイルシステム構成が失われ、新しいブート環境にUFS
ファイルシステムが作成されます。

詳細な手順 87ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持
つブート環境を作成する」

インストール時のRAID-1ボリューム作成の概
要

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計画)』の第 9
章「インストール時のRAID-1ボリューム (ミ
ラー)の作成 (概要)」

Solaris Live Upgradeでは使用できない Solarisボ
リュームマネージャーの複雑な構成に関する詳
細

『Solarisボリュームマネージャの管理』の第 2
章「記憶装置管理の概念」
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Solarisボリュームマネージャーのタスクと Solaris Live Upgradeの
対応
Solaris Live Upgradeでは、Solarisボリュームマネージャーのタスクの一部が管理され
ます。表 2–1に、Solaris Live Upgradeで管理できる Solarisボリュームマネージャーの
コンポーネントを示します。

表 2–1 ボリュームクラス

用語 説明

連結 RAID-0ボリューム。複数のスライスが連結された方式では、利用可能な最
初のスライスがいっぱいになるまでそのスライスにデータが書き込まれま
す。そのスライスがいっぱいになると次のスライスに連続してデータが書
き込まれます。ミラーに含まれている場合を除き、連結にはデータの冗長
性はありません。

ミラー RAID-1ボリューム。「RAID-1ボリューム」を参照してください。

RAID-1ボリューム 同じデータのコピーを複数保持しているボリューム。RAID-1ボリュームは
ミラーと呼ばれることもあります。RAID-1ボリュームは、サブミラーと呼
ばれる 1つまたは複数のRAID-0ボリュームから構成されます。

RAID-0ボリューム ストライプ方式または連結方式のボリューム。これらはサブミラーとも呼
ばれます。ストライプや連結は、ミラーを構築する基本構成ブロックで
す。

状態データベース 状態データベースでは、Solarisボリュームマネージャー構成の状態に関す
る情報がディスクに保存されます。状態データベースは、複製された複数
のデータベースコピーの集まりです。各コピーは「状態データベースの複
製」と呼ばれます。状態データベースは、既知の状態データベースの複製
の格納場所と状態をすべて記録しています。

状態データベースの
複製

状態データベースのコピー。複製により、データベース内のデータの有効
性が保証されます。

サブミラー 「RAID-0ボリューム」を参照してください。

ボリューム システムで単一の論理デバイスとして扱われる、物理スライスやボ
リュームの集まり。アプリケーションやファイルシステムから見ると、ボ
リュームは物理ディスクと同じように機能します。一部のコマンド行
ユーティリティーでは、ボリュームはメタデバイスと呼ばれます。

Solaris Live Upgradeを使用してRAID-1ボリュームを作成する例
次の例では、新しいブート環境のRAID-1ボリュームを作成するためのコマンド構文
を示します。
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2つの物理ディスク上にRAID-1ボリュームを作成する

図 2–5は、2つの物理ディスク上に作成されたRAID-1ボリューム (ミラー)を持つ新
しいブート環境を示しています。この新しいブート環境とミラーは、次のコマンド
で作成されたものです。

# lucreate -n second_disk -m /:/dev/md/dsk/d30:mirror,ufs \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0,/dev/md/dsk/d31:attach -m /:/dev/dsk/c0t2d0s0,/dev/md/dsk/d32:attach \

-m -:/dev/dsk/c0t1d0s1:swap -m -:/dev/dsk/c0t2d0s1:swap

このコマンドは、次のような処理を実行します。

■ 新しいブート環境 second_diskを作成する。

■ ミラー d30を作成し、UFSファイルシステムを構成する。
■ 各物理ディスクのスライス 0に単一デバイスの連結を作成する。これらの連結に

d31および d32という名前を付ける。

■ これら 2つの連結をミラー d30に追加する。

■ ルート (/)ファイルシステムをミラーにコピーする。
■ 各物理ディスクのスライス 1に、スワップ用のファイルシステムを構成する。
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ブート環境の作成と既存のサブミラーの使用

図 2–6は、RAID-1ボリューム (ミラー)を持つ新しいブート環境を示しています。こ
の新しいブート環境とミラーは、次のコマンドで作成されたものです。

# lucreate -n second_disk -m /:/dev/md/dsk/d20:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:detach,attach,preserve

このコマンドは、次のような処理を実行します。

■ 新しいブート環境 second_diskを作成します。

図 2–5 ブート環境の作成とミラーの作成
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■ ミラー d10を解除し、連結 d12を切り離します。

■ 連結 d12の内容を保持します。ファイルシステムのコピーは行われません。

■ 新しいミラー d20を作成します。これで、d10および d20という 2つの 1面ミ
ラーが作成されます。

■ 連結 d12をミラー d20に接続します。
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図 2–6 ブート環境の作成と既存のサブミラーの使用
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ブート環境のアップグレード
ブート環境の作成が完了したら、そのブート環境をアップグレードできま
す。アップグレード作業の過程で、ブート環境の任意のファイルシステムにRAID-1
ボリューム (ミラー)を持たせることができます。あるいは、ブート環境に非大域
ゾーンをインストールしておくこともできます。アップグレードを行なっても、ア
クティブなブート環境内のファイルには影響ありません。準備ができたところでこ
の新しいブート環境をアクティブにし、このブート環境を現行のブート環境としま
す。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降、アップグレード処理は自動登録の影響を受け
ます。37ページの「Live Upgradeに対する自動登録の影響」を参照してください。

UFSファイルシステムでのブート環境のアップ
グレード手順

第 5章「Solaris Live Upgradeによるアップグ
レード (作業)」

UFSファイルシステムでの、RAID-1ボリューム
ファイルシステムを持つブート環境のアップグ
レードの例

179ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)の一
方を切り離してアップグレードする例」

UFSファイルシステムの非大域ゾーンがある場
合のアップグレード手順

第 8章「非大域ゾーンがインストールされてい
るシステムにおけるOracle Solaris OSのアップグ
レード」

ZFSファイルシステムのアップグレード、また
は ZFSファイルシステムへの移行

第 11章「Solaris Live Upgradeと ZFS (概要)」

図 2–7に、非アクティブなブート環境のアップグレードの例を示します。
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アップグレードする代わりに、Solarisフラッシュアーカイブをブート環境にインス
トールすることもできます。Solarisフラッシュインストール機能を使用する
と、Oracle Solaris OSの単一の参照用インストールを 1台のシステム上に作成できま
す。このシステムはマスターシステムと呼ばれます。続いて、クローンシステムと
呼ばれる多数のシステム上にこのインストールを複製できます。この場合、非アク
ティブなブート環境はクローンシステムです。Solarisフラッシュアーカイブをシス

図 2–7 非アクティブなブート環境のアップグレード
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テムにインストールするとき、初期インストールの場合と同じように、アーカイブ
は既存のブート環境にあるすべてのファイルを置き換えます。

Solarisフラッシュアーカイブのインストール手順については、115ページの「ブート
環境への Solarisフラッシュアーカイブのインストール」を参照してください。

次の図に、非アクティブなブート環境における Solarisフラッシュアーカイブのイン
ストールを示します。図 2–8は、1台のハードディスクを持つシステムを示していま
す。図 2–9は、2台のハードディスクを持つシステムを示しています。

図 2–8 Solarisフラッシュアーカイブのインストール -ハードディスク 1台
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Live Upgradeに対する自動登録の影響
Oracle Solaris 10 9/10リリース以降、アップグレード処理は自動登録の影響を受けま
す。

自動登録について

システムをインストールまたはアップグレードすると、システムの構成データ
は、既存のサービスタグ技術によってリブート時に自動的にオラクル製品登録シス
テムに伝達されます。システムに関するこのサービスタグデータは、オラクルの顧
客向けサポートとサービスの向上などに役立てられます。この同じ構成データを使
用して、システム独自の目録を作成および管理することができます。

図 2–9 Solarisフラッシュアーカイブのインストール -ハードディスク 2台
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自動登録の概要については、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「Oracle Solaris 10 9/10リリースにおけるインス
トールの新機能」を参照してください。

自動登録が Live Upgradeに影響を与える状況

システムを明示的に、以前のリリースからOracle Solaris 10 9/10リリースまたはそれ
以降のリリースにアップグレードしようとしている場合を除き、自動登録によって
Live Upgradeの処理は変更されません。

Live Upgradeの以下の処理は、自動登録によっていずれも変更されません。
■ Solaris Flashアーカイブのインストール
■ パッチやパッケージの追加または削除
■ プロファイルのテスト
■ パッケージの整合性の確認

システムを以前のリリースからOracle Solaris 10 9/10リリースまたはそれ以降のリ
リースにアップグレードする場合のみ、自動登録の構成ファイルを作成する必要が
あります。そしてシステムをアップグレードするときには、luupgrade -uコマンド
で -kオプションを使用して、この構成ファイルを指定する必要があります。そのた
めの手順は次のとおりです。

▼ アップグレード中に自動登録の情報を提供する方法
以前のリリースからOracle Solaris 10 9/10リリースまたはそれ以降のリリースに
アップグレードする場合のみ、この手順を使用して、必要とされる自動登録の情報
をアップグレード中に提供します。

テキストエディタを使用して、サポート資格を記述した構成ファイルを作成しま
す。必要に応じて、プロキシ情報も含めます。
このファイルは、キーワードと値のペアから成るリストの形式です。ファイルに
は、この形式で以下のキーワードと値を含めます。
http_proxy=Proxy-Server-Host-Name

http_proxy_port=Proxy-Server-Port-Number

http_proxy_user=HTTP-Proxy-User-Name

http_proxy_pw=HTTP-Proxy-Password

oracle_user=My-Oracle-Support-User-Name

oracle_pw=My-Oracle-Support-Password

注 –以下の形式のルールに従ってください。

■ パスワードは暗号化テキストではなく、平文テキストにする必要があります。
■ キーワードの順序は重要ではありません。
■ 値を指定しない場合は、キーワードを完全に省略できます。または、キーワード
を保持して値を空白のままにすることもできます。

1
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注 –サポート資格を省略すると、登録は匿名になります。

■ 入力したい値にはスペースを含める必要があることを除いては、構成ファイルの
空白は問題になりません。http_proxy_userと http_proxy_pwの値のみ、値の中に
スペースを含むことができます。

■ oracle_pwの値にスペースを含めてはいけません。

例を参照すること

http_proxy= webcache.central.example.COM

http_proxy_port=8080

http_proxy_user=webuser

http_proxy_pw=secret1

oracle_user=joe.smith@example.com

oracle_pw=csdfl2442IJS

ファイルを保存します。

そのアップグレードに必要な luupgradeコマンドのその他の標準オプションをすべて
含めて、luupgrade -u -k /path/filename コマンドを実行します。

▼ アップグレード中に自動登録を無効にする方法

前の手順で説明した構成ファイルの内容を修正するか、ファイルを作成します。自
動登録を無効にするには、この構成ファイルに次の行だけを含める必要がありま
す。
autoreg=disable

ファイルを保存します。

そのアップグレードに必要な luupgradeコマンドのその他の標準オプションをすべて
含めて、luupgrade -u -k /path/filename コマンドを実行します。

省略可能:次のようにすると、Live Upgradeが完了し、システムが再ブートするとき
に、自動登録機能が無効になっていることを確認できます。
# regadm status

Solaris Auto-Registration is currently disabled

ブート環境のアクティブ化
新しいブート環境に切り替えてアクティブにする準備ができたら、新しいブート環
境をすばやくアクティブにしてリブートします。新たに作成したブート環境を初め
て起動するとき、ブート環境間でファイルの同期がとられます。ここでいう「同

2

3

1

2

3

4
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期」とは、いくつかのシステムファイルやディレクトリを、直前にアクティブ
だったブート環境から、ブート中のブート環境へコピーすることです。システムを
リブートすると、非アクティブなブート環境にインストールした構成がアクティブ
になります。この時点で、元のブート環境は非アクティブブート環境となります。

ブート環境をアクティブにする手順 121ページの「ブート環境のアクティブ化」

アクティブなブート環境と非アクティブな
ブート環境の同期についての情報

58ページの「ブート環境間でのファイルの同
期」

図 2–10に、リブート後に非アクティブなブート環境からアクティブなブート環境に
切り替わる様子を示します。
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元のブート環境へのフォールバック
問題が発生する場合は、アクティブ化とリブートを行なって元のブート環境にすぐ
にフォールバックできます。元のブート環境をバックアップして復元するより
も、フォールバックの方がはるかに時間がかかりません。ブートに失敗した新しい
ブート環境は保存されるので、障害を解析できます。フォールバックを実行できる
のは、luactivate を使用して新しいブート環境をアクティブにしたブート環境だけ
です。

以前のブート環境に戻すには、次の手順に従います。

図 2–10 非アクティブなブート環境のアクティブ化

Solaris Live Upgradeの実行手順

第 2章 • Solaris Live Upgrade (概要) 41



問題 動作

新しいブート環境は正常に
ブートしたが、結果に満足でき
ない。

luactivateコマンドに以前のブート環境の名前を指定して実行
し、リブートします。

x86のみ – Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューに
ある元のブート環境を選択して戻すことができます。元の
ブート環境と新しいブート環境は、GRUBソフトウェアに基づ
いている必要があります。GRUBメニューからブートする
と、古いブート環境と新しいブート環境の間でファイルは同期
されません。ファイルの同期の詳細については、59ページ
の「ブート環境間での強制的な同期」を参照してください。

新しいブート環境がブートしな
い。

戻すブート環境をシングルユーザーモードでブート
し、luactivateコマンドを実行し、リブートします。

シングルユーザーモードで
ブートできない。

次のいずれかの操作を実行します。
■ DVD/CDメディアまたはネットインストールイメージから
ブートします

■ 戻すブート環境上のルート (/)ファイルシステムをマウント
します

■ luactivateコマンドを実行し、リブートします

フォールバックの手順については、第 6章「障害回復:元のブート環境へのフォール
バック (作業)」を参照してください。

図 2–11に、リブートして戻したときにブート環境が切り替わる様子を示します。
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ブート環境の保守
ブート環境のステータス確認、名前変更、削除など、さまざまな保守作業も行うこ
とができます。保守作業の手順については、第 7章「Solaris Live Upgradeブート環境
の管理 (作業)」を参照してください。

図 2–11 元のブート環境へのフォールバック
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Solaris Live Upgrade (計画)

この章では、Solaris Live Upgradeのインストールと使用を開始する前に考慮すべき指
針と要件について説明します。『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インス
トールとアップグレードの計画)』の「アップグレード計画」で、アップグレード全
般に関する情報も確認するようにしてください。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Solaris Live Upgradeについて説明しま
す。UFSファイルシステムの ZFSルートプールへの移行、または ZFSルートプール
の作成とインストールの計画については、第 12章「ZFSの Solaris Live Upgrade (計
画)」を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

■ 45ページの「Solaris Live Upgradeの要件」
■ 50ページの「パッケージまたはパッチによるシステムのアップグレード」
■ 51ページの「lucreateコマンドを使用したファイルシステムの作成のための指
針」

■ 52ページの「ファイルシステムのスライスを選択するための指針」
■ 57ページの「新しいブート環境の内容のカスタマイズ」
■ 58ページの「ブート環境間でのファイルの同期」

Solaris Live Upgradeの要件
Solaris Live Upgradeのインストールと使用を開始する前に、次の要件をよく理解して
ください。

3第 3 章
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Solaris Live Upgradeのシステム要件
Solaris Live Upgradeは Solarisソフトウェアに含まれています。現在のOSに Solaris Live
Upgradeパッケージをインストールする必要があります。アップグレード後のOSの
リリース番号と同じリリース番号の Solaris Live Upgradeパッケージをインストールす
る必要があります。たとえば、現在使用しているOSが Solaris 9リリースで、Oracle
Solaris 10 8/11リリースにアップグレードする場合、Solaris Oracle Solaris 10 8/11リ
リースの Solaris Live Upgradeパッケージをインストールする必要があります。

表 3–1に、Solaris Live Upgradeでサポートされるリリースを示します。

表 3–1 サポートされる Solarisリリース

現在のリリース 互換性のあるアップグレードリリース

Solaris 8 OS Solaris 8、9、またはすべての Solaris 10リリース

Solaris 9 OS Solaris 9またはすべての Solaris 10リリース

Solaris 10 OS すべての Solaris 10リリース

Solaris Live Upgradeのインストール
Solaris Live Upgradeパッケージのインストールには、次を使用します。

■ pkgaddコマンド。Solaris Live Upgradeパッケージは SUNWlucfg、SUNWlur、および
SUNWluuです。この順序でインストールする必要があります。

■ Oracle Solaris Operating System DVD、Solaris SOFTWARE - 2 CD、またはネット
ワークインストールイメージ上にあるインストーラ。

Solaris Live Upgradeを正しく操作するためには、次のパッチのインストールが必要な
場合があります。

Solaris Live Upgradeの要件
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説明 詳細

注意: Solaris Live Upgradeを正しく操作するためには、指定
のOSバージョン用の特定のパッチリビジョンのセットが
インストールされている必要があります。Solaris Live
Upgradeをインストールまたは実行する前に、これらの
パッチをインストールする必要があります。

x86のみ –このパッチのセットがインストールされていない
場合、Solaris Live Upgradeは失敗し、次のエ
ラーメッセージが表示されることがあります。次のエ
ラーメッセージが表示されなくても、必要なパッチがイン
ストールされていない場合があります。Solaris Live
Upgradeのインストールを試みる前に、My Oracle Support
のナレッジドキュメントに記載されたすべてのパッチがす
でにインストール済みであることを必ず確認してくださ
い。

ERROR: Cannot find or is not executable:

</sbin/biosdev>.

ERROR: One or more patches required

by Live Upgrade has not been installed.

My Oracle Supportのナレッジドキュメント 1004881.1 –
Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の
206844)に記載されているパッチは、いつでも変更される
ことがあります。これらのパッチにより、Solaris Live
Upgradeの欠陥が修正される可能性があると同時
に、Solaris Live Upgradeが依存するコンポーネントの欠陥
も修正される可能性があります。Solaris Live Upgradeで問
題が発生した場合は、最新の Solaris Live Upgradeパッチが
インストールされていることを確認してください。

http://support.oracle.com (My Oracle Support)で最新の更
新済みパッチリストを持っていることを確認してくださ
い。My Oracle Supportで、ナレッジドキュメント 1004881.1
- Solaris Live Upgrade Software: Patch Requirements (以前の
206844)を検索してください。

Solaris 8または 9 OSを実行している場合、Solaris Live
Upgradeインストーラを実行できないことがあります。こ
れらのリリースには、Java 2 Runtime Environmentの実行に
必要なパッチのセットが含まれていません。Solaris Live
Upgradeインストーラを実行してパッケージをインス
トールするには、Java 2 Runtime Environmentの推奨パッチ
クラスタが必要です。

Solaris Live Upgradeパッケージをインストールするに
は、pkgaddコマンドを使用します。または、Java 2 Runtime
Environment推奨パッチクラスタをインストールしま
す。パッチクラスタは、http://support.oracle.com (My
Oracle Support)にあります。

Solaris Live Upgradeソフトウェアのインストール方法については、64ページ
の「Solaris Live Upgradeのインストール」を参照してください。

必要なパッケージ
Solaris Live Upgradeに問題がある場合は、パッケージが不足している可能性がありま
す。次の表に示されたパッケージが、使用しているOSにインストールされているこ
とを確認してください。これらは、Solaris Live Upgradeを使用する上で必要な
パッケージです。

Solaris Live Upgradeの要件
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Oracle Solaris 10リリースの場合:

■ 次のソフトウェアグループのいずれかをインストールする場合、これらのソフト
ウェアグループには必要なすべての Solaris Live Upgradeパッケージが含まれてい
ます。
■ 全体ディストリビューションとOEMサポート
■ 全体ディストリビューション
■ 開発者システムサポート
■ エンドユーザーシステムサポート

■ 次のソフトウェアグループのいずれかをインストールする場合は、Solaris Live
Upgradeを使用する上で必要なパッケージの一部が含まれていない可能性があり
ます。
■ コアシステムサポート
■ 限定ネットワークシステムサポート

ソフトウェアグループについては、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計画)』の「ソフトウェアグループごとの推奨ディスク
容量」を参照してください。

表 3–2 Solaris Live Upgradeに必要なパッケージ

Solaris 8リリース Solaris 9リリース Solaris 10リリース

SUNWadmap SUNWadmap SUNWadmap

SUNWadmc SUNWadmc SUNWadmlib-sysid

SUNWlibC SUNWadmfw SUNWadmr

SUNWbzip SUNWlibC SUNWlibC

SUNWgzip SUNWgzip Solaris 10 3/05のみ: SUNWgzip

SUNWj2rt

注 – SUNWj2rtパッケージは、次
の状況でのみ必要になります。
■ Solaris Live Upgradeインス
トーラを実行して Solaris
Live Upgradeパッケージを
追加する場合

■ アップグレードの際にCD
メディアを使用する場合

SUNWj2rt

注 – SUNWj2rtパッケージは、次
の状況でのみ必要になります。
■ Solaris Live Upgradeインス
トーラを実行して Solaris
Live Upgradeパッケージを
追加する場合

■ アップグレードの際にCD
メディアを使用する場合

SUNWj5rt

注 – SUNWj5rtパッケージは、次
の状況でのみ必要になります。
■ Solaris Live Upgradeインス
トーラを実行して Solaris
Live Upgradeパッケージを
追加する場合

■ アップグレードの際にCD
メディアを使用する場合

システム上のパッケージを確認するには、次のコマンドを入力します。

% pkginfo package_name

Solaris Live Upgradeの要件

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2011年 8
月

48

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTPIesimo
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTPIesimo
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTPIesimo


Solaris Live Upgradeのディスク容量の要件
アップグレードの一般的なディスク容量の要件に従います。『Oracle Solaris 10 8/11イ
ンストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の第 4章「システム要
件、ガイドライン、およびアップグレード (計画)」を参照してください。

ブート環境の作成に必要なファイルシステムのサイズを見積もるには、新しい
ブート環境の作成を開始します。サイズが計算されます。そのあとで、処理を中断
できます。

新しいブート環境上のディスクをブートデバイスとして使用する必要がありま
す。システムの中には、ブートデバイスとして機能するディスクを限定するものが
あります。ブート制限が適用されるかどうかを確認するには、各システムのマ
ニュアルを参照してください。

新しいブート環境を作成する前に、ディスクの準備が必要になることもありま
す。ディスクが正しくフォーマットされていることを次のように確認します。

■ スライスがファイルシステムをコピーできるだけの十分な大きさであることを確
認します。

■ ブート環境間でコピーするのではなく、共有するディレクトリが入っている
ファイルシステムを確認します。ディレクトリを共有する場合、そのディレクト
リを固有のスライスに配置して新しいブート環境を作成する必要があります。こ
うすることにより、ディレクトリは、将来のブート環境と共有可能なファイルシ
ステムになります。独立したファイルシステムを作成して共有する方法について
の詳細は、56ページの「共有可能なファイルシステムのスライスを選択するた
めの指針」を参照してください。

RAID-1ボリューム (ミラー)を作成する場合の
Solaris Live Upgradeの要件
Solaris Live Upgradeは Solarisボリュームマネージャーのテクノロジを使用し
て、RAID-1ボリューム (ミラー)を備えたファイルシステムを持つブート環境のコ
ピーを作成します。Solaris Live Upgradeでは、Solarisボリュームマネージャーのすべ
ての機能が実装されるわけではありませんが、Solarisボリュームマネージャーの次
のコンポーネントが必要になります。

Solaris Live Upgradeの要件
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表 3–3 Solaris Live UpgradeとRAID-1ボリュームに必要なコンポーネント

要件 説明 詳細

状態データベースを 1つ
以上、状態データ
ベースの複製を 3つ以上
作成する必要がありま
す。

状態データベースでは、Solarisボリュームマ
ネージャー構成の状態に関する情報がディスクに保
存されます。状態データベースは、複製された複数
のデータベースコピーの集まりです。各コ
ピーは「状態データベースの複製」と呼ばれま
す。状態データベースのコピーを作成すること
で、単一点障害によるデータ損失を防ぐことができ
ます。

状態データベースの作成について
は、『Solarisボリュームマネージャの
管理』の第 6章「状態データベース
(概要)」を参照してください。

Solaris Live Upgradeで
は、ルート (/)ファイル
システムに単一スライ
スの連結を持つRAID-1
ボリューム (ミラー)だ
けがサポートされま
す。

連結はRAID-0ボリュームです。複数のスライスが
連結された方式では、利用可能な最初のスライスが
いっぱいになるまでそのスライスにデータが書き込
まれます。そのスライスがいっぱいになると次のス
ライスに連続してデータが書き込まれます。RAID-1
ボリュームに含まれている場合を除き、連結には
データの冗長性はありません。

RAID-1ボリュームは、最大 3つの連結から構成され
ます。

ミラー化されたファイルシステムの作
成のガイドラインについては、
53ページの「ミラー化されたファイル
システムのスライスを選択するための
指針」を参照してください。

パッケージまたはパッチによるシステムのアップグ
レード

Solaris Live Upgradeを使ってパッチやパッケージをシステムに追加できます。Solaris
Live Upgradeを使用すると、システムのダウンタイムはリブートの時間だけですみま
す。luupgradeコマンドを使って、パッチやパッケージを新しいブート環境に追加で
きます。luupgradeコマンドを使用する場合は、Solarisフラッシュアーカイブを使用
してパッチやパッケージをインストールすることもできます。

注意 – Solaris Live Upgradeでアップグレードしたりパッケージやパッチの追加・削除
を行なったりするには、パッケージやパッチが SVR4パッケージガイドラインに準拠
していなければなりません。Oracleのパッケージはこのガイドラインに準拠してい
ますが、サードパーティーベンダーのパッケージがこれに準拠していることを
Oracleは保証できません。非準拠のパッケージを追加しようとすると、アップグ
レード時にパッケージ追加ソフトウェアの障害が発生するか、アクティブブート環
境が改変されてしまう可能性があります。

パッケージの要件については、付録 B「その他の SVR4パッケージ要件 (リファレン
ス)」を参照してください。

パッケージまたはパッチによるシステムのアップグレード
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インストールの種類 説明 詳細

ブート環境へのパッチの
追加

新しいブート環境を作成してから、-tオプ
ションを指定して luupgradeコマンドを実行
します。

105ページの「ブート環境のネットワークイ
ンストールイメージにパッチを追加する」

ブート環境への
パッケージの追加

-pオプションを指定して luupgradeコマンド
を実行します。

103ページの「ブート環境のネットワークイ
ンストールイメージにパッケージを追加す
る」

Solaris Live Upgradeを
使った Solarisフ
ラッシュアーカイブのイ
ンストール

アーカイブには、新しいパッケージや
パッチがすでに追加されているブート環境
の完全なコピーが格納されています。この
コピーを複数のシステムにインストールで
きます。

■ Solarisフラッシュアーカイブの詳しい作
成方法については、『Oracle Solaris 10 8/
11インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインス
トール)』の第 3章「Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成 (作業)」を参
照してください。

■ Solaris Live Upgradeを使って Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする
方法については、115ページの「ブート
環境への Solarisフラッシュアーカイブの
インストール」を参照してください。

アップグレードおよびパッチ適用に関する制限事項
アップグレードおよびパッチ適用に関する制限事項については、『Oracle Solaris 10 8/
11インストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の「アップグ
レードおよびパッチ適用に関する制限事項」を参照してください。

lucreateコマンドを使用したファイルシステムの作成の
ための指針

lucreateコマンドに -mオプションを指定することにより、新しいブート環境に作成
するファイルシステムとその数を指定できます。作成するファイルシステムの数だ
け、このオプションを繰り返し指定する必要があります。-mオプションを使って
ファイルシステムを作成する場合、次の項目に留意してください。

■ -mオプションを 1個指定して、新しいブート環境のルート (/)ファイルシステム
を作成する必要があります。-mオプションを指定しないで lucreateを実行する
と、「Configuration」メニューが表示されます。「Configuration」メニューで
は、新しいマウントポイントにファイルを変更して新しいブート環境をカスタマ
イズできます。

lucreateコマンドを使用したファイルシステムの作成のための指針
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■ 現在のブート環境にクリティカルファイルシステムがある場合、このファイルシ
ステムは、-mオプションで指定しなくても新しく作成されたファイルシステムの
上位 2番目のファイルシステムにマージされます。

■ 新しいブート環境には、-m オプションで指定されたファイルシステムだけが作成
されます。現在のブート環境に複数のファイルシステムがあり、新しいブート環
境にも同じ数のファイルシステムを作成する場合は、ファイルシステムごとに 1
個ずつ -mオプションを指定します。

たとえば、-mオプションを 1回だけ使用した場合、すべてのファイルシステムが
指定の場所に格納されます。元のブート環境のすべてのファイルシステムが、-m

で指定されたファイルシステムにマージされます。-mオプションを 2回使用する
と、ファイルシステムが 2つ作成されます。ルート (/)ファイルシステム、/opt

ファイルシステム、/varファイルシステムがある場合、これらを新しいブート環
境に作成するには、それぞれに -mオプションを 1個ずつ指定します。

■ マウントポイントが重複しないようにしてください。たとえば、ルート (/)ファイ
ルシステムを 2つ作成することはできません。

ファイルシステムのスライスを選択するための指針
ブート環境のファイルシステムを作成する場合、ルールはOracle Solaris OSのファイ
ルシステムを作成する場合と同じルールです。Solaris Live Upgradeでは、クリティカ
ルファイルシステムに無効な構成を作成してしまうことを回避できません。たとえ
ば、lucreateコマンドを入力して、ルート (/)と /kernelに別々のファイルシステム
を作成することができますが、このようにルート (/)ファイルシステムを分割するの
は誤りです。

ディスクスライスを作成するときは、スライスがオーバーラップしないように注意
してください。スライスのオーバーラップがあると、新しいブート環境を作成した
つもりでも、アクティブにした後ブートすることができません。こうした
オーバーラップは、ファイルシステムの破損の原因となります。

Solaris Live Upgradeを正しく機能させるには、アクティブブート環境の vfstabファイ
ルの内容が有効で、ルート (/)ファイルシステムのエントリが少なくとも 1つは含ま
れている必要があります。

ルート (/)ファイルシステムのスライスを選択する
ための指針
非アクティブブート環境を作成する場合は、ルート (/)ファイルシステムがコピーさ
れるスライスを特定する必要があります。ルート (/)ファイルシステムのスライスを
選択する場合は、次の項目に留意してください。スライスは、次の条件を満たして
いなければなりません。

ファイルシステムのスライスを選択するための指針
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■ システムをブートできるスライスである。

■ 推奨されている最小サイズ以上である。

■ アクティブなルート (/)ファイルシステムとは異なる物理ディスクでも同じ
ディスクでもかまわない。

■ VxVM (Veritas Volume Manager)のボリュームにすることができる。現在のシステ
ム上にVxVMボリュームが構成されている場合は、lucreateコマンドを使用して
新しいブート環境を作成できます。新しいブート環境にデータをコピーする
と、Veritasファイルシステム構成が失われ、新しいブート環境にUFSファイルシ
ステムが作成されます。

ミラー化されたファイルシステムのスライスを選
択するための指針
新しく作成するブート環境には、物理ディスクスライス、Solarisボリュームマ
ネージャーのボリューム、およびVeritas Volume Managerのボリュームを自由に組み
合わせて使用できます。新しいブート環境にコピーされるクリティカルファイルシ
ステムには、次のような種類があります。

■ 物理スライス。

■ RAID-1ボリューム (ミラー)に含まれる単一スライスの連結。ルート (/)ファイル
システムが置かれているスライスは、RAID-1ボリュームでもかまいません。

■ RAID-0ボリュームに含まれる単一スライスの連結。ルート (/)ファイルシステム
が置かれているスライスは、RAID-0ボリュームでもかまいません。

新しいブート環境を作成する際、lucreate - mコマンドは、次の 3種類のデバイスを
認識します。

■ 物理スライス (/dev/dsk/cwtxdysz)
■ Solarisボリュームマネージャーのボリューム (/dev/md/dsk/dnum)
■ Veritas Volume Managerのボリューム (/dev/vx/dsk/volume_name)。現在のシステム
上にVxVMボリュームが構成されている場合は、lucreateコマンドを使用して新
しいブート環境を作成できます。新しいブート環境にデータをコピーする
と、Veritasファイルシステム構成が失われ、新しいブート環境にUFSファイルシ
ステムが作成されます。

注 – Veritas VxVMのアップグレードで問題が生じる場合は、257ページの「Veritas
VxVmの実行中に Solaris Live Upgradeを使用してアップグレードするとシステムパ
ニックが発生する」を参照してください。

ファイルシステムのスライスを選択するための指針

第 3章 • Solaris Live Upgrade (計画) 53



RAID-1ボリューム (ミラー)ファイルシステムを作成するための一
般的な指針
次の指針を使用して、RAID-1ボリュームが使用中または再同期中でないかどう
か、あるいは Solaris Live Upgradeブート環境が使用しているファイルシステムがボ
リュームに含まれていないかどうかを確認してください。

ボリュームの命名に関する指針については、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイ
ド (インストールとアップグレードの計画)』の「カスタム JumpStartと Solaris Live
Upgradeを行うときのRAIDボリューム名の要件とガイドライン」を参照してくださ
い。

ボリュームのステータスの確認

ミラーやサブミラーが保守を必要としている場合や使用中である場合、コンポーネ
ントを切り離すことはできません。新しいブート環境を作成して detachキーワード
を使用する前に、metastatコマンドを実行してください。metastatコマンドは、ミ
ラーが再同期の処理中かどうか、または使用中かどうかを確認します。詳細
は、metastat(1M)のマニュアルページを参照してください。

ボリュームの切り離しとミラーの再同期

detachキーワードを使ってサブミラーを切り離す場合、lucreateコマンドは、デバ
イスが再同期の処理中かどうかを確認します。デバイスが再同期中である場合、サ
ブミラーを切り離すことはできず、エラーメッセージが表示されます。

再同期処理とは、次のような問題のあとで、あるサブミラーから別のサブミラーに
データをコピーする処理のことです。

■ サブミラーの障害。
■ システムのクラッシュ。
■ オフラインであったサブミラーがオンラインに復帰。
■ 新しいサブミラーの追加。

再同期処理の詳細は、『Solarisボリュームマネージャの管理』の「RAID-1ボ
リューム (ミラー)の再同期」を参照してください。

Solarisボリュームマネージャーのコマンドの使用

非アクティブなブート環境のボリュームを操作するには、Solarisボリュームマ
ネージャーのコマンドではなく lucreateコマンドを使用します。Solarisボリューム
マネージャーソフトウェアにはブート環境に関する考慮はありませんが、 lucreate

コマンドでは、ブート環境を誤って破棄しないように確認が行われます。たとえ
ば、lucreateでは、Solarisボリュームマネージャーのボリュームの上書きや削除が
防止されます。

ファイルシステムのスライスを選択するための指針
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ただし、Solarisボリュームマネージャーを使って複雑な連結、ストライプ、ミ
ラーなどを作成した場合、それらのボリュームコンポーネントの操作には Solarisボ
リュームマネージャーを使用する必要があります。Solaris Live Upgradeでは、これら
のコンポーネントを認識して使用できます。Solarisボリュームマネージャーのコマ
ンドでボリュームコンポーネントを作成、変更、または破棄する前に、lustatusコ
マンドまたは lufslistコマンドを実行してください。これらのコマンドを使用する
と、Solaris Live Upgradeブート環境で使用されているファイルシステムがどの Solaris
ボリュームマネージャーボリュームに置かれているかを確認できます。

スワップボリュームのスライスを選択するための
指針
ここでは、スワップスライスの構成に関する推奨事項と例を示します。

新しいブート環境のスワップの構成
lucreateコマンドの -mオプションを使って、3通りの方法でスワップスライスを構
成できます。

■ スワップスライスを指定しないと、現在のブート環境のスワップスライスが新し
いブート環境用に構成されます。

■ スワップスライスを 1つ以上指定すると、それらのスワップスライスだけが新し
いブート環境で使用されます。この場合指定したスワップスライスは 2つの
ブート環境の間で共有されません。

■ スワップスライスを共有すると同時に、新しいスライスを追加することもできま
す。

3通りのスワップ構成の例を次に示します。現在のブート環境では、ルート (/)
ファイルシステムが c0t0d0s0上に構成されています。スワップファイルシステムは
c0t0d0s1上に構成されています。

■ 次の例では、スワップスライスを指定していません。新しいブート環境で
は、ルート (/)ファイルシステムが c0t1d0s0上に置かれます。c0t0d0s1上のス
ワップが、現在のブート環境と新しいブート環境の間で共有されます。

# lucreate -n be2 -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs

■ 次の例では、スワップスライスを指定しています。新しいブート環境で
は、ルート (/)ファイルシステムが c0t1d0s0上に置かれます。新しいスワップ
ファイルシステムが c0t1d0s1上に作成されます。現在のブート環境と新しい
ブート環境の間でスワップスライスは共有されません。

# lucreate -n be2 -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -m -:/dev/dsk/c0t1d0s1:swap

ファイルシステムのスライスを選択するための指針
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■ 次の例では、スワップスライスを 1つ追加すると同時に、別のスワップスライス
を 2つのブート環境で共有しています。新しいブート環境では、ルート (/)ファイ
ルシステムが c0t1d0s0上に置かれます。新しいスワップスライスが c0t1d0s1上
に作成されます。c0t0d0s1上のスワップスライスが、現在のブート環境と新しい
ブート環境の間で共有されます。

# lucreate -n be2 -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -m -:shared:swap \

-m -:/dev/dsk/c0t1d0s1:swap

スワップの使用中に起きるブート環境作成の失敗
現在のブート環境以外のブート環境によってスワップスライスが使用されている場
合、ブート環境の作成は失敗します。-sオプションを使って作成されたブート環境
の場合、代替ソースブート環境だけはスワップスライスを使用していてもかまいま
せんが、それ以外のブート環境が使用していてはいけません。

共有可能なファイルシステムのスライスを選択す
るための指針
Solaris Live Upgradeは、スライスの内容全体を、指定した新しいブート環境のスライ
スにコピーします。容量とコピーにかかる時間を節約する場合は、そのスライス上
に複数のブート環境で共有できるだけの大きなファイルシステムを用意することも
できます。ルート (/)や /varなど、OSに欠かせないクリティカルファイルシステム
は必ずコピーしてください。/homeなどの非クリティカルファイルシステムは、複数
のブート環境で共有できます。共有可能なファイルシステムは、ユーザーによって
定義され、アクティブブート環境と新しいブート環境の両方の個々のスワップスラ
イス上に存在していなければなりません。必要に応じて、複数の方法でディスクを
再構成できます。

ディスクの再構成 例 参照先

新しいブート環境を作成する前にディスクス
ライスを作成し直し、そのスライス上に共有
可能なファイルシステムを配置することがで
きます。

たとえば、ルート (/)ファイルシステ
ム、/var、/homeがすべて同じスライス上にあ
る場合、ディスクを再構成して /homeを固有の
スライスに配置できます。デフォルトの設定で
は、新しいブート環境を作成すると、 /homeは
アクティブブート環境と新しいブート環境で共
有されます。

format(1M)

ファイルシステムのスライスを選択するための指針
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ディスクの再構成 例 参照先

ディレクトリを共有する場合、そのディレク
トリを固有のスライスに配置する必要があり
ます。こうすることにより、ディレクトリ
は、そのほかのブート環境と共有可能な
ファイルシステムになります。lucreate -mコ
マンドを実行すると、新しいブート環境が作
成され、ディレクトリを固有のスライスに配
置することができます。しかし、この新しい
ファイルシステムはまだ元のブート環境と共
有できません。再度 lucreate -mコマンドを
実行して、もう 1つ別のブート環境を作成す
る必要があります。この 2つの新しいブート
環境では、ディレクトリを共有できます。

たとえば、Solaris 9リリースからOracle Solaris
10 8/11リリースにアップグレードし、両方の
OSで /homeを共有する場合は、lucreateコマン
ドを -mオプションで実行します。/homeを独立
したファイルシステムとして専用のスライス上
に持つ Solaris 9リリースを作成できます。次
に、再度 lucreate -mコマンドを実行し、その
ブート環境を複製します。この 3番目のブート
環境をOracle Solaris 10 8/11リリースへアップグ
レードします。/homeは Solaris 9リリースと
Solaris Oracle Solaris 10 8/11リリース間で共有さ
れます。

共有可能なファイル
システムおよびクリ
ティカルファイルシ
ステムの概要につい
ては、22ページ
の「ファイルシステ
ムのタイプ」を参照
してください。

新しいブート環境の内容のカスタマイズ
新しいブート環境を作成するときに、ディレクトリやファイルの一部を新しい
ブート環境へのコピーから除外できます。ディレクトリを除外した場合は、その
ディレクトリ内にある特定のファイルやサブディレクトリが含まれるようにするこ
とが可能です。これらのサブディレクトリは、新しいブート環境にコピーされま
す。たとえば、/etc/mail にあるすべてのファイルとディレクトリを除外する
が、/etc/mail/staff にあるすべてのファイルとディレクトリは含まれるように指定
できます。次のコマンドでは、staffサブディレクトリが新しいブート環境にコ
ピーされます。

# lucreate -n second_disk -x /etc/mail -y /etc/mail/staff

注意 –ファイル除外オプションは、注意して使用してください。システムに必要な
ファイルやディレクトリは削除しないでください。

次の表に、lucreateコマンドでディレクトリやファイルを除外または追加するため
のオプションを示します。

指定方法 除外用のオプション 追加用のオプション

ディレクトリまたはファイルの
名前を指定します

-x exclude_dir -y include_dir

対象のファイルやディレクトリ
のリストを含むファイルを使用
します

-f list_filename

-z list_filename

-Y list_filename

-z list_filename

新しいブート環境の内容のカスタマイズ
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ブート環境の作成時にディレクトリやファイルをカスタマイズする例については、92
ページの「ブート環境の作成と内容のカスタマイズ」を参照してください。

ブート環境間でのファイルの同期
新しいブート環境に切り替えてアクティブにする準備が整ったら、ただちに新しい
ブート環境をアクティブにし、リブートします。新たに作成したブート環境を初め
て起動するとき、ブート環境間でファイルの同期がとられます。ここでいう「同
期」とは、前にアクティブであったブート環境にあるシステムファイルやディレク
トリを、ブートされているブート環境にコピーすることです。変更されている
ファイルやディレクトリがコピーされます。

/etc/lu/synclistへのファイルの追加
Solaris Live Upgradeでは、変更されているクリティカルなファイルがチェックされま
す。クリティカルなファイルの内容が 2つのブート環境で異なっている場合、その
ファイルはアクティブなブート環境から新しいブート環境にコピーされます。同期
は、新しいブート環境の作成後に /etc/passwdや /etc/groupなどのクリティカルな
ファイルが変更された場合のために用意されています。

/etc/lu/synclistファイルには、同期するディレクトリやファイルのリストが記述
されています。アクティブなブート環境から新しいブート環境にほかのファイルを
コピーする場合もあるでしょう。必要に応じて、ディレクトリやファイルを
/etc/lu/synclistに追加できます。

/etc/lu/synclistのリストにないファイルを追加すると、システムをブートできな
くなる場合があります。同期処理では、ファイルのコピーとディレクトリの作成だ
けが行われます。ファイルやディレクトリの削除は行われません。

次の /etc/lu/synclistファイルの例は、このシステムで同期される標準のディレク
トリとファイルを示しています。

/var/mail OVERWRITE

/var/spool/mqueue OVERWRITE

/var/spool/cron/crontabs OVERWRITE

/var/dhcp OVERWRITE

/etc/passwd OVERWRITE

/etc/shadow OVERWRITE

/etc/opasswd OVERWRITE

/etc/oshadow OVERWRITE

/etc/group OVERWRITE

/etc/pwhist OVERWRITE

/etc/default/passwd OVERWRITE

/etc/dfs OVERWRITE

/var/log/syslog APPEND

/var/adm/messages APPEND

ブート環境間でのファイルの同期
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次のディレクトリやファイルなどは、synclistファイルに追加してもよいで
しょう。

/var/yp OVERWRITE

/etc/mail OVERWRITE

/etc/resolv.conf OVERWRITE

/etc/domainname OVERWRITE

synclistファイルのエントリは、ファイルまたはディレクトリです。2番目の
フィールドは、ブート環境をアクティブ化するときに行われる更新の方法を示しま
す。ファイルの更新には 3通りの方法があります。
■ OVERWRITE –新しいブート環境のファイルの内容を、アクティブなブート環境
のファイルの内容で上書きします。2番目のフィールドに動作を指定しない場合
は、OVERWRITEがデフォルトの動作となります。エントリがディレクトリであ
る場合は、サブディレクトリもすべてコピーされます。すべてのファイルが上書
きされます。新しいブート環境では、ファイルの日付、モード、および所有者は
前のブート環境のものと同じになります。

■ APPEND –新しいブート環境のファイルの末尾に、アクティブなブート環境の
ファイルの内容を追加します。この追加によってファイル内のエントリが重複す
ることがあります。ディレクトリにはAPPEND動作を指定することはできませ
ん。新しいブート環境では、ファイルの日付、モード、および所有者は前の
ブート環境のものと同じになります。

■ PREPEND –新しいブート環境のファイルの先頭に、アクティブなブート環境の
ファイルの内容を追加します。この追加によってファイル内のエントリが重複す
ることがあります。ディレクトリには PREPEND動作を指定することはできませ
ん。新しいブート環境では、ファイルの日付、モード、および所有者は前の
ブート環境のものと同じになります。

ブート環境間での強制的な同期
新しく作成したブート環境で初めてブートする時に、Solaris Live Upgradeは新しい
ブート環境と以前のアクティブブート環境の同期をとります。最初にブートと同期
を行なったあとは、要求しない限り Solaris Live Upgradeは同期処理を行いません。強
制的に同期処理を行うには、-sオプションを指定して luactivateコマンドを実行し
ます。

複数のバージョンのOracle Solaris OSを使用していると、強制的に同期を行いたい場
合があります。emailや passwd/groupなどのファイルに加えた変更を、アクティブに
するブート環境に反映させたい場合があります。強制的に同期を実行すると、Solaris
Live Upgradeは、同期をとるファイルの間に競合がないかチェックします。新しい
ブート環境がブートされ、競合が検出されると、警告が出されます。この場
合、ファイルの同期は行われません。このような競合があっても、アクティブ化は
正常に終了する可能性があります。新しいブート環境とアクティブなブート環境の
両方で同じファイルに変更を加えると、競合が発生する可能性があります。たとえ
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ば、元のブート環境で /etc/passwdファイルに変更を加えます。そして、新しい
ブート環境で /etc/passwdファイルに別の変更を加えます。同期処理では、同期する
ためどちらのファイルをコピーするべきか判断できません。

注意 –以前のアクティブブート環境で発生した変更にユーザーが気付いていない場合
や、それらの変更を制御できない場合もあるため、このオプションを使用する際に
は十分注意してください。たとえば、現在のブート環境でOracle Solaris 10 8/11ソフ
トウェアを実行していて、強制的に同期をとってブート環境を Solaris 9リリースに戻
したとします。この場合、Solaris 9リリースでファイルが変更されることがありま
す。ファイルはOSのリリースに依存しているため、Solaris 9リリースのブートは失
敗する可能性があります。Solaris Oracle Solaris 10 8/11のファイルと Solaris 9のファイ
ルは互換性があるとは限らないからです。

複数のブート環境のブート
システムに複数のOSがインストールされている場合、SPARCと x86両方のプラット
フォームでそれらのブート環境からブートできます。ブートできるブート環境に
は、Solaris Live Upgradeの非アクティブブート環境が含まれます。

■ SPARCベースのシステムのOracle Solaris 10 10/08以降のリリースでは、ZFS
プール内の ZFSルートファイルシステムをブートできるようになりました。ZFS
ルートプールの場合は、bootコマンドに -Lオプションを指定して、利用できる
ブート環境の一覧を表示できます。そこからブート環境を選択し、OBP bootコマ
ンドに -Zオプションを指定して実行すれば、そのブート環境をブートできま
す。-Zオプションは、ZFSルートプールの新規ブート環境のブートにも使用され
る luactivateコマンドの代替です。luactivateコマンドは、主にブート環境の切
り替えに使用します。UFSファイルシステムでは、主な管理インタフェースとし
て引き続き、OpenBoot PROM OBPを使用します。指定するブートオプション
は、OBPのコマンドを使用して選択します。

■ Solaris 10 1/06以降のリリースでは、x86システムのGRUBブートメニューに、さ
まざまなブート環境からブートできるインタフェースが備えられました。Solaris
10 10/08以降のリリースでは、ブートに利用できるZFSブート環境の一覧がこの
メニューに表示されます。デフォルトのブート環境が ZFSファイルシステムで
GRUBメニューが表示されている場合、そのままデフォルトのブート環境を
ブートすることも、他のブート環境を選択してブートすることもできま
す。GRUBメニューは、ZFSルートプールの新規ブート環境のブートにも使用さ
れる luactivateコマンドの代替です。luactivateコマンドは、主にブート環境の
切り替えに使用します。

SPARCシステムと x86システムの両方で、各 ZFSルートプールには、デフォルトの
ルートファイルシステムとして指定されたデータセットがあります。SPARCの場合
は bootコマンドの入力、x86の場合はGRUBメニューからのデフォルトの選択によ
り、このデフォルトのルートファイルシステムがブートされます。
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注 – GRUBメニューが明示的に変更され、Solaris Live Upgradeで設定した項目以外の
項目がデフォルトに指定されている場合、そのデフォルトメニューエントリを選択
してもプールのデフォルトのルートファイルシステムがブートされない可能性があ
ります。

ブートおよびGRUBブートメニューの変更の詳細については、次の項目を参照して
ください。

作業 情報

GRUBメニューを使ってブート環境をアク
ティブにする

127ページの「x86: GRUBメニューを使って
ブート環境をアクティブにする」

GRUBメニューを使って元のブート環境に戻す 133ページの「x86:新しいブート環境のアク
ティブ化に成功した場合のGRUBメニューを
使ったフォールバック」

ブートおよびブート動作の変更に関する SPARC
と x86の情報、および詳細な手順

『Solarisのシステム管理 (基本編)』
■ 『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 8
章「システムのシャットダウンとブートの
概要」

■ 『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 9
章「システムのシャットダウンとブート (概
要)」

■ 『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 12
章「Oracle Solarisシステムのブート (手順)」

■ 『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 11
章「Oracle Solarisブート動作の変更 (手順)」

■ 『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 13
章「Oracle Solarisブートアーカイブの管理
(手順)」

ZFSブート環境のブートに関する概要および詳
細な手順

『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSルート
ファイルシステムからのブート」

Solaris Live Upgradeのキャラクタユーザーインタ
フェース

Oracleは luコマンドの使用を推奨しなくなりました。luコマンドでは、キャラクタ
ユーザーインタフェース (CUI)が表示されます。CUIの基本的なコマンドシーケンス
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(lucreateコマンド、luupgradeコマンド、および luactivateコマンドなど)は、簡単
に使用できます。これらのコマンドの使用手順については、次の章で説明します。
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Solaris Live Upgradeによるブート環境の作
成 (作業)

この章では、Solaris Live Upgradeパッケージとパッチのインストール、およびブート
環境の作成について説明します。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Solaris Live Upgradeについて説明しま
す。UFSファイルシステムを ZFSルートプールに移行する、または ZFSルート
プールを作成およびインストールする手順については、第 13章「ZFSルートプール
のブート環境の作成」を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

■ 63ページの「作業マップ: Solaris Live Upgradeのインストールとブート環境の作
成」

■ 64ページの「Solaris Live Upgradeのインストール」
■ 69ページの「新しいブート環境の作成」

作業マップ: Solaris Live Upgradeのインストールとブート
環境の作成

表 4–1 作業マップ: Solaris Live Upgradeの使用

作業 説明 参照先

Solaris Live Upgradeパッケージ
をインストールします

OSにパッケージをインス
トールします

64ページの「Solaris Live
Upgradeのインストール」

システムにパッチをインス
トールします

Solaris Live Upgradeには、特定
のパッチリビジョンセットが必
要です

68ページの「Solaris Live
Upgradeに必要なパッチのイン
ストール」
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表 4–1 作業マップ: Solaris Live Upgradeの使用 (続き)
作業 説明 参照先

ブート環境を作成します 非アクティブブート環境に
ファイルシステムをコピーして
再構成します

69ページの「新しいブート環
境の作成」

Solaris Live Upgradeのインストール
Solaris Live Upgradeを実行する前に、インストールメディアから最新の Solaris Live
Upgradeパッケージをインストールし、My Oracle Supportナレッジドキュメント
1004881.1 – Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載され
ているパッチをインストールする必要があります。現在のOSに Solaris Live Upgrade
パッケージをインストールし、古いパッケージを削除する必要があります。アップ
グレード後のOSのリリース番号と同じリリース番号の Solaris Live Upgrade
パッケージをインストールする必要があります。たとえば、現在使用しているOSが
Solaris 9リリースで、Oracle Solaris 10 8/11リリースにアップグレードする場
合、Solaris Oracle Solaris 10 8/11リリースの Solaris Live Upgradeパッケージをインス
トールする必要があります。My Oracle Supportナレッジドキュメント 1004881.1 –
Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載されている
パッチもインストールする必要があります。最新のパッケージとパッチにより、リ
リースに最新のバグ修正と新機能がすべて含まれるようになります。新しいブート
環境の作成に進む前に、システムに関連するすべてのパッチを必ずインストールし
てください。

My Oracle SupportにあるMy Oracle Supportナレッジドキュメント 1004881.1 Solaris Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)では、古いパッケージを削除して
新しいパッケージをインストールする方法が説明されており、必要なパッチが記載
されています。次の手順では、ナレッジドキュメント 1004881.1 – Solaris Live Upgrade
Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載されている手順が詳しく説明され
ています。

■ 68ページの「Solaris Live Upgradeに必要なパッチのインストール」
■ 64ページの「pkgaddコマンドを使用して Solaris Live Upgradeをインストールする
方法」

■ 65ページの「Solarisインストールプログラムを使用して Solaris Live Upgradeをイ
ンストールする方法」

▼ pkgaddコマンドを使用して Solaris Live Upgradeを
インストールする方法
パッケージをインストールするには、インストールDVDまたはCDにある
liveupgrade20コマンドか、pkgaddコマンドを使用します。liveupgrade20コマンド
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を使用する場合は、Javaソフトウェアが必要です。システムに Javaソフトウェアが
インストールされていない場合は、pkgaddコマンドを使用してパッケージをインス
トールする必要があります。詳細は、My Oracle Supportナレッジドキュメントを参照
してください。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

既存の Solaris Live Upgradeパッケージを削除します。

3つの Solaris Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfgは、Solaris
Live Upgradeを使ってアップグレードまたはパッチを適用するのに必要なソフト
ウェアを構成します。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい機
能、およびバグ修正が含まれています。Solaris Live Upgradeを使用する前に、既存
パッケージを削除しないで新しいパッケージをシステムにインストールする
と、ターゲットリリースへのアップグレードまたはパッチ適用は失敗しま
す。SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10 8/07以降のリリースの新機能です。Solaris 10
8/07より前のリリースから Solaris Live Upgradeパッケージを使用する場合は、この
パッケージを削除する必要はありません。

# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

次の順序でパッケージをインストールします。
# pkgadd -d path_to_packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

path_to_packages ソフトウェアパッケージのあるディレクトリの絶対パスを指定
します。

指定したパッケージが正常にインストールされていることを確認します。
# pkgchk -v SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

▼ Solarisインストールプログラムを使用して Solaris
Live Upgradeをインストールする方法
パッケージをインストールするには、インストールDVDまたはCDにある
liveupgrade20コマンドを使用します。liveupgrade20コマンドを使用する場合
は、Javaソフトウェアが必要です。システムに Javaソフトウェアがインストールさ
れていない場合は、pkgaddコマンドを使用してパッケージをインストールする必要
があります。詳細は、My Oracle Supportナレッジドキュメントを参照してください。

1

2

3

4
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注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。ボリュームマネージャーを使用したリムーバブルメディアの管理の詳細
は、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

既存の Solaris Live Upgradeパッケージを削除します。
3つの Solaris Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfgは、Solaris
Live Upgradeを使ってアップグレードまたはパッチを適用するのに必要なソフト
ウェアを構成します。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい機
能、およびバグ修正が含まれています。Solaris Live Upgradeを使用する前に、既存
パッケージを削除しないで新しいパッケージをシステムにインストールする
と、ターゲットリリースへのアップグレードまたはパッチ適用は失敗しま
す。SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10 8/07以降のリリースの新機能です。Solaris 10
8/07より前のリリースから Solaris Live Upgradeパッケージを使用する場合は、この
パッケージを削除する必要はありません。
# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

Oracle Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 2 CDを挿入します。

インストーラを実行します。

■ Oracle Solaris Operating System DVDを使用している場合は、インストーラのある
ディレクトリに移動し、インストーラを実行します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools/Installers

# ./liveupgrade20

SolarisインストールプログラムのGUIが表示されます。スクリプトを使用する場
合は、-noconsoleオプションと -nodisplayオプションを使用することで、GUIが
表示されるのを防ぐことができます。

■ Solaris SOFTWARE - 2 CDを使用している場合は、インストーラを実行します。

% ./installer

SolarisインストールプログラムのGUIが表示されます。

「インストール形式の選択 (Select Type of Install)」パネルで「カスタム (Custom)」をク
リックします。
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「ロケールの選択 (Locale Selection)」パネルで、インストールする言語をクリックし
ます。

インストールするソフトウェアを選択します。

■ DVDの場合、「コンポーネントの選択 (Component Selection)」パネルの「次へ
(Next)」をクリックしてパッケージをインストールします。

■ CDの場合、「製品の選択 (Product Selection)」パネルの Solaris Live Upgradeの項目
で「デフォルトインストール (Default Install)」をクリックします。また、ソフト
ウェアの選択を解除するには、ほかの製品をクリックします。

Solarisインストールプログラムの指示に従って、ソフトウェアをインストールしま
す。

必要なパッチをインストールする準備が整いました。

6
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Solaris Live Upgradeに必要なパッチのインス
トール

説明 詳細

注意 – Solaris Live Upgradeを正しく操作するためには、指定
のOSバージョン用の特定のパッチリビジョンのセットが
インストールされている必要があります。Solaris Live
Upgradeをインストールまたは実行する前に、これらの
パッチをインストールする必要があります。

x86のみ –このパッチのセットがインストールされていない
場合、Solaris Live Upgradeは失敗し、次のエ
ラーメッセージが表示されることがあります。次のエ
ラーメッセージが表示されなくても、必要なパッチがイン
ストールされていない場合があります。Solaris Live
Upgradeのインストールを試みる前に、MyOracleSupportの
ナレッジドキュメントに記載されたすべてのパッチがすで
にインストール済みであることを必ず確認してください。

ERROR: Cannot find or is not

executable: </sbin/biosdev>.

ERROR: One or more patches required by

Live Upgrade has not been installed.

ナレッジドキュメント 1004881.1 – Solaris Live Upgrade
Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載されてい
るパッチは、いつでも変更されることがあります。これら
のパッチにより、Solaris Live Upgradeの欠陥が修正される
可能性があると同時に、Solaris Live Upgradeが依存するコ
ンポーネントの欠陥も修正される可能性がありま
す。Solaris Live Upgradeで問題が発生した場合は、最新の
Solaris Live Upgradeパッチがインストールされていること
を確認してください。

http://support.oracle.comを調べて最新の更新済み
パッチリストを持っていることを確認してください。My
Oracle Supportで、ナレッジドキュメント 1004881.1 – Solaris
Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)を
検索してください。

Solaris 8、または Solaris 9 OSを実行している場合、Solaris
Live Upgradeインストーラを実行できないことがありま
す。これらのリリースには、Java 2 Runtime Environmentの
実行に必要なパッチのセットが含まれていません。Solaris
Live Upgradeインストーラを実行してパッケージをインス
トールするには、Java 2 Runtime Environmentの推奨パッチ
クラスタが必要です。

Solaris Live Upgradeパッケージをインストールするに
は、pkgaddコマンドを使用します。または、Java 2 Runtime
Environment推奨パッチクラスタをインストールしま
す。パッチクラスタは、http://support.oracle.com (My
Oracle Support)にあります。
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▼ 必要なパッチをインストールするには

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

ローカルディスクにパッチを保存する場合は、/var/tmp/lupatchesなどのディレク
トリを作成します。

My Oracle SupportのWebサイトから、パッチの一覧を取得します。

この例のようにパッチディレクトリに移動します。
# cd /var/tmp/lupatches

patchaddコマンドを使用してパッチをインストールします。
# patchadd path_to_patches patch-id patch-id

patch_idはパッチの番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、スペースで区切り
ます。

注 –パッチはナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software Patch
Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適用する必要があります。

必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするために
リブートする必要があります。
x86のみ:システムをリブートする必要があります。そうしないと、Solaris Live
Upgradeは失敗します。
# init 6

以上で新しいブート環境を正しく作成するために必要なパッケージとパッチがイン
ストールされました。

新しいブート環境の作成
ブート環境を作成すると、クリティカルファイルシステムをアクティブなブート環
境から新しいブート環境にコピーできます。必要に応じてディスクを再編成
し、ファイルシステムをカスタマイズして、クリティカルファイルシステムを新し
いブート環境にコピーするには、lucreateコマンドを使用します。

ファイルシステムは、新しいブート環境にコピーする前にカスタマイズできま
す。このため、クリティカルファイルシステムディレクトリを親のディレクトリに
マージすることも、親ディレクトリから分離することも可能になりま
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す。ユーザー定義の (共有可能)ファイルシステムは、デフォルトで複数のブート環
境で共有されます。ただし、必要に応じて共有可能なファイルシステムをコピーす
ることもできます。スワップ (共有可能なボリューム)の分割やマージも可能で
す。クリティカルファイルシステムと共有可能ファイルシステムの概要について
は、22ページの「ファイルシステムのタイプ」を参照してください。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Solaris Live Upgradeについて説明しま
す。UFSファイルシステムを ZFSルートプールに移行する、または ZFSルート
プールを作成およびインストールする手順については、第 13章「ZFSルートプール
のブート環境の作成」を参照してください。

▼ ブート環境をはじめて作成する
lucreateコマンドに -mオプションを指定することにより、新しいブート環境に作成
するファイルシステムとその数を指定できます。作成するファイルシステムの数だ
け、このオプションを繰り返し指定する必要があります。たとえば、-mオプション
を 1回だけ使用した場合、すべてのファイルシステムが指定の場所に格納されま
す。元のブート環境のすべてのファイルシステムが、-mで指定されたファイルシス
テムにマージされます。-mオプションを 2回使用すると、ファイルシステムが 2つ
作成されます。-mオプションを使ってファイルシステムを作成する場合、次の項目
に留意してください。

■ -mオプションを 1個指定して、新しいブート環境のルート (/)ファイルシステム
を作成する必要があります。-mオプションを指定しないで lucreateを実行する
と、「Configuration」メニューが表示されます。「Configuration」メニューで
は、新しいマウントポイントにファイルを変更して新しいブート環境をカスタマ
イズできます。

■ 現在のブート環境にクリティカルファイルシステムがある場合、このファイルシ
ステムは、-mオプションで指定しなくても新しく作成されたファイルシステムの
上位 2番目のファイルシステムにマージされます。

■ 新しいブート環境には、-m オプションで指定されたファイルシステムだけが作成
されます。現在のブート環境に複数のファイルシステムがあり、新しいブート環
境にも同じ数のファイルシステムを作成する場合は、ファイルシステムごとに 1
個ずつ -mオプションを指定します。たとえば、ルート (/)ファイルシステ
ム、/optファイルシステム、/varファイルシステムがある場合、これらを新しい
ブート環境に作成するには、それぞれに -mオプションを 1個ずつ指定します。

■ マウントポイントが重複しないようにしてください。たとえば、ルート (/)ファイ
ルシステムを 2つ作成することはできません。
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スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力して新しいブート環境を作成します。
# lucreate [-A ’BE_description’] -c BE_name \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m ...] -n BE_name

-A 'BE_description'
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用で
きる文字に制限はありません。

-c BE_name
アクティブブート環境に名前 BE_nameを割り当てます。このオプションは省略可
能で、最初のブート環境を作成する場合だけ使用されます。lucreateを初めて実
行する場合に -cオプションを省略すると、デフォルトの名前が作成されます。

デフォルトの名前は、次の基準に従って選択されます。

■ 物理ブートデバイスが判別可能な場合は、その物理ブートデバイスのベース名
が現在のブート環境の名前になります。

たとえば、物理ブートデバイスが /dev/dsk/c0t0d0s0であれば、現在のブート
環境には c0t0d0s0という名前が与えられます。

■ 物理ブートデバイスが判別不可能な場合は、unameコマンドの -sオプションと
-rオプションで取得される名前が組み合わされます。

たとえば、uname -sで取得されるOSの名前が SunOS、uname -rで取得されるリ
リース名が 5.9であれば、現在のブート環境には SunOS5.9という名前が与えら
れます。

■ 上記のどちらの方法でも名前を決定できない場合、現在のブート環境には
currentという名前が与えられます。
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注 –最初のブート環境を作成した後は、-cオプションを指定しても無視される
か、エラーメッセージが表示されます。

■ 現在のブート環境と同じ名前を指定すると、このオプションは無視されます。

■ 現在のブート環境と異なる名前を指定すると、作成は失敗し、エ
ラーメッセージが表示されます。次の例は、ブート環境の名前によってエ
ラーメッセージが発生するようすを示しています。

# lucurr

c0t0d0s0

# lucreate -c /dev/dsk/c1t1d1s1 -n newbe -m /:/dev/dsk/c1t1d1s1:ufs

ERROR: current boot environment name is c0t0d0s0: cannot change

name using <-c c1t1d1s1>

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を vfstabで指定します。-mに引数とし
て指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複
数のディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成す
るファイルシステムの数だけ使用します。

■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのボリューム名。/dev/md/dsk/dnumの形式
で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/md/vxfs/dsk/dnumの形式で表
されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの詳
細は、87ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する」を参照してください。
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-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード (作業)」を参照してください。

ブート環境の作成

この例では、アクティブブート環境の名前は first_diskです。-mオプションはファイ
ルシステムのマウントポイントを表します。ルート (/)ファイルシステムと /usr

ファイルシステムが作成されます。新しいブート環境の名前は second_diskで
す。「mydescription」という記述は、second_diskに対応しています。新しいブート
環境 second_diskのスワップは、自動的にソースである first_diskから共有されます。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk -m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs \

-m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s3:ufs -n second_disk

▼ ブート環境を作成しファイルシステムをマージす
る

注 – lucreateコマンドに -mオプションを指定することにより、新しいブート環境に
作成するファイルシステムとその数を指定できます。作成するファイルシステムの
数だけ、このオプションを繰り返し指定する必要があります。たとえば、-mオプ
ションを 1回だけ使用した場合、すべてのファイルシステムが指定の場所に格納さ
れます。元のブート環境のファイルシステムがすべて 1つのファイルシステムに
マージされます。-mオプションを 2回使用すると、ファイルシステムが 2つ作成さ
れます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# lucreate -A ’BE_description’ \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \

-m [...] -m mountpoint:merged:fs_options -n BE_name

-A BE_description
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用で
きる文字に制限はありません。

例4–1
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-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの詳
細は、87ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード (作業)」を参照してください。

ブート環境を作成しファイルシステムをマージする

この例の場合、現在のブート環境には、ルート (/)ファイルシステム、/usrファイル
システム、/optファイルシステムがあります。/optファイルシステムは、親ファイ
ルシステム /usrにマージされます。新しいブート環境の名前は second_diskで
す。「mydescription」という記述は、second_diskに対応しています。

例4–2
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# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \

-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s1:ufs \

-m /usr/opt:merged:ufs -n second_disk

▼ ブート環境を作成しファイルシステムを分割する

注 –ブート環境のファイルシステムを作成する場合、ルールはOracle Solaris OSの
ファイルシステムを作成する場合のルールと同じです。Solaris Live Upgradeでは、ク
リティカルファイルシステムに無効な構成を作成してしまうことを回避できませ
ん。たとえば、lucreateコマンドを入力して、ルート (/)と /kernelに別々のファイ
ルシステムを作成することができますが、このようにルート (/)ファイルシステムを
分割するのは誤りです。

1つのディレクトリを複数のマウントポイントに分割すると、ファイルシステム間で
ハードリンクが維持されなくなります。たとえば、/usr/stuff1/fileが
/usr/stuff2/fileにハードリンクされている場合に /usr/stuff1と /usr/stuff2を
別々のファイルシステムに分割すると、ファイル間のリンクは解除されま
す。lucreateから警告メッセージが表示され、解除されたハードリンクの代わりと
なるシンボリックリンクが作成されます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# lucreate [-A ’BE_description’] \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options -n new_BE

-A 'BE_description'
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用で
きる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
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■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの詳
細は、87ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。

ブート環境を作成しファイルシステムを分割する
この例では、前述のコマンドによってルート (/)ファイルシステムを新しいブート環
境内の複数のディスクスライスに分割しています。ここでは、/usr、/var、および
/optをすべてルート (/)に置いている次のソースブート環境を想定してください。
/dev/dsk/c0t0d0s0 /

新しいブート環境で、次に示すように別々のスライスにマウントすることに
よって、ファイルシステム /usr、/var、/optを分割します。

/dev/dsk/c0t1d0s0 /

/dev/dsk/c0t1d0s1 /var

/dev/dsk/c0t1d0s7 /usr

/dev/dsk/c0t1d0s5 /opt

「mydescription」という記述は、ブート環境名 second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c0t1d0s7:ufs \

-m /var:/dev/dsk/c0t1d0s1:ufs -m /opt:/dev/dsk/c0t1d0s5:ufs \

-n second_disk
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新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード (作業)」を参照してください。

▼ ブート環境を作成しスワップを再構成する
スワップスライスは、デフォルトでは複数のブート環境で共有されます。-mオプ
ションでスワップを指定「しない」場合、現在のブート環境と新しいブート環境が
同じスワップスライスを共有します。新しいブート環境のスワップを構成し直す場
合は、 -mオプションを使用してそのブート環境に対してスワップスライスの追加ま
たは削除を行なってください。

注 –スワップスライスを分割したりマージしたりするには、現在のブート環境 (-sオ
プションを使用した場合はソースブート環境)以外のブート環境では、スワップスラ
イスが使用中であってはならないという制限があります。ファイルシステムの種類
(スワップ、ufsなど)　にかかわらず、スワップスライスがほかのブート環境に
よって使用されている場合、ブート環境の作成は失敗します。

既存のスワップスライスを使用してブート環境を作成した後、vfstabファイルを編
集することができます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# lucreate [-A ’BE_description’] \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \

-m -:device:swap -n BE_name

-A 'BE_description'
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用で
きる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
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■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの詳
細は、87ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、一意となるように指定する必要があり
ます。

スワップが別のスライスまたはデバイスに移動し、新しいブート環境が作成されま
す。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード (作業)」を参照してください。

ブート環境を作成しスワップを再構成する

この例の場合、現在のブート環境には、/dev/dsk/c0t0d0s0にルート
(/)、/dev/dsk/c0t0d0s1にスワップがあります。新しいブート環境はルート (/)を
/dev/dsk/c0t4d0s0にコピーし、/dev/dsk/c0t0d0s1と /dev/dsk/c0t4d0s1の両方をス
ワップスライスとして使用します。「mydescription」という記述は、ブート環境名
second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \

-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -m -:/dev/dsk/c0t0d0s1:swap \

-m -:/dev/dsk/c0t4d0s1:swap -n second_disk
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これらのスワップ割り当ては、second_diskからブートが行われて初めて有効になり
ます。スワップスライスが多数存在する場合は、-Mオプションを使用してくださ
い。79ページの「リストを使用してブート環境を作成しスワップを再構成する」を
参照してください。

▼ リストを使用してブート環境を作成しスワップを
再構成する
スワップスライスが多数存在する場合は、スワップリストを作成してくださ
い。lucreateは、新しいブート環境のスワップスライスにこのリストを使用しま
す。

注 –スワップスライスを分割したりマージしたりするには、現在のブート環境 (-sオ
プションを使用した場合はソースブート環境)以外のブート環境では、スワップスラ
イスが使用中であってはならないという制限があります。スワップスライスの
ファイルシステムの種類 (swap、ufs)などにかかわらず、スワップスライスがほかの
ブート環境によって使用されている場合、ブート環境の作成は失敗します。

新しいブート環境で使用されるスワップスライスのリストを作成します。この
ファイルの場所と名前はユーザーが決定できます。この例では、/etc/lu/swapslices

ファイルにはデバイスとスライスが挙げられています。
-:/dev/dsk/c0t3d0s2:swap

-:/dev/dsk/c0t3d0s2:swap

-:/dev/dsk/c0t4d0s2:swap

-:/dev/dsk/c0t5d0s2:swap

-:/dev/dsk/c1t3d0s2:swap

-:/dev/dsk/c1t4d0s2:swap

-:/dev/dsk/c1t5d0s2:swap

次のように入力します。
# lucreate [-A ’BE_description’] \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \

-M slice_list -n BE_name

-A 'BE_description'
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用で
きる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。
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■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの詳
細は、87ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する」を参照してください。

-M slice_list
ファイル -slice_list中には、mオプションのリストが記述されています。これ
らの引数は、-mに指定されている書式で指定してください。ハッシュ記号 (#)で
始まるコメント行は無視されます。-Mオプションは、ブート環境用のファイルシ
ステムが多数存在する場合に便利です。-mオプションと -Mオプションは一緒に使
えます。たとえば、slice_listにスワップスライスを記録しておき、-mを使用し
て、ルート (/)スライスと /usrスライスを指定できます。

-mオプションと -Mオプションでは、特定のマウントポイントについて複数のスラ
イスを指定できます。これらのスライスを処理する場合、lucreateは利用不可能
なスライスをスキップして利用できる最初のスライスを選択します。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、一意となるように指定する必要があり
ます。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード (作業)」を参照してください。
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リストを使用してブート環境を作成しスワップを再構成する

この例では、新しいブート環境のスワップは、/etc/lu/swapslicesファイルに挙げ
られている一連のスライスです。「mydescription」という記述は、second_diskに対
応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \

-m /:/dev/dsk/c02t4d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c02t4d0s1:ufs \

-M /etc/lu/swapslices -n second_disk

▼ ブート環境を作成し共有可能ファイルシステムを
コピーする
新しいブート環境に共有可能ファイルシステムをコピーする場合は、-mオプション
を使用してマウントポイントがコピーされるように指定してください。それ以外の
場合、共有可能なファイルシステムはデフォルトで共有され、vfstabファイルに指
定された同じマウントポイントを使用します。共有可能ファイルシステムに対する
更新は、両方の環境に適用されます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

ブート環境を作成します。
# lucreate [-A ’BE_description’] \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options -n BE_name

-A 'BE_description'
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用で
きる文字に制限はありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

例4–5

1

2

新しいブート環境の作成

第 4章 • Solaris Live Upgradeによるブート環境の作成 (作業) 81

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV6rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV6rbactask-15


■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの詳
細は、87ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、一意となるように指定する必要があり
ます。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード (作業)」を参照してください。

ブート環境を作成し共有可能ファイルシステムをコピーする

この例の場合、現在のブート環境には、ルート (/)ファイルシステムと/homeファイ
ルシステムがあります。新しいブート環境では、ルート (/)ファイルシステムが
ルート (/)と /usrの 2つのファイルシステムに分割されます。/homeファイルシステ
ムは新しいブート環境にコピーされます。「mydescription」という記述は、ブート
環境名 second_diskに対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -c first_disk \

-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -m /usr:/dev/dsk/c0t4d0s3:ufs \

-m /home:/dev/dsk/c0t4d0s4:ufs -n second_disk

▼ 別のソースから単一のブート環境を作成する
lucreateコマンドは、アクティブブート環境内のファイルシステムに基づいて
ブート環境を作成します。アクティブブート環境以外のブート環境に基づいて
ブート環境を作成する場合は、-sオプションを指定して lucreateを実行します。
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注 –新しいブート環境をアクティブにした後、フォールバックを行う必要がある場合
は、ソースブート環境ではなく以前にアクティブだったブート環境に戻ります。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

ブート環境を作成します。
# lucreate [-A ’BE_description’] -s source_BE_name
-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options -n BE_name

-A 'BE_description'
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用で
きる文字に制限はありません。

-s source_BE_name
新しいブート環境に対するソースブート環境を指定します。このソースはアク
ティブブート環境ではありません。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。

■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。
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■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの詳
細は、87ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード (作業)」を参照してください。

別のソースから単一のブート環境を作成する
この例では、ソースブート環境 third_disk内のルート (/)ファイルシステムに基づい
てブート環境を作成します。third_diskはアクティブブート環境ではありませ
ん。「mydescription」という記述は、second_diskという名前の新しいブート環境に
対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -s third_disk \

-m /:/dev/dsk/c0t4d0s0:ufs -n second_disk

▼ Solarisフラッシュアーカイブ用の空のブート環境
を作成する
lucreateコマンドは、アクティブブート環境内のファイルシステムに基づいて
ブート環境を作成します。lucreateコマンドに -s -オプションを指定して実行する
と、空のブート環境を短時間で作成できます。スライスは、指定のファイルシステ
ム用に予約されていますが、ファイルシステムはコピーされません。このブート環
境は、名前が付けられてはいますが、実際には、Solarisフラッシュアーカイブがイ
ンストールされる時にはじめて作成されることになります。空のブート環境に
アーカイブがインストールされると、ファイルシステムは予約されたスライスにイ
ンストールされます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

空のブート環境を作成します。
# lucreate -A ’BE_name’ -s - \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options -n BE_name

例4–7
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-A 'BE_description'
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用で
きる文字に制限はありません。

-s -
空のブート環境を作成します。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を指定します。-mに引数として指定さ
れるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複数の
ディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成する
ファイルシステムの数だけ使用します。

■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのメタデバイス名。/dev/md/dsk/dnumの形
式で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/vx/dsk/volume_nameの形式で
表されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの詳
細は、87ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成
する」を参照してください。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。
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Solarisフラッシュアーカイブ用の空のブート環境を作成する

この例では、ファイルシステムを一切含まないブート環境を作成しま
す。「mydescription」という記述は、second_diskという名前の新しいブート環境に
対応しています。

# lucreate -A ’mydescription’ -s - \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -n second_disk

空のブート環境の作成が完了したら、フラッシュアーカイブをインストールし、ア
クティブ (ブート可能な状態)にすることができます。第 5章「Solaris Live Upgradeに
よるアップグレード (作業)」を参照してください。

空のブート環境の作成とアーカイブのインストールの例については、183ページ
の「空のブート環境を作成して Solarisフラッシュアーカイブをインストールする
例」を参照してください。

次の図は、空のブート環境の作成の様子を示しています。

例4–8
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▼ RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作
成する
ブート環境を作成するとき、Solaris Live Upgradeは Solarisボリュームマネージャーテ
クノロジを使ってRAID-1ボリュームを作成します。ブート環境を作成すると
き、Solaris Live Upgradeを使って次の作業を行うことができます。

■ 単一スライスの連結 (サブミラー)をRAID-1ボリューム (ミラー)から切り離しま
す。必要な場合は、内容を保存して新しいブート環境の内容にすることができま
す。内容はコピーされないため、新しいブート環境を短時間で作成できます。ミ
ラーから切り離されたサブミラーは、元のミラーの一部ではなくなります。サブ
ミラーに対する読み取りや書き込みがミラーを介して実行されることはなくなり
ます。

■ ミラーを含んだブート環境を作成します。

■ 新しく作成したミラーに単一スライスの連結を接続します。

Solaris Live Upgradeのミラー化機能を使用するには、状態データベースと状態データ
ベースの複製を作成する必要があります。状態データベースでは、Solarisボ
リュームマネージャー構成の状態に関する情報がディスクに保存されます。

■ 状態データベースの作成については、『Solarisボリュームマネージャの管理』の
第 6章「状態データベース (概要)」を参照してください。

■ Solarisボリュームマネージャーの概要と、Solaris Live Upgradeで実行できる作業に
ついては、27ページの「RAID-1ボリュームファイルシステムを持つブート環境
の作成」を参照してください。

■ Solaris Live Upgradeを使用するときに使用できない Solarisボリュームマ
ネージャーの複雑な構成についての詳細は、『Solarisボリュームマネージャの管
理』の第 2章「記憶装置管理の概念」を参照してください。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力して新しいブート環境を作成します。
# lucreate [-A ’BE_description’] \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...] \

-n BE_name

-A 'BE_description'
(省略可能)ブート環境名 ( BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用で
きる文字に制限はありません。

始める前に
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-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を vfstabで指定します。-mに引数とし
て指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複
数のディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成す
るファイルシステムの数だけ使用します。

■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのボリューム名。/dev/md/dsk/dnumの形式
で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/md/vxfs/dsk/dnumの形式で表
されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。

■ mirrorを指定すると、指定したデバイスにRAID–1ボリューム (ミラー)
を作成できます。その後の -mオプションで attachを指定して、少なく
とも 1つの連結を新しいミラーに接続する必要があります。指定するデ
バイスには、正しく名前が付けられている必要があります。たとえ
ば、論理デバイスの名前 /dev/md/dsk/d10をミラー名として使用できま
す。デバイスの命名の詳細は、『Solarisボリュームマネージャの管
理』の「Solarisボリュームマネージャコンポーネントの概要」を参照し
てください。

■ detachを指定すると、指定したマウントポイントに関連付けられている
ボリュームから連結を切り離すことができます。ボリュームを指定する
必要はありません。

■ attachを指定すると、指定したマウントポイントに関連付けられている
ミラーに連結を接続できます。指定した物理ディスクスライスは、単一
デバイスの連結になり、ミラーに接続されます。ディスクに接続する連
結を指定するには、デバイス名の後ろにコンマと連結の名前を付加しま
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す。コンマと連結の名前を省略して lucreateを実行すると、空いている
ボリュームが連結用に選択されます。

lucreateで作成できるのは、単一の物理スライスから成る連結だけで
す。このコマンドでは、1つのミラーに 3つまで連結を接続できます。

■ preserveを指定すると、既存のファイルシステムとその内容を保存でき
ます。このキーワードを使うと、ソースブート環境の内容をコピーする
処理を省略できます。内容を保存することで、新しいブート環境を短時
間で作成できます。特定のマウントポイントについて、preserveで指定
できるのは 1つの物理デバイスだけです。preserveを指定して lucreate

コマンドを実行すると、指定したファイルシステムに対してデバイスの
内容が適切かどうかが検査されます。この検査は限定的なものなの
で、適合性を保証することはできません。

preserveキーワードは、物理スライスと Solarisボリュームマ
ネージャーのボリュームの両方に使用できます。

■ UFSファイルシステムが物理スライスに置かれている場合に preserve

キーワードを使用すると、UFSファイルシステムの内容がそのスライ
スに保存されます。次の -mオプションの例では、preserve

キーワードを使って、物理デバイス c0t0d0s0の内容を、ルート (/)
ファイルシステムのマウントポイント用のファイルシステムとして保
存します。

-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0:preserve,ufs

■ UFSファイルシステムがボリュームに置かれている場合に preserve

キーワードを使用すると、UFSファイルシステムの内容がそのボ
リュームに保存されます。

次の -mオプションの例では、preserveキーワードを使って、RAID-1
ボリューム (ミラー) d10の内容を、ルート (/)ファイルシステムのマ
ウントポイント用のファイルシステムとして保存します。

-m /:/dev/md/dsk/d10:preserve,ufs

次の -mオプションの例では、RAID-1ボリューム (ミラー) d10が
ルート (/)ファイルシステムのマウントポイント用のファイルシステ
ムとして構成されます。単一スライスの連結 d20が現在のミラーから
切り離されます。d20がミラー d10に接続されます。ルート(/)ファイ
ルシステムは、サブミラー d20に保持されます。

-m /:/dev/md/dsk/d10:mirror,ufs -m /:/dev/md/dsk/d20:detach,attach,preserve

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。
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新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード (作業)」を参照してください。

ミラーを持つブート環境の作成とデバイスの指定

この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

■ 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。
■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステム
が構成されます。d10というミラーが作成されます。このミラー d10に、現在の
ブート環境のルート (/)ファイルシステムがコピーされます。ミラー d10にある
データはすべて上書きされます。

■ 2つのスライス c0t0d0s0および c0t1d0s0は、サブミラー d1および d2として指定
されています。これら 2つのサブミラーは、ミラー d10に追加されます。

■ 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \

-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0,/dev/md/dsk/d1:attach \

-m /:/dev/dsk/c0t1c0s0,/dev/md/dsk/d2:attach -n another_disk

ミラーを持つブート環境の作成とサブミラー名の省略

この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

■ 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。
■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステム
が構成されます。d10というミラーが作成されます。このミラー d10に、現在の
ブート環境のルート (/)ファイルシステムがコピーされます。ミラー d10にある
データはすべて上書きされます。

■ 2つのスライス c0t0d0s0および c0t1d0s0は、サブミラーとして指定されていま
す。サブミラーを指定せずに lucreateコマンドを実行すると、利用可能なボ
リューム名の一覧から名前が選択されます。これら 2つのサブミラーは、ミラー
d10に接続されます。

■ 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \

-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0:attach \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:attach -n another_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード (作業)」を参照してください。
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ブート環境の作成とサブミラーの切り離し

この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

■ 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。

■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステム
が構成されます。d10というミラーが作成されます。

■ スライス c0t0d0s0が現在のミラーから切り離されます。このスライスはサブミ
ラー d1として指定され、ミラー d10に追加されます。このサブミラーの内容であ
るルート (/)ファイルシステムは保存され、コピー処理は発生しません。スライ
ス c0t1d0s0はサブミラー d2として指定され、ミラー d10に追加されます。

■ 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \

-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0,/dev/md/dsk/d1:detach,attach,preserve \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0,/dev/md/dsk/d2:attach -n another_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード (作業)」を参照してください。

ブート環境の作成、サブミラーの切り離しと内容の保存

この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

■ 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。

■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステム
が構成されます。d20というミラーが作成されます。

■ スライス c0t0d0s0が現在のミラーから切り離され、ミラー d20に追加されま
す。サブミラーの名前は指定されていません。このサブミラーの内容である
ルート (/)ファイルシステムは保存され、コピー処理は発生しません。

■ 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \

-m /:/dev/md/dsk/d20:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0:detach,attach,preserve \

-n another_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード (作業)」を参照してください。

例4–11

例4–12
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2つのミラーを持つブート環境の作成

この例では、ファイルシステムのマウントポイントを -mオプションで指定します。

■ 「mydescription」という記述は、another_diskに対応しています。
■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステム
が構成されます。d10というミラーが作成されます。このミラー d10に、現在の
ブート環境のルート (/)ファイルシステムがコピーされます。ミラー d10にある
データはすべて上書きされます。

■ 2つのスライス c0t0d0s0および c0t1d0s0は、サブミラー d1および d2として指定
されています。これら 2つのサブミラーは、ミラー d10に追加されます。

■ lucreateコマンドにより、/optマウントポイントのUFSファイルシステムが構成
されます。d11というミラーが作成されます。このミラー d11に、現在のブート
環境の /optファイルシステムがコピーされます。ミラー d11にあるデータはすべ
て上書きされます。

■ 2つのスライス c2t0d0s1および c3t1d0s1は、サブミラー d3および d4として指定
されています。これら 2つのサブミラーは、ミラー d11に追加されます。

■ 新しいブート環境には another_diskという名前が付けられます。

# lucreate -A ’mydescription’ \

-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t0d0s0,/dev/md/dsk/d1:attach \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0,/dev/md/dsk/d2:attach \

-m /opt:/dev/md/dsk/d11:ufs,mirror \

-m /opt:/dev/dsk/c2t0d0s1,/dev/md/dsk/d3:attach \

-m /opt:/dev/dsk/c3t1d0s1,/dev/md/dsk/d4:attach -n another_disk

新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード (作業)」を参照してください。

▼ ブート環境の作成と内容のカスタマイズ
次のオプションを使って、新しいブート環境のファイルシステムの内容を変更でき
ます。ディレクトリやファイルは新しいブート環境にコピーされません。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力して新しいブート環境を作成します。
# lucreate -m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m ...] \

[-x exclude_dir] [-y include] \

例4–13

1

2
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[-Y include_list_file] \

[-f exclude_list_file]\
[-z filter_list] [-I] -n BE_name

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [-m...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を vfstabで指定します。-mに引数とし
て指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複
数のディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成す
るファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す - (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのボリューム名。/dev/md/dsk/dnumの形式
で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/md/vxfs/dsk/dnumの形式で表
されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの詳
細は、87ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成す
る」を参照してください。

-x exclude_dir
ファイルやディレクトリを除外して、新しいブート環境にコピーされないように
します。このオプションのインスタンスを複数使用して、複数のファイルまたは
ディレクトリを除外できます。

exclude_dirには、除外するディレクトリやファイルの名前を指定します。

-y include_dir
指定されたディレクトリやファイルを新しいブート環境にコピーします。ディレ
クトリは除外するが、個々のサブディレクトリやファイルを含める場合、このオ
プションを使用します。

include_dirには、含めるサブディレクトリやファイルの名前を指定します。
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-Y list_filename
リスト内のディレクトリやファイルを新しいブート環境にコピーします。ディレ
クトリは除外するが、個々のサブディレクトリやファイルを含める場合、このオ
プションを使用します。

■ list_filenameは、リストを含むファイルのフルパスです。
■ list_filenameファイルでは、1ファイルを 1行で表す必要があります。
■ 行でディレクトリを指定すると、そのディレクトリの下にあるすべてのサブ
ディレクトリとファイルが含まれます。行でファイルを指定すると、その
ファイルだけが含まれます。

-f list_filename
リスト内のファイルやディレクトリを除外して、新しいブート環境にコピーされ
ないようにします。

■ list_filenameは、リストを含むファイルのフルパスです。
■ list_filenameファイルでは、1ファイルを 1行で表す必要があります。

-z list_filename
リスト内のディレクトリやファイルを新しいブート環境にコピーします。リスト
内の各ファイルまたはディレクトリには、プラス「+」またはマイナス「-」記号
を付けます。プラスはファイルやディレクトリを含めることを、マイナスは
ファイルやディレクトリを除外することを示します。

■ list_filenameは、リストを含むファイルのフルパスです。
■ list_filenameファイルでは、1ファイルを 1行で表す必要があります。プラスま
たはマイナスとファイル名との間には 1つの半角スペースが必要です。

■ 行でディレクトリとプラス (+)を指定すると、そのディレクトリの下にあるす
べてのサブディレクトリとファイルがコピーされます。行でファイルとプラス
(+)を指定すると、そのファイルだけがコピーされます。

-I

システムファイルの整合性チェックを無効にします。このオプションは慎重に使
用してください。

重要なシステムファイルをブート環境から除外してしまうことを防ぐため
に、lucreateは整合性チェックを実行します。このチェックにより、システム
パッケージデータベースに登録されたすべてのファイルが検査され、そのいずれ
かが除外されると、ブート環境の作成が停止します。このオプションを指定する
と、この整合性チェックが無効になります。このオプションを指定すると、より
短時間でブート環境を作成できますが、問題を検出できなくなる可能性がありま
す。

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。
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新しいブート環境の作成が終わると、この環境をアップグレードしてアクティブに
する (ブート可能な状態にする)ことができます。第 5章「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード (作業)」を参照してください。

ブート環境の作成とファイルの除外

この例では、新しいブート環境に second_diskという名前が付けられます。ソース
ブート環境には、ファイルシステムとしてルート (/)があります。新しいブート環境
では、/varファイルシステムがルート (/)ファイルシステムから分割され、別のスラ
イスに置かれます。lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントと /var

マウントポイントのUFSファイルシステムが構成されます。また、2つの /var

メールファイル rootおよび staffは、新しいブート環境にコピーされませ
ん。ソースブート環境と新しいブート環境の間で自動的にスワップが共有されま
す。

# lucreate -n second_disk \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -m /var/mail:/dev/dsk/c0t2d0s0:ufs \

-x /var/mail/root -x /var/mail/staff

ブート環境を作成し、ファイルを除外または含める

この例では、新しいブート環境に second_diskという名前が付けられます。ソース
ブート環境には、OS用のファイルシステムとしてルート (/)があります。ソース
ブート環境には /mystuffというファイルシステムもあります。lucreateコマンドに
より、ルート (/)マウントポイントと /mystuffマウントポイントのUFSファイルシ
ステムが構成されます。新しいブート環境には、/mystuff内の 2つのディレクトリ
だけがコピーされます。 /latestおよび /backupです。ソースブート環境と新しい
ブート環境の間で自動的にスワップが共有されます。

# lucreate -n second_disk \

-m /:/dev/dsk/c01t0d0s0:ufs -m /mystuff:/dev/dsk/c1t1d0s0:ufs \

-x /mystuff -y /mystuff/latest -y /mystuff/backup

例4–14

例4–15
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Solaris Live Upgradeによるアップグレード
(作業)

この章では、Solaris Live Upgradeを使用して非アクティブブート環境のアップグ
レードとアクティブ化を行う方法について説明します。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Solaris Live Upgradeについて説明しま
す。luupgradeコマンドと luactivateコマンドの使用法は、ZFSブート環境でも同じ
です。UFSファイルシステムを ZFSルートプールに移行する、または ZFSルート
プールを作成およびインストールする手順については、第 13章「ZFSルートプール
のブート環境の作成」を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

■ 97ページの「作業マップ:ブート環境のアップグレード」
■ 98ページの「ブート環境のアップグレード」
■ 115ページの「ブート環境への Solarisフラッシュアーカイブのインストール」
■ 121ページの「ブート環境のアクティブ化」

作業マップ:ブート環境のアップグレード
表 5–1 作業マップ: Solaris Live Upgradeを使ったアップグレード

作業 説明 参照先

ブート環境をアップグレードす
るか Solarisフラッシュアーカイ
ブをインストールします。

■ OSイメージを使用して非ア
クティブブート環境を
アップグレードします。

■ 非アクティブブート環境へ
Solarisフラッシュアーカイ
ブをインストールします。

■ 98ページの「ブート環境の
アップグレード」

■ 115ページの「ブート環境
への Solarisフ
ラッシュアーカイブのイン
ストール」

5第 5 章
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表 5–1 作業マップ: Solaris Live Upgradeを使ったアップグレード (続き)
作業 説明 参照先

非アクティブブート環境をアク
ティブにします。

変更を有効にし、非アクティブ
ブート環境をアクティブに切り
替えます。

121ページの「ブート環境のア
クティブ化」

(省略可能)アクティブ化で問題
が発生した場合に戻します。

問題が発生する場合は元の
ブート環境をアクティブに戻し
ます。

第 6章「障害回復:元のブート
環境へのフォールバック (作
業)」

ブート環境のアップグレード
ブート環境をアップグレードするには、luupgradeコマンドを使用します。この節で
は、次の場所に置かれているファイルを使用して非アクティブブート環境をアップ
グレードする手順について説明します。

■ ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
■ ローカルファイル
■ ローカルテープ
■ ローカルデバイス (DVDまたはCD)

アップグレードのガイドライン
最新のOSでブート環境をアップグレードすると、アクティブブート環境には影響を
及ぼしません。新しいファイルは非アクティブブート環境のクリティカルファイル
システムとマージされますが、共有可能ファイルシステムは変更されません。

RAID-1ボリュームがインストールされている場合や非大域ゾーンがインストールさ
れている場合もアップグレードが可能です。あるいは、Solarisフラッシュをインス
トールすることもできます。

■ 物理ディスクスライス、Solarisボリュームマネージャーのボリューム、および
Veritas Volume Managerのボリュームがどのような組み合わせで含まれている
ブート環境もアップグレードできます。ルート (/)ファイルシステム用のスライ
スは、RAID–1ボリューム (ミラー)に含まれている単一スライスの連結でなけれ
ばいけません。ミラー化されたファイルシステムを持つブート環境の作成手順に
ついては、87ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成す
る」を参照してください。
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注 –現在のシステム上にVxVMボリュームが構成されている場合は、lucreateコ
マンドを使用して新しいブート環境を作成できます。新しいブート環境にデータ
をコピーすると、Veritasファイルシステム構成が失われ、新しいブート環境に
UFSファイルシステムが作成されます。

■ 任意のインストールプログラムで非大域ゾーンがインストールされているシステ
ムもアップグレードできます。非大域ゾーンが含まれるアップグレードの手順に
ついては、第 8章「非大域ゾーンがインストールされているシステムにおける
Oracle Solaris OSのアップグレード」を参照してください。

■ アップグレードを行う代わりに、Solarisフラッシュアーカイブを作成して、非ア
クティブブート環境にアーカイブをインストールできます。それらの新しい
ファイルは非アクティブブート環境のクリティカルファイルシステムを上書きし
ますが、共有可能ファイルシステムは変更されません。115ページの「ブート環
境への Solarisフラッシュアーカイブのインストール」を参照してください。

パッケージまたはパッチによるシステムのアップグレード
Solaris Live Upgradeを使ってパッチやパッケージをシステムに追加できます。Solaris
Live Upgradeでは、現在動作しているシステムのコピーが作成されます。この新しい
ブート環境は、アップグレードすることも、パッケージやパッチを追加することも
できます。Solaris Live Upgradeを使用すると、システムのダウンタイムはリブートの
時間だけですみます。luupgradeコマンドを使って、パッチやパッケージを新しい
ブート環境に追加できます。

注意 – Solaris Live Upgradeでパッケージやパッチの追加または削除を行うに
は、パッケージやパッチが SVR4パッケージガイドラインに準拠している必要があり
ます。Oracleのパッケージはこのガイドラインに準拠していますが、サード
パーティーベンダーのパッケージがこれに準拠していることをOracleは保証できま
せん。非準拠のパッケージを追加しようとすると、パッケージ追加ソフトウェアの
障害が発生するか、アップグレード中にアクティブブート環境が改変されてしまう
可能性があります。

パッケージの要件については、付録 B「その他の SVR4パッケージ要件 (リファレン
ス)」を参照してください。

表 5–2 パッケージやパッチを使ったブート環境のアップグレード

インストールの種類 説明 詳細

ブート環境へのパッチの
追加

新しいブート環境を作成してか
ら、-tオプションを指定して
luupgradeコマンドを実行します。

105ページの「ブート環境の
ネットワークインストールイ
メージにパッチを追加する」

ブート環境のアップグレード
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表 5–2 パッケージやパッチを使ったブート環境のアップグレード (続き)
インストールの種類 説明 詳細

ブート環境への
パッケージの追加

-pオプションを指定して
luupgradeコマンドを実行します。

103ページの「ブート環境の
ネットワークインストールイ
メージにパッケージを追加する」

▼ ブート環境のネットワークインストールイメージ
をアップグレードする
この手順でアップグレードを行う場合は、DVDまたはネットワークインストールイ
メージを使用する必要があります。インストールに複数のCDを使用する必要がある
場合は、101ページの「複数のCDを使用してネットワークインストールイメージを
アップグレードする」の手順に従ってください。

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降では、DVDのみが提供されます。Solaris
SOFTWARE CDは提供されません。

Solaris Live Upgradeのパッケージ SUNWlucfg、SUNWlur、および SUNWluuをインストール
します。これらのパッケージは、アップグレード先のリリースのものである必要が
あります。詳細な手順については、64ページの「pkgaddコマンドを使用して Solaris
Live Upgradeをインストールする方法」を参照してください。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力して、アップグレードするブート環境とインストールソフトウェア
のパスを指定します。
# luupgrade -u -n BE_name -s os_image_path

-u ブート環境のネットワークインストールイメージをアップグ
レードします。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path ネットワークインストールイメージが置かれているディレクト
リのパス名を指定します。
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DVDメディアからブート環境のネットワークインストールイメージを
アップグレードする

この例では、second_diskブート環境はDVDメディアを使用してアップグレードさ
れます。pkgaddコマンドは、アップブレード先のリリースの Solaris Live Upgrade
パッケージを追加します。

# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

# luupgrade -u -n second_disk -s /cdrom/cdrom0

ネットワークインストールイメージからブート環境のネットワークイ
ンストールイメージをアップグレードする

この例では、second_diskブート環境をアップグレードします。pkgaddコマンド
は、アップブレード先のリリースの Solaris Live Upgradeパッケージを追加します。

# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

# luupgrade -u -n second_disk \

-s /net/installmachine/export/Solaris_10/OS_image

▼ 複数のCDを使用してネットワークインストール
イメージをアップグレードする

注 – Oracle Solaris 10 9/10リリース以降は、DVDのみが提供されます。Solaris
SOFTWARE CDは提供されません。

ネットワークインストールイメージは複数のCD上にあるため、このアップグレード
手順を使用する必要があります。ほかのCDがある場合は、luupgradeコマンドに -i

オプションを指定してそれらのCDをインストールします。

Solaris Live Upgradeのパッケージ SUNWlucfg、SUNWlur、および SUNWluuをインストール
します。これらのパッケージは、アップグレード先のリリースのものである必要が
あります。詳細な手順については、64ページの「pkgaddコマンドを使用して Solaris
Live Upgradeをインストールする方法」を参照してください。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

例5–1

例5–2

1

2

ブート環境のアップグレード

第 5章 • Solaris Live Upgradeによるアップグレード (作業) 101

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV6rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV6rbactask-15


次のように入力して、アップグレードするブート環境とインストールソフトウェア
のパスを指定します。
# luupgrade -u -n BE_name -s os_image_path

-u ブート環境のネットワークインストールイメージをアップグ
レードします。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path ネットワークインストールイメージが置かれているディレクト
リのパス名を指定します。

1枚目のCDのインストーラ処理が完了したら、2枚目のCDを挿入します。

この手順は前述のものと同じですが、-uオプションではなく -iオプションを使用し
ます。メニューまたはテキストモードで、2枚目のCD上のインストーラを実行する
ように選択してください。

■ 次のコマンドは、メニューを使用して 2枚目のCD上のインストーラを実行しま
す。

# luupgrade -i -n BE_name -s os_image_path
■ 次のコマンドは、テキストモードで 2枚目のCD上のインストーラを実行しま
す。ユーザーに入力を求めるプロンプトは表示されません。

# luupgrade -i -n BE_name -s os_image_path -O ’-nodisplay -noconsole’

-i 追加のCDがインストールされます。ソフトウェア
は、指定されたメディア上のインストールプログラム
を探し、そのプログラムを実行します。インストーラ
プログラムは、-sで指定します。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定しま
す。

-s os_image_path ネットワークインストールイメージが置かれている
ディレクトリのパス名を指定します。

-O '-nodisplay -noconsole ' (省略可能)テキストモードで 2枚目のCD上のインス
トーラを実行します。ユーザーに入力を求めるプロン
プトは表示されません。

インストールするCDごとに、手順 4と手順 5を繰り返します。
このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。121ページ
の「ブート環境のアクティブ化」を参照してください。
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SPARC:複数の CDを使用してネットワークインストールイメージを
アップグレードする

この例では、second_diskブート環境をアップグレードします。インストールイ
メージは、2枚のCDに入っています。 Solaris SOFTWARE - 1 CDと Solaris
SOFTWARE - 2 CDです。-uオプションでは、CDセットのすべてのパッケージを格
納するだけの領域があるかどうかを判定します。-Oオプションと -nodisplayおよび
-noconsoleオプションを指定すると、2枚目のCDの読み取りの後にキャラクタ
ユーザーインタフェースは表示されません。これらのオプションを使用すると、情
報の入力を求められません。

注: -Oオプションに -nodisplayおよび -noconsoleオプションを指定しない
と、キャラクタユーザーインタフェース (CUI)が表示されます。Oracle Solaris Live
Upgradeの作業を実行するためにCUIを使用する必要はありません。

アップブレード先のリリースの Solaris Live Upgradeパッケージをインストールしま
す。

# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

Solaris SOFTWARE - 1 CDを挿入し、次のように入力します。

# luupgrade -u -n second_disk -s /cdrom/cdrom0/

Solaris SOFTWARE - 2 CDを挿入し、次のように入力します。

# luupgrade -i -n second_disk -s /cdrom/cdrom0 -O ’-nodisplay \

-noconsole’

Repeat this step for each CD that you need.

インストールする各CDについて、上記の手順を繰り返します。

▼ ブート環境のネットワークインストールイメージ
にパッケージを追加する
次の手順では、新しいブート環境に対してパッケージの削除と追加を行います。
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注意 – Solaris Live Upgradeでアップグレードしたりパッケージやパッチの追加・削除
を行なったりするには、パッケージやパッチが SVR4パッケージガイドラインに準拠
していなければなりません。Oracleのパッケージはこのガイドラインに準拠してい
ますが、サードパーティーベンダーのパッケージがこれに準拠していることを
Oracleは保証できません。非準拠のパッケージを追加しようとすると、パッケージ
追加ソフトウェアの障害が発生するか、アクティブブート環境が改変されてしまう
可能性があります。

パッケージの要件については、付録 B「その他の SVR4パッケージ要件 (リファレン
ス)」を参照してください。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

新しいブート環境から 1つのパッケージまたは一連のパッケージを削除するに
は、次のように入力します。
# luupgrade -P -n second_disk package-name

-P 指定したパッケージをブート環境から削除することを示します。

-n BE_name パッケージを削除するブート環境の名前を指定します。

package-name 削除するパッケージの名前を指定します。複数のパッケージ名を指
定する場合は、スペースで区切ります。

新しいブート環境に 1つのパッケージまたは一連のパッケージを追加するには、次
のように入力します。
# luupgrade -p -n second_disk -s /path-to-packages package-name

-p ブート環境にパッケージを追加することを示します。

-n BE_name パッケージを追加するブート環境の名前を指定します。

-s path-to-packages 追加するパッケージが含まれているディレクトリへのパスを指
定します。

package-name 追加するパッケージの名前を指定します。複数のパッケージ名
を指定する場合は、スペースで区切ります。

ブート環境のネットワークインストールイメージにパッケージを追加
する

この例では、second_diskブート環境に対してパッケージの削除と追加を行います。
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# luupgrade -P -n second_disk SUNWabc SUNWdef SUNWghi

# luupgrade -p -n second_disk -s /net/installmachine/export/packages \

SUNWijk SUNWlmn SUNWpkr

▼ ブート環境のネットワークインストールイメージ
にパッチを追加する
次の手順では、新しいブート環境に対してパッチの削除と追加を行います。

注意 – Solaris Live Upgradeでパッケージやパッチの追加または削除を行うに
は、パッケージやパッチが SVR4パッケージガイドラインに準拠している必要があり
ます。Oracleのパッケージはこのガイドラインに準拠していますが、サード
パーティーベンダーのパッケージがこれに準拠していることをOracleは保証できま
せん。非準拠のパッケージを追加しようとすると、パッケージ追加ソフトウェアの
障害が発生するか、アクティブブート環境が改変されてしまう可能性があります。

注意 –アクティブなブート環境で Solaris 8または 9 OSを実行している場合、Solaris
Live Upgradeを使用して Solaris 10の非アクティブブート環境にパッチを適用すること
はできません。Solaris Live Upgradeは、アクティブなブートパーティション上で
パッチユーティリティーを呼び出して非アクティブブートパーティションにパッチ
を適用します。Solaris 8および Solaris 9のパッチユーティリティーは、Solaris
ゾーン、サービス管理機能 (Service Management Facility、SMF)、および Solaris 10 OSの
その他の拡張機能を認識しません。そのため、パッチユーティリティーは非アク
ティブ Solaris 10ブート環境にパッチを正しく適用できません。この理由によ
り、Solaris Live Upgradeを使用してシステムを Solaris 8または Solaris 9 OSから Solaris
10 OSにアップグレードする場合は、パッチを適用する前に、Solaris 10ブート環境を
まずアクティブにしてください。Solaris 10ブート環境をアクティブにしたら、この
アクティブなブート環境にパッチを直接適用できます。また、別の非アクティブな
ブート環境を設定し、Solaris Live Upgradeを使用して、そのブート環境にパッチを適
用することもできます。Solaris 8から Solaris 10リリースへのアップグレードとパッチ
適用の例については、Restrictions for Using Solaris Live Upgradeを参照してください。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。
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新しいブート環境から 1つのパッチまたは一連のパッチを削除するには、次のよう
に入力します。
# luupgrade -T -n second_disk patch_name

-T 指定したパッチをブート環境から削除することを示します。

-n BE_name パッチを削除するブート環境の名前を指定します。

patch-name 削除するパッチの名前を指定します。複数のパッチ名を指定する場合
は、スペースで区切ります。

新しいブート環境に 1つのパッチまたは一連のパッチを追加するには、次のコマン
ドを入力します。
# luupgrade -t -n second_disk -s /path-to-patches patch-name

-t ブート環境にパッチを追加することを示します。

-n BE_name パッチを追加するブート環境の名前を指定します。

-s path-to-patches 追加するパッチが含まれているディレクトリへのパスを指定し
ます。

patch-name 追加するパッチの名前を指定します。複数のパッチ名を指定す
る場合は、スペースで区切ります。

ブート環境のネットワークインストールイメージにパッチを追加する

この例では、second_diskブート環境に対してパッチの削除と追加を行います。

# luupgrade -T -n second_disk 222222-01

# luupgrade -t -n second_disk -s /net/installmachine/export/packages \

333333-01 4444444-01

▼ ブート環境にインストールされているパッケージ
の情報を取得する
次の手順では、新しいブート環境にインストールされているパッケージの整合性を
確認します。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。
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新しいブート環境に新たにインストールされたパッケージの整合性を確認するに
は、次のように入力します。
# luupgrade -C -n BE_name -O "-v" package-name

-C 指定したパッケージに対して pkgchkコマンドを実行することを示し
ます。

-n BE_name 検査を実行するブート環境の名前を指定します。

-O pkgchkコマンドにオプションを直接渡します。

package-name 検査するパッケージの名前を指定します。複数のパッケージ名を指
定する場合は、スペースで区切ります。パッケージ名を省略する
と、指定したブート環境にあるすべてのパッケージに対して検査が
実行されます。

“-v” コマンドを冗長モードで実行することを指定します。

ブート環境のパッケージの整合性を確認する

この例では、パッケージ SUNWabc、SUNWdef、および SUNWghiを検査して、これらが正
しくインストールされ損傷がないことを確認します。

# luupgrade -C -n second_disk SUNWabc SUNWdef SUNWghi

JumpStartプロファイルを使用したアップグ
レード
Solaris Live Upgradeで使用する JumpStartプロファイルを作成することができま
す。ユーザーがカスタム JumpStartプログラムに精通しているのであれば、これはカ
スタム JumpStartで使用するものと同じプロファイルです。次の手順によ
り、luupgradeコマンドに -jオプションを指定して使用して、プロファイルの作
成、プロファイルのテスト、およびインストールを行うことができます。

注意 – Oracle Solaris OSを Solarisフラッシュアーカイブとともにインストールする場合
は、アーカイブおよびインストール用メディアに同一のOSバージョンが含まれてい
る必要があります。たとえば、アーカイブが Solaris 10オペレーティングシステム
で、DVDメディアを使用している場合は、Solaris 10 DVDメディアを使用してアーカ
イブをインストールする必要があります。OSバージョンが一致しない
と、ターゲットシステムへのインストールは失敗します。次のキーワードまたはコ
マンドを使用する場合は、同一のオペレーティングシステムが必要です。

■ プロファイルの archive_locationキーワード
■ -s、-a、-j、および -Jオプションを指定した luupgradeコマンド
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詳細については、以下を参照してください。

■ 108ページの「Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する」
■ 112ページの「Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルをテストする」
■ 113ページの「プロファイルを使用して Solaris Live Upgradeでアップグレードす
る」

■ JumpStartプロファイルの作成については、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガ
イド (カスタム JumpStart/上級編)』の「プロファイルの作成」を参照してくださ
い。

▼ Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する
ここでは、Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルの作成方法について説明し
ます。luupgradeコマンドに -jオプションを指定してこのプロファイルを使用
し、非アクティブブート環境をアップグレードできます。

このプロファイルの使用方法については、次の 2つの節を参照してください。

■ プロファイルを使用したアップグレードについては、113ページの「プロファイ
ルを使用して Solaris Live Upgradeでアップグレードする」を参照してください。

■ プロファイルを使用した Solarisフラッシュのインストールについては、118
ページの「プロファイルを使用して Solarisフラッシュアーカイブをインストール
する」を参照してください。

テキストエディタを使用してテキストファイルを作成します。

ファイルにわかりやすい名前を付けます。プロファイルの名前は、システムに
Solarisソフトウェアをインストールするためにそのプロファイルをどのように使用
するかを示すものにしてください。たとえば、このプロファイルに
upgrade_Solaris_10という名前を付けます。

プロファイルにプロファイルキーワードと値を追加します。

Solaris Live Upgradeプロファイルで使用できるのは、次の表に示されたアップグ
レードキーワードだけです。

次の表に、Install_typeキーワードの値 upgradeまたは flash_installとともに使用
できるキーワードを示します。
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初期アーカイブ作成のキーワード 説明 参照

(必須) Install_type システムの既存の Solaris環境をアップグ
レードするか、システムに Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする
かを定義します。このキーワードに
は、次の値を使用します。
■ アップグレードの場合は、upgrade

■ Solarisフラッシュインストールの場合
は、flash_install

■ Solarisフラッシュ差分インストールの
場合は、flash_update

このキーワードで使用可能なすべての値
の説明は、『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「install_typeプロファイル
キーワード (UFSと ZFS)」を参照してくだ
さい。

(Solarisフラッシュアーカイブ
の場合は必須)
archive_location

指定された位置から Solarisフ
ラッシュアーカイブを取得します。

このキーワードで使用可能な値のリスト
については、『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「archive_locationプロファイル
キーワード」を参照してください。

(省略可能) cluster (クラスタ
の追加または削除)

システムにインストールされるソフト
ウェアグループに対してクラスタを追加
するか、または削除するかを指定しま
す。

このキーワードで使用可能な値のリスト
については、『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「clusterプロファイルキーワード
(ソフトウェアグループの追加) (UFSと
ZFS)」を参照してください。

(省略可能) geo システムにインストールする地域ロ
ケールか、あるいはシステムのアップグ
レード時に追加する地域ロケールを指定
します。

このキーワードで使用可能な値のリスト
については、『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「geoプロファイルキーワード
(UFSと ZFS)」を参照してください。

(省略可能)
local_customization

クローンシステムに Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする
前に、カスタムスクリプトを作成し
て、クローンシステム上のローカル構成
を保存できます。local_customization

キーワードは、これらのスクリプトの格
納先ディレクトリを示します。この値
は、クローンシステム上のスクリプトへ
のパスです。

配備前および配備後スクリプトについて
は、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガ
イド (Solarisフラッシュアーカイブの作成
とインストール)』の「カスタムスクリプ
トの作成」を参照してください。

(省略可能) locale インストールまたはアップグレード時に
追加するロケールパッケージを指定しま
す。

このキーワードで使用可能な値のリスト
については、『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「localeプロファイルキーワード
(UFSと ZFS)」を参照してください。
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初期アーカイブ作成のキーワード 説明 参照

(省略可能) package システムにインストールされるソフト
ウェアグループに対してパッケージを追
加するか、または削除するかを指定しま
す。

このキーワードで使用可能な値のリスト
については、『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「packageプロファイルキーワード
(UFSと ZFS)」を参照してください。

次の表に、Install_typeキーワードの値 flash_updateとともに使用できる
キーワードを示します。

差分アーカイブ作成の
キーワード 説明 参照

(必須) Install_type システムに Solarisフラッシュアーカイブをインス
トールすることを指定します。差分アーカイブを表
す値は flash_updateです。

このキーワードで使用可能なすべて
の値の説明は、『Oracle Solaris 10 8/
11インストールガイド (カスタム
JumpStart/上級編)』の「install_type
プロファイルキーワード (UFSと
ZFS)」を参照してください。

(必須) archive_location 指定された位置から Solarisフラッシュアーカイブを
取得します。

このキーワードで使用可能な値のリ
ストについては、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド
(カスタム JumpStart/上級
編)』の「archive_locationプロファイ
ルキーワード」を参照してくださ
い。

(省略可能)
forced_deployment

ソフトウェアで想定されているものとは異なるク
ローンシステムに、Solarisフラッシュ差分アーカイ
ブを強制的にインストールしま
す。forced_deploymentを使用すると、クローンシ
ステムを期待される状態にするために、新規ファイ
ルがすべて削除されます。ファイルを削除して良い
かどうか判断できない場合には、デフォルトを使用
してください。デフォルトでは、新規ファイルが削
除されそうになると、インストールが停止します。

このキーワードの詳細は、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド
(カスタム JumpStart/上級
編)』の「forced_deploymentプロ
ファイルキーワード (Solarisフ
ラッシュ差分アーカイブのインス
トール)」を参照してください。

(省略可能)
local_customization

クローンシステムに Solarisフラッシュアーカイブを
インストールする前に、カスタムスクリプトを作成
してクローンシステム上にローカル構成を保存でき
ます。local_customizationキーワードは、これら
のスクリプトの格納先ディレクトリを示します。こ
の値は、クローンシステム上のスクリプトへのパス
です。

配備前および配備後スクリプトにつ
いては、『Oracle Solaris 10 8/11イン
ストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインス
トール)』の「カスタムスクリプト
の作成」を参照してください。

ブート環境のアップグレード

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2011年 8
月

110

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-94
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-94
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-94
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-94
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-90
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-90
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-90
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-90
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-90
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-2
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-2
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-2
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-2
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSpreparecustom-2
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSjumpstartreference-702
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSjumpstartreference-702
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSjumpstartreference-702
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSjumpstartreference-702
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSjumpstartreference-702
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSjumpstartreference-702
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTJSjumpstartreference-702
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTFAflashcreate-65
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTFAflashcreate-65
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTFAflashcreate-65
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTFAflashcreate-65
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=OSTFAflashcreate-65


差分アーカイブ作成の
キーワード 説明 参照

(省略可能)
no_content_check

Solarisフラッシュ差分アーカイブを使用してク
ローンシステムをインストールする場
合、no_content_checkキーワードを使用してファイ
ルごとの検証を省略できます。ファイルごとの検証
により、クローンシステムがマスターシステムの複
製であることが保証されます。クローンシステムが
元のマスターシステムの複製であることが確実であ
る場合を除き、このキーワードの使用は避けてくだ
さい。

このキーワードの詳細は、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド
(カスタム JumpStart/上級
編)』の「no_content_checkプロ
ファイルキーワード (Solarisフ
ラッシュアーカイブのインス
トール)」を参照してください。

(省略可能) no_master_check Solarisフラッシュ差分アーカイブを使用してク
ローンシステムをインストールする場
合、no_master_checkキーワードを使用してファイ
ルの検証を省略できます。クローンシステムの
ファイルの検証は行われません。この検証によ
り、クローンシステムが元のマスターシステムから
構築されていることが保証されます。クローンシス
テムが元のマスターシステムの複製であることが確
実である場合を除き、このキーワードの使用は避け
てください。

このキーワードの詳細は、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド
(カスタム JumpStart/上級
編)』の「no_master_checkプロ
ファイルキーワード (Solarisフ
ラッシュアーカイブのインス
トール)」を参照してください。

プロファイルをローカルシステムのディレクトリに保存します。

プロファイルの所有者が rootで、そのアクセス権が 644に設定されていることを確
認します。

(省略可能)プロファイルをテストします。
プロファイルのテスト方法については、112ページの「Solaris Live Upgradeで使用さ
れるプロファイルをテストする」を参照してください。

Solaris Live Upgradeプロファイルの作成

この例では、プロファイルはアップグレードパラメータを提供します。このプロ
ファイルでは、Solaris Live Upgradeの luupgradeコマンドに -uおよび -jオプションを
指定して、非アクティブなブート環境をアップグレードします。このプロファイル
では、パッケージおよびクラスタを追加します。地域ロケールおよび追加ロケール
も、プロファイルに追加されます。プロファイルにロケールを追加する場
合、ブート環境がディスク容量に余裕を持って作成されていることを確認してくだ
さい。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type upgrade

package SUNWxwman add

cluster SUNWCacc add

3

4

5
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geo C_Europe

locale zh_TW

locale zh_TW.BIG5

locale zh_TW.UTF-8

locale zh_HK.UTF-8

locale zh_HK.BIG5HK

locale zh

locale zh_CN.GB18030

locale zh_CN.GBK

locale zh_CN.UTF-8

差分アーカイブをインストールするための Solaris Live Upgradeプロ
ファイルの作成
次のプロファイルの例は、Solaris Live Upgradeでクローンシステムに差分アーカイブ
をインストールするためのものです。差分アーカイブで指定されているファイルだ
けが、追加、削除、または変更されます。Solarisフラッシュアーカイブは、NFS
サーバーから取得されます。イメージは元のマスターシステムから構築されたもの
なので、クローンシステムのイメージの妥当性検査は行われません。このプロ
ファイルは、Solaris Live Upgradeの luupgradeコマンドの -uオプションと -jオプ
ションで使用します。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type flash_update

archive_location nfs installserver:/export/solaris/archive/solarisarchive

no_master_check

luupgradeコマンドを使って差分アーカイブをインストールする場合は、118ページ
の「プロファイルを使用して Solarisフラッシュアーカイブをインストールする」を
参照してください。

▼ Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルをテストする
プロファイルを作成したら、luupgradeコマンドを使用してプロファイルをテストし
ます。luupgradeが生成するインストール出力を調べることによって、意図したとお
りにプロファイルが動作するかをすばやく調べることができます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

プロファイルをテストする
# luupgrade -u -n BE_name -D -s os_image_path -j profile_path

-u ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグ
レードします。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

例5–8
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-D luupgradeコマンドは、選択されたブート環境のディスク構成を
使用して、-jオプションと共に渡されたプロファイルオプ
ションをテストします。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレクト
リのパス名を指定します。このディレクトリはインストールメ
ディア (DVD-ROMやCD-ROMなど)上でもNFSまたはUFS
ディレクトリであってもかまいません。

-j profile_path アップグレード用に構成されたプロファイルのパス。プロ
ファイルは、ローカルマシンのディレクトリに存在する必要が
あります。

Solaris Live Upgradeを使用したプロファイルのテスト

次の例では、プロファイル名は Flash_profileです。このプロファイル
は、second_diskという名前の非アクティブブート環境でのテストに成功します。

# luupgrade -u -n u1b08 -D -s /net/installsvr/export/u1/combined.u1wos \

-j /var/tmp/flash_profile

Validating the contents of the media /net/installsvr/export/u1/combined.u1wos.

The media is a standard Solaris media.

The media contains an operating system upgrade image.

The media contains Solaris version 10.

Locating upgrade profile template to use.

Locating the operating system upgrade program.

Checking for existence of previously scheduled Live Upgrade requests.

Creating upgrade profile for BE second_disk.

Determining packages to install or upgrade for BE second_disk.

Simulating the operating system upgrade of the BE second_disk.

The operating system upgrade simulation is complete.

INFORMATION: var/sadm/system/data/upgrade_cleanup contains a log of the

upgrade operation.

INFORMATION: var/sadm/system/data/upgrade_cleanup contains a log of

cleanup operations required.

The Solaris upgrade of the boot environment second_disk is complete.

これで、プロファイルを使用して非アクティブブート環境をアップグレードできま
す。

▼ プロファイルを使用して Solaris Live Upgradeでアップグレードす
る
ここでは、プロファイルを使用したOSのアップグレード方法を、手順を追って説明
します。

プロファイルを使用して Solarisフラッシュアーカイブをインストールする場合は、118
ページの「プロファイルを使用して Solarisフラッシュアーカイブをインストール

する」を参照してください。
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プロファイルにロケールを追加した場合、ブート環境がディスク容量に余裕を
持って作成されていることを確認してください。

注意 – Oracle Solaris OSを Solarisフラッシュアーカイブとともにインストールする場合
は、アーカイブおよびインストール用メディアに同一のOSバージョンが含まれてい
る必要があります。たとえば、アーカイブが Solaris 10オペレーティングシステム
で、DVDメディアを使用している場合は、Solaris 10 DVDメディアを使用してアーカ
イブをインストールする必要があります。OSバージョンが一致しない
と、ターゲットシステムへのインストールは失敗します。次のキーワードまたはコ
マンドを使用する場合は、同一のオペレーティングシステムが必要です。

■ プロファイルの archive_locationキーワード
■ -s、-a、-j、および -Jオプションを指定した luupgradeコマンド

Solaris Live Upgradeのパッケージ SUNWlucfg、SUNWlur、および SUNWluuをインストール
します。これらのパッケージは、アップグレード先のリリースのものである必要が
あります。詳細な手順については、64ページの「pkgaddコマンドを使用して Solaris
Live Upgradeをインストールする方法」を参照してください。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

プロファイルを作成します。

Solaris Live Upgradeプロファイルで使用可能なアップグレードキーワードのリストに
ついては、108ページの「Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成す
る」を参照してください。

次のように入力します。
# luupgrade -u -n BE_name -s os_image_path -j profile_path

-u ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグ
レードします。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレクト
リのパス名を指定します。このディレクトリはインストールメ
ディア (DVD-ROMやCD-ROMなど)上でもNFSまたはUFS
ディレクトリであってもかまいません。

-j profile_path プロファイルへのパス。プロファイルは、ローカルマシンの
ディレクトリに存在する必要があります。プロファイル作成に
ついての詳細は、108ページの「Solaris Live Upgradeで使用され

1
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るプロファイルを作成する」を参照してください。

カスタム JumpStartプロファイルを使用してブート環境をアップグ
レードする

この例では、second_diskブート環境はプロファイルを使用してアップグレードされ
ます。-jオプションを使用して、プロファイルにアクセスします。このようにし
て、ブート環境をアクティブにする準備が整います。プロファイルを作成する場合
は、108ページの「Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する」を参
照してください。pkgaddコマンドは、アップブレード先のリリースの Solaris Live
Upgradeパッケージを追加します。

# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

# luupgrade -u -n second_disk \

-s /net/installmachine/export/solarisX/OS_image \

-j /var/tmp/profile

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。121ページ
の「ブート環境のアクティブ化」を参照してください。

ブート環境への Solarisフラッシュアーカイブのインス
トール

この節では、Solaris Live Upgradeを使用して Solarisフラッシュアーカイブをインス
トールする手順を説明します。Solarisフラッシュアーカイブをインストールする
と、新しいブート環境上に存在する共有ファイル以外のすべてのファイルが上書き
されます。アーカイブは、次のメディアに格納されています。

■ HTTPサーバー
■ FTPサーバー -コマンド行インタフェースでのみ使用可能
■ ネットワークファイルシステム (NFS)サーバー
■ ローカルファイル
■ ローカルテープ
■ ローカルデバイス (DVDまたはCD)

Solarisフラッシュアーカイブをインストールおよび作成する場合は、次の点に注意
してください。
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説明 例

注意 – Oracle Solaris OSを Solarisフ
ラッシュアーカイブとともにインストールする
場合は、アーカイブおよびインストール用メ
ディアに同一のOSバージョンが含まれている
必要があります。OSバージョンが一致しない
と、ターゲットシステムへのインストールは失
敗します。次のキーワードまたはコマンドを使
用する場合は、同一のオペレーティングシステ
ムが必要です。
■ プロファイルの archive_location

キーワード
■ -s、-a、-j、および -Jオプションを指定し
た luupgradeコマンド

たとえば、アーカイブが Solaris 10オペ
レーティングシステムで、DVDメディアを使用
している場合は、Solaris 10 DVDメディアを使用
してアーカイブをインストールする必要があり
ます。

注意 –非大域ゾーンがインストールされている
と、Solarisフラッシュアーカイブは正常に作成
されません。Solarisフラッシュ機能は、Solaris
ゾーン機能とは互換性がありません。非大域
ゾーンに Solarisフラッシュアーカイブを作成す
るか、非大域ゾーンがインストールされている
大域ゾーンにアーカイブを作成すると、作成さ
れるアーカイブは、アーカイブが配備されると
きに適切にインストールされません。

説明 詳細

アーカイブ記憶域と関連付けられたパスの正し
い構文の例。

『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カス
タム JumpStart/上級編)』の「archive_locationプ
ロファイルキーワード」を参照してください。

Solarisフラッシュのインストール機能を使用す
るには、マスターシステムをインストール
し、Solarisフラッシュアーカイブを作成しま
す。

アーカイブの作成についての詳細は、『Oracle
Solaris 10 8/11インストールガイド (Solarisフ
ラッシュアーカイブの作成とインストール)』の
第 3章「Solarisフラッシュアーカイブの作成 (作
業)」を参照してください。

▼ ブート環境へ Solarisフラッシュアーカイブをイン
ストールする

Solaris Live Upgradeのパッケージ SUNWlucfg、SUNWlur、および SUNWluuをインストール
します。これらのパッケージは、アップグレード先のリリースのものである必要が
あります。詳細な手順については、64ページの「pkgaddコマンドを使用して Solaris
Live Upgradeをインストールする方法」を参照してください。
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スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# luupgrade -f -n BE_name -s os_image_path -a archive

-f オペレーティングシステムを Solarisフラッシュアーカイブから
インストールすることを示します。

-n BE_name アーカイブを使用してインストールするブート環境の名前を指
定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレクト
リのパス名を指定します。このディレクトリはインストールメ
ディア (DVD-ROMやCD-ROMなど)上でもNFSまたはUFS
ディレクトリであってもかまいません。このOSイメージで
は、最低限のブート可能ルート (/)ファイルシステムをブートす
るミニルートが提供されます。これにより、Solaris Flashアーカ
イブを簡単にインストールできます。ミニルートは、インス
トールされているイメージではありません。-aオプションで
は、オペレーティングシステムのイメージが提供されます。

-a archive Solarisフラッシュアーカイブへのパス (ローカルファイルシステ
ムでそのアーカイブが利用できる場合)。-sオプションと -aオプ
ションを使用して指定するオペレーティングシステムイメージ
のバージョンは、同じでなければなりません。

ブート環境への Solarisフラッシュアーカイブのインストール

この例では、アーカイブは second_diskブート環境にインストールされます。アーカ
イブはローカルシステムに存在します。-sオプションでは、最低限のブート可能
ルート (/)ファイルシステムをブートするミニルートが提供されます。これによ
り、Solaris Flashアーカイブを簡単にインストールできます。ミニルートは、インス
トールされているイメージではありません。-aオプションでは、オペレーティング
システムのイメージが提供されます。-sおよび -aオプションで指定するオペ
レーティングシステムのバージョンは、どちらもOracle Solaris 10 8/11リリースで
す。second_disk上のファイルは、共有可能ファイルを除いてすべて上書きされま
す。pkgaddコマンドは、アップブレード先のリリースの Solaris Live Upgrade
パッケージを追加します。

# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

# luupgrade -f -n second_disk \

-s /net/installmachine/export/Solaris_10/OS_image \

-a /net/server/archive/10
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このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。121ページ
の「ブート環境のアクティブ化」を参照してください。

▼ プロファイルを使用して Solarisフラッシュアーカ
イブをインストールする
ここでは、プロファイルを使用して Solarisフラッシュアーカイブまたは差分アーカ
イブをインストールする手順を説明します。

プロファイルにロケールを追加した場合、ブート環境がディスク容量に余裕を
持って作成されていることを確認してください。

Solaris Live Upgradeのパッケージ SUNWlucfg、SUNWlur、および SUNWluuをインストール
します。これらのパッケージは、アップグレード先のリリースのものである必要が
あります。詳細な手順については、64ページの「pkgaddコマンドを使用して Solaris
Live Upgradeをインストールする方法」を参照してください。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

プロファイルを作成します。

Solaris Live Upgradeプロファイルで使用可能なキーワードのリストについては、
108ページの「Solaris Live Upgradeで使用されるプロファイルを作成する」を参照し
てください。

次のように入力します。
# luupgrade -f -n BE_name -s os_image_path -j profile_path

-f オペレーティングシステムを Solarisフラッシュアーカイブから
インストールすることを示します。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレクト
リのパス名を指定します。このディレクトリはインストールメ
ディア (DVD-ROMやCD-ROMなど)上でもNFSまたはUFS
ディレクトリであってもかまいません。このOSイメージで
は、最低限のブート可能ルート (/)ファイルシステムをブートす
るミニルートが提供されます。これにより、Solaris Flashアーカ
イブを簡単にインストールできます。ミニルートは、インス
トールされているイメージではありません。-jオプションで

1
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は、Solaris Flashアーカイブオペレーティングシステムのイ
メージを含むプロファイルへのパスが提供されます。

-j profile_path フラッシュインストール用に構成された JumpStartプロファイル
へのパス。プロファイルは、ローカルマシンのディレクトリに
存在する必要があります。-sオプションのオペレーティングシ
ステムのバージョンと Solarisフラッシュアーカイブのオペ
レーティングシステムのバージョンは、同一でなければいけま
せん。

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。121ページ
の「ブート環境のアクティブ化」を参照してください。

プロファイルを使用してブート環境に Solarisフラッシュアーカイブを
インストールする

この例では、インストールするアーカイブの場所をプロファイルで指定していま
す。

# profile keywords profile values

# ---------------- -------------------

install_type flash_install

archive_location nfs installserver:/export/solaris/flasharchive/solarisarchive

プロファイルを作成した後、luupgradeコマンドを実行してアーカイブをインス
トールできます。-sオプションでは、最低限のブート可能ルート (/)ファイルシステ
ムをブートするミニルートが提供されます。これにより、Solaris Flashアーカイブを
簡単にインストールできます。ミニルートは、インストールされているイメージで
はありません。-jオプションでは、Solaris Flashアーカイブオペレーティングシステ
ムのイメージへのパスを含むプロファイルへのパスが提供されます。-jオプション
を使用して、プロファイルにアクセスします。pkgaddコマンドは、アップブレード
先のリリースの Solaris Live Upgradeパッケージを追加します。

# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

# luupgrade -f -n second_disk \

-s /net/installmachine/export/solarisX/OS_image \

-j /var/tmp/profile

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。121ページ
の「ブート環境のアクティブ化」を参照してください。

プロファイルを作成する場合は、108ページの「Solaris Live Upgradeで使用されるプ
ロファイルを作成する」を参照してください。
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▼ プロファイルキーワードを使用して Solarisフ
ラッシュアーカイブをインストールする
ここでは、プロファイルファイルではなく、archive_locationキーワードをコマン
ド行で使用して、Solarisフラッシュアーカイブをインストールする手順を説明しま
す。プロファイルファイルを使用せずに、アーカイブを取得できます。

Solaris Live Upgradeのパッケージ SUNWlucfg、SUNWlur、および SUNWluuをインストール
します。これらのパッケージは、アップグレード先のリリースのものである必要が
あります。詳細な手順については、64ページの「pkgaddコマンドを使用して Solaris
Live Upgradeをインストールする方法」を参照してください。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# luupgrade -f -n BE_name -s os_image_path -J ’archive_location path-to-profile'

-f オペレーティングシステムを Solarisフ
ラッシュアーカイブからアップグレードするこ
とを指定します。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定
します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれて
いるディレクトリのパス名を指定します。この
ディレクトリはインストールメディア
(DVD-ROMやCD-ROMなど)上でもNFSまたは
UFSディレクトリであってもかまいません。こ
のOSイメージでは、最低限のブート可能ルート
(/)ファイルシステムをブートするミニルートが
提供されます。これにより、Solaris Flashアーカ
イブを簡単にインストールできます。ミニ
ルートは、インストールされているイメージで
はありません。-jオプションでは、Solaris Flash
アーカイブオペレーティングシステムのイ
メージを含むプロファイルへのパスが提供され
ます。

-J 'archive_location path-to-profile' archive_locationプロファイルキーワード
と、JumpStartプロファイルへのパスを指定しま
す。-sオプションのオペレーティングシステム
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のバージョンと Solarisフラッシュアーカイブの
オペレーティングシステムのバージョンは、同
一でなければいけません。キーワードの値につ
いては、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガ
イド (カスタム JumpStart/上級
編)』の「archive_locationプロファイル
キーワード」を参照してください。

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。121ページ
の「ブート環境のアクティブ化」を参照してください。

プロファイルキーワードを使用して Solarisフラッシュアーカイブをイ
ンストールする

この例では、アーカイブは second_diskブート環境にインストールされます。-sオプ
ションでは、最低限のブート可能ルート (/)ファイルシステムをブートするミニ
ルートが提供されます。これにより、Solaris Flashアーカイブを簡単にインストール
できます。ミニルートは、インストールされているイメージではありません。-jオ
プションでは、Solaris Flashアーカイブオペレーティングシステムのイメージへのパ
スが提供されます。-Jオプションと archive_locationキーワードを使用し
て、アーカイブを取得します。second_disk上のファイルは、共有可能ファイルを除
いてすべて上書きされます。pkgaddコマンドは、アップブレード先のリリースの
Solaris Live Upgradeパッケージを追加します。

# pkgadd -d /server/packages SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

# luupgrade -f -n second_disk \

-s /net/installmachine/export/solarisX/OS_image \

-J ’archive_location http://example.com/myflash.flar’

ブート環境のアクティブ化
ブート環境をアクティブにすると、次のシステムリブートでブート可能になりま
す。新しいアクティブブート環境で何か問題が発生する場合は、元のブート環境に
すぐに戻すことができます。第 6章「障害回復:元のブート環境へのフォールバック
(作業)」を参照してください。

説明 詳細

luactivateコマンドを使用してブート環境をア
クティブにするには、この手順を使用します。

注 –ブート環境をはじめてアクティブにする場
合は、luactivateコマンドを使用する必要があ
ります。

123ページの「ブート環境をアクティブにす
る」
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説明 詳細

ブート環境をアクティブにして強制的にファイ
ルの同期を行うには、この手順を使用します。

注 –最初のアクティブ化の際にファイルが同期
されます。最初のアクティブ化のあとでブート
環境を切り替える場合、ファイルは同期されま
せん。

124ページの「ブート環境をアクティブにして
ファイルを同期させる」

x86: GRUBメニューを使用してブート環境をア
クティブにするには、この手順を使用します。

注 – GRUBメニューを使用すると、ブート環境を
簡単に切り替えることができます。最初のアク
ティブ化のあと、ブート環境がGRUBメ
ニューに表示されます。

127ページの「x86: GRUBメニューを使って
ブート環境をアクティブにする」

ブート環境をアクティブ化するための要件と制限
ブート環境を正常にアクティブにするためには、そのブート環境が次の条件を満た
している必要があります。

説明 詳細

ブート環境のステータスは「complete」でなけ
ればなりません。

ステータスを確認するには、140ページの「す
べてのブート環境のステータスの表示」を参照
してください。

現在のブート環境とは別のブート環境をアク
ティブにする場合は、luumountまたは mountを
使用してそのブート環境のパーティションをマ
ウントすることはできません。

lumount(1M)または mount(1M)のマニュアル
ページを参照してください。

比較処理で使用中のブート環境はアクティブに
できません。

手順については、143ページの「ブート環境の
比較」を参照してください。

スワップを再構成する場合は、非アクティブ
ブート環境をブートする前に実行してくださ
い。デフォルトでは、すべてのブート環境が同
じスワップデバイスを共有します。

スワップを再構成する場合は、77ページ
の「ブート環境を作成しスワップを再構成す
る」を参照してください。
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x86のみ – x86システムの場合は、GRUBメニューを使用してアクティブにすることも
できます。ただし、次のような例外があります。

■ ブート環境が Solaris 8、9、または 10 3/05リリースで作成されている場合、この
ブート環境は、必ず luactivateコマンドを使ってアクティブにする必要がありま
す。これらの古いブート環境は、GRUBメニューには表示されません。

■ ブート環境をはじめてアクティブにする場合は、luactivateコマンドを使用する
必要があります。次回のブート時には、そのブート環境の名前がGRUBメインメ
ニューに表示されます。それにより、GRUBメニューで適切なエントリを選択し
て、このブート環境に切り替えることができます。

125ページの「x86: GRUBメニューを使ったブート環境のアクティブ化」を参照して
ください。

▼ ブート環境をアクティブにする
次の手順は、新しいブート環境を切り替えて現在稼働中のブート環境にします。

x86のみ – x86システムの場合は、GRUBメニューを使用してアクティブにすることも
できます。ただし、次のような例外があります。

■ ブート環境が Solaris 8、9、または 10 3/05リリースで作成されている場合、この
ブート環境は、必ず luactivateコマンドを使ってアクティブにする必要がありま
す。これらの古いブート環境は、GRUBメニューには表示されません。

■ ブート環境をはじめてアクティブにする場合は、luactivateコマンドを使用する
必要があります。次回のブート時には、そのブート環境の名前がGRUBメインメ
ニューに表示されます。それにより、GRUBメニューで適切なエントリを選択し
て、このブート環境に切り替えることができます。

125ページの「x86: GRUBメニューを使ったブート環境のアクティブ化」を参照して
ください。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力して、ブート環境をアクティブにします。
# /sbin/luactivate BE_name

BE_name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

1
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再起動します。
# init 6

注意 –リブートには initか shutdownコマンドを使用してください。rebootや
halt、uadminコマンドを使用すると、ブート環境の切り替えは行われません。以前
にアクティブであったブート環境が再びブートされます。

ブート環境のアクティブ化

この例では、次のリブート時に second_diskブート環境がアクティブになります。

# /sbin/luactivate second_disk

# init 6

▼ ブート環境をアクティブにしてファイルを同期さ
せる
新しく作成したブート環境で初めてブートする時に、Solaris Live Upgradeは新しい
ブート環境と以前のアクティブブート環境の同期をとります。「同期」とは、いく
つかのクリティカルなシステムファイルやディレクトリを、以前にアクティブ
だったブート環境から、ブート中のブート環境へコピーすることです。Solaris Live
Upgradeでは、強制的に同期を行うように luactivateコマンドの -sオプションで指
定しない限り、2回目以降のブート時には同期は行われません。

x86のみ – GRUBメニューを使ってブート環境間で切り替えを行なった場合
も、ファイルは同期されません。ファイルを同期させるには、次の手順を使用する
必要があります。

同期の詳細については、58ページの「ブート環境間でのファイルの同期」を参照し
てください。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

ブート環境をアクティブにするには、次のように入力します。
# /sbin/luactivate -s BE_name

3
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-s 以前にアクティブであったブート環境と新しいブート環境のファイルを
同期します。ブート環境の最初のアクティブ化ではファイル間の同期が
行われますが、それ以降のアクティブ化では -sオプションを指定しな
い限りファイルの同期は行われません。

注意 –以前のアクティブブート環境で発生した変更にユーザーが気付い
ていない場合や、それらの変更を制御できない場合もあるため、このオ
プションを使用する際には十分注意してください。たとえば、現在の
ブート環境でOracle Solaris 10 8/11ソフトウェアを実行していて、強制的
に同期をとってブート環境を Solaris 9リリースに戻したとします。この
場合、Solaris 9リリースでファイルが変更されることがありま
す。ファイルはOSのリリースに依存しているため、Solaris 9リリースの
ブートは失敗する可能性があります。Solaris Oracle Solaris 10 8/11の
ファイルと Solaris 9のファイルは互換性があるとは限らないからです。

BE_name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

再起動します。
# init 6

ブート環境のアクティブ化

この例では、次のリブート時に second_diskブート環境がアクティブになり、ファイ
ルの同期がとられます。

# /sbin/luactivate -s second_disk

# init 6

x86: GRUBメニューを使ったブート環境のアク
ティブ化
GRUBメニューでもブート環境間での切り替えを行うことができます。GRUBメ
ニューは、luactivateコマンドによるアクティブ化 (ブート)に代わるものです。次
の表に、GRUBメニューを使用するときの注意と制限を示します。

3
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表 5–3 x86: GRUBメニューを使ったアクティブ化の概要

作業 説明 詳細

注意 ブート環境をアクティブにしたあとは、BIOSディスク順
序を変更しないでください。この順序を変更する
と、GRUBメニューが無効になる可能性があります。こ
の問題が発生した場合は、ディスク順序を元の順序に変
更すれば、GRUBメニューが修正されます。

ブート環境のはじめ
てのアクティブ化

ブート環境をはじめてアクティブにする場合
は、luactivateコマンドを使用する必要があります。次
回のブート時には、そのブート環境の名前がGRUBメイ
ンメニューに表示されます。それにより、GRUBメ
ニューで適切なエントリを選択して、このブート環境に
切り替えることができます。

123ページの「ブート環境をアク
ティブにする」

ファイルの同期 はじめてブート環境をアクティブにすると、現在の
ブート環境と新しいブート環境の間でファイルが同期さ
れます。以降のアクティブ化では、ファイルは同期され
ません。GRUBメニューを使ってブート環境間で切り替
えを行なった場合も、ファイルは同期されません。-sオ
プションを指定して luactivateコマンドを使用する
と、強制的に同期処理を実行できます。

124ページの「ブート環境をアク
ティブにしてファイルを同期させ
る」

Solaris 10 1/06リ
リースより前に作成
されたブート環境

ブート環境が Solaris 8、9、または 10 3/05リリースで作成
されている場合、このブート環境は、必ず luactivateコ
マンドを使ってアクティブにする必要があります。これ
らの古いブート環境は、GRUBメニューには表示されま
せん。

123ページの「ブート環境をアク
ティブにする」

ブート環境のアクティブ化

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2011年 8
月

126



表 5–3 x86: GRUBメニューを使ったアクティブ化の概要 (続き)
作業 説明 詳細

GRUBメニューエン
トリの編集またはカ
スタマイズ

menu.lstファイルには、GRUBメニューに表示される情
報が含まれています。このファイルは、次の理由のため
に修正することができます。
■ Oracle Solaris OS以外のオペレーティングシステムのた
めにGRUBメニューエントリに追加する。

■ ブート動作をカスタマイズする。たとえば、ブートを
詳細モードに変更したり、自動的にOSをブートする
デフォルトの時間を変更したりできます。

注 – GRUBメニューを変更する場合は、menu.lstファイル
を見つける必要があります。詳細な手順について
は、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 13章「Oracle
Solarisブートアーカイブの管理 (手順)」を参照してくださ
い。

注意 – Solaris Live Upgradeエントリを変更する場合
は、GRUB menu.lstファイルを使用しないでくださ
い。変更すると、Solaris Live Upgradeが失敗する可能性が
あります。menu.lstファイルを使用してブート動作をカ
スタマイズすることはできますが、推奨されるカスタマ
イズの方法は eepromコマンドを使用することで
す。menu.lstファイルを使用してカスタマイズする
と、ソフトウェアのアップグレード中にOracle Solaris OS
エントリが変更される場合があります。ファイルへの変
更は失われる可能性があります。

■ 『Oracle Solaris 10 8/11インス
トールガイド (インストールと
アップグレードの計
画)』の「GRUBベースのブート
(概要)」

■ 『Solarisのシステム管理 (基本
編)』の「GRUBを使用して x86
システムをブートする (作業
マップ)」

▼ x86: GRUBメニューを使ってブート環境をアク
ティブにする
GRUBメニューを使って 2つのブート環境間での切り替えを行うことができます。次
の制限に注意してください。

■ ブート環境の最初のアクティブ化は、luactivateコマンドを使って行う必要があ
ります。最初のアクティブ化のあと、ブート環境がGRUBメニューに表示されま
す。そのあと、ブート環境をGRUBメニューからブートすることができます。

■ 注意 - GRUBメニューを使ってブート環境を切り替えると、同期処理が省略され
ます。ファイルの同期の詳細は、59ページの「ブート環境間での強制的な同
期」のリンクを参照してください。

■ ブート環境が Solaris 8、9、または 10 3/05リリースで作成されている場合、この
ブート環境は、必ず luactivateコマンドを使ってアクティブにする必要がありま
す。これらの古いブート環境は、GRUBメニューには表示されません。
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スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

システムを再起動します。
# init 6

GRUBメインメニューが表示されます。Solarisと、Solaris Live Upgradeブート環境で
ある second_diskという、2つのオペレーティングシステムがリストされま
す。failsafeエントリは、なんらかの理由で主OSがブートしない場合の回復用で
す。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------+

|Solaris |

|Solaris failsafe |

|second_disk |

|second_disk failsafe |

+-------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

ブート環境をアクティブにするには、矢印キーを使用して目的のブート環境を選択
し、Returnキーを押します。
選択したブート環境がブートされ、アクティブなブート環境になります。
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障害回復:元のブート環境へのフォール
バック (作業)

この章では、アクティブ化によって発生した問題を解決する方法について説明しま
す。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Solaris Live Upgradeについて説明しま
す。luactivateコマンドの使用法は、ZFSブート環境でも同じです。UFSファイルシ
ステムを ZFSルートプールに移行する、または ZFSルートプールを作成およびイン
ストールする手順については、第 13章「ZFSルートプールのブート環境の作成」を
参照してください。

アップグレードのあとに障害が検出されたり、アップグレードされたコンポーネン
トにアプリケーションが対応できない場合は、次のいずれかの手順 (使用しているプ
ラットフォームによって異なる)を使って元のブート環境に戻してください。

■ SPARCシステムの場合:
■ 130ページの「SPARC:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合の
フォールバック」

■ 130ページの「SPARC:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のフォール
バック」

■ 131ページの「SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージ
を使って元のブート環境に戻す」

■ x86システムの場合:
■ 133ページの「x86:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合のGRUB
メニューを使ったフォールバック」

■ 134ページの「x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のGRUBメ
ニューを使ったフォールバック」

■ 136ページの「x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のGRUBメ
ニューとDVDまたはCDを使ったフォールバック」
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SPARC:元のブート環境へのフォールバック
元のブート環境には、次の 3つの方法でフォールバックできます。

■ 130ページの「SPARC:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合の
フォールバック」

■ 130ページの「SPARC:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のフォール
バック」

■ 131ページの「SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを
使って元のブート環境に戻す」

▼ SPARC:新しいブート環境のアクティブ化に成功し
た場合のフォールバック
新しいブート環境のアクティブ化に成功したが、その結果に満足できない場合
は、この手順を使用します。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# /sbin/luactivate BE_name

BE_name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

再起動します。
# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

▼ SPARC:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合
のフォールバック
■ 新しいブート環境のブートに失敗した場合で、元のブート環境をシングル
ユーザーモードでブートできる場合は、この手順を使って元のブート環境に戻し
ます。

■ メディアやネットインストールイメージからブートする場合は、131ページ
の「SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを使って元の
ブート環境に戻す」を参照してください。
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OKプロンプトで、Oracle Solaris Operating System DVD、Solaris SOFTWARE - 1 CD、ネット
ワーク、またはローカルディスクからマシンをシングルユーザーモードで起動しま
す。
OK boot device_name -s

device_name システムをブートするデバイスの名前を指定します (たとえば、
/dev/dsk/c0t0d0s0)。

次のように入力します。
# /sbin/luactivate BE_name

BE_name アクティブにするブート環境の名前を指定します。

■ このコマンドを実行してもプロンプトが表示されない場合は、131ページ
の「SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを使って元の
ブート環境に戻す」へ進みます。

■ プロンプトが表示される場合は、次の手順に進んでください。

プロンプトに対して、次のコマンドを入力します。
Do you want to fallback to activate boot environment <disk name>

(yes or no)? yes

フォールバックによるアクティブ化が正常に行われたことを示すメッセージが表示
されます。

再起動します。
# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

▼ SPARC: DVD、CD、またはネットワークインス
トールイメージを使って元のブート環境に戻す
DVD、CD、ネットインストールイメージ、またはブート可能な別のディスクから
ブートするには、この手順を使用します。この場合、以前のアクティブブート環境
からルート (/)スライスをマウントする必要があります。そのあとで、ブート環境の
切り替えを行う luactivateコマンドを実行してください。リブートすると、以前の
アクティブブート環境が再び起動されます。

OKプロンプトで、Oracle Solaris Operating System DVD、Solaris SOFTWARE - 1 CD、ネット
ワーク、またはローカルディスクからマシンをシングルユーザーモードで起動しま
す。
OK boot cdrom -s
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または

OK boot net -s

または

OK boot device_name -s

device_name オペレーティングシステムのコピーが格納されているディスクおよ
びスライスの名前を指定します (たとえば、/dev/dsk/c0t0d0s0)。

必要に応じて、フォールバックブート環境のルート (/)ファイルシステムの整合性を
確認します。
# fsck device_name

device_name 戻すブート環境のディスクデバイスにあるルート (/)ファイルシステ
ムの名前を指定します。デバイス名は、/dev/dsk/cwtxdyszの形式で
入力します。

アクティブブート環境のルート (/)スライスをディレクトリ (/mntなど)にマウントし
ます。
# mount device_name /mnt

device_name 戻すブート環境のディスクデバイスにあるルート (/)ファイルシステ
ムの名前を指定します。デバイス名は、/dev/dsk/cwtxdyszの形式で
入力します。

アクティブブート環境のルート (/)スライスから、次のように入力します。
# /mnt/sbin/luactivate

前の稼働ブート環境がアクティブになり、結果が示されます。

/mntをマウント解除します。
# umount /mnt

再起動します。
# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

x86:元のブート環境へのフォールバック
元のブート環境に戻すには、ご使用の環境にもっとも適した手順を選択してくださ
い。
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■ 133ページの「x86:新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合のGRUBメ
ニューを使ったフォールバック」

■ 134ページの「x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のGRUBメニューを
使ったフォールバック」

■ 136ページの「x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のGRUBメニューと
DVDまたはCDを使ったフォールバック」

▼ x86:新しいブート環境のアクティブ化に成功した
場合のGRUBメニューを使ったフォールバック
新しいブート環境のアクティブ化に成功したが、その結果に満足できない場合
は、この手順を使用します。GRUBメニューを使用すれば、元のブート環境にすば
やく切り替えることができます。

注 –切り替えるブート環境は、GRUBソフトウェアで作成されたGRUBブート環境で
なければなりません。Solaris 8、9、または 10 3/05リリースで作成されたブート環境
は、GRUBブート環境ではありません。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

システムを再起動します。
# init 6

GRUBメニューが表示されます。Oracle Solaris OSは、元のブート環境で
す。second_diskブート環境は正常にアクティブにされていて、GRUBメニューに表
示されます。failsafeエントリは、なんらかの理由で主エントリがブートしない場
合の回復用です。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------+

|Solaris |

|Solaris failsafe |

|second_disk |

|second_disk failsafe |

+-------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

元のブート環境をブートするには、矢印キーを使用して元のブート環境を選択
し、Returnキーを押します。
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新しいブート環境のアクティブ化に成功した場合のフォールバック

# su

# init 6

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------+

|Solaris |

|Solaris failsafe |

|second_disk |

|second_disk failsafe |

+-------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

元のブート環境である Solarisを選択します。

▼ x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合の
GRUBメニューを使ったフォールバック
ブート中に障害が発生した場合、次の手順を使用して元のブート環境に戻しま
す。この例では、GRUBメニューは適切に表示されますが、新しいブート環境の
ブートに失敗します。デバイスは /dev/dsk/c0t4d0s0です。元のブート環境 c0t4d0s0

がアクティブブート環境になります。

注意 – Solaris 10 3/05リリースでは、以前のブート環境と新しいブート環境が異なる
ディスク上にある場合に推奨されるフォールバック方法には、BIOSでのハード
ディスクのブート順序の変更が含まれていました。Solaris 10 1/06以降のリリースで
は、BIOSディスク順序を変更する必要はなく、変更しないことを強くお勧めしま
す。BIOSディスク順序を変更すると、GRUBメニューが無効になることがあ
り、ブート環境がブートできなくなることがあります。BIOSディスク順序が変更さ
れている場合は、この順序を元の設定に戻せば、システムの機能が復元されます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

GRUBメニューを表示するにはシステムをリブートします。
# init 6

例6–1
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GRUBメニューが表示されます。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------+

|Solaris |

|Solaris failsafe |

|second_disk |

|second_disk failsafe |

+-------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

GRUBメニューから、元のブート環境を選択します。ブート環境は、GRUBソフト
ウェアで作成されている必要があります。Solaris 10 1/06リリースより前に作成され
たブート環境は、GRUBブート環境ではありません。ブート可能なGRUBブート環境
がない場合は、この手順と、136ページの「x86:ブート環境のアクティブ化に失敗し
た場合のGRUBメニューとDVDまたはCDを使ったフォールバック」の手順をス
キップしてください。

GRUBメニューを編集して、シングルユーザーモードでブートします。

a. GRUBメインメニューを編集するには、eと入力します。

GRUB編集メニューが表示されます。
root (hd0,2,a)

kernel /platform/i86pc/multiboot

module /platform/i86pc/boot_archive

b. 矢印キーを使用して、元のブート環境のカーネルエントリを選択します。

c. ブートエントリを編集するには、eと入力します。

GRUB編集メニューにカーネルエントリが表示されます。
grub edit>kernel /boot/multiboot

d. -sと入力し、Enterキーを押します。
次の例では、-sオプションの配置に注意してください。
grub edit>kernel /boot/multiboot -s

e. シングルユーザーモードでブート処理を開始するには、bと入力します。

必要に応じて、フォールバックブート環境のルート (/)ファイルシステムの整合性を
確認します。
# fsck mount_ point

mount_point 信頼性のあるルート (/)ファイルシステム
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元のブート環境のルートスライスをいずれかのディレクトリ (/mntなど)にマウント
します。
# mount device_name /mnt

device_name 戻すブート環境のディスクデバイスにあるルート (/)ファイルシステ
ムの名前を指定します。デバイス名は、/dev/dsk/cwtxdyszの形式で
入力します。

アクティブブート環境のルートスライスから、次のように入力します。
# /mnt/sbin/luactivate

前の稼働ブート環境がアクティブになり、結果が示されます。

/mntをマウント解除します。
# umount /mnt

再起動します。
# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。

▼ x86:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合の
GRUBメニューとDVDまたはCDを使ったフォール
バック
ブート中に障害が発生した場合、次の手順を使用して元のブート環境に戻しま
す。この例では、新しいブート環境のブートに失敗しています。また、GRUBメ
ニューは表示されません。デバイスは /dev/dsk/c0t4d0s0です。元のブート環境
c0t4d0s0がアクティブブート環境になります。

注意 – Solaris 10 3/05リリースでは、以前のブート環境と新しいブート環境が異なる
ディスク上にある場合に推奨されるフォールバック方法には、BIOSでのハード
ディスクのブート順序の変更が含まれていました。Solaris 10 1/06以降のリリースで
は、BIOSディスク順序を変更する必要はなく、変更しないことを強くお勧めしま
す。BIOSディスク順序を変更すると、GRUBメニューが無効になることがあ
り、ブート環境がブートできなくなることがあります。BIOSディスク順序が変更さ
れている場合は、この順序を元の設定に戻せば、システムの機能が復元されます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

6

7

8

9

1

x86:元のブート環境へのフォールバック

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2011年 8
月

136

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV6rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV6rbactask-15


Oracle Solaris Operating System DVD (x86版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)を挿入
します。

DVDまたはCDからブートします。
# init 6

GRUBメニューが表示されます。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------------+

|Oracle Solaris 10 8/11 |

|Oracle Solaris 10 8/11 Serial Console ttya |

|Oracle Solaris 10 8/11 Serial Console ttyb (for lx50, v60x and v65x |

+-------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

デフォルトのオプションがブートされるまで待機するか、表示されているオプ
ションのどれかを選択します。

インストール画面が表示されます。
+-------------------------------------------------------------------+

| |

|Select the type of installation you want to perform: |

| |

| 1 Solaris Interactive |

| 2 Custom JumpStart |

| 3 Solaris Interactive Text (Desktop session) |

| 4 Solaris Interactive Text (Console session) |

| 5 Apply driver updates |

| 6 Single user shell |

| |

| Enter the number of your choice followed by the <ENTER> key.|

| Alternatively, enter custom boot arguments directly. |

| |

| If you wait 30 seconds without typing anything, |

| an interactive installation will be started. |

+----------------------------------------------------------------- --+

「Single user shell」オプションを選択します。
次のメッセージが表示されます。
Do you wish to automatically update the boot archive? y /n

次のコマンドを入力します。
Starting shell...

#

これでシングルユーザーモードになりました。
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必要に応じて、フォールバックブート環境のルート (/)ファイルシステムの整合性を
確認します。
# fsck mount_ point

mount_point 信頼性のあるルート (/)ファイルシステム

元のブート環境のルートスライスをいずれかのディレクトリ (/mntなど)にマウント
します。
# mount device_name /mnt

device_name 戻すブート環境のディスクデバイスにあるルート (/)ファイルシステ
ムの名前を指定します。デバイス名は、/dev/dsk/cwtxdyszの形式で
入力します。

アクティブブート環境のルートスライスから、次のように入力します。
# /mnt/sbin/luactivate

Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0

(yes or no)? yes

前の稼働ブート環境がアクティブになり、結果が示されます。

/mntをマウント解除します。
# umount device_name

device_name 戻すブート環境のディスクデバイスにあるルート (/)ファイルシステ
ムの名前を指定します。デバイス名は、/dev/dsk/cwtxdyszの形式で
入力します。

再起動します。
# init 6

前の稼働ブート環境がアクティブブート環境になります。
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Solaris Live Upgradeブート環境の管理 (作
業)

この章では、ブート環境のファイルシステムを最新の状態に維持したり、ブート環
境を削除するなど、さまざまな管理作業について説明します。この章の内容は次の
とおりです。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Solaris Live Upgradeについて説明しま
す。管理作業の内容は、ZFSブート環境でも同じです。UFSファイルシステムを ZFS
ルートプールに移行する、または ZFSルートプールを作成およびインストールする
手順については、第 13章「ZFSルートプールのブート環境の作成」を参照してくだ
さい。

■ 140ページの「Solaris Live Upgrade管理作業の概要」
■ 140ページの「すべてのブート環境のステータスの表示」
■ 142ページの「以前に構成されたブート環境の更新」
■ 143ページの「スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り消
し」

■ 143ページの「ブート環境の比較」
■ 145ページの「非アクティブブート環境の削除」
■ 146ページの「アクティブブート環境の名前の表示」
■ 146ページの「ブート環境の名前の変更」
■ 148ページの「ブート環境名に関連付ける説明の作成または変更」
■ 151ページの「ブート環境の構成の表示」
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Solaris Live Upgrade管理作業の概要
表 7–1 Solaris Live Upgrade管理作業の概要

作業 説明 参照先

(省略可能)ステータスを表示します。 ■ ブート環境の状態 (アク
ティブ、アクティブ化の処理
中、アクティブになるようにスケ
ジュールされている、比較処理中)
を表示します。

■ 140ページの「すべてのブート環
境のステータスの表示」

■ アクティブブート環境と非アク
ティブブート環境を比較します。

■ 143ページの「ブート環境の比
較」

■ アクティブブート環境の名前を表
示します。

■ 146ページの「アクティブブート
環境の名前の表示」

■ ブート環境の構成を表示します。 ■ 151ページの「ブート環境の構成
の表示」

(省略可能)非アクティブブート環境を
更新します。

ファイルシステムの構成を変更するこ
となく、アクティブブート環境から
ファイルシステムを再度コピーしま
す。

142ページの「以前に構成された
ブート環境の更新」

(省略可能)その他の作業。 ■ ブート環境を削除します。 ■ 145ページの「非アクティブ
ブート環境の削除」

■ ブート環境の名前を変更します。 ■ 146ページの「ブート環境の名前
の変更」

■ ブート環境の名前に関連付ける説
明を作成または変更します。

■ 148ページの「ブート環境名に関
連付ける説明の作成または変更」

■ スケジュールされているジョブを
取り消します。

■ 143ページの「スケジュールされ
た処理 (作成/アップグレード/コ
ピー)の取り消し」

すべてのブート環境のステータスの表示
ブート環境についての情報を表示するには、lustatusコマンドを使用しま
す。ブート環境を指定しない場合は、システム上のすべてのブート環境のステータ
ス情報が表示されます。

各ブート環境について、次の詳細情報が表示されます。

■ Name –各ブート環境の名前。
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■ Complete –コピー処理、作成処理とも進行中ではなく、ブート環境をブートでき
る状態であることを示します。作成処理またはアップグレード処理が進行中で
あったり失敗した場合などは、ステータスは未完了として示されます。たとえ
ば、あるブート環境のコピー処理が進行中であるか、コピー処理がスケジュール
されている場合は、そのブート環境は未完了とみなされます。

■ Active –アクティブブート環境であるかどうかを示します。
■ ActiveOnReboot –システムの次のリブート時にそのブート環境がアクティブにな
るかどうかを示します。

■ CopyStatus –ブート環境の作成またはコピーの状態 (作成またはコピーがスケ
ジュールされている、アクティブ、またはアップグレード中)を示します。ス
テータスが SCHEDULEDの場合、Solaris Live Upgradeのコピー、名前変更、アップグ
レードの各処理を行うことはできません。

▼ すべてのブート環境のステータスを表示する

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# lustatus BE_name

BE_name ステータスを表示する非アクティブブート環境の名前を指定しま
す。BE_nameを省略すると、lustatusによりシステム内のすべての
ブート環境のステータスが表示されます。

この例では、すべてのブート環境のステータスが表示されます。

# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

disk_a_S9 yes yes yes no -

disk_b_S10database yes no no yes COPYING

disk_b_S9a no no no yes -

注 – disk_b_S9aと disk_b_S10databaseに対してコピー、名前変更、アップグレードの
各処理を行うことができません。これは、disk_b_S9aは未完了の状態
で、disk_b_S10databaseは Solaris Live Upgradeによる処理中だからです。
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以前に構成されたブート環境の更新
「Copy」メニューまたは lumakeコマンドを使用して、以前に構成されたブート環境
の内容を更新できます。アクティブ (ソース)ブート環境のファイルシステムが
ターゲットブート環境にコピーされます。ターゲット上にあったデータは破棄され
ます。コピー元のブート環境のステータスは、「complete」である必要がありま
す。ブート環境のステータスを確認する方法については、140ページの「すべての
ブート環境のステータスの表示」を参照してください。

コピー作業はあとで行われるようにスケジュールできます。スケジュールできるの
は一度に 1つのジョブだけです。スケジュールされたコピー処理を取り消す方法に
ついては、143ページの「スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の
取り消し」を参照してください。

▼ 以前に構成されたブート環境を更新する
この手順では、以前に作成されたブート環境上の古いファイルを上書きしてソース
ファイルをコピーします。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# lumake -n BE_name [-s source_BE] [-t time] [-m email_address]

-n BE_name ファイルシステムを書き換えるブート環境の名前を指定します。

-s source_BE (省略可能)ターゲットブート環境にコピーするファイルシステム
があるソースブート環境の名前を指定します。このオプションを
省略すると、lumakeは現在のブート環境をソースとして使用しま
す。

-t time (省略可能)指定されたブート環境上のファイルを指定された時刻
に上書きするバッチジョブを設定します。時刻は、at(1)のマ
ニュアルページに指定されている書式で入力します。

-m email_address (省略可能)コマンドが完了した時点で、ここで指定する電子
メールアドレスに lumakeの出力を送ります。email_addressは
チェックされません。このオプションは、-tと併用する必要があ
ります。
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以前に構成されたブート環境の更新

この例では、first_diskのファイルシステムが second_diskにコピーされます。処理
が完了した時点で、電子メールが Joe@anywhere.com宛に送信されます。

# lumake -n second_disk -s first_disk -m joe@anywhere.com

first_disk上のファイルが second_diskにコピーされ、通知の電子メールが送信さ
れます。スケジュールされたコピー処理を取り消す方法については、143ページ
の「スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)の取り消し」を参照して
ください。

スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コピー)
の取り消し

ブート環境のスケジュールされた処理 (作成、アップグレード、またはコピー)
は、その処理の開始前に取り消すことができます。lumakeコマンドを使用すれ
ば、処理をスケジュールできます。システムでスケジュールできるジョブは一度に 1
つだけです。

▼ スケジュールされた処理 (作成/アップグレード/コ
ピー)を取り消す

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# lucancel

これで、指定されている時刻に処理は実行されなくなります。

ブート環境の比較
アクティブブート環境とその他のブート環境の相違を確認するには、lucompareコマ
ンドを使用します。比較をするためには、非アクティブブート環境は完了状態
で、コピー処理がスケジュールされていない必要があります。140ページの「すべて
のブート環境のステータスの表示」を参照してください。

例7–1
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lucompareコマンドは、非大域ゾーンの内容が含まれているブート環境の比較を行い
ます。

lumountまたは mountを使用してマウントされたパーティションのあるブート環境
は、指定できません。

▼ ブート環境を比較する
スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# /usr/sbin/lucompare -i infile (or) -t -o outfile BE_name

-i infile infile中に指定されたファイルを比較します。比較するファイルは、絶対
パスで指定する必要があります。ファイルのエントリがディレクトリで
ある場合、比較はディレクトリに対して再帰的に行われます。このオプ
ションまたは -tのいずれか一方を使用できます (両方は使用できませ
ん)。

-t バイナリ以外のファイルだけを比較します。この比較では、ファイルご
とに file(1)コマンドを使用してそのファイルがテキストファイルであ
るかを確認します。ユーザーは、このオプションまたは -iのいずれか一
方を使用できます (両方は使用できません)。

-o outfile 相違についての出力を outfileにリダイレクトします。

BE_name アクティブブート環境と比較するブート環境の名前を指定します。

ブート環境の比較

この例では、 first_diskブート環境 (ソース)と second_diskブート環境が比較さ
れ、結果がファイルに出力されます。

# /usr/sbin/lucompare -i /etc/lu/compare/ \

-o /var/tmp/compare.out second_disk

1

2

例7–2

ブート環境の比較

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2011年 8
月

144

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV6rbactask-15
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=SYSADV6rbactask-15


非アクティブブート環境の削除
ブート環境を削除するには、ludeleteコマンドを使用します。次の制限に注意して
ください。

■ アクティブブート環境および次のリブートでアクティブになるブート環境は、削
除できません。

■ 削除するブート環境は完了状態でなければなりません。完了状態のブート環境と
は、ステータスを変更する処理が終了している環境を指します。ブート環境のス
テータスを確認する方法については、140ページの「すべてのブート環境のス
テータスの表示」を参照してください。

■ lumountを使用してファイルシステムをマウントしているブート環境を削除する
ことはできません。

■ x86のみ: Solaris 10 1/06以降のリリースでは、アクティブなGRUBメニューがある
ブート環境を削除することはできません。ブート環境を再使用するには、lumake

コマンドまたは luupgradeコマンドを使用します。どのブート環境にアクティブ
なGRUBメニューがあるかを調べるには、『Solarisのシステム管理 (基本編)』の
第 13章「Oracle Solarisブートアーカイブの管理 (手順)」を参照してください。

▼ 非アクティブブート環境を削除する
スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# ludelete BE_name

BE_name 削除する非アクティブブート環境の名前を指定します。

非アクティブブート環境の削除

この例では、ブート環境 second_diskが削除されます。

# ludelete second_disk
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アクティブブート環境の名前の表示
現在稼動しているブート環境の名前を表示するには、lucurrコマンドを使用しま
す。システム上に構成されたブート環境がない場合は、「No Boot Environments are
defined」というメッセージが表示されます。lucurrで表示されるのは現在のブート
環境の名前だけです。次のブート時にアクティブになるブート環境の名前は表示さ
れません。ブート環境のステータスを確認する方法については、140ページの「すべ
てのブート環境のステータスの表示」を参照してください。

▼ アクティブブート環境の名前を表示する
スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# /usr/sbin/lucurr

アクティブブート環境の名前の表示

この例では、現在のブート環境の名前が表示されます。

# /usr/sbin/lucurr

solaris10

ブート環境の名前の変更
ブート環境の名前の変更は、ブート環境の Solarisリリースを別のリリースにアップ
グレードする場合などに便利です。たとえば、オペレーティングシステムのアップ
グレード処理後に、ブート環境の名前を solaris8から solaris10に変更できます。

非アクティブブート環境の名前を変更するには、lurenameコマンドを使用します。
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x86のみ – Solaris 10 1/06以降のリリースでは、GRUBメニューは、「Rename」メ
ニューまたは lurenameコマンドを使用すると自動的に更新されます。更新された
GRUBメニューでは、ブートエントリのリストにブート環境の名前が表示されま
す。GRUBメニューの詳細は、60ページの「複数のブート環境のブート」を参照し
てください。

GRUBメニューの menu.lstファイルの場所を調べるには、『Solarisのシステム管理
(基本編)』の第 13章「Oracle Solarisブートアーカイブの管理 (手順)」を参照してくだ
さい。

表 7–2 ブート環境の命名の制約

制約 参照先

名前の長さは、30文字以内にする必要があります。

名前は、英数字またはほかのASCII文字 (UNIXシェルで特
別な意味を持つ文字を除く)だけで構成できます。

sh(1)の「クォート」の節を参照してください。

名前に使用できるのは、8ビットで表現できるシングルバ
イトの文字だけです。

名前は、システム上で一意となるように指定する必要があ
ります。

ブート環境の名前を変更するためには、そのステータス
が「complete」である必要があります。

ブート環境のステータスを確認する方法については、
140ページの「すべてのブート環境のステータスの表
示」を参照してください。

lumountまたは mountを使用してファイルをマウントして
いるブート環境の名前は、変更できません。

▼ 非アクティブブート環境の名前を変更する

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# lurename -e BE_name -n new_name

-e BE_name 変更する非アクティブブート環境の名前を指定します。

-n new_name 非アクティブブート環境の新しい名前を指定します。
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この例では、second_diskが third_diskに変更されます。

# lurename -e second_disk -n third_disk

ブート環境名に関連付ける説明の作成または変更
ブート環境名に説明を付けることができます。この説明によって名前が置き換わる
ことはありません。ブート環境名は長さと文字に制限がありますが、この説明は長
さ、内容に制限がありません。シンプルなテキストでも、gifファイルのような複雑
なものでもかまいません。この説明は、次の時点で作成できます。

■ ブート環境を作成する時点 (-Aオプション指定で lucreateコマンドを使用する)
■ ブート環境の作成後 (ludescコマンドを使用する)

lucreateコマンドで -Aオプションを使用する方
法の詳細

70ページの「ブート環境をはじめて作成する」

ブート環境の作成後に説明を作成する方法の詳
細

ludesc(1M)

▼ テキストを使用してブート環境名の説明を作成ま
たは変更する方法

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# /usr/sbin/ludesc -n BE_name ’BE_description’

-n BE_name ' BE_description' ブート環境名と、ブート環境名に関連付ける新しい説
明を指定します。

テキストを使用してブート環境名に説明を加える

この例では、second_diskというブート環境に説明が加えられています。この説明
は、単一引用符で囲まれたテキストで記述されます。

# /usr/sbin/ludesc -n second_disk ’Oracle Solaris 10 8/11 test build’
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▼ ファイルを使用してブート環境名の説明を作成ま
たは変更する方法

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# /usr/sbin/ludesc -n BE_name -f file_name

-n BE_name ブート環境名を指定します。

file_name ブート環境名に関連付ける説明が書かれているファイルを指定しま
す。

ファイルを使用してブート環境名に説明を加える

この例では、second_diskというブート環境に説明が加えられています。説明
は、gifファイル内に入っています。

# /usr/sbin/ludesc -n second_disk -f rose.gif

▼ テキストで記述された説明からブート環境名を確
認する方法
次のコマンドにより、指定した説明に関連付けられたブート環境の名前が戻されま
す。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# /usr/sbin/ludesc -A ’BE_description’

-A 'BE_description' ブート環境名に関連付ける説明を指定します。
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説明からブート環境名を確認する

この例では、説明を指定して -Aオプションを使用することでブート環境名
second_diskを確認しています。

# /usr/sbin/ludesc -A ’Oracle Solaris 10 8/11 test build’

second_disk

▼ ファイル内の説明からブート環境名を確認する方
法
次のコマンドは、ファイルに関連付けられているブート環境名を表示しま
す。ファイルにはブート環境の説明が含まれます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# /usr/sbin/ludesc -f file_name

-f file_name ブート環境の説明を含むファイルの名前を指定します。

ファイル内の説明からブート環境名を確認する

この例では、-fオプションと、説明を含むファイルの名前を使用することでブート
環境の名前 second_diskを確認しています。

# /usr/sbin/ludesc -f rose.gif

second_disk

▼ 名前からブート環境説明を確認する方法
この手順では、コマンドで名前を指定したブート環境の説明が表示されます。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

例7–7
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次のように入力します。
# /usr/sbin/ludesc -n BE_name

-n BE_name ブート環境名を指定します。

ブート環境名から説明を確認する

この例では、ブート環境名を指定して -nオプションを使用することで説明を確認し
ています。

# /usr/sbin/ludesc -n second_disk

Oracle Solaris 10 8/11 test build

ブート環境の構成の表示
ブート環境の構成を表示するには、lufslistコマンドを使用します。出力される情
報は、ブート環境マウントポイントごとの、ディスクスライス (ファイルシステ
ム)、ファイルシステムの種類、およびファイルシステムのサイズです。

▼ ブート環境の構成を表示する
スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

次のように入力します。
# lufslist -n BE_name

BE_name ファイルシステムの詳細を表示するブート環境の名前を指定します。

次の例ではリストを表示しています。

Filesystem fstype size(MB) Mounted on

------------------------------------------------------------------

/dev/dsk/c0t0d0s1 swap 512.11 -

/dev/dsk/c0t4d0s3 ufs 3738.29 /

/dev/dsk/c0t4d0s4 ufs 510.24 /opt

注 –非大域ゾーンが含まれているリストの例については、169ページの「ブート環境
の非大域ゾーンのファイルシステムの構成を表示する」を参照してください。
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非大域ゾーンがインストールされている
システムにおけるOracle Solaris OSの
アップグレード

この章では、Solaris Live Upgradeを使用して、非大域ゾーンがインストールされてい
るシステムをアップグレードする方法について説明します。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Solaris Live Upgradeについて説明しま
す。非大域ゾーンのあるUFSファイルシステムを ZFSルートプールに移行する手順
については、第 14章「非大域ゾーンがインストールされている ZFSの Solaris Live
Upgrade」を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

■ Solaris Live Upgradeを使用して非大域ゾーンが含まれているシステムをアップグ
レードする場合の変更の概要については、154ページの「Solaris Live Upgradeによ
るアップグレードおよびインストール済みの非大域ゾーン (概要)」を参照してく
ださい。

■ Solaris Live Upgradeを使用して新しいブート環境を作成し、システムをアップグ
レードする詳細な手順については、161ページの「非大域ゾーンがインストール
されている場合のブート環境の作成とアップグレード (作業)」を参照してくださ
い。

■ Solaris Live Upgradeを使用して新しいブート環境を作成し、システムをアップグ
レードする例と簡潔な手順については、167ページの「非大域ゾーンがインス
トールされているシステムのアップグレード (例)」を参照してください。

■ 非大域ゾーンの作成の概要については、『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle
Solarisコンテナ :資源管理とOracle Solarisゾーン)』を参照してください。
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Solaris Live Upgradeによるアップグレードおよびインス
トール済みの非大域ゾーン (概要)

Solaris 10 8/07リリース以降では、Solaris Live Upgradeを使用して、非大域ゾーンが含
まれているシステムのアップグレードまたはパッチを行うことができます。システ
ムに非大域ゾーンが含まれている場合は、アップグレードやパッチを追加するプロ
グラムとして、Solaris Live Upgradeを推奨します。ほかのアップグレードプログラム
では、膨大なアップグレード時間が必要となる場合があります。これは、アップグ
レードの実行に要する時間が、インストールされている非大域ゾーンの数に比例し
て増加するからです。Solaris Live Upgradeを使ってシステムにパッチを適用する場合
は、システムをシングルユーザーモードにする必要がないため、システムの稼働時
間を最大限に活用できます。次のリストは、非大域ゾーンがインストールされてい
るシステムに対応するための変更をまとめたものです。

■ 新しいパッケージ SUNWlucfgをほかの Solaris Live Upgradeパッケージ SUNWlurおよ
び SUNWluuとともにインストールする必要があります。このパッケージは、非大
域ゾーンがインストールされているシステムだけでなく、どのシステムにも必要
です。

■ 現在稼働しているブート環境から新しいブート環境を作成する方法は以前のリ
リースの場合と同じですが、例外が 1つあります。非大域ゾーン内の共有ファイ
ルシステムに対して宛先ディスクスライスを指定できます。詳細は、161ページ
の「非大域ゾーンがインストールされている場合のブート環境の作成とアップグ
レード (作業)」を参照してください。

■ lumountコマンドは、非大域ゾーンが、非アクティブブート環境に存在する、そ
れらに対応するファイルシステムにアクセスできるようにします。大域ゾーン管
理者が lumountコマンドを使って非アクティブブート環境をマウントすると、同
様にブート環境が非大域ゾーン用にマウントされます。170ページの「非大域
ゾーンが含まれるシステムで lumountコマンドを使用する」を参照してくださ
い。

■ ブート環境の比較機能が向上しました。lucompareコマンドは、非大域ゾーンの
内容が含まれているブート環境の比較を行うようになりました。169ページ
の「非大域ゾーンがインストールされているシステムのブート環境を比較す
る」を参照してください。

■ lufslistコマンドによるファイルシステムの表示機能が向上し、大域ゾーンと非
大域ゾーンの両方のファイルシステムの一覧が表示されるようになりました。169
ページの「ブート環境の非大域ゾーンのファイルシステムの構成を表示す
る」を参照してください。

Solarisゾーンと Solaris Live Upgradeについて
Solarisゾーン区分技術は、オペレーティングシステムサービスの仮想化に使用さ
れ、安全で隔離されたアプリケーション実行環境を提供します。非大域ゾーン
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は、Oracle Solaris OSの 1つのインスタンス、つまり大域ゾーン内で作成される仮想
化されたオペレーティングシステム環境です。非大域ゾーンを作成すると、アプリ
ケーション実行環境が生成されます。このアプリケーション実行環境内のプロセス
は、システムのほかの部分から隔離されます。

Solaris Live Upgradeは、現在稼動しているシステムを新しいスライス上にコピーする
ための仕組みです。非大域ゾーンがインストールされている場合は、大域ゾーンの
ファイルシステムとともにその非大域ゾーンを非アクティブブート環境にコピーで
きます。

図 8–1に、大域ゾーンのファイルシステムとともに非アクティブブート環境にコ
ピーされる非大域ゾーンを示します。
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■ ディスクが 1つだけのシステムの例では、ルート (/)ファイルシステムが
c0t0d0s4にコピーされます。このファイルシステムに関連付けられている非大域
ゾーンもすべて s4にコピーされます。/exportファイルシステムおよび /swapボ
リュームは、現在のブート環境 bootenv1と非アクティブブート環境 bootenv2と
の間で共有されます。lucreateコマンドは次のようになります。

# lucreate -c bootenv1 -m /:/dev/dsk/c0t0d0s4:ufs -n bootenv2

図 8–1 ブート環境の作成–非大域ゾーンのコピー
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■ ディスクが 2つあるシステムの例では、ルート (/)ファイルシステムが c0t1d0s0

にコピーされます。このファイルシステムに関連付けられている非大域ゾーンも
すべて s0にコピーされます。/exportファイルシステムおよび /swapボリューム
は、現在のブート環境 bootenv1と非アクティブブート環境 bootenv2との間で共
有されます。lucreateコマンドは次のようになります。

# lucreate -c bootenv1 -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs -n bootenv2

図 8–2に、非大域ゾーンが非アクティブブート環境にコピーされる様子を示しま
す。
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■ ディスクが 1つだけのシステムの例では、ルート (/)ファイルシステムが
c0t0d0s4にコピーされます。このファイルシステムに関連付けられている非大域
ゾーンもすべて s4にコピーされます。非大域ゾーン zone1には、zonecfg add fs

コマンドで作成された独立したファイルシステムがあります。ゾーンパスは
/zone1/root/exportです。このファイルシステムは、非アクティブブート環境で
共有されないように、個別のスライス c0t0d0s6上に配置されます。/export

図 8–2 ブート環境の作成–非大域ゾーンからの共有ファイルシステムのコピー
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ファイルシステムおよび /swapボリュームは、現在のブート環境 bootenv1と非ア
クティブブート環境 bootenv2との間で共有されます。lucreateコマンドは次のよ
うになります。

# lucreate -c bootenv1 -m /:/dev/dsk/c0t0d0s4:ufs \

-m /zone1/root/export:/dev/dsk/c0t0d0s6:ufs:zone1 -n bootenv2

■ ディスクが 2つあるシステムの例では、ルート (/)ファイルシステムが c0t1d0s0

にコピーされます。このファイルシステムに関連付けられている非大域ゾーンも
すべて s0にコピーされます。非大域ゾーン zone1には、zonecfg add fsコマンド
で作成された独立したファイルシステムがあります。ゾーンパスは
/zone1/root/exportです。このファイルシステムは、非アクティブブート環境で
共有されないように、個別のスライス c0t1d0s4上に配置されます。/export

ファイルシステムおよび /swapボリュームは、現在のブート環境 bootenv1と非ア
クティブブート環境 bootenv2との間で共有されます。lucreateコマンドは次のよ
うになります。

# lucreate -c bootenv1 -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs \

-m /zone1/root/export:/dev/dsk/c0t1d0s4:ufs:zone1 -n bootenv2

非大域ゾーンで Solaris Live Upgradeを使用するためのガ
イドライン (計画)

非大域ゾーンで使用するための計画には、以下で説明する制限事項があります。

表 8–1 非大域ゾーンを含むアップグレードでの制約

問題 説明

ゾーンがインストールされて
いるシステムで Solaris Live
Upgradeを使用する場合は、次
の問題を考慮してくださ
い。lucreateおよび lumount操
作の実行中にゾーン状態が遷
移しないようにすることが非
常に重要です。

■ ある特定の非大域ゾーンが実行されていないとき
に、lucreateコマンドを使用して非アクティブブート環境を
作成した場合、そのゾーンは lucreate操作が完了するまで
ブートできません。

■ ある特定の非大域ゾーンが実行されているときに、lucreate

コマンドを使用して非アクティブブート環境を作成した場合
は、lucreate操作が完了するまで、そのゾーンを停止または
リブートしないでください。

■ lumountコマンドを使用して非アクティブブート環境をマウ
ントした場合、その lumount操作より前に実行されていた
ゾーンは実行を継続できますが、非大域ゾーンをブートした
り、リブートすることはできません。

■ 非大域ゾーンは、非大域ゾーン管理者だけでなく大域ゾーン
管理者にも制御できるため、相互に干渉することを避けるた
め、lucreateまたは lumount操作の実行中には、すべての
ゾーンを停止してください。
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表 8–1 非大域ゾーンを含むアップグレードでの制約 (続き)
問題 説明

大域ゾーン管理者が、Solaris
Live Upgradeを使用したアップ
グレードについて非大域
ゾーン管理者に通知しない
と、問題が発生する可能性が
あります。

Solaris Live Upgrade操作の進行中に非大域ゾーン管理者が介入す
ることは非常に危険です。アップグレードは、アップグレードに
よって発生する変更に対処する予定の管理者の作業に影響を及ぼ
します。ゾーン管理者は、すべてのローカルパッケージが一連の
操作を通じて確実に安定しているようにし、構成ファイルの調整
といったアップグレード後の作業をすべて行い、通常はシステム
の機能停止を避けたスケジュールを立てる必要があります。

たとえば、大域ゾーン管理者が lucreateコマンドを使用して
ファイルシステムをコピーしているときに、非大域ゾーン管理者
がパッケージを追加すると、その新しいパッケージはファイルシ
ステムとともにコピーされず、非大域ゾーン管理者は問題の発生
に気づきません。

非大域ゾーンが独立したファイルシステム上にあ
る場合にブート環境を作成する
現在稼動しているブート環境から新しいブート環境を作成する方法は、1つの例外を
除いて、以前のリリースの場合と同じです。非大域ゾーン内の共有ファイルシステ
ムに対して宛先ディスクスライスを指定できます。この例外は、次の条件のもとで
発生します。

■ 現在のブート環境で zonecfg add fsコマンドが使用され、非大域ゾーンに対して
独立したファイルシステムが作成された場合

■ この個別のファイルシステムが、/zone/root/exportなどの共有ファイルシステム
上にある場合

この独立したファイルシステムが新しいブート環境で共有されないようにするた
め、lucreateコマンドでは、非大域ゾーンの独立したファイルシステムに対して宛
先スライスを指定できます。-mオプションの引数には、新しい省略可能フィールド
zonenameが追加されました。この新しいフィールドは、非大域ゾーンの個別の
ファイルシステムを新しいブート環境の個々のスライス上に配置します。非大域
ゾーンに独立したファイルシステムを設定する方法の詳細は、zonecfg(1M)のマ
ニュアルページを参照してください。
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注 –デフォルトでは、クリティカルファイルシステム (ルート(/)、/usr、/optファイ
ルシステム)以外のすべてのファイルシステムが、現在のブート環境と新しいブート
環境との間で共有されます。このため、アクティブブート環境内の共有ファイルを
更新すると、非アクティブブート環境のデータも更新されます。たとえば、/export

ファイルシステムは共有ファイルシステムです。-mオプションと zonenameオプ
ションを使用すると、非大域ゾーンのファイルシステムが別のスライスにコピーさ
れ、データは共有されません。このオプションを使用すると、zonecfg add fs コマン
ドを使って作成した非大域ゾーンのファイルシステムがブート環境間で共有されな
くなります。

非大域ゾーンがインストールされている場合のブート環
境の作成とアップグレード (作業)

以下の節では、非大域ゾーンがインストールされている場合の段階的なアップグ
レード手順について説明します。

■ 161ページの「非大域ゾーンがシステムにインストールされている場合に Solaris
Live Upgradeでアップグレードする (作業)」
例と簡潔な手順については、167ページの「非大域ゾーンがインストールされて
いるシステムのアップグレード (例)」を参照してください。

▼ 非大域ゾーンがシステムにインストールされてい
る場合に Solaris Live Upgradeでアップグレードす
る (作業)
ここでは、非大域ゾーンがインストールされているシステムを Solaris Live Upgradeで
アップグレードする詳しい手順について説明します。

Solaris Live Upgradeを初めて実行する前に、インストールメディアから最新の Solaris
Live Upgradeパッケージをインストールし、My Oracle Supportナレッジドキュメント
1004881.1 – Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載され
ているパッチをインストールする必要があります。My Oracle Support Webサイトでナ
レッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の
206844)を検索してください。
最新のパッケージとパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含
まれるようになります。新しいブート環境の作成に進む前に、システムに関連する
すべてのパッチを必ずインストールしてください。

1
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次のサブステップは、My Oracle Supportナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順を説明したものです。

a. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業
マップ)」を参照してください。

b. My Oracle Support Webサイトで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順に従って、Solaris Live
Upgradeパッケージを削除して追加します。

次の手順は、パッケージの削除と追加についてのナレッジドキュメントの手順を
まとめたものです。

■ 既存の Solaris Live Upgradeパッケージを削除します。

3つの Solaris Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfg

は、Solaris Live Upgradeを使ってアップグレードまたはパッチを適用するのに
必要なソフトウェアを構成します。これらのパッケージには、既存のソフト
ウェア、新しい機能、およびバグ修正が含まれています。Solaris Live Upgrade
を使用する前に、既存パッケージを削除しないで新しいパッケージをシステム
にインストールすると、ターゲットリリースへのアップグレードまたはパッチ
適用は失敗します。SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10 8/07以降のリリースの
新機能です。Solaris 10 8/07より前のリリースから Solaris Live Upgrade
パッケージを使用する場合は、このパッケージを削除する必要はありません。

# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

■ 新しい Solaris Live Upgradeパッケージをインストールします。

パッケージをインストールするには、インストールDVDまたはCDにある
liveupgrade20コマンドを使用します。liveupgrade20コマンドを使用する場合
は、Javaソフトウェアが必要です。システムに Javaソフトウェアがインス
トールされていない場合は、pkgaddコマンドを使用してパッケージをインス
トールする必要があります。詳細は、My Oracle Supportナレッジドキュメント
を参照してください。

■ Oracle Solaris Operating System DVDを使用している場合は、ディレクトリを
変更してインストーラを実行します。

■ ディレクトリを変更します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools/Installers
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注 – SPARCベースのシステムの場合、Solaris 10 10/08リリースより前のリ
リースではインストーラへのパスが異なります。

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools/Installers

■ インストーラを実行します。

# ./liveupgrade20

SolarisインストールプログラムのGUIが表示されます。スクリプトを使
用する場合は、-noconsoleオプションと -nodisplayオプションを使用す
ることで、GUIが表示されるのを防ぐことができます。

■ Solaris Software – 2 CDを使用する場合は、パスを変更せずにインストーラを
実行できます。

% ./installer

■ パッケージが正常にインストールされていることを確認します。

# pkgchk -v SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

c. ローカルディスクにパッチを保存する場合は、/var/tmp/lupatchesなどのディレ
クトリを作成します。

d. My Oracle SupportのWebサイトから、パッチの一覧を取得します。

e. この例のようにパッチディレクトリに移動します。
# cd /var/tmp/lupatches

f. パッチをインストールします。
# patchadd -M path-to-patchespatch-id patch-id

path-to-patchesは、/var/tmp/lupatchesなどのパッチディレクトリへのパスで
す。patch_idはパッチの番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、スペース
で区切ります。

注 –パッチはナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software Patch
Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適用する必要があります。

g. 必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするため
にリブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。そうしないと Solaris Live
Upgradeが失敗します。
# init 6
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以上で新しいブート環境を正しく作成するために必要なパッケージとパッチがイ
ンストールされました。

新しいブート環境を作成します。
# lucreate [-A ’BE_description’] [-c BE_name] \

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options[:zonename] [-m ...] -n BE_name

-n BE_name
作成するブート環境の名前。BE_nameは、システム上で一意となるように指定す
る必要があります。

-A 'BE_description'
(省略可能)ブート環境名 (BE_name)の説明を記述できます。記述の長さ、使用で
きる文字に制限はありません。

-c BE_name
アクティブブート環境に名前 BE_nameを割り当てます。このオプションは省略可
能で、最初のブート環境を作成する場合だけ使用されます。lucreateを初めて実
行する場合に -cオプションを省略すると、デフォルトの名前が作成されます。

-m mountpoint:device[,metadevice]:fs_options [:zonename] [-m ...]
新しいブート環境のファイルシステム構成を vfstabで指定します。-mに引数とし
て指定されるファイルシステムは、同じディスク上のファイルシステムでも、複
数のディスク上のファイルシステムでも構いません。このオプションは、作成す
るファイルシステムの数だけ使用します。
■ mountpointには、任意の有効なマウントポイント、またはスワップ
パーティションを示す – (ハイフン)を指定できます。

■ deviceフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ディスクデバイスの名前。/dev/dsk/cwtxdyszの形式で表されます
■ Solarisボリュームマネージャーのボリューム名。/dev/md/dsk/dnumの形式
で表されます

■ Veritas Volume Managerのボリューム名。/dev/md/vxfs/dsk/dnumの形式で表
されます

■ キーワード merged。指定されたマウントポイントのファイルシステムがそ
の親とマージされることを示します

■ fs_optionsフィールドには、次のいずれかを指定できます。
■ ufs: UFSファイルシステムを示します。
■ vxfs: Veritasファイルシステムを示します。
■ swap:スワップボリュームを示します。スワップマウントポイントはハイフ
ン (–)で表します。

■ 論理デバイス (ミラー)であるファイルシステムについては、いくつかの
キーワードを使って、そのファイルシステムに対して実行するアクション
を指定できます。論理デバイスの作成、論理デバイスの構成変更、論理デ
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バイスの削除などを行うキーワードがあります。これらのキーワードの詳
細は、87ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)を持つブート環境を作成す
る」を参照してください。

■ zonenameは、非大域ゾーンの独立したファイルシステムが個別のスライス上
に配置されるように指定します。このオプションは、そのゾーンの独立した
ファイルシステムが /zone1/root/exportなどの共有ファイルシステム内にある
場合に使用します。このオプションは、そのゾーンの独立したファイルシステ
ムを新しいスライスにコピーして、このファイルシステムが共有されないよう
にします。独立したファイルシステムは、zonecfg add fs コマンドを使って作
成したものです。

次の例では、newbeという新しいブート環境が作成されます。ルート (/)ファイルシ
ステムは、c0t1d0s4上に配置されます。現在のブート環境にある非大域ゾーンはす
べて、新しいブート環境にコピーされます。zone1という非大域ゾーンに対して個別
のマウントポイントが c0t1d0s1上に指定されます。

注 –デフォルトでは、クリティカルファイルシステム (ルート(/)、/usr、/optファイ
ルシステム)以外のすべてのファイルシステムが、現在のブート環境と新しいブート
環境との間で共有されます。/exportファイルシステムは共有ファイルシステムで
す。-mオプションを使用すると、非大域ゾーンのファイルシステムが別のスライス
上に配置され、データは共有されません。このオプションは、zonecfg add fs コマン
ドを使って作成したゾーンのファイルシステムがブート環境間で共有されないよう
にします。詳細は、zonecfg(1M)のマニュアルページを参照してください。

# lucreate -n newbe -m /:/dev/dsk/c0t1d0s4:ufs -m /export:/dev/dsk/c0t1d0s1:ufs:zone1

ブート環境をアップグレードします。

アップグレードに使用するオペレーティングシステムイメージはネットワークから
取得します。

# luupgrade -u -n BE_name -s os_image_path

-u ブート環境のオペレーティングシステムイメージをアップグ
レードします。

-n BE_name アップグレード対象のブート環境の名前を指定します。

-s os_image_path オペレーティングシステムイメージが置かれているディレクト
リのパス名を指定します。

この例では、新しいブート環境 newbeがネットワークインストールイメージから
アップグレードされます。

# luupgrade -n newbe -u -s /net/server/export/Solaris_10/combined.solaris_wos

3
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(省略可能)ブート環境がブート可能であることを確認します。
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了してブート可能であるかどうかを報
告します。
# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

c0t1d0s0 yes yes yes no -

newbe yes no no yes -

新しいブート環境をアクティブにします。
# luactivate BE_name

BE_nameは、アクティブにするブート環境の名前を示します。

注 – x86ベースのシステムの場合、ブート環境をはじめてブートするときには
luactivateコマンドを使用する必要があります。2回目以降は、GRUBメニューから
ブート環境を選択すれば、アクティブにできます。手順については、125ページ
の「x86: GRUBメニューを使ったブート環境のアクティブ化」を参照してください。

ブート環境を正常にアクティブにするためには、そのブート環境がいくつかの条件
を満たしている必要があります。詳細は、121ページの「ブート環境のアクティブ
化」を参照してください。

再起動します。
# init 6

注意 –リブートには initか shutdownコマンドを使用してください。rebootや
halt、uadminコマンドを使用すると、ブート環境の切り替えは行われません。最後
にアクティブになっていたブート環境が再びブートされます。

ブート環境が切り替わり、新しいブート環境が現在のブート環境になります。

(省略可能)別のブート環境に戻します。
新しいブート環境が実行可能でない場合、または別のブート環境に切り替える必要
がある場合は、第 6章「障害回復:元のブート環境へのフォールバック (作業)」を参
照してください。

4

5

6

7

非大域ゾーンがインストールされている場合のブート環境の作成とアップグレード (作業)

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2011年 8
月

166



非大域ゾーンがインストールされているシステムの
アップグレード (例)

ここでは、Solaris Live Upgradeを使ってアップグレードする例を簡潔な手順を追って
説明します。

詳しい手順については、161ページの「非大域ゾーンがシステムにインストールされ
ている場合に Solaris Live Upgradeでアップグレードする (作業)」を参照してくださ
い。

非大域ゾーンがシステムにインストールされてい
る場合に Solaris Live Upgradeでアップグレードす
る
次の例では、非大域ゾーンがインストールされているシステムをアップグレードす
る手順について簡潔に説明します。この例では、Solaris 10リリースが稼動している
システムで、lucreateコマンドを使って新しいブート環境を作成します。このシス
テムには非大域ゾーンがインストールされており、そのゾーンの独立したファイル
システムは共有ファイルシステム zone1/root/export上にあります。この新しい
ブート環境を、luupgradeコマンドを使用してOracle Solaris 10 8/11リリースにアップ
グレードします。アップグレードしたブート環境を、luactivateコマンドによって
アクティブにします。

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。ボリュームマネージャーを使用したリムーバブルメディアの管理の詳細
は、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。

1. 必要なパッチをインストールします。
http://support.oracle.com (My Oracle Support)で最新の更新済みパッチリストを
持っていることを確認してください。My Oracle Supportで、ナレッジドキュメン
ト 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software: Patch Requirements (以前の 206844)を検
索してください。この例では、/net/server/export/patchesがパッチへのパスで
す。

# patchadd /net/server/export/patches

# init 6

2. Solaris Live Upgradeパッケージを現在のブート環境から削除します。

# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

3. Solaris DVDまたはCDを挿入します。次に、ターゲットリリースから交換用の
Solaris Live Upgradeパッケージをインストールします。
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# pkgadd -d /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Product SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

4. ブート環境を作成します。
次の例では、newbeという新しいブート環境が作成されます。ルート (/)ファイル
システムは、c0t1d0s4上に配置されます。現在のブート環境にある非大域ゾーン
はすべて、新しいブート環境にコピーされます。zonecfg add fs コマンドを
使って独立したファイルシステムを zone1に対して作成してあります。この独立
したファイルシステム /zone/root/exportは、個別のスライス c0t1d0s1上に配置
されます。このオプションを使用すると、独立したファイルシステムが現在の
ブート環境と新しいブート環境の間で共有されなくなります。

# lucreate -n newbe -m /:/dev/dsk/c0t1d0s4:ufs -m /export:/dev/dsk/c0t1d0s1:ufs:zone1

5. 新しいブート環境をアップグレードします。
この例では、/net/server/export/Solaris_10/combined.solaris_wosがネット
ワークインストールイメージへのパスです。

# luupgrade -n newbe -u -s /net/server/export/Solaris_10/combined.solaris_wos

6. (省略可能)ブート環境がブート可能であることを確認します。
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了したかどうかを報告します。

# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

c0t1d0s0 yes yes yes no -

newbe yes no no yes -

7. 新しいブート環境をアクティブにします。

# luactivate newbe

# init 6

ブート環境 newbeがアクティブになりました。

8. (省略可能)異なるブート環境に戻します。新しいブート環境が実行可能でない場
合、または別のブート環境に切り替える必要がある場合は、第 6章「障害回復:元
のブート環境へのフォールバック (作業)」を参照してください。

非大域ゾーンが含まれているブート環境の管理
ここでは、非大域ゾーンが含まれているブート環境の管理について説明します。
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▼ ブート環境の非大域ゾーンのファイルシステムの
構成を表示する
大域ゾーンと非大域ゾーンの両方のファイルシステムの一覧を表示するには、次の
手順を実行します。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

ファイルシステムの一覧を表示します。
# lufslist -n BE_name

BE_name ファイルシステムの詳細を表示するブート環境の名前を指定します。

非大域ゾーンが含まれているファイルシステムの一覧を表示する

次の例では、非大域ゾーンが含まれているファイルシステムの一覧が表示されま
す。

# lufslist -n s3

boot environment name: s3

This boot environent is currently active.

This boot environment will be active on next system boot.

Filesystem fstype device size Mounted on Mount Options

------------------------------------------------------------------

/dev/dsk/c0t0d0s1 swap 2151776256 - -

/dev/dsk/c0t0d0s3 ufs 10738040832 / -

/dev/dsk/c0t0d0s7 ufs 10487955456 /export -

zone <zone1> within boot environment <s3>

/dev/dsk/c0t0d0s5 ufs 5116329984 /export -

▼ 非大域ゾーンがインストールされているシステム
のブート環境を比較する
lucompareコマンドは、非大域ゾーンの内容が含まれているブート環境の比較を行う
ようになりました。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

1

2
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現在のブート環境と新しいブート環境を比較します。
# /usr/sbin/lucompare -i infile (or) -t -o outfile BE_name

-i infile infile中に指定されたファイルを比較します。比較するファイルは、絶対
パスで指定する必要があります。ファイルのエントリがディレクトリで
ある場合、比較はディレクトリに対して再帰的に行われます。このオプ
ションまたは -tのいずれか一方を使用できます (両方は使用できませ
ん)。

-t バイナリ以外のファイルだけを比較します。この比較では、ファイルご
とに file(1)コマンドを使用してそのファイルがテキストファイルであ
るかを確認します。ユーザーは、このオプションまたは -iのいずれか一
方を使用できます (両方は使用できません)。

-o outfile 相違についての出力を outfileにリダイレクトします。

BE_name アクティブブート環境と比較するブート環境の名前を指定します。

ブート環境の比較

この例では、現在のブート環境 (ソース)と second_diskブート環境が比較され、結果
がファイルに出力されます。

# /usr/sbin/lucompare -i /etc/lu/compare/ -o /var/tmp/compare.out second_disk

非大域ゾーンが含まれるシステムで lumountコマ
ンドを使用する
lumountコマンドは、非大域ゾーンが、非アクティブブート環境にある対応する
ファイルシステムにアクセスできるようにします。大域ゾーン管理者が lumountコマ
ンドを使って非アクティブブート環境をマウントすると、同様にブート環境が非大
域ゾーン用にマウントされます。

次の例では、ブート環境 newbeに対して、適切なファイルシステムが大域ゾーンの
/mntにマウントされます。実行中の非大域ゾーン、マウントされた非大域
ゾーン、または準備完了の非大域ゾーンについては、newbe内にある対応するファイ
ルシステムが各ゾーン内の /mntでも使用できるようになります。

# lumount -n newbe /mnt

マウントの詳細は、lumount(1M)のマニュアルページを参照してください。

2
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Solaris Live Upgrade (例)

この章では、新しいブート環境を作成、アップグレード、およびアクティブ化し
て、これを新たな稼動環境にする例を示します。

注 –この章では、UFSファイルシステム用の Solaris Live Upgradeについて説明しま
す。UFSファイルシステムを ZFSルートプールに移行する、または ZFSルート
プールを作成およびインストールする手順については、第 13章「ZFSルートプール
のブート環境の作成」を参照してください。

この章の内容は次のとおりです。

■ 171ページの「Solaris Live Upgradeによるアップグレードの例」
■ 179ページの「RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離してアップグレードす
る例」

■ 183ページの「既存のボリュームから SolarisボリュームマネージャーRAID-1ボ
リュームへ移行する例」

■ 183ページの「空のブート環境を作成して Solarisフラッシュアーカイブをインス
トールする例」

Solaris Live Upgradeによるアップグレードの例
この例では、Solaris 9リリースを実行しているシステムで lucreateコマンドを使用し
て新しいブート環境を作成します。この新しいブート環境を、luupgradeコマンドを
使用してOracle Solaris 10 8/11リリースにアップグレードします。アップグレードし
たブート環境を、luactivateコマンドによってアクティブにします。この節で
は、以前のブート環境に戻す例も示します。

9第 9 章
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Solaris Live Upgradeを使用するための準備
Solaris Live Upgradeを初めて実行する前に、インストールメディアから最新の Solaris
Live Upgradeパッケージをインストールし、My Oracle Supportナレッジドキュメント
1004881.1 – Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載され
ているパッチをインストールする必要があります。My Oracle Support Webサイトで
ナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (以前
の 206844)を検索してください。

最新のパッケージとパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含
まれるようになります。新しいブート環境の作成に進む前に、システムに関連する
すべてのパッチを必ずインストールしてください。

次の手順は、My Oracle Supportナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade
Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順を説明したものです。

注 –この手順では、システムでボリュームマネージャーを実行していると仮定してい
ます。ボリュームマネージャーを使用したリムーバブルメディアの管理の詳細
は、『Solarisのシステム管理 (デバイスとファイルシステム)』を参照してください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業
マップ)」を参照してください。

2. My Oracle Support Webサイトで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順に従って、Solaris Live
Upgradeパッケージを削除して追加します。
a. 既存の Solaris Live Upgradeパッケージを削除します。

3つの Solaris Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfg

は、Solaris Live Upgradeを使ってアップグレードまたはパッチを適用するのに
必要なソフトウェアを構成します。これらのパッケージには、既存のソフト
ウェア、新しい機能、およびバグ修正が含まれています。Solaris Live Upgrade
を使用する前に、既存パッケージを削除しないで新しいパッケージをシステム
にインストールすると、ターゲットリリースへのアップグレードまたはパッチ
適用は失敗します。SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10 8/07以降のリリースの
新機能です。Solaris 10 8/07より前のリリースから Solaris Live Upgrade
パッケージを使用する場合は、このパッケージを削除する必要はありません。

# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

b. 新しい Solaris Live Upgradeパッケージをインストールします。
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パッケージをインストールするには、インストールDVDまたはCDにある
liveupgrade20コマンドか、pkgaddコマンドを使用します。liveupgrade20コマ
ンドを使用する場合は、Javaソフトウェアが必要です。システムに Javaソフト
ウェアがインストールされていない場合は、pkgaddコマンドを使用して
パッケージをインストールする必要があります。詳細は、My Oracle Supportナ
レッジドキュメントを参照してください。
■ Oracle Solaris Operating System DVDを使用している場合は、ディレクトリを
変更してインストーラを実行します。
■ ディレクトリを変更します。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Tools/Installers

注 – SPARCベースのシステムの場合、Solaris 10 10/08リリースより前のリ
リースではインストーラへのパスが異なります。

# cd /cdrom/cdrom0/s0/Solaris_10/Tools/Installers

■ インストーラを実行します。

# ./liveupgrade20 -noconsole - nodisplay

-noconsoleオプションと -nodisplayオプションを使用すると、キャラク
タユーザーインタフェース (character user interface、CUI)が表示されるの
を防ぐことができます。

注 – Solaris Live Upgrade CUIはサポートされなくなりました。

■ Solaris Software – 2 CDを使用する場合は、パスを変更せずにインストーラを
実行できます。

% ./installer

■ パッケージが正常にインストールされていることを確認します。

# pkgchk -v SUNWlucfg SUNWlur SUNWluu

3. ナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements
(以前の 206844)に記載されているパッチをインストールします。
a. ローカルディスクにパッチを保存する場合は、/var/tmp/lupatchesなどの
ディレクトリを作成します。

b. My Oracle SupportのWebサイトから、パッチの一覧を取得します。
c. この例のようにパッチディレクトリに移動します。

# cd /var/tmp/lupatches

d. パッチをインストールします。
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# patchadd -M path-to-patchespatch-id patch-id

path-to-patchesは、/var/tmp/lupatchesなどのパッチディレクトリへのパスで
す。patch_idはパッチの番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、ス
ペースで区切ります。

注 –パッチはナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software Patch
Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適用する必要がありま
す。

e. 必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするた
めにリブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。そうしないと Solaris Live
Upgradeが失敗します。

# init 6

以上で新しいブート環境を正しく作成するために必要なパッケージとパッチが
インストールされました。

ブート環境を作成する方法
-cオプションを使用して、ソースブート環境に c0t4d0s0という名前を付けま
す。ソースブート環境の名前設定は最初のブート環境を作成するときだけ必要で
す。-cオプションによる命名の詳細は、「ブート環境をはじめて作成する」の手
順 2を参照してください。

新しいブート環境の名前は c0t15d0s0です。-Aオプションを使用して、このブート
環境名に関連付ける説明を作成します。

ルート (/)ファイルシステムを新しいブート環境にコピーします。また、ソース
ブート環境のスワップスライスは共有せずに、新しいスワップスライスを作成しま
す。

# lucreate -A ’BE_description’ -c /dev/dsk/c0t4d0s0 -m /:/dev/dsk/c0t15d0s0:ufs\

-m -:/dev/dsk/c0t15d0s1:swap -n /dev/dsk/c0t15d0s0

非アクティブブート環境をアップグレードする方
法
非アクティブブート環境の名前は c0t15d0s0です。アップグレードに使用するオペ
レーティングシステムイメージはネットワークから取得します。
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# luupgrade -n c0t15d0s0 -u -s /net/ins-svr/export/Solaris_10 \

combined.solaris_wos

ブート環境がブート可能か確認する方法
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了したかどうかを報告しま
す。lustatusコマンドは、ブート環境がブート可能であるかどうかも報告します。

# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

c0t4d0s0 yes yes yes no -

c0t15d0s0 yes no no yes -

非アクティブブート環境をアクティブにする方法
luactivateコマンドを使用して c0t15d0s0ブート環境をブート可能にします。続いて
システムをリブートします。これで c0t15d0s0がアクティブブート環境になりま
す。c0t4d0s0ブート環境は非アクティブになります。

# luactivate c0t15d0s0

# init 6

(省略可能)ソースブート環境へ戻す方法
新しいブート環境のアクティブ化の状況に応じて、フォールバックのための手順を
次の中から選択します。

■ SPARCシステムの場合:
■ アクティブ化が正常に行われたが元のブート環境に戻すという場合は、例 9–1
を参照してください。

■ アクティブ化に失敗したが、元のブート環境からブート可能な場合は、例 9–2
を参照してください。

■ アクティブ化に失敗し、メディアまたはネットインストールイメージを使用し
て元のブート環境に戻る必要がある場合は、例 9–3を参照してください。

■ x86システムで、Solaris 10 1/06以降のリリースの場合およびGRUBメニューを使
用する場合:
■ アクティブ化に失敗し、GRUBメニューは適切に表示されるが新しいブート環
境のブートに失敗する場合は、例 9–4を参照してください。

■ アクティブ化に失敗し、GRUBメニューが表示されない場合は、例 9–5を参照
してください。
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例 9–1 SPARC:ブート環境作成は正常に完了したが元のブート環境に戻す場合

この例では、新しいブート環境のアクティブ化が正常に完了したにもかかわら
ず、元の c0t4d0s0ブート環境をアクティブブート環境として復元しています。デバ
イス名は first_diskです。

# /sbin/luactivate first_disk

# init 6

例 9–2 SPARC:ブート環境のアクティブ化に失敗した場合のフォールバック

この例では、新しいブート環境のブートに失敗しています。シングル
ユーザーモードで元のブート環境 c0t4d0s0からブートさせるために、OKプロンプト
を表示させる必要があります。

OK boot net -s

# /sbin/luactivate first_disk

Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0

(yes or no)? yes

# init 6

元のブート環境 c0t4d0s0がアクティブブート環境になります。

例 9–3 SPARC: DVD、CD、またはネットワークインストールイメージを使って元のブート環境
に戻す

この例では、新しいブート環境のブートに失敗しています。元のブート環境からは
ブートできないためメディアまたはネットインストールイメージを使用する必要が
あります。デバイスは /dev/dsk/c0t4d0s0です。元のブート環境 c0t4d0s0がアク
ティブブート環境になります。

OK boot net -s

# fsck /dev/dsk/c0t4d0s0

# mount /dev/dsk/c0t4d0s0 /mnt

# /mnt/sbin/luactivate

Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0

(yes or no)? yes

# umount /mnt

# init 6

例 9–4 x86: GRUBメニューを使用して元のブート環境に戻す

次の例では、Solaris 10 1/06以降のリリースで、GRUBメニューを使用して戻す手順
を示します。

この例では、GRUBメニューは適切に表示されますが、新しいブート環境のブート
に失敗します。フォールバックを可能にするため、元のブート環境はシングル
ユーザーモードでブートされます。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。
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例 9–4 x86: GRUBメニューを使用して元のブート環境に戻す (続き)

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業
マップ)」を参照してください。

2. GRUBメニューを表示するにはシステムをリブートします。

# init 6

GRUBメニューが表示されます。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------+

|Solaris |

|Solaris failsafe |

|second_disk |

|second_disk failsafe |

+-------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

3. GRUBメニューから、元のブート環境を選択します。ブート環境は、GRUBソフ
トウェアで作成されている必要があります。Solaris 10 1/06リリースより前に作成
されたブート環境は、GRUBブート環境ではありません。ブート可能なGRUB
ブート環境がない場合は、例 9–5に進んでください。

4. 次のように入力して、GRUBメニューを編集します。 e。

5. 矢印キーを使用して kernel /boot/multibootを選択し、eと入力します。GRUB編
集メニューが表示されます。

grub edit>kernel /boot/multiboot

6. -sと入力して、シングルユーザーモードでブートします。

grub edit>kernel /boot/multiboot -s

7. ブートして、ブート環境をマウントします。次に、それをアクティブにします。

# b

# fsck /dev/dsk/c0t4d0s0

# mount /dev/dsk/c0t4d0s0 /mnt

# /mnt/sbin/luactivate

Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0

(yes or no)? yes

# umount /mnt

# init 6

例 9–5 x86: DVDまたはCDを使用してGRUBメニューで元のブート環境に戻す

次の例では、Solaris 10 1/06以降のリリースにおいてDVDまたはCDを使用して戻す
手順を示します。
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例 9–5 x86: DVDまたはCDを使用してGRUBメニューで元のブート環境に戻す (続き)

この例では、新しいブート環境のブートに失敗しています。また、GRUBメ
ニューは表示されません。フォールバックを可能にするため、元のブート環境はシ
ングルユーザーモードでブートされます。

1. Oracle Solaris Operating System DVD (x86版)または Solaris SOFTWARE - 1 CD (x86版)
を挿入します。

2. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業
マップ)」を参照してください。

3. DVDまたはCDからブートします。

# init 6

GRUBメニューが表示されます。

GNU GRUB version 0.95 (616K lower / 4127168K upper memory)

+-------------------------------------------------------------------------+

|Oracle Solaris 10 8/11 |

|Oracle Solaris 10 8/11 Serial Console ttya |

|Oracle Solaris 10 8/11 Serial Console ttyb (for lx50, v60x and v65x |

+-------------------------------------------------------------------------+

Use the ^ and v keys to select which entry is highlighted. Press

enter to boot the selected OS, ’e’ to edit the commands before

booting, or ’c’ for a command-line.

4. デフォルトのオプションがブートされるまで待機するか、表示されているオプ
ションのどれかを選択します。

インストール画面が表示されます。

+---------------------------------------------------------------------+

| |

|Select the type of installation you want to perform: |

| |

| 1 Solaris Interactive |

| 2 Custom JumpStart |

| 3 Solaris Interactive Text (Desktop session) |

| 4 Solaris Interactive Text (Console session) |

| 5 Apply driver updates |

| 6 Single user shell |

| |

| Enter the number of your choice followed by the <ENTER> key.|

| Alternatively, enter custom boot arguments directly. |

| |

| If you wait 30 seconds without typing anything, |

| an interactive installation will be started. |

+--------------------------------------------------------------------+

5. 「Single user shell」オプションを選択します。
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例 9–5 x86: DVDまたはCDを使用してGRUBメニューで元のブート環境に戻す (続き)

次のメッセージが表示されます。

Do you wish to automatically update the boot archive? y /n

6. 次のコマンドを入力します。

Starting shell...

#

これでシングルユーザーモードになりました。

7. ブート環境をマウントします。次に、アクティブにしてリブートします。

# fsck /dev/dsk/c0t4d0s0

# mount /dev/dsk/c0t4d0s0 /mnt

# /mnt/sbin/luactivate

Do you want to fallback to activate boot environment c0t4d0s0

(yes or no)? yes

# umount /mnt

# init 6

RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離してアップグ
レードする例

この例では、次の作業の手順を示します。

■ 新しいブート環境にRAID-1ボリューム (ミラー)を作成します
■ ミラーの一方を切り離し、アップグレードします
■ ミラー (連結)の他方を新しいミラーに接続します

図 9–1は、3つの物理ディスクから成る現在のブート環境を示します。

図 9–1 RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離し、アップグレードする
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1. ミラーを持つ新しいブート環境 second_diskを作成します。

次のコマンドは、次のような処理を実行します。

■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステ
ムが構成されます。d10というミラーが作成されます。このミラー d10に、現
在のブート環境のルート (/)ファイルシステムがコピーされます。ミラー d10

にあるデータはすべて上書きされます。

■ 2つのスライス c0t1d0s0および c0t2d0s0は、サブミラーとして指定されてい
ます。これら 2つのサブミラーは、ミラー d10に接続されます。

# lucreate -c first_disk -n second_disk \

-m /:/dev/md/dsk/d10:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:attach \

-m /:/dev/dsk/c0t2d0s0:attach

2. ブート環境 second_diskをアクティブにします。

# /sbin/luactivate second_disk

# init 6

3. 別のブート環境 third_diskを作成します。

次のコマンドは、次のような処理を実行します。
■ lucreateコマンドにより、ルート (/)マウントポイントのUFSファイルシステ
ムが構成されます。d20というミラーが作成されます。

■ スライス c0t1d0s0が現在のミラーから切り離され、ミラー d20に追加されま
す。このサブミラーの内容であるルート (/)ファイルシステムは保持され、コ
ピー処理は発生しません。

# lucreate -n third_disk \

-m /:/dev/md/dsk/d20:ufs,mirror \

-m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:detach,attach,preserve

4. 新しいブート環境 third_diskをアップグレードします。

# luupgrade -u -n third_disk \

-s /net/installmachine/export/Solaris_10/OS_image

5. アップグレードされたブート環境にパッチを追加します。

# luupgrade -t n third_disk -s /net/patches 222222-01

6. ブート環境 third_diskをアクティブにして、このブート環境からシステムを実行
します。

# /sbin/luactivate third_disk

# init 6

7. ブート環境 second_diskを削除します。

# ludelete second_disk

8. 次のコマンドは、次のような処理を実行します。
■ ミラー d10を消去します。
■ c0t2d0s0 の連結の数を調べます。
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■ metastatコマンドで見つけた連結を、ミラー d20に接続します。metattachコ
マンドは、新しく接続した連結と、ミラー d20の連結とを同期します。連結に
あるデータはすべて上書きされます。

# metaclear d10

# metastat -p | grep c0t2d0s0

dnum 1 1 c0t2d0s0

# metattach d20 dnum

num metastatコマンドで見つかった連結の数。

これで、新しいブート環境 third_diskがアップグレードされ、この環境からシステ
ムが実行されます。third_diskには、ミラー化されたルート (/)ファイルシステムが
含まれています。

図 9–2は、前の例のコマンドでミラーを切り離してアップグレードする手順の全体
を示しています。
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図 9–2 RAID-1ボリューム (ミラー)の一方を切り離し、アップグレードする (続き)
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既存のボリュームから Solarisボリュームマネージャー
RAID-1ボリュームへ移行する例

Solaris Live Upgradeでは、RAID–1ボリューム (ミラー)上に新しいブート環境を作成
できます。現在のブート環境のファイルシステムは、次のいずれかです。

■ 物理ストレージデバイス
■ Solarisボリュームマネージャーの制御下のRAID–1ボリューム
■ Veritas VXFS制御下のボリューム

ただし、新しいブート環境のターゲットは、SolarisボリュームマネージャーRAID-1
ボリュームでなければなりません。たとえば、ルート(/)ファイルシステムのコ
ピー用に指定するスライスは、/dev/vx/dsk/rootvolとなります。rootvolはルート
(/)ファイルシステムを含むボリュームです。

この例では、現在のブート環境のルート (/)ファイルシステムは Solarisボリュームマ
ネージャーボリューム以外のボリューム上にあります。新しいブート環境で
は、SolarisボリュームマネージャーRAID-1ボリュームである c0t2d0s0上にルート
(/)ファイルシステムが作成されます。lucreateコマンドは、現在のボリュームを
Solarisボリュームマネージャーボリュームに移行させるコマンドです。新しい
ブート環境の名前は svm_beです。lustatusコマンドを使用すると、新しいブート環
境のアクティブ化とリブートの準備ができているかどうかがわかります。ブート環
境がアクティブにされ、現在のブート環境になります。

# lucreate -n svm_be -m /:/dev/md/dsk/d1:mirror,ufs \

-m /:/dev/dsk/c0t2d0s0:attach

# lustatus

# luactivate svm_be

# lustatus

# init 6

空のブート環境を作成して Solarisフラッシュアーカイブ
をインストールする例

次の手順を 3段階に分けて説明します。

■ 空のブート環境を作成する
■ アーカイブをインストールする
■ ブート環境をアクティブにし、現在実行中のブート環境にする

lucreateコマンドは、アクティブブート環境内のファイルシステムに基づいて
ブート環境を作成します。lucreateコマンドに -s -オプションを指定して実行する
と、空のブート環境を短時間で作成できます。スライスは、指定のファイルシステ
ム用に予約されていますが、ファイルシステムはコピーされません。このブート環
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境は、名前が付けられてはいますが、実際には、Solarisフラッシュアーカイブがイ
ンストールされる時にはじめて作成されることになります。空のブート環境に
アーカイブがインストールされると、ファイルシステムは予約されたスライスにイ
ンストールされます。その後、ブート環境をアクティブにします。

空のブート環境を作成する方法
最初の手順で、空のブート環境を作成します。指定されたファイルシステム用にス
ライスが予約されますが、現在のブート環境からファイルシステムがコピーされる
ことはありません。新しいブート環境の名前は second_diskです。

# lucreate -s - -m /:/dev/dsk/c0t1d0s0:ufs \

-n second_disk

これで、ブート環境に Solarisフラッシュアーカイブを格納する準備ができました。

図 9–3は、空のブート環境の作成の様子を示しています。

図 9–3 空のブート環境の作成
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新しいブート環境へ Solarisフラッシュアーカイブ
をインストールする方法
2番目の手順では、前の例で作成した second_diskブート環境に、アーカイブをイン
ストールします。アーカイブはローカルシステムに存在します。-sおよび -aオプ
ションで指定するオペレーティングシステムのバージョンは、どちらもOracle Solaris
10 8/11リリースです。アーカイブの名前は Solaris_10.flarです。

# luupgrade -f -n second_disk \

-s /net/installmachine/export/Solaris_10/OS_image \

-a /net/server/archive/10.flar

このようにして、ブート環境をアクティブにする準備が整います。

新しいブート環境をアクティブにする方法
最後の手順では、luactivateコマンドを使用して、second_diskブート環境をブート
可能な状態にします。続いてシステムをリブートします。これで second_diskがアク
ティブブート環境になります。

# luactivate second_disk

# init 6

■ 空のブート環境の詳しい作成手順については、84ページの「Solarisフ
ラッシュアーカイブ用の空のブート環境を作成する」を参照してください。

■ Solarisフラッシュアーカイブの詳しいステップごとの作成手順について
は、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solarisフラッシュアーカイブの作
成とインストール)』の第 3章「Solarisフラッシュアーカイブの作成 (作業)」を参
照してください。

■ ブート環境をアクティブ化したり、元のブート環境に戻したりする詳細な手順に
ついては、第 6章「障害回復:元のブート環境へのフォールバック (作業)」を参照
してください。
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Solaris Live Upgrade (コマンドリファレン
ス)

次の表に、コマンド行で入力できるコマンドを示します。Solaris Live Upgradeに
は、次の表に示すすべてのコマンド行ユーティリティーのマニュアルページが含ま
れています。

Solaris Live Upgradeのコマンド

作業 コマンド

非アクティブブート環境をアクティブにしま
す。

luactivate(1M)

スケジュールされた処理 (コピーまたは作成)を
取り消します。

lucancel(1M)

アクティブブート環境を非アクティブブート環
境と比較します。

lucompare(1M)

非アクティブブート環境を更新するために
ファイルシステムをコピーし直します。

lumake(1M)

ブート環境を作成します。 lucreate(1M)

アクティブブート環境に名前を付けます。 lucurr(1M)

ブート環境を削除します。 ludelete(1M)

ブート環境の名前に記述を追加します。 ludesc(1M)

各ブート環境のクリティカルファイルシステム
を表示します。

lufslist(1M)
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作業 コマンド

ブート環境内のすべてのファイルシステムをマ
ウントできるようにします。このコマンドを使
用すると、ブート環境がアクティブでない時に
そのブート環境内のファイルを変更できます。

lumount(1M)

ブート環境の名前を変更します。 lurename(1M)

すべてのブート環境のステータスを表示しま
す。

lustatus(1M)

ブート環境に存在するすべてのファイルシステ
ムのマウントを解除します。このコマンドを使
用すると、ブート環境がアクティブでない時に
そのブート環境内のファイルを変更できます。

luumount(1M)

非アクティブブート環境上でOSをアップグ
レードするか、フラッシュアーカイブをインス
トールします。

luupgrade(1M)

Solaris Live Upgradeのコマンド
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Solaris Live Upgradeを使った ZFSルート
プールのアップグレードと ZFSルート
プールへの移行
このパートでは、Solaris Live Upgradeを使って ZFSストレージプールに非アク
ティブブート環境を作成し、アップグレードする方法について説明します。UFS
ルート (/)ファイルシステムを ZFSルートプールに移行することもできます。

パ ー ト I I
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Solaris Live Upgradeと ZFS (概要)

Solaris Live Upgradeを使用して、UFSファイルシステムを ZFSルートプールに移行
し、既存の ZFSルートプールから ZFSルートファイルシステムを作成することがで
きます。

注 – Solaris Live Upgradeを使用したブート環境の作成は、Solaris 10 10/08リリースの新
機能です。UFSファイルシステムでの Solaris Live Upgradeの実行に関しては、コマン
ド行パラメータにも Solaris Live Upgradeの操作にも変更はありません。UFSファイル
システムがインストールされているシステムで Solaris Live Upgradeを実行する場合
は、本書のパート I「Solaris Live Upgradeによるアップグレード」を参照してくださ
い。

次の節で、これらの作業の概要を説明しています。

■ 193ページの「ZFSでの Solaris Live Upgradeの使用の概要」
■ UFSファイルシステムの移行は、SVMボリュームがあってもなくても可能です。

■ 194ページの「UFSファイルシステムから ZFSルートプールへの移行」
■ 197ページの「Solarisボリュームマネージャーボリュームで構成されたUFS
ファイルシステムの ZFSルートファイルシステムへの移行」

■ 新規 ZFSブート環境は、既存のルートプール内、別のルートプール上のどちらに
も作成できます。

■ 199ページの「同一のルートプール内での新規ブート環境の作成」
■ 201ページの「別のルートプール上への新規ブート環境の作成」

■ 202ページの「現在稼動中のシステム以外のソースからの新規ブート環境の作
成」

■ 203ページの「非大域ゾーンがインストールされているシステム上への ZFS
ブート環境の作成」
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Oracle Solaris 10 8/11リリースの新機能
Oracle Solaris 10 8/11以降のリリースでは、ZFSファイルシステムに次のインス
トール拡張機能が追加されました。

■ Oracle Solaris Live Upgradeの luupgradeコマンドを使用して、フラッシュアーカイ
ブを ZFSルート代替ブート環境にインストールできます。
以前のリリースでの ZFSフラッシュアーカイブとは異なり、ZFSルートマス
ターシステム上に作成されたフラッシュアーカイブには、既存のブート環境がす
べて含まれるわけではありません。代わりに、そのアーカイブにはアクティブな
ZFSブート環境のみが含まれます。そのアーカイブには、lucreateコマンドの -D

オプションを使って明示的に除外されるデータセットと、最上位のプールの
データセット内にあるユーザーデータは含まれません。スワップおよびダンプボ
リュームはそのアーカイブに含まれませんが、フラッシュアーカイブのインス
トール時に作成されます。

ZFSフラッシュアーカイブの作成およびインストールの詳細について
は、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSルートファイルシステムのインス
トール (Oracle Solarisフラッシュアーカイブインストール)」を参照してくださ
い。

■ Oracle Solaris Live Upgradeの lucreateコマンドの -Dオプションを使用して、UFS
ルートシステムを ZFSルートシステムに移行するときに /var用のデータセットを
個別に作成できます。

ただし、/var以外の別のOSクリティカルファイルシステムについては、-Dオプ
ションを使用して単独のデータセットを指定することはできません。/varファイ
ルシステムは、ZFSルートブート環境内で単独のデータセットとすることが許可
される、唯一のOSクリティカルファイルシステムです。-Dオプション
は、ソースブート環境がUFSルートで、作成されるターゲットブート環境が ZFS
ルートの場合にのみ許可されます。

詳細は、194ページの「UFSルート (/)ファイルシステムから ZFSルートプールへ
の移行」を参照してください。

手順と制限事項の詳細は、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の第 5章「Oracle Solaris
ZFSルートファイルシステムのインストールとブート」を参照してください。

Oracle Solaris 10 10/09リリースの新機能
Solaris 10 10/09以降のリリースでは、JumpStartプロファイルを設定して、ZFSルート
プールのフラッシュアーカイブを特定できます。

フラッシュアーカイブは、UFSルートファイルシステムまたは ZFSルートファイル
システムを実行しているシステムで作成できます。ZFSルートプールのフ
ラッシュアーカイブには、スワップボリュームとダンプボリュームおよび任意の除
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外されたデータセットを除く、プール階層全体が含まれます。スワップボリューム
とダンプボリュームは、フラッシュアーカイブのインストール時に作成されます。

フラッシュアーカイブによるインストール方法は次のとおりです。

■ ZFSルートファイルシステムによるシステムのインストールとブートに使用でき
るフラッシュアーカイブを生成します。

■ ZFSフラッシュアーカイブを使用して、システムの JumpStartインストールを実行
します。

注 – ZFSフラッシュアーカイブを作成すると、個別のブート環境ではな
く、ルートプール全体がバックアップされます。flarcreateコマンドと flarコマ
ンドの - Dオプションを使用すると、プール内の個別のデータセットを除外でき
ます。

詳細と制限事項については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の「ZFSルートファイ
ルシステムのインストール (Oracle Solarisフラッシュアーカイブインストール)」を参
照してください。

ZFSでの Solaris Live Upgradeの使用の概要
UFSファイルシステムをお使いの場合は、Solaris Live Upgradeは以前のリリースと同
様に動作します。今回のリリースでは、UFSファイルシステムから ZFSルート
プールへの移行、および ZFSルートプール内での新規ブート環境の作成が可能にな
りました。これらの作業向けに、lucreateコマンドが -pオプションで拡張されまし
た。lucreateコマンドには次の構文があります。

# lucreate [-c active_BE_name] -n BE_name [-p zfs_root_pool [-D /var]]

-pオプションでは、新しいブート環境を配置する ZFSプールを指定します。このオ
プションは、ソースブート環境とターゲットブート環境が同一のプール内にある場
合は省略できます。

lucreateコマンドの -mオプションは ZFSではサポートされません。その他の
lucreateコマンドのオプションは、一部の例外を除いてこれまでと変わりありませ
ん。制限事項については、205ページの「Solaris Live Upgrade使用時のシステム要件
と制限事項」を参照してください。
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UFSファイルシステムからZFSルートプールへの移行
現在稼動中のシステムからブート環境を作成する場合は、lucreateコマンドでUFS
ルート (/)ファイルシステムを ZFSルートプールにコピーします。コピー処理に
は、システムによって時間がかかる場合があります。

UFSファイルシステムから移行する場合は、ディスクスライス上のUFSルート (/)
ファイルシステムをソースブート環境にすることができます。ZFSルートプール上の
ソースブート環境からUFSファイルシステム上のブート環境を作成することはでき
ません。

UFSルート (/)ファイルシステムからZFSルート
プールへの移行
ここでは、ZFSルートプールを作成し、UFSルート (/)ファイルシステムから ZFS
ルートプール内に新規ブート環境を作成するためのコマンドについて説明しま
す。ZFSルートプールは lucreateを使用する前に作成します。また、アップグ
レード可能かつブート可能にするために、ディスク全体ではなくスライス上に作成
します。EFIラベルの付いたディスクは使えません。SMIラベルの付いたディスクを
使用してください。その他の制限事項については、205ページの「Solaris Live Upgrade
使用時のシステム要件と制限事項」を参照してください。

図 11–1に、ルートプール rpoolを別のスライス c0t1d0s5上に作成する zpoolコマン
ドを示します。ディスクスライス c0t0d0s0には、UFSルート (/)ファイルシステムが
含まれています。lucreateコマンドの -cオプションで指定する現在稼動中のシステ
ム c0t0d0が、UFSルート (/)ファイルシステムです。-nオプションで、作成する
ブート環境に new-zfsBEという名前を割り当てます。-pオプションでは、新しい
ブート環境を rpoolに配置することを指定します。UFSの /exportファイルシステム
と /swapボリュームは、新しいブート環境にコピーされません。

UFSファイルシステムから ZFSルートプールへの移行
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代替ブート環境内で /varについての単独のデータセットの作成を指定するに
は、lucreateコマンドの -Dオプションを使用します。

lucreate -c c0t0d0 -n new-zfsBE -p rpool -D /var

次の図に、このサンプルの lucreateコマンドの一部として rpool内に作成される
データセットを示します。

図 11–1 UFSファイルシステムからZFSルートプールへの移行

rpool

c0t0d0 c0t1d0

c0t0d0 c0t1d0

スライス上に ZFS ルートプールを作成する。
# zpool create rpool c0t1d0s5

1

UFS ブート環境を rpool にコピーする。
# lucreate -c c0t0d0 -n new-zfsBE -p rpool

2

UFS ファイルシステムから ZFS ルートプールへの移行

コピー

/export

/opt

/swap

/user

ルート (/)

/export

/opt

/swap

/user

ルート (/)
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lucreateコマンドで -D /varを指定しない場合、/varがソースブート環境内で単独の
ファイルシステムであっても、代替ブート環境内では /varについての単独のデータ
セットは作成されません。

例 11–1 UFSルート (/)ファイルシステムからZFSルートプールへの移行

この例では、図 11–1と同じコマンドを示しています。これらのコマンドで、新規の
ルートプール rpoolを作成し、UFSルート (/)ファイルシステムからプール内に新規
ブート環境を作成します。この例では、zfs listコマンドで、zpoolコマンドに
よって作成した ZFSルートプールを表示しています。次の zfs listコマンドで
は、lucreateコマンドで作成されたデータセットを表示しています。

図 11–2 UFSファイルシステムからZFSルートプールへの移行

rpool

c0t0d0 c0t1d0

c0t0d0 c0t1d0

UFS ファイルシステムから ZFS ルートプールへの移行スライス上に ZFS ルートプールを作成する。
# zpool create rpool c0t1d0s5

1

UFS ブート環境を rpool にコピーする。
# lucreate -c c0t0d0 -n new-zfsBE -p rpool -D /var

2

UFS ファイルシステムから ZFS ルートプールへの移行

コピー

/export

/opt

/swap

/var

ルート (/)

/export
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/swap

/var

ルート (/)

rpool
   /ROOT
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例 11–1 UFSルート (/)ファイルシステムからZFSルートプールへの移行 (続き)

# zpool create rpool c0t1d0s5

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 5.97G 23.3G 31K /rpool

# lucreate -c c0t0d0 -n new-zfsBE -p rpool

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 5.97G 23.3G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.42G 23.3G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.42G 23.3G 4.42G /

rpool/dump 1.03G 24.3G 16K -

rpool/swap 530M 23.8G 16K -

次の zfs listコマンドでは、lucreateコマンドの -D /varオプションを使用すること
によって、/varについて作成された単独のデータセットを示しています。

# lucreate -c c0t0d0 -n new-zfsBE -p rpool -D /var

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 5.97G 23.3G 31K /rpool

rpool/ROOT 4.42G 23.3G 31K legacy

rpool/ROOT/new-zfsBE 4.42G 23.3G 4.42G /

rpool/ROOT/new-zfsBE/var 248MG 23.3G 248M /var

rpool/dump 1.03G 24.3G 16K -

rpool/swap 530M 23.8G 16K -

新しいブート環境は /new-zfsBEです。ブート環境 new-zfsBEは、すぐにアップグ
レードおよびアクティブにできます。

Solarisボリュームマネージャーボリュームで構成
されたUFSファイルシステムのZFSルートファイ
ルシステムへの移行
Solarisボリュームマネージャー (SVM)ボリュームがあるシステムでも、UFSファイ
ルシステムの移行が可能です。既存の SVM構成からUFSブート環境を作成するた
め、現在稼動中のシステムから新規ブート環境を作成します。その後、その新しい
UFSブート環境から ZFSブート環境を作成します。

Solarisボリュームマネージャー (SVM)の概要。ZFSでは、物理ストレージを管理す
るために、「ストレージプール」という概念を使用します。従来のファイルシステ
ムは、1つの物理デバイス上に構築されていました。複数のデバイスを扱ってデータ
の冗長性を実現するため、単一デバイスのイメージを提供するボリュームマ
ネージャーの概念が導入されました。このようにすれば、複数デバイスの利点を享
受するためにファイルシステムを変更する必要はありません。一方、この設計に

UFSファイルシステムから ZFSルートプールへの移行

第 11章 • Solaris Live Upgradeと ZFS (概要) 197



よって、複雑さは増大します。ファイルシステムには、仮想化したボリューム上の
物理的なデータの配置を制御する機能がないため、この複雑さは結局、ある面で
ファイルシステムの進化を阻みました。

ZFSストレージプールによる SVMの置き換え。ZFSは、ボリューム管理を完全にな
くしています。ZFSでは、仮想化されたボリュームを作成する代わりに、デバイスを
ストレージプールに集約します。ストレージプールは、デバイスのレイアウ
ト、データの冗長性などのストレージの物理特性を記述したもので、ファイルシス
テムを作成できる任意のデータストアとして機能します。ファイルシステムが
個々のデバイスに制約されなくなり、デバイスの領域をプール内のすべてのファイ
ルシステムで共有することができます。ファイルシステムのサイズを事前に決定す
る必要はなくなりました。ファイルシステムのサイズは、ストレージプールに割り
当てられた領域内で自動的に拡張します。新しいストレージを追加すると、何も操
作しなくても、プール内のすべてのファイルシステムで追加した領域をすぐに使用
できます。多くの点で、ストレージプールは仮想的なメモリーシステムと言えま
す。システムにDIMMメモリーを追加したときに、メモリーの構成と各プロセスへ
の割り当てを実行するコマンドの呼び出しをオペレーティングシステムから要求さ
れることはありません。追加したメモリーは、システムのすべてのプロセスに
よって自動的に使用されます。

例 11–2 SVMボリュームのあるUFSルート (/)ファイルシステムからZFSルートプールへの移行

SVMボリュームのあるシステムを移行する場合、SVMボリュームは無視されま
す。次の例に示すように、ルートプール内にミラーを設定できます。

この例では、-mオプションを指定した lucreateコマンドで、現在稼動中のシステム
から新規ブート環境を作成します。ディスクスライス c1t0d0s0には、SVMボ
リュームで構成されたUFSルート (/)ファイルシステムが含まれています。zpoolコ
マンドで、ルートプール c1t0d0s0、およびRAID-1ボリューム (ミラー) c2t0d0s0を作
成します。2番目の lucreateコマンドの -nオプションで、作成するブート環境に
c0t0d0s0という名前を割り当てます。-sオプションでは、UFSルート (/)ファイルシ
ステムを指定します。-pオプションでは、新しいブート環境を rpoolに配置するこ
とを指定します。

# lucreate -n ufsBE -m /:/dev/md/dsk/d104:ufs

# zpool create rpool mirror c1t0d0s0 c2t1d0s0

# lucreate -n c0t0d0s0 -s ufsBE -p zpool

ブート環境 c0t0d0s0は、すぐにアップグレードおよびアクティブにできます。

UFSファイルシステムから ZFSルートプールへの移行
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ZFSルートプールからの新規ブート環境の作成
新規 ZFSブート環境は、同一ルートプール内、新規ルートプール上のどちらにも作
成できます。この節には次の概要が含まれます。

■ 199ページの「同一のルートプール内での新規ブート環境の作成」
■ 201ページの「別のルートプール上への新規ブート環境の作成」

同一のルートプール内での新規ブート環境の作成
同一の ZFSルートプール内で新規ブート環境を作成する場合は、lucreateコマンド
でソースブート環境からスナップショットを作成し、そのスナップショットからク
ローンを作成します。スナップショットとクローンの作成はきわめて短時間で完了
し、ディスク容量の消費も最小限ですみます。最終的にどれくらいの容量が必要か
は、アップグレード処理の一環として置き換えられるファイルの数で決まりま
す。スナップショットは読み取り専用ですが、クローンはスナップショットの読み
書き可能なコピーです。クローンブート環境に加えられた変更は、スナップ
ショットにも、スナップショットの作成元のソースブート環境にも反映されませ
ん。

注 –有効なデータセット内のデータが変更されると、スナップショットは古いデータ
を参照し続けるための領域を使用します。その場合、スナップショットのため、古
いデータの領域は解放されずプールに戻されません。スナップショットの詳細につ
いては、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』の第 7章「Oracle Solaris ZFSのスナップ
ショットとクローンの操作」を参照してください。

現在のブート環境が同じ ZFSプールにある場合、-pオプションは省略します。

図 11–3に、ZFSルートプールからの ZFSブート環境の作成の概要を示します。スラ
イス c0t0d0s0に、ZFSルートプール rpoolが含まれています。lucreateコマンドの
-nオプションで、作成するブート環境に new-zfsBEという名前を割り当てます。元
のルートプールのスナップショット rpool@new-zfsBEが作成されます。このスナップ
ショットから、新規ブート環境 new-zfsBEとなるクローンが作成されます。ブート環
境 new-zfsBEは、すぐにアップグレードおよびアクティブにできます。

ZFSルートプールからの新規ブート環境の作成

第 11章 • Solaris Live Upgradeと ZFS (概要) 199

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=ZFSADMINgavvx
http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=E24845&id=ZFSADMINgavvx


例 11–3 同一のZFSルートプール内でのブート環境の作成

この例には、同一のルートプール内に新規ブート環境を作成する、図 11–3と同じコ
マンドが示されています。lucreateコマンドでは、-c zfsBEオプションで現在稼動中
のブート環境を指定し、-n new-zfsBEオプションで新しいブート環境を作成しま
す。zfs listコマンドでは、新しいブート環境とスナップショットにある ZFS
データセットが表示されます。

# lucreate -c zfsBE -n new-zfsBE

# zfs list

AME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 9.29G 57.6G 20K /rpool

rpool/ROOT 5.38G 57.6G 18K /rpool/ROOT

rpool/ROOT/zfsBE 5.38G 57.6G 551M

rpool/ROOT/zfsBE@new-zfsBE 66.5K - 551M -

rpool/ROOT/new-zfsBE 5.38G 57.6G 551M /tmp/.alt.luupdall.110034

rpool/dump 1.95G - 1.95G -

rpool/swap 1.95G - 1.95G -

図 11–3 同一のルートプール上への新規ブート環境の作成

現在稼働中のシステム

同一のルートプール上への新規ブート環境の作成

rpool
   /ROOT
   /ROOT/zfsBE
   /swap
   /dump

c0t0d0

.

.

.

rpool に新規ブート環境を作成する。
# lucreate -n new-zfsBE

1

rpool
   /ROOT
   /ROOT/zfsBE
   /ROOT/zfsBE@new-zfsBE
   /ROOT/new-zfsBE
   /swap
   /dump

c0t0d0

.

.

.
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別のルートプール上への新規ブート環境の作成
lucreateコマンドを使用して、既存の ZFSルートプールを別の ZFSルートプール内
にコピーできます。コピー処理には、システムによって時間がかかる場合がありま
す。

図 11–4に、ブート可能な ZFSルートプールがまだ存在しないため、ZFSルート
プール rpool2を c0t1d0s5上に作成する zpoolコマンドを示します。lucreateコマン
ドの -nオプションで、作成するブート環境に new-zfsBEという名前を割り当てま
す。-pオプションでは、新しいブート環境を配置する場所を指定します。

例 11–4 異なるZFSルートプール上へのブート環境の作成
この例では、新規ルートプールの作成後、新しく作成したルートプールに新規
ブート環境を作成する、図 11–4と同じコマンドを示しています。この例の zpool

createコマンドで rpool2が作成されます。zfs listコマンドで、rpool2に ZFS
データセットが作成されていないことが示されます。データセットは、lucreateコ
マンドで作成されます。

図 11–4 別のルートプール上への新規ブート環境の作成

.

.

.

別個のスライス上に新規ルートプールを作成する。
# zpool create rpool2 c0t1d0s0

1

rpool2 上に新規ブート環境を作成する。
# lucreate -n new-zfsBE -p rpool2

2

別のルートプール上への新規ブート環境の作成
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   /ROOT
   /ROOT/zfsBE
   /swap
   /dump

rpool2
   /ROOT
   /ROOT/new-zfsBE
   /swap
   /dump

コピー

c0t0d0 c0t1d0

rpool
   /ROOT
   /ROOT/zfsBE
   /swap
   /dump
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c0t0d0 c0t1d0

.
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.
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例 11–4 異なるZFSルートプール上へのブート環境の作成 (続き)

# zpool create rpool2 c0t2d0s5

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool2 9.29G 57.6G 20K /rpool2

rpool 9.29G 57.6G 20K /.new.lulib.rs.109262

rpool/ROOT 5.46G 57.6G 18K legacy

rpool/ROOT/zfsBE 5.46G 57.6G 551M

rpool/dump 3.99G - 3.99G -

rpool/swap 3.99G - 3.99G -

新しい ZFSルートプール rpool2が、ディスクスライス c0t2d0s5上に作成されます。

# lucreate -n new-zfsBE -p rpool2

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool2 9.29G 57.6G 20K /rpool2

rpool2/ROOT/ 5.38G 57.6G 18K /rpool2/ROOT

rpool2/ROOT/new-zfsBE 5.38G 57.6G 551M /tmp/.new.luupdall.109859

rpool2/dump 3.99G - 3.99G -

rpool2/swap 3.99G - 3.99G -

rpool 9.29G 57.6G 20K /.new.lulib.rs.109262

rpool/ROOT 5.46G 57.6G 18K legacy

rpool/ROOT/zfsBE 5.46G 57.6G 551M

rpool/dump 3.99G - 3.99G -

rpool/swap 3.99G - 3.99G -

新しいブート環境 new-zfsBEが、ROOT、dump、および swapの他のデータセットと共
に rpool2に作成されます。ブート環境 new-zfsBEは、すぐにアップグレードおよび
アクティブにできます。

現在稼動中のシステム以外のソースからの新規ブート環
境の作成

現在稼動中のシステム以外のソースからブート環境を作成する場合は、lucreateコ
マンドに -sオプションを指定して実行します。-sオプションは、UFSファイルシス
テムの場合と同じように機能します。-sオプションには、代替ルート (/)ファイルシ
ステムのパスを指定します。この代替ルート (/)ファイルシステムが、新しい ZFS
ルートプールを作成するためのソースとなります。代替ルートは、UFS (/)ルート
ファイルシステム、ZFSルートプールのどちらでもかまいません。コピー処理に
は、システムによって時間がかかる場合があります。

例 11–5 代替ルート (/)ファイルシステムからのブート環境の作成
次のコマンドで、既存の ZFSルートプールから新規 ZFSルートプールを作成しま
す。-nオプションで、作成するブート環境に new-zfsBEという名前を割り当てま
す。-sオプションには、現在稼動中のブート環境の代わりにコピー元として使用す
る、ブート環境 source-zfsBEを指定します。-pオプションでは、新しいブート環境
を newpool2に配置することを指定します。

現在稼動中のシステム以外のソースからの新規ブート環境の作成

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2011年 8
月

202



例 11–5 代替ルート (/)ファイルシステムからのブート環境の作成 (続き)

# lucreate -n new-zfsBE -s source-zfsBE -p rpool2

ブート環境 new-zfsBEは、すぐにアップグレードおよびアクティブにできます。

非大域ゾーンがインストールされているシステム上への
ZFSブート環境の作成

Solaris Live Upgradeを使用して、非大域ゾーンを ZFSルートファイルシステムに移行
できます。概要、計画、および詳細な手順については、第 14章「非大域ゾーンがイ
ンストールされている ZFSの Solaris Live Upgrade」を参照してください。

追加情報
この章のトピックに関する追加情報については、表 11–1のリソースを参照してくだ
さい。

表 11–1 追加情報

リソース 場所

概要、計画、詳細な手順を含む ZFSの情報 『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』

UFSファイルシステムがインストールされてい
るシステムでの Solaris Live Upgradeの使用

本書のパート I「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード」

追加情報
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ZFSの Solaris Live Upgrade (計画)

この章では、UFSファイルシステムの ZFSファイルシステムへの移行を実行する
前、または既存の ZFSルートプールから新規 ZFSブート環境を作成する前に
チェックするガイドラインと要件について説明します。

注 – Solaris Live Upgradeを使用したブート環境の作成は、Solaris 10 10/08リリースの新
機能です。UFSファイルシステムでの Solaris Live Upgradeの実行に関しては、コマン
ド行パラメータにも Solaris Live Upgradeの操作にも変更はありません。UFSファイル
システムがインストールされているシステムで Solaris Live Upgradeを実行する場合
は、本書のパート I「Solaris Live Upgradeによるアップグレード」を参照してくださ
い。

Solaris Live Upgrade使用時のシステム要件と制限事項
UFSファイルシステムの ZFSファイルシステムへの移行を実行する前、または既存
の ZFSルートプールから新規 ZFSブート環境を作成する前に、必ず、次の要件と制
限事項をよく読んで理解してください。これらの要件は、『Oracle Solaris 10 8/11イン
ストールガイド (インストールとアップグレードの計画)』の第 6章「ZFSルート
ファイルシステムのインストール (計画)」に列挙されている要件に追加されるもの
です。

12第 1 2 章
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表 12–1 要件および制限事項

要件または制限事項 説明 情報

Solaris 10 10/08以降のリリースをイン
ストールしてください。

Solaris Live Upgradeを使ったUFSファイルシステム
から ZFSルートプールへの移行、およびルート
プール内への新規ブート環境の作成は、Solaris 10
10/08リリースの新機能です。このリリースに
は、ZFSでの Solaris Live Upgradeの使用に必要なソ
フトウェアが含まれています。ZFSを使用する場
合は、このリリース以降をインストールしてくだ
さい。

ディスク容量 ブート可能な ZFSルートファイルシステムに使用
されるプール領域の最小ディスク容量は、物理メ
モリー容量、使用可能ディスク領域、作成する
ブート環境の数によって異なります。

詳細について
は、『Oracle Solaris 10 8/
11インストールガイド
(インストールとアップグ
レードの計画)』の「ZFS
インストールのディスク
容量要件」を参照してく
ださい。

Solaris Live Upgrade使用時のシステム要件と制限事項
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表 12–1 要件および制限事項 (続き)
要件または制限事項 説明 情報

UFSルート (/)ファイルシステムから
ZFSルートプールに移行する場合
は、次の要件を考慮します。

■ UFSファイルシステムから ZFSファイルシステ
ムへの移行のみが可能です。

■ UFSファイルシステム以外のファイルシス
テムを ZFSルートプールに移行することは
できません。

■ UFSファイルシステムを ZFSルートプール
から作成することはできません。

■ 移行する前に、ZFSストレージプールが存在す
ることを確認してください。

■ ZFSストレージプールは、アップグレード可能
かつブート可能にするため、ディスク全体で
はなくスライスを使って作成します。

■ スライスで作成したプールはミラー化でき
ますが、複数ディスクのRAID-Zまたは非
冗長構成はできません。SVMデバイス情報
を /dev/md/[r]dskディレクトリで利用可能
にしておいてください。

■ プールには、SMIラベルを付けます。EFI
ラベルの付いたディスクはブートできませ
ん。

■ x86のみ: ZFSプールは fdisk

パーティションを持つスライス内に作成し
ます。

■ 詳細な手順について
は、211ページ
の「UFSファイルシス
テムの ZFSファイル
システムへの移
行」を参照してくだ
さい。

■ SVMの詳細について
は、『Oracle
Solaris 10 8/11インス
トールガイド (インス
トールとアップグ
レードの計
画)』の「Solarisボ
リュームマ
ネージャーコン
ポーネントの概
要」を参照してくだ
さい。

■ fdiskパーティション
の詳細について
は、『Oracle
Solaris 10 8/11インス
トールガイド (インス
トールとアップグ
レードの計
画)』の「パーティション
分割に関する推奨事
項」を参照してくだ
さい。

■ EFIラベルの付いた
ディスクのその他の
制約について
は、『System
Administration Guide:
Devices and File
Systems』の「Overview
of Disk
Management」を参照
してください。
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表 12–1 要件および制限事項 (続き)
要件または制限事項 説明 情報

共有ファイルシステムを移行する場
合、共有ファイルシステムを、新しい
ZFSルートプール上の別個のスライス
にコピーすることはできません。

たとえば、UFSルート (/)ファイルシステムで
Solaris Live Upgradeを実行する場合は、-mオプ
ションを使用して /exportファイルシステムを別
のデバイスにコピーすることができます。共有
ファイルシステムを ZFSプールにコピーする -mオ
プションはありません。

非大域ゾーンを含むUFSルートファイ
ルシステムを移行する場合、共有
ファイルシステムは移行されません。

UFSルート (/)ファイルシステムおよび非大域
ゾーンがインストールされているシステムで
は、非大域ゾーンの移行は、そのゾーンがクリ
ティカルファイルシステム内にある場合にUFSか
ら ZFSへの移行の一部として行われます。同一
ZFSプール内でアップグレードを行うと、ゾーン
は複製されます。非大域ゾーンが共有UFS (/)
ファイルシステムに存在する場合、ZFSルート
プールに移行するには、以前の Solarisリリースの
場合と同様に、まずゾーンをアップグレードしま
す。

■ クリティカルファイ
ルシステムと共有
ファイルシステムに
ついては、22ページ
の「ファイルシステ
ムのタイプ」を参照
してください。

■ 非大域ゾーンがイン
ストールされている
場合の詳細な手順に
ついて
は、第 14章「非大域
ゾーンがインス
トールされている ZFS
の Solaris Live
Upgrade」を参照して
ください。

ZFS renameコマンドは使用しないでく
ださい。

Solaris Live Upgrade機能で名前の変更が認識されな
いため、ludeleteなどの後続のコマンドが失敗し
ます。実際、既存のブート環境を引き続き使用す
るのであれば、ZFSのプールやファイルシステム
の名前は変更しないでください。

lucreateコマンドを使用する前
に、データセットのプロパティーを設
定します。

Solaris Live Upgradeは、ブート環境のデータ
セット、およびスワップ領域とダンプデバイスの
ための ZFSボリュームを作成しますが、既存の
データセットプロパティーを変更することはあり
ません。そのため、新しいブート環境で有効にし
たいデータセットプロパティーがある場合
は、lucreate操作の前にそのプロパティーを設定
してください。次に例を示します。

# zfs set compression=on rpool/ROOT

『Oracle Solaris ZFS管理ガ
イド』の「ZFSのプロパ
ティーの紹介」を参照し
てください。
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表 12–1 要件および制限事項 (続き)
要件または制限事項 説明 情報

同一の ZFSルートプール内に ZFS
ブート環境を作成する場合、lucreate

コマンドの追加用オプションや除外用
オプションを使ってその内容をカスタ
マイズすることはできません。

「同一の」ZFSルートプールにブート環境を作成
する場合、一次ブート環境でファイルを追加した
り除外したりするために -f、-o、-y、-Y、および
-zオプションを使用することはできません。ただ
し、次の場合はこれらのオプションを使用できま
す。
■ UFSファイルシステムからUFSファイルシス
テムにブート環境を作成する場合

■ UFSファイルシステムから ZFSルートプールに
ブート環境を作成する場合

■ ZFSルートプールから別の ZFSルートプールに
ブート環境を作成する場合

追加用オプションと除外
用オプションの使用方法
については、92ページ
の「ブート環境の作成と
内容のカスタマイズ」を
参照してください。

Solaris Live Upgradeを使用し
て、ルート以外の ZFSファイルシステ
ムをアップグレードすることはできま
せん。

追加情報
この章のトピックに関する追加情報については、表 12–2のリソースを参照してくだ
さい。

表 12–2 追加情報

リソース 場所

ZFSインストールの計画の詳細 『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (イン
ストールとアップグレードの計画)』の第 6
章「ZFSルートファイルシステムのインス
トール (計画)」

概要、計画、詳細な手順を含む ZFSの情報 『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』

UFSファイルシステムがインストールされてい
るシステムでの Solaris Live Upgradeの使用

本書のパート I「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード」

追加情報
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ZFSルートプールのブート環境の作成

この章では、Solaris Live Upgradeを使用して ZFSブート環境を作成する方法を詳細な
手順によって説明します。

注 – Solaris Live Upgradeを使った、UFSファイルシステムからZFSルートプールへの
移行やZFSブート環境の作成は、Solaris 10 10/08リリースの新機能です。UFSファイ
ルシステムがインストールされているシステムで Solaris Live Upgradeを利用する場合
は、本書のパート I「Solaris Live Upgradeによるアップグレード」を参照してくださ
い。

この章で手順を説明する作業は次のとおりです。

■ 211ページの「UFSファイルシステムの ZFSファイルシステムへの移行」
■ 218ページの「同一の ZFSルートプール内でのブート環境の作成」
■ 223ページの「新しいルートプール内でのブート環境の作成」
■ 228ページの「現在稼動中のシステム以外のソースからのブート環境の作成」
■ 229ページの「ZFSブート環境へのフォールバック」

非大域ゾーンがインストールされている場合の ZFSの使用手順について
は、第 14章「非大域ゾーンがインストールされている ZFSの Solaris Live Upgrade」を
参照してください。

UFSファイルシステムのZFSファイルシステムへの移行
ここでは、UFSファイルシステムを ZFSファイルシステムに移行する手順について
説明します。ブート環境を作成すると、クリティカルファイルシステムをアク
ティブなUFSブート環境から ZFSルートプールにコピーできるようになりま
す。lucreateコマンドで、クリティカルファイルシステムを既存の ZFSルート
プール内の新しいブート環境にコピーします。ユーザー定義の (共有可能な)ファイ
ルシステムはコピーされず、ソースUFSブート環境と共有されません。また、/swap
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は、UFSファイルシステムと ZFSルートプール間で共有されません。クリティカル
ファイルシステムと共有可能ファイルシステムの概要については、22ページ
の「ファイルシステムのタイプ」を参照してください。

▼ UFSファイルシステムをZFSファイルシステムに
移行する方法

注 –アクティブなUFSルート (/)ファイルシステムをZFSルートプールに移行するに
は、ルートプールの名前を指定します。クリティカルファイルシステムは、この
ルートプールにコピーされます。

Solaris Live Upgradeを初めて実行する前に、インストールメディアから最新の Solaris
Live Upgradeパッケージをインストールし、My Oracle Supportナレッジドキュメント
1004881.1 – Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載され
ているパッチをインストールする必要があります。My Oracle Support Webサイトでナ
レッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の
206844)を検索してください。
最新のパッケージとパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含
まれるようになります。新しいブート環境の作成に進む前に、システムに関連する
すべてのパッチを必ずインストールしてください。

次のサブステップは、My Oracle Supportナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順を説明したものです。

注 – Solaris Live Upgradeを使って新規ZFSブート環境を作成するためには、少なくと
も Solaris 10 10/08リリースがインストールされている必要があります。それより前の
リリースの ZFSおよび Solaris Live Upgradeソフトウェアでは、この作業を実行するこ
とはできません。

a. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業
マップ)」を参照してください。

b. My Oracle Support Webサイトで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順に従って、Solaris Live
Upgradeパッケージを削除して追加します。
3つの Solaris Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfg

は、Solaris Live Upgradeを使ってアップグレードするのに必要なソフトウェアを
構成します。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい機能、およ

1
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びバグ修正が含まれています。Solaris Live Upgradeを使用する前に、既存
パッケージを削除しないで新しいパッケージをシステムにインストールする
と、ターゲットリリースへのアップグレードは失敗します。SUMWlucfg

パッケージは、Solaris 10 8/07以降のリリースの新機能です。Solaris 10 8/07より前
のリリースから Solaris Live Upgradeパッケージを使用する場合は、この
パッケージを削除する必要はありません。
# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

c. アップグレードのターゲットリリースから、新しい Solaris Live Upgrade
パッケージをインストールします。詳細については、64ページの「Solaris Live
Upgradeのインストール」を参照してください。

d. Solaris Live Upgradeを実行する前に、次のパッチをインストールする必要がありま
す。これらのパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含まれ
るようになります。

My Oracle Supportを調べて最新の更新済みパッチリストを持っていることを確認
してください。My Oracle Support Webサイトでナレッジドキュメント 1004881.1 -
Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (formerly 206844)を検索してくださ
い。

■ パッチをローカルディスクに保存する場合は、/var/tmp/lupatchesのような
ディレクトリを作成し、パッチをそのディレクトリにダウンロードします。

■ My Oracle Support Webサイトから、パッチの一覧を取得します。
■ パッチのディレクトリに移動します。

# cd /var/tmp/lupatches

■ patchaddコマンドを使用してパッチをインストールします。

# patchadd patch_id

patch_idはパッチの番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、スペースで
区切ります。

注 –パッチはナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software Patch
Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適用する必要がありま
す。

■ 必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするた
めにリブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。そうしないと、Solaris Live
Upgradeは失敗します。

# init 6
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以上で正しく移行するために必要なパッケージとパッチがインストールされま
した。

ZFSルートプールを作成します。

ZFSルートプールは、ブート可能かつアップグレード可能にするため単一のスライス
上に作成します。

# zpool create rpool c0t1d0s5

rpool 作成する新しい ZFSルートプールの名前を指定します。

c0t1d0s5 新しいルートプールをディスクスライス c0t1d0s5上に作成します。

新規ルートプールの作成の詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』を参照
してください。

UFSルート (/)ファイルシステムを新しい ZFSルートプールに移行します。
# lucreate [-c ufsBE] -n new-zfsBE -p rpool

-c ufsBE 現在のUFSブート環境に ufsBEという名前を割り当てます。このオプ
ションは必須ではなく、また、最初のブート環境の作成時にのみ使
用します。lucreateコマンドを初めて実行する場合に -cオプション
を省略すると、デフォルトの名前が自動的に作成されます。

-n new-zfsBE 作成するブート環境に new-zfsBEという名前を割り当てます。名前
は、システム上で一意となるように指定する必要があります。

-p rpool 新しく作成した ZFSルート (/)ファイルシステムを、rpoolで定義した
ZFSルートプールに配置します。

新しい ZFSブート環境の作成には、しばらく時間がかかることがあります。UFS
ファイルシステムのデータが ZFSルートプールにコピーされます。非アクティブな
ブート環境が作成された場合は、luupgradeコマンドまたは luactivateコマンドを使
用して、新しい ZFSブート環境をアップグレードまたはアクティブにすることがで
きます。

(省略可能)ブート環境が完成したことを確認します。
この例では、lustatusコマンドを使って、ブート環境の作成が完了しブート可能か
どうかを確認します。
# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

-----------------------------------------------------------------

ufsBE yes yes yes no -

new-zfsBE yes no no yes -

2

3

4
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(省略可能)システム上の基本データセット情報を確認します。
listコマンドで、システム上のすべてのデータセットの名前を表示できます。この
例では、rpoolが ZFSプールの名前、new-zfsBEが新しく作成した ZFSブート環境の
名前です。
# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 9.29G 57.6G 20K /rpool

rpool/ROOT 5.38G 57.6G 18K /rpool/ROOT

rpool/ROOT/new-zfsBE 5.38G 57.6G 551M /tmp/.alt.luupdall.110034

rpool/dump 1.95G - 1.95G -

rpool/swap 1.95G - 1.95G -

表示される新しいブート環境のマウントポイントは、luactivateコマンドが実行さ
れるまでの一時的なものです。/dumpボリュームと /swapボリュームは、元のUFS
ブート環境と共有されませんが、ZFSルートプール内およびルートプール内のブート
環境内で共有されます。

これで、新しいブート環境をアップグレードおよびアクティブにできます。例 13–1
を参照してください。

UFSルート (/)ファイルシステムの ZFSルートプールへの移行

この例では、新しい ZFSルートプール rpoolが、別のスライス C0t0d0s4上に作成さ
れます。lucreateコマンドが、現在稼動中のUFSブート環境 c0t0d0を新しい ZFS
ブート環境 new-zfsBEに移行し、その新しいブート環境を rpoolに配置します。

# zpool create rpool C0t0d0s4

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 9.29G 57.6G 20K /rpool

# lucreate -c c0t0d0 -n new-zfsBE -p rpool

Analyzing system configuration.

Current boot environment is named <c0t0d0>.

Creating initial configuration for primary boot environment <c0t0d0>.

The device </dev/dsk/c0t0d0> is not a root device for any boot

environment; cannot get BE ID.

PBE configuration successful: PBE name <c0t0d0> PBE Boot Device

</dev/dsk/c0t0d0>.

Comparing source boot environment <c0t0d0> file systems with the file

system(s) you specified for the new boot environment. Determining which

file systems should be in the new boot environment.

Updating boot environment description database on all BEs.

Updating system configuration files.

The device </dev/dsk/c1t0d0s0> is not a root device for any boot

environment; cannot get BE ID.

Creating configuration for boot environment <new-zfsBE>.

Source boot environment is <c0t0d0>.

Creating boot environment <new-zfsBE>.

Creating file systems on boot environment <new-zfsBE>.

Creating <zfs> file system for </> in zone <global> on

<rpool/ROOT/new-zfsBE>.

5

例13–1
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Populating file systems on boot environment <new-zfsBE>.

Checking selection integrity.

Integrity check OK.

Populating contents of mount point </>.

Copying.

Creating shared file system mount points.

Creating compare databases for boot environment <zfsBE>.

Creating compare database for file system </>.

Making boot environment <zfsBE> bootable.

Creating boot_archive for /.alt.tmp.b-cBc.mnt

updating /.alt.tmp.b-cBc.mnt/platform/sun4u/boot_archive

Population of boot environment <new-zfsBE> successful.

Creation of boot environment <new-zfsBE> successful.

# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

c0t0d0 yes yes yes no -

new-zfsBE yes no no yes -

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 9.29G 57.6G 20K /rpool

rpool/ROOT 5.38G 57.6G 18K /rpool/ROOT

rpool/ROOT/zfsBE 5.38G 57.6G 551M

rpool/ROOT/new-zfsBE 5.38G 57.6G 551M /tmp/.alt.luupdall.110034

rpool/dump 1.95G - 1.95G -

rpool/swap 1.95G - 1.95G -

これで、新しいブート環境をアップグレードまたはアクティブにできます。

この例では、luupgradeコマンドを使って、-sオプションで指定された場所に格納さ
れているイメージから新しいブート環境をアップグレードしています。

# luupgrade -n zfsBE -u -s /net/install/export/s10/combined.s10

51135 blocks

miniroot filesystem is <lofs>

Mounting miniroot at

</net/install/export/solaris_10/combined.solaris_10_wos

/Solaris_10/Tools/Boot>

Validating the contents of the media

</net/install/export/s10/combined.s10>.

The media is a standard Solaris media.

The media contains an operating system upgrade image.

The media contains Solaris version <10_1008>.

Constructing upgrade profile to use.

Locating the operating system upgrade program.

Checking for existence of previously scheduled Live

Upgrade requests.

Creating upgrade profile for BE <zfsBE>.

Determining packages to install or upgrade for BE <zfsBE>.

Performing the operating system upgrade of the BE <zfsBE>.

CAUTION: Interrupting this process may leave the boot environment

unstable or unbootable.

Upgrading Solaris: 100% completed

Installation of the packages from this media is complete.
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Adding operating system patches to the BE <zfsBE>.

The operating system patch installation is complete.

INFORMATION: The file /var/sadm/system/logs/upgrade_log on boot

environment <zfsBE> contains a log of the upgrade operation.

INFORMATION: The file var/sadm/system/data/upgrade_cleanup on boot

environment <zfsBE> contains a log of cleanup operations required.

INFORMATION: Review the files listed above. Remember that all

of the files are located on boot environment <zfsBE>.

Before you activate boot environment <zfsBE>, determine if any

additional system maintenance is required or if additional media

of the software distribution must be installed.

The Solaris upgrade of the boot environment <zfsBE> is complete.

新しいブート環境は、作成後いつでもアクティブにできます。

# luactivate new-zfsBE

**********************************************************************

The target boot environment has been activated. It will be used when you

reboot. NOTE: You MUST NOT USE the reboot, halt, or uadmin commands. You

MUST USE either the init or the shutdown command when you reboot. If you

do not use either init or shutdown, the system will not boot using the

target BE.

**********************************************************************

In case of a failure while booting to the target BE, the following process

needs to be followed to fallback to the currently working boot environment:

1. Enter the PROM monitor (ok prompt).

2. Change the boot device back to the original boot environment by typing:

setenv boot-device /pci@1f,0/pci@1/scsi@4,1/disk@2,0:a

3. Boot to the original boot environment by typing:

boot

**********************************************************************

Modifying boot archive service

Activation of boot environment <new-zfsBE> successful.

システムを ZFSブート環境にリブートします。

# init 6

# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 79 system services are now being stopped.

.

.

.
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UFSブート環境に戻す場合は、ZFSブート環境で作成したすべての ZFSストレージ
プールをもう一度インポートしてください。これらは、UFSブート環境で自動的に
使用可能にはならないからです。元のUFSブート環境に切り替えると、次の例のよ
うなメッセージが表示されます。

# luactivate c0t0d0

WARNING: The following files have changed on both the current boot

environment <new-zfsBE> zone <global> and the boot environment

to be activated <c0t0d0>:

/etc/zfs/zpool.cache

INFORMATION: The files listed above are in conflict between the current

boot environment <zfsBE> zone <global> and the boot environment to be

activated <c0t0d0>. These files will not be automatically synchronized

from the current boot environment <new-zfsBE> when boot environment <c0t0d0>

同一のZFSルートプール内でのブート環境の作成
ここでは、既存の ZFSルートプールがある場合に、新規 ZFSブート環境をその
プール内に作成する手順について説明します。非アクティブなブート環境の作成
後、新しいブート環境を都合のよいときにアップグレードおよびアクティブにでき
ます。同一プール内でブート環境を作成する場合、-pオプションは不要です。

▼ ZFSブート環境を同一のZFSルートプール内に作
成する方法

Solaris Live Upgradeを初めて実行する前に、インストールメディアから最新の Solaris
Live Upgradeパッケージをインストールし、My Oracle Supportナレッジドキュメント
1004881.1 – Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に記載され
ているパッチをインストールする必要があります。My Oracle Support Webサイトでナ
レッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の
206844)を検索してください。
最新のパッケージとパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含
まれるようになります。新しいブート環境の作成に進む前に、システムに関連する
すべてのパッチを必ずインストールしてください。

次のサブステップは、My Oracle Supportナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順を説明したものです。

1
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注 – Solaris Live Upgradeを使って新規ZFSブート環境を作成するためには、少なくと
も Solaris 10 10/08リリースがインストールされている必要があります。それより前の
リリースの ZFSおよび Solaris Live Upgradeソフトウェアでは、この作業を実行するこ
とはできません。

a. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業
マップ)」を参照してください。

b. My Oracle Support Webサイトで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順に従って、Solaris Live
Upgradeパッケージを削除して追加します。
3つの Solaris Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfg

は、Solaris Live Upgradeを使ってアップグレードするのに必要なソフトウェアを
構成します。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい機能、およ
びバグ修正が含まれています。Solaris Live Upgradeを使用する前に、既存
パッケージを削除しないで新しいパッケージをシステムにインストールする
と、ターゲットリリースへのアップグレードは失敗します。SUMWlucfg

パッケージは、Solaris 10 8/07以降のリリースの新機能です。Solaris 10 8/07より前
のリリースから Solaris Live Upgradeパッケージを使用する場合は、この
パッケージを削除する必要はありません。

注 – SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10 8/07以降のリリースの新機能です。それよ
り前のリリースから Solaris Live Upgradeパッケージを使用する場合は、この
パッケージを削除する必要はありません。

# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

c. 新しい Solaris Live Upgradeパッケージをインストールします。詳細については、
64ページの「Solaris Live Upgradeのインストール」を参照してください。

d. Solaris Live Upgradeを実行する前に、次のパッチをインストールする必要がありま
す。これらのパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含まれ
るようになります。

My Oracle Supportを調べて最新の更新済みパッチリストを持っていることを確認
してください。My Oracle Support Webサイトでナレッジドキュメント 1004881.1 -
Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (formerly 206844)を検索してくださ
い。
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■ パッチをローカルディスクに保存する場合は、/var/tmp/lupatchesのような
ディレクトリを作成し、パッチをそのディレクトリにダウンロードします。

■ My Oracle Support Webサイトから、パッチの一覧を取得します。
■ この例のようにパッチディレクトリに移動します。

# cd /var/tmp/lupatches

■ patchaddコマンドを使用してパッチをインストールします。

# patchadd -M path-to-patches patch_id patch_id

path-to-patchesは、/var/tmp/lupatchesなどのパッチディレクトリへのパスで
す。patch_idはパッチの番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、ス
ペースで区切ります。

注 –パッチはナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software Patch
Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適用する必要がありま
す。

■ 必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするた
めにリブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。そうしないと、Solaris Live
Upgradeは失敗します。

# init 6

以上で新しいブート環境を正しく作成するために必要なパッケージとパッチが
インストールされました。

新しいブート環境を作成します。
# lucreate [-c zfsBE] -n new-zfsBE

-c zfsBE 現在のブート環境に zfsBEという名前を割り当てます。このオプ
ションは必須ではなく、また、最初のブート環境の作成時にのみ使
用します。lucreateを初めて実行する場合に -cオプションを省略す
ると、デフォルトの名前が作成されます。

-n new-zfsBE 作成するブート環境に名前を割り当てます。名前は、システム上で
一意となるように指定する必要があります。

新しいブート環境の作成は、きわめて短時間で完了します。現在の ZFSルート
プール内の各データセットのスナップショットが作成され、各スナップショットか
らクローンが作成されます。スナップショットはディスク容量の効率が非常に高い
ので、この処理は最小限のディスク容量しか消費しません。非アクティブなブート
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環境が作成された場合は、luupgradeコマンドまたは luactivateコマンドを使用し
て、新しい ZFSブート環境をアップグレードまたはアクティブにすることができま
す。

(省略可能)ブート環境が完成したことを確認します。
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了してブート可能であるかどうかを報
告します。
# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

zfsBE yes yes yes no -

new-zfsBE yes no no yes -

(省略可能)システム上の基本データセット情報を確認します。
この例では、ZFSルートプールの名前は rpoolで、@記号はスナップショットを示し
ます。新しいブート環境のマウントポイントは、luactivateコマンドが実行される
までの一時的なものです。/dumpボリュームと /swapボリュームは、ZFSルート
プールおよびルートプール内のブート環境と共有されます。
# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 9.29G 57.6G 20K /rpool

rpool/ROOT 5.38G 57.6G 18K /rpool/ROOT

rpool/ROOT/zfsBE 5.38G 57.6G 551M

rpool/ROOT/zfsBE@new-zfsBE 66.5K - 551M -

rpool/ROOT/new-zfsBE 85.5K 57.6G 551M /tmp/.alt.103197

rpool/dump 1.95G - 1.95G -

rpool/swap 1.95G - 1.95G -

これで、新しいブート環境をアップグレードおよびアクティブにできます。例 13–2
を参照してください。

同一の ZFSルートプール内でのブート環境の作成

新規 ZFSブート環境 new-zfsBEを作成するためのコマンドは、次のとおりです。この
ブート環境は同一のルートプール内に作成されるため、-pオプションは不要です。

# lucreate [-c zfsBE] -n new-zfsBE

Analyzing system configuration.

Comparing source boot environment <zfsBE> file systems with the file

system(s) you specified for the new boot environment. Determining which

file systems should be in the new boot environment.

Updating boot environment description database on all BEs.

Creating configuration for boot environment new-zfsBE.

Source boot environment is zfsBE.

Creating boot environment new-zfsBE.

Cloning file systems from boot environment zfsBE to create

boot environment new-zfsBE.

Creating snapshot for <rpool> on <rpool> Creating clone for <rpool>.

Setting canmount=noauto for <rpool> in zone <global> on <rpool>.

3

4

例13–2
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Population of boot environment zfsBE successful on <rpool>.

# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

zfsBE yes yes yes no -

new-zfsBE yes no no yes -

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 9.29G 57.6G 20K /rpool

rpool/ROOT 5.38G 57.6G 18K /rpool/ROOT

rpool/ROOT/zfsBE 5.38G 57.6G 551M

rpool/ROOT/zfsBE@new-zfsBE 66.5K - 551M -

rpool/ROOT/new-zfsBE 85.5K 57.6G 551M /tmp/.alt.103197

rpool/dump 1.95G - 1.95G -

rpool/swap 1.95G - 1.95G -

これで、新しいブート環境をアップグレードおよびアクティブにできます。ZFS
ブート環境のアップグレードの例については、例 13–1を参照してくださ
い。luupgradeコマンドのその他の使用例については、第 5章「Solaris Live Upgradeに
よるアップグレード (作業)」を参照してください。

# luactivate new-zfsBE

**********************************************************************

The target boot environment has been activated. It will be used when you

reboot. NOTE: You MUST NOT USE the reboot, halt, or uadmin commands. You

MUST USE either the init or the shutdown command when you reboot. If you

do not use either init or shutdown, the system will not boot using the

target BE.

**********************************************************************

In case of a failure while booting to the target BE, the following process

needs to be followed to fallback to the currently working boot environment:

1. Enter the PROM monitor (ok prompt).

2. Change the boot device back to the original boot environment by typing:

setenv boot-device /pci@1f,0/pci@1/scsi@4,1/disk@2,0:a

3. Boot to the original boot environment by typing:

boot

**********************************************************************

Modifying boot archive service

Activation of boot environment <new-zfsBE> successful.

システムを ZFSブート環境にリブートします。

# init 6

# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 79 system services are now being stopped.

.
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新しいルートプール内でのブート環境の作成
ここでは、既存の ZFSルートプールがある場合に、新規のルートプール内に新規の
ZFSブート環境を作成する手順について説明します。非アクティブなブート環境の作
成後、新しいブート環境を都合のよいときにアップグレードおよびアクティブにで
きます。新しいブート環境を配置する場所を指定する -pオプションは必須です。既
存の ZFSルートプールは、ブート可能かつアップグレード可能にするため単一のス
ライス上に配置してください。

▼ ブート環境を新規ZFSルートプールに作成する方
法

Solaris Live Upgradeをはじめて実行する前に、インストールメディアに含まれている
最新の Solaris Live Upgradeパッケージと、ナレッジドキュメントに記載されている
パッチをインストールしてください。My Oracle Support Webサイトでナレッジド
キュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)
を検索してください。

最新のパッケージとパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含
まれるようになります。新しいブート環境の作成に進む前に、システムに関連する
すべてのパッチを必ずインストールしてください。

次のサブステップは、My Oracle Supportのナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris
Live Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)の手順を説明したものです。

注 – Solaris Live Upgradeを使って新規ZFSブート環境を作成するためには、少なくと
も Solaris 10 10/08リリースがインストールされている必要があります。それより前の
リリースの ZFSおよび Solaris Live Upgradeソフトウェアでは、この作業を実行するこ
とはできません。

a. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業
マップ)」を参照してください。
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b. My Oracle Support Webサイトで、ナレッジドキュメント 1004881.1の手順に
従って、Solaris Live Upgradeパッケージを削除して追加します。
3つの Solaris Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfg

は、Solaris Live Upgradeを使ってアップグレードするのに必要なソフトウェアを
構成します。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい機能、およ
びバグ修正が含まれています。Solaris Live Upgradeを使用する前に、既存
パッケージを削除しないで新しいパッケージをシステムにインストールする
と、ターゲットリリースへのアップグレードは失敗します。SUMWlucfg

パッケージは、Solaris 10 8/07以降のリリースの新機能です。Solaris 10 8/07より前
のリリースから Solaris Live Upgradeパッケージを使用する場合は、この
パッケージを削除する必要はありません。

注 – SUMWlucfgパッケージは、Solaris 10 8/07以降のリリースの新機能です。それよ
り前のリリースから Solaris Live Upgradeパッケージを使用する場合は、この
パッケージを削除する必要はありません。

# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

c. 新しい Solaris Live Upgradeパッケージをインストールします。詳細については、
64ページの「Solaris Live Upgradeのインストール」を参照してください。

d. Solaris Live Upgradeを実行する前に、次のパッチをインストールする必要がありま
す。これらのパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がすべて含まれ
るようになります。

My Oracle Supportを調べて最新の更新済みパッチリストを持っていることを確認
してください。My Oracle Supportで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live
Upgrade Software: Patch Requirements (以前の 206844)を検索してください。

■ パッチをローカルディスクに保存する場合は、/var/tmp/lupatchesのような
ディレクトリを作成し、パッチをそのディレクトリにダウンロードします。

■ My Oracle Support Webサイトから、パッチの一覧を取得します。
■ この例のようにパッチディレクトリに移動します。

# cd /var/tmp/lupatches

■ patchaddコマンドを使用してパッチをインストールします。

# patchadd -M path-to-patches patch_id patch_id

path-to-patchesは、/var/tmp/lupatchesなどのパッチディレクトリへのパスで
す。patch_idはパッチの番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、ス
ペースで区切ります。
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注 –パッチは、My Oracle Supportのナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適
用する必要があります。

■ 必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするた
めにリブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。そうしないと、Solaris Live
Upgradeは失敗します。

# init 6

以上で正しく移行するために必要なパッケージとパッチがインストールされま
した。

ZFSルートプールを作成します。
ZFSルートプールは、ブート可能かつアップグレード可能にするため単一のスライス
上に作成します。
# zpool create rpool2 c0t1d0s5

rpool2 新しい ZFSルートプールの名前です。

c0t1d0s5 rpool2を、ブート可能なスライス c0t1d0s5に配置するように指定しま
す。

新規ルートプールの作成の詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』を参照
してください。

新しいブート環境を作成します。
# lucreate [-c zfsBE] -n new-zfsBE -p rpool2

-c zfsBE 現在の ZFSブート環境に zfsBEという名前を割り当てます。

-n new-zfsBE 作成するブート環境に名前を割り当てます。名前は、システム上で
一意となるように指定する必要があります。

-p rpool2 新しく作成した ZFSルートのブート環境を rpool2で定義した ZFS
ルートプールに配置します。

新しい ZFSブート環境の作成には、しばらく時間がかかることがあります。ファイ
ルシステムのデータが新しい ZFSルートプールにコピーされます。非アクティブな
ブート環境が作成された場合は、luupgradeコマンドまたは luactivateコマンドを使
用して、新しい ZFSブート環境をアップグレードまたはアクティブにすることがで
きます。

2
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(省略可能)ブート環境が完成したことを確認します。
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了してブート可能であるかどうかを報
告します。
# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

zfsBE yes yes yes no -

new-zfsBE yes no no yes -

(省略可能)システム上の基本データセット情報を確認します。
次の例では、システム上のすべてのデータセットの名前を表示しています。表示さ
れる新しいブート環境のマウントポイントは、luactivateコマンドが実行されるま
での一時的なものです。新しいブート環境は、ボリューム rpool2/dumpおよび
rpool2/swapを、rpool2 ZFSブート環境と共有します。
# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool2 9.29G 57.6G 20K /rpool2

rpool2/ROOT/ 5.38G 57.6G 18K /rpool2/ROOT

rpool2/ROOT/new-zfsBE 5.38G 57.6G 551M /tmp/.new.luupdall.109859

rpool2/dump 3.99G - 3.99G -

rpool2/swap 3.99G - 3.99G -

rpool 9.29G 57.6G 20K /.new.lulib.rs.109262

rpool/ROOT 5.46G 57.6G 18K legacy

rpool/ROOT/zfsBE 5.46G 57.6G 551M

rpool/dump 3.99G - 3.99G -

rpool/swap 3.99G - 3.99G -

これで、新しいブート環境をアップグレードおよびアクティブにできます。例 13–3
を参照してください。

新しいルートプールでのブート環境の作成

この例では、新しい ZFSルートプール rpoolが、別のスライス c0t2s0s5上に作成さ
れます。lucreateコマンドで、新規 ZFSブート環境 new-zfsBEを作成します。この
ブート環境は異なるルートプール内に作成されるため、-pオプションは必須です。

# zpool create rpool C0t1d0s5

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool2 9.29G 57.6G 20K /rpool2

rpool 9.29G 57.6G 20K /.new.lulib.rs.109262

rpool/ROOT 5.46G 57.6G 18K legacy

rpool/ROOT/zfsBE 5.46G 57.6G 551M

rpool/dump 3.99G - 3.99G -

rpool/swap 3.99G - 3.99G -

# lucreate -c rpool -n new-zfsBE -p rpool2

Analyzing system configuration.

Current boot environment is named <rpool>.

Creating initial configuration for primary boot environment <rpool>.

4

5

例13–3
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The device </dev/dsk/c0t0d0> is not a root device for any

boot environment; cannot get BE ID.

PBE configuration successful: PBE name <rpool> PBE Boot

Device </dev/dsk/rpool>.

Comparing source boot environment <rpool> file systems with

the file system(s) you specified for the new boot environment.

Determining which file systems should be in the new boot environment.

Updating boot environment description database on all BEs.

Updating system configuration files.

The device </dev/dsk/c1t0d0s0> is not a root device for any

boot environment; cannot get BE ID.

Creating configuration for boot environment <new-zfsBE>.

Source boot environment is <rpool>.

Creating boot environment <new-zfsBE>.

Creating file systems on boot environment <new-zfsBE>.

Creating <zfs> file system for </> in zone <global> on

<rpool2/ROOT/new-zfsBE>.

Populating file systems on boot environment <new-zfsBE>.

Checking selection integrity.

Integrity check OK.

Populating contents of mount point </>.

Copying.

Creating shared file system mount points.

Creating compare databases for boot environment <zfsBE>.

Creating compare database for file system </>.

Making boot environment <new-zfsBE> bootable.

Creating boot_archive for /.alt.tmp.b-cBc.mnt

updating /.alt.tmp.b-cBc.mnt/platform/sun4u/boot_archive

Population of boot environment <new-zfsBE> successful.

Creation of boot environment <new-zfsBE> successful.

# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

zfsBE yes yes yes no -

new-zfsBE yes no no yes -

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool2 9.29G 57.6G 20K /rpool2

rpool2/ROOT/ 5.38G 57.6G 18K /rpool2/ROOT

rpool2/ROOT/new-zfsBE 5.38G 57.6G 551M /tmp/.new.luupdall.109859

rpool2/dump 3.99G - 3.99G -

rpool2/swap 3.99G - 3.99G -

rpool 9.29G 57.6G 20K /.new.lulib.rs.109262

rpool/ROOT 5.46G 57.6G 18K legacy

rpool/ROOT/zfsBE 5.46G 57.6G 551M

rpool/dump 3.99G - 3.99G -

rpool/swap 3.99G - 3.99G -

新しいルートプール内でのブート環境の作成
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現在稼動中のシステム以外のソースからのブート環境の
作成

ここでは、現在アクティブなブート環境として使用されていない既存の ZFSルート
プールまたはUFSブート環境がある場合に、新しい ZFSブート環境をこのブート環
境から作成する手順について説明します。新しい ZFSブート環境の作成後、この新
しいブート環境を都合のよいときにアップグレードおよびアクティブにできます。

現在稼動中のシステム以外のソースからブート環境を作成する場合は、lucreateコ
マンドに -sオプションを指定して実行します。-sオプションは、UFSファイルシス
テムの場合と同じように機能します。-sオプションには、代替ルート (/)ファイルシ
ステムのパスを指定します。この代替ルート (/)ファイルシステムが、新しい ZFS
ルートプールを作成するためのソースとなります。代替ルートは、UFS (/)ルート
ファイルシステム、ZFSルートプールのどちらでもかまいません。コピー処理に
は、システムによって時間がかかる場合があります。

次の例では、別の ZFSルートプール上にブート環境を作成する場合の、-sオプ
ションの使用方法を示します。

例 13–4 現在稼動中のシステム以外のソースからブート環境を作成する方法

次のコマンドで、既存の ZFSルートプールから新規 ZFSルートプールを作成しま
す。-nオプションで、作成するブート環境に new-zfsBEという名前を割り当てま
す。-sオプションには、現在稼動中のブート環境の代わりにコピー元として使用す
る、ブート環境 rpool3を指定します。-pオプションでは、新しいブート環境を
rpool2に配置することを指定します。

# lucreate -n new-zfsBE -s rpool3 -p rpool2

# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

zfsBE yes yes yes no -

zfsBE2 yes no no yes -

zfsBE3 yes no no yes -

new-zfsBE yes no no yes -

# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool2 9.29G 57.6G 20K /rpool2

rpool2/ROOT/ 5.38G 57.6G 18K /rpool2/ROOT

rpool2/ROOT/new-zfsBE 5.38G 57.6G 551M /tmp/.new.luupdall.109859

rpool2/dump 3.99G - 3.99G -

rpool2/swap 3.99G - 3.99G -

rpool3 9.29G 57.6G 20K /rpool2

rpool3/ROOT/ 5.38G 57.6G 18K /rpool2/ROOT

rpool3/ROOT/zfsBE3 5.38G 57.6G 551M /tmp/.new.luupdall.109859

rpool3/dump 3.99G - 3.99G -

rpool3/swap 3.99G - 3.99G -
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例 13–4 現在稼動中のシステム以外のソースからブート環境を作成する方法 (続き)

prool 9.29G 57.6G 20K /.new.lulib.rs.109262

rpool/ROOT 5.46G 57.6G 18K legacy

rpool/ROOT/zfsBE 5.46G 57.6G 551M

rpool/dump 3.99G - 3.99G -

rpool/swap 3.99G - 3.99G -

これで、新しいブート環境をアップグレードおよびアクティブにできます。

ZFSブート環境へのフォールバック
アップグレード後にエラーが検出された場合、またはアップグレードしたコン
ポーネントとアプリケーションの間に互換性がない場合には、luactivateコマンド
を使って元のブート環境に戻すことができます。

UFSブート環境から ZFSルートプールに移行した場合に、UFSブート環境に戻すに
は、ZFSブート環境に作成されたすべての ZFSストレージプールをもう一度イン
ポートしてください。これらの ZFSストレージプールは、UFSブート環境で自動的
に使用可能にはなりません。元のUFSブート環境に切り替えると、次の例のような
メッセージが表示されます。

# luactivate c0t0d0

WARNING: The following files have changed on both the current boot

environment <new-ZFSbe> zone <global> and the boot environment

to be activated <c0t0d0>: /etc/zfs/zpool.cache

INFORMATION: The files listed above are in conflict between the current

boot environment <ZFSbe> zone <global> and the boot environment to be

activated <c0t0d0>. These files will not be automatically synchronized

from the current boot environment <new-ZFSbe> when boot

environment <c0t0d0>

元のブート環境に戻す例については、第 6章「障害回復:元のブート環境への
フォールバック (作業)」を参照してください。

追加情報
この章のトピックに関する追加情報については、表 13–1のリソースを参照してくだ
さい。

表 13–1 追加情報

リソース 場所

概要、計画、詳細な手順を含む ZFSの情報 『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』

追加情報
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表 13–1 追加情報 (続き)
リソース 場所

UFSファイルシステムがインストールされてい
るシステムでの Solaris Live Upgradeの使用

本書のパート I「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード」

追加情報

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2011年 8
月

230



非大域ゾーンがインストールされている
ZFSの Solaris Live Upgrade

この章では、UFS (/)ルートファイルシステムの ZFSルートプールへの移行に関する
概要と詳細な手順について説明します。

■ 231ページの「非大域ゾーンがインストールされているシステム上への ZFS
ブート環境の作成 (概要と計画)」

■ 232ページの「非大域ゾーンがインストールされているUFSルート (/)ファイルシ
ステムから ZFSルートプールへの移行 (作業)」

注 – Solaris Live Upgradeを使った、UFSルート (/)ファイルシステムからZFSルート
プールへの移行やZFSブート環境の作成は、Solaris 10 10/08リリースの新機能で
す。UFSファイルシステムでの Solaris Live Upgradeの実行に関しては、コマンド行パ
ラメータにも Solaris Live Upgradeの操作にも変更はありません。UFSファイルシステ
ムがインストールされているシステムで Solaris Live Upgradeを実行する場合は、本書
のパート I「Solaris Live Upgradeによるアップグレード」を参照してください。

非大域ゾーンがインストールされているシステム上への
ZFSブート環境の作成 (概要と計画)

Solaris Live Upgradeを使用して、非大域ゾーンがインストールされているUFSルート
(/)ファイルシステムを ZFSルートプール上に移行できます。ファイルシステムに関
連するすべての非大域ゾーンも、新しいブート環境にコピーされます。次の非大域
ゾーンの移行シナリオがサポートされています。

移行前のルートファイルシステムとゾーンの組み合わせ 移行後のルートファイルシステムとゾーンの組み合わせ

UFSファイルシステム内で非大域ゾーンの
ルートディレクトリを持つUFSルートファイル
システム

ZFSルートプール内で非大域ゾーンのルート
ディレクトリを持つUFSルートファイルシステ
ム

14第 1 4 章

231



移行前のルートファイルシステムとゾーンの組み合わせ 移行後のルートファイルシステムとゾーンの組み合わせ

ZFSルートプール内で非大域ゾーンのルート
ディレクトリを持つ ZFSルートプール

UFSファイルシステム内で非大域ゾーンの
ルートディレクトリを持つ ZFSルートプール

ZFSルートプール内で非大域ゾーンのルートを
持つUFSルートファイルシステム

ZFSルートプール内で非大域ゾーンのルートを
持つ ZFSルートプール

ZFSルートプール内で非大域ゾーンのルートを
持つUFSルートファイルシステム

ZFSルートプール内で非大域ゾーンのルート
ディレクトリを持つ ZFSルートプール

ZFSルートプール内で非大域ゾーンのルート
ディレクトリを持つ ZFSルートプール

UFSルート (/)ファイルシステムおよび非大域ゾーンがインストールされているシス
テムでは、非大域ゾーンの移行は、そのゾーンが非共有ファイルシステム内にある
場合にUFSから ZFSへの移行の一部として行われます。同一 ZFSプール内でアップ
グレードを行うと、ゾーンは複製されます。非大域ゾーンが共有UFSファイルシス
テムに存在する場合、別の ZFSルートプールに移行するには、以前の Solarisリ
リースの場合と同様に、まず非大域ゾーンをアップグレードします。

■ ZFSルートプールへの移行の計画の詳細については、205ページの「Solaris Live
Upgrade使用時のシステム要件と制限事項」を参照してください。

■ ZFSおよび非大域ゾーンのその他の制限事項については、『Oracle Solaris ZFS管理
ガイド』の「ゾーンがインストールされている Solarisシステムで ZFSを使用す
る」を参照してください。

非大域ゾーンがインストールされているUFSルート (/)
ファイルシステムからZFSルートプールへの移行 (作業)

この章では、非大域ゾーンがインストールされているシステムでUFSルート (/)
ファイルシステムから ZFSルートプールに移行するための、詳細な手順について説
明します。非大域ゾーンは、UFSファイルシステムの共有ファイルシステム上にあ
ります。

▼ 非大域ゾーンのあるシステムでUFSファイルシス
テムをZFSルートプールに移行する方法
lucreateコマンドは、UFSルート (/)ファイルシステムから ZFSルートプールの
ブート環境を作成します。ZFSルートプールは lucreateを使用する前に作成しま

非大域ゾーンがインストールされているUFSルート (/)ファイルシステムから ZFSルートプールへの移行 (作業)
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す。また、アップグレード可能かつブート可能にするために、ディスク全体ではな
くスライス上に作成します。次に示す手順では、UFSルート (/)ファイルシステムに
関連する既存の非大域ゾーンが、ZFSルートプール内の新しいブート環境にコピーさ
れます。

次の例では、既存の非大域ゾーン myzoneの非大域ゾーンルートが、UFSルート (/)
ファイルシステムにあります。ゾーン zzoneのゾーンルートは、既存の ZFSスト
レージプール pool内の ZFSファイルシステムにあります。Solaris Live Upgrade
は、UFSブート環境 c2t2d0s0を ZFSブート環境 zfs2BEに移行するために使用しま
す。UFSベースの myzoneゾーンが、Solaris Live Upgradeの操作前に作成された新しい
ZFSストレージプール mpoolに移行されます。ZFSベースの非大域ゾーン zzoneはク
ローンが ZFSプール pool内に保持され、新しい zfs2BEブート環境に移行されます。

初めて Solaris Live Upgradeを実行するときには、次の手順を実行します。

注 – Solaris Live Upgradeを使って新規ZFSブート環境を作成するためには、少なくと
も Solaris 10 10/08リリースがインストールされている必要があります。それより前
のリリースの ZFSおよび Solaris Live Upgradeソフトウェアでは、この作業を実行する
ことはできません。

a. 必要に応じて、システム上の既存の Solaris Live Upgradeパッケージを削除しま
す。新しいリリースにアップグレードする場合は、そのリリースのパッケージを
インストールしてください。

3つの Solaris Live Upgradeパッケージ SUNWluu、SUNWlur、および SUNWlucfg

は、Solaris Live Upgradeを使ってアップグレードするのに必要なソフトウェアを
構成します。これらのパッケージには、既存のソフトウェア、新しい機能、およ
びバグ修正が含まれています。Solaris Live Upgradeを使用する前に、既存
パッケージを削除しないで新しいパッケージをシステムにインストールする
と、ターゲットリリースへのアップグレードは失敗します。
# pkgrm SUNWlucfg SUNWluu SUNWlur

b. アップグレードのターゲットリリースから、新しい Solaris Live Upgrade
パッケージをインストールします。詳細については、64ページの「Solaris Live
Upgradeのインストール」を参照してください。

c. Solaris Live Upgradeをインストールまたは実行する前に、次のパッチをインス
トールします。これらのパッチにより、リリースに最新のバグ修正と新機能がす
べて含まれるようになります。

My Oracle Supportを調べて最新の更新済みパッチリストを持っていることを確認
してください。My Oracle Supportで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live
Upgrade Software: Patch Requirements (以前の 206844)を検索してください。

■ スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

1
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注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業
マップ)」を参照してください。

■ パッチをローカルディスクに保存する場合は、/var/tmp/lupatchesのような
ディレクトリを作成し、パッチをそのディレクトリにダウンロードします。

■ My Oracle Support Webサイトから、パッチの一覧を取得します。
■ パッチのディレクトリに移動します。

# cd /var/tmp/lupatches

■ patchaddコマンドを使用してパッチをインストールします。

# patchadd patch_id

patch_idはパッチの番号です。複数のパッチ名を指定する場合は、スペースで
区切ります。

注 –パッチは、My Oracle Supportのナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live
Upgrade Software Patch Requirements (以前の 206844)に指定されている順序で適
用する必要があります。

■ 必要に応じてシステムをリブートします。いくつかのパッチは、有効にするた
めにリブートする必要があります。

x86のみ:システムをリブートする必要があります。そうしないと、Solaris Live
Upgradeは失敗します。

# init 6

ZFSルートプールを作成します。
ZFSルートプールは、ブート可能かつアップグレード可能にするため単一のスライス
上に作成します。
# zpool create rpool c3t0d0s0

この例で作成する新しい ZFSの名前は rpoolです。このプールが、ブート可能なスラ
イス c3t0d0s0に作成されます。

新規ルートプールの作成の詳細については、『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』を参照
してください。

UFSルート (/)ファイルシステムを新しい ZFSルートプールに移行します。
# lucreate [-c ufsBE] -n new-zfsBE -p rpool

-c ufsBE 現在のUFSブート環境に ufsBEという名前を割り当てます。このオプ
ションは必須ではなく、また、最初のブート環境の作成時にのみ使

2
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用します。lucreateコマンドを初めて実行する場合に -cオプション
を省略すると、デフォルトの名前が自動的に作成されます。

-n new-zfsBE 作成するブート環境に new-zfsBEという名前を割り当てます。名前
は、システム上で一意となるように指定する必要があります。

-p rpool 新しく作成した ZFSルート (/)ファイルシステムを、rpoolで定義した
ZFSルートプールに配置します。

すべての非共有非大域ゾーンは、クリティカルファイルシステムと共に、新しい
ブート環境にコピーされます。新しい ZFSブート環境の作成には、しばらく時間が
かかることがあります。UFSファイルシステムのデータが ZFSルートプールにコ
ピーされます。非アクティブなブート環境が作成された場合は、luupgradeコマンド
または luactivateコマンドを使用して、新しい ZFSブート環境をアップグレードま
たはアクティブにすることができます。

(省略可能)ブート環境が完成したことを確認します。
lustatusコマンドは、ブート環境の作成が完了してブート可能であるかどうかを報
告します。
# lustatus

boot environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now OnReboot Delete Status

------------------------------------------------------------------------

ufsBE yes yes yes no -

new-zfsBE yes no no yes -

(省略可能)システム上の基本データセット情報を確認します。
listコマンドで、システム上のすべてのデータセットの名前を表示できます。この
例では、rpoolが ZFSプールの名前、new-zfsBEが新しく作成した ZFSブート環境の
名前です。
# zfs list

NAME USED AVAIL REFER MOUNTPOINT

rpool 9.29G 57.6G 20K /rpool

rpool/ROOT 5.38G 57.6G 18K /rpool/ROOT

rpool/ROOT/new-zfsBE 5.38G 57.6G 551M /tmp/.alt.luupdall.110034

rpool/dump 1.95G - 1.95G -

rpool/swap 1.95G - 1.95G -

表示される新しいブート環境のマウントポイントは、luactivateコマンドが実行さ
れるまでの一時的なものです。/dumpボリュームと /swapボリュームは、元のUFS
ブート環境と共有されませんが、ZFSルートプール内およびルートプール内のブート
環境内で共有されます。

4

5
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非大域ゾーンがインストールされているUFSルート (/)ファイルシステ
ムから ZFSルートプールへの移行

次の例では、既存の非大域ゾーン myzoneの非大域ゾーンルートが、UFSルート (/)
ファイルシステムにあります。ゾーン zzoneのゾーンルートは、既存の ZFSスト
レージプール pool内の ZFSファイルシステムにあります。Solaris Live Upgrade
は、UFSブート環境 c2t2d0s0を ZFSブート環境 zfs2BEに移行するために使用しま
す。UFSベースの myzoneゾーンが、Solaris Live Upgradeの操作前に作成された新しい
ZFSストレージプール mpoolに移行されます。ZFSベースの非大域ゾーン zzoneはク
ローンが ZFSプール pool内に保持され、新しい zfs2BEブート環境に移行されます。

# zoneadm list -iv

ID NAME STATUS PATH BRAND IP

0 global running / native shared

- myzone installed /zones/myzone native shared

- zzone installed /pool/zones native shared

# zpool create mpool mirror c3t0d0s0 c4td0s0

# lucreate -c c1t2d0s0 -n zfs2BE -p mpool

Analyzing system configuration.

No name for current boot environment.

Current boot environment is named <c1t2d0s0>.

Creating initial configuration for primary boot environment <c1t2d0s0>.

The device </dev/dsk/c1t2d0s0> is not a root device for any

boot environment; cannot get BE ID.

PBE configuration successful: PBE name <c1t2d0s0> PBE Boot Device

</dev/dsk/c1t2d0s0>.

Comparing source boot environment <c1t2d0s0> file systems with the file

system(s) you specified for the new boot environment. Determining which

file systems should be in the new boot environment.

Updating boot environment description database on all BEs.

Updating system configuration files.

The device </dev/dsk/c1t0d0s0> is not a root device for any boot

environment; cannot get BE ID.

Creating configuration for boot environment <zfsBE>.

Source boot environment is <c1t2d0s0>.

Creating boot environment <zfsBE>.

Creating file systems on boot environment <zfsBE>.

Creating <zfs> file system for </> in zone <global> on <rpool/ROOT/zfsBE>.

Populating file systems on boot environment <zfsBE>.

Checking selection integrity.

Integrity check OK.

Populating contents of mount point </>.

Copying.

Creating shared file system mount points.

Creating compare databases for boot environment <zfsBE>.

Creating compare database for file system </>.

Making boot environment <zfsBE> bootable.

Creating boot_archive for /.alt.tmp.b-cBc.mnt

updating /.alt.tmp.b-cBc.mnt/platform/sun4u/boot_archive

Population of boot environment <zfsBE> successful.

Creation of boot environment <zfsBE> successful.

例14–1
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lucreateの操作が完了したら、この例で示すように lustatusコマンドを使って
ブート環境の状態を表示します。

# lustatus

Boot Environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now On Reboot Delete Status

-------------------------- -------- ------ --------- ------ ----------

c1t2d0s0 yes yes yes no -

zfsBE yes no no yes -

# zoneadm list -iv

ID NAME STATUS PATH BRAND IP

0 global running / native shared

- myzone installed /zones/myzone native shared

- zzone installed /pool/zones native shared

次に、luactivateコマンドで新しい ZFSブート環境をアクティブにします。次に例
を示します。

# luactivate zfsBE

**********************************************************************

The target boot environment has been activated. It will be used when you

reboot. NOTE: You MUST NOT USE the reboot, halt, or uadmin commands. You

MUST USE either the init or the shutdown command when you reboot. If you

do not use either init or shutdown, the system will not boot using the

target BE.

**********************************************************************

In case of a failure while booting to the target BE, the following process

needs to be followed to fallback to the currently working boot environment:

1. Enter the PROM monitor (ok prompt).

2. Change the boot device back to the original boot environment by typing:

setenv boot-device /pci@1f,0/pci@1/scsi@4,1/disk@2,0:a

3. Boot to the original boot environment by typing:

boot

**********************************************************************

Modifying boot archive service

Activation of boot environment <ZFSbe> successful.

システムをリブートして ZFSブート環境にします。

# init 6

# svc.startd: The system is coming down. Please wait.

svc.startd: 79 system services are now being stopped.

.

.

.
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この例のように、新しいブート環境および移行されたゾーンの状態を確認します。

# lustatus

Boot Environment Is Active Active Can Copy

Name Complete Now On Reboot Delete Status

-------------------------- -------- ------ --------- ------ ----------

c1t2d0s0 yes yes yes no -

zfsBE yes no no yes -

UFSブート環境に戻す場合は、ZFSブート環境で作成したすべての ZFSストレージ
プールをもう一度インポートしてください。これらは、UFSブート環境で自動的に
使用可能にはならないからです。元のUFSブート環境に切り替えると、次のような
メッセージが表示されます。

# luactivate c1t2d0s0

WARNING: The following files have changed on both the current boot

environment <ZFSbe> zone <global> and the boot environment to be activated <c1t2d0s0>:

/etc/zfs/zpool.cache

INFORMATION: The files listed above are in conflict between the current

boot environment <ZFSbe> zone <global> and the boot environment to be

activated <c1t2d0s0>. These files will not be automatically synchronized

from the current boot environment <ZFSbe> when boot environment <c1t2d0s0>

追加情報
この章のトピックに関する追加情報については、表 14–1のリソースを参照してくだ
さい。

表 14–1 追加情報

リソース 場所

非大域ゾーンの概要、計画、および詳細な手順
についての情報

『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコ
ンテナ :資源管理とOracle Solarisゾーン)』

概要、計画、詳細な手順を含む ZFSの情報 『Oracle Solaris ZFS管理ガイド』

UFSファイルシステムがインストールされてい
るシステムでの Solaris Live Upgradeの使用

本書のパート I「Solaris Live Upgradeによる
アップグレード」の第 8章「非大域ゾーンがイ
ンストールされているシステムにおけるOracle
Solaris OSのアップグレード」

追加情報
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付録
このパートでは、リファレンス情報について説明します。
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問題発生時の解決方法 (作業)

この章では、Oracle Solaris 10 8/11ソフトウェアのインストール時に発生する可能性の
あるエラーメッセージと一般的な問題の一覧を示します。それぞれの問題の解決方
法を示します。まず、次のリストを使用して、インストールプロセスのどこで問題
が発生したか確認してください。

■ 241ページの「ネットワークインストールの設定に関する問題」
■ 242ページの「システムのブートに関する問題」
■ 249ページの「Oracle Solaris OSの初期インストール」
■ 251ページの「Oracle Solaris OSのアップグレード」

注 –この付録で「ブート可能なメディア」と記載されている場合、これはインス
トールプログラムおよび JumpStartインストールを意味します。

ネットワークインストールの設定に関する問題
Unknown client “host_name ”

原因: add_install_clientコマンドの host_name引数は、ネームサービス内のホス
トではありません。

対処方法:ホスト host_nameをネームサービスに追加し、add_install_clientコマ
ンドを実行し直してください。

Error: <system name> does not exist in the NIS ethers map

Add it, and rerun the add_install_client command

説明: add_install_clientコマンドを実行すると、上記のエラーが出てコマンドが
失敗します。

原因:インストールサーバーに追加しようとしているクライアントが、サーバーの
/etc/ethersファイルに存在しません。
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対処方法:必要な情報をインストールサーバー上の /etc/ethersファイルに追加
し、add_install_clientコマンドを実行し直してください。

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

注 –役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業
マップ)」を参照してください。

2. このクライアント上で ethersアドレスを見つけます。

# ifconfig -a grep ethers

ether 8:0:20:b3:39:1d

3. インストールサーバー上で、エディタを使って /etc/ethersファイルを開きま
す。そのアドレスをリストに追加します。

4. この例のように、クライアント上で add_install_clientをもう一度実行しま
す。

# ./add_install_client bluegill sun4u

システムのブートに関する問題

メディアからのブート時のエラーメッセージ

le0: No carrier - transceiver cable problem

原因:システムがネットワークに接続されていません。

対処方法:ネットワークに接続せずに使用しているシステムの場合は、この
メッセージは無視してください。ネットワークに接続されているシステムの場合
は、Ethernetが正しく接続されているかどうか確認してください。

The file just loaded does not appear to be executable

原因:ブート用の適切な媒体が見つかりません。

対処方法:インストールサーバーからネットワークを介してOracle Solaris 10 8/11ソ
フトウェアをインストールするようにシステムが正しく設定されていることを確
認します。たとえば、次のような確認を行います。

■ Oracle Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE CDのイメージを
インストールサーバーにコピーした場合は、設定時にシステムのプラット
フォームグループを正しく指定したかどうかを確認します。
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■ DVDまたはCDメディアを使用する場合は、Oracle Solaris Operating System
DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDがインストールサーバー上にマウントさ
れていてアクセスできることを確認します。

boot: cannot open <filename> (SPARC ベースのシステムのみ)

原因: PROMの boot -fileの値を明示的に指定したときに発生するエラーです。

注 – filenameは、対象となるファイルの名前です。

対処方法:次の手順を実行します。

■ PROMの boot -fileの値を (無指定)に設定変更します。
■ diag-switchが offと trueに設定されているか確認します。

Can’t boot from file/device

原因:インストールメディアがブート可能なメディアを見つけることができませ
ん。

対処方法:次の条件が満たされているか確認します。

■ DVD-ROMまたはCD-ROMドライブがシステムに適切に取り付けられ、電源
が入っている。

■ Oracle Solaris Operating System DVDまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDがドライブ
に挿入されている。

■ ディスクに傷や埃が付いていない。

WARNING: clock gained xxx days -- CHECK AND RESET DATE! (SPARC システムのみ)

説明:これは参考情報です。

対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。

Not a UFS file system (x86 システムのみ)

原因: Oracle Solaris 10 8/11ソフトウェアをインストールしたとき (Solarisインス
トールプログラムまたはカスタム JumpStartを使って)、ブートドライブを選択し
ませんでした。BIOSを編集してシステムをブートする必要があります。

対処方法: BIOSを選択してブートします。詳細は、BIOSのマニュアルを参照して
ください。

システムのブートに関する問題
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メディアからのブート時の一般的な問題

システムがブートしない。
説明:初めてカスタム JumpStartサーバーを設定する場合、エラーメッセージを返
さないブート問題が発生することがあります。システムについての情報およびシ
ステムがどのようにブートするかを調べるには、-vオプションを指定してブート
コマンドを実行してください。-vオプションを使用すると、ブートコマンドは画
面に詳しいデバッグ情報を表示します。

注 –このフラグを指定しなくてもメッセージは出力されますが、システムログ
ファイルが出力先となります。詳細については、syslogd(1M)を参照してくださ
い。

対処方法: SPARCシステムの場合、okプロンプトで次のコマンドを入力します。

ok boot net -v - install

Toshiba SD-M 1401 DVD-ROM が搭載されたシステムで DVD メディアからのブートが失
敗する
説明:使用しているシステムにファームウェアバージョン 1007のToshiba
SD-M1401 DVD-ROMが搭載されている場合、システムはOracle Solaris Operating
System DVDからブートできません。

対処方法: 111649–03以降のパッチを適用してToshiba SD-M1401 DVD-ROMドライ
ブのファームウェアを更新します。パッチ 111649–03は、http://

support.oracle.com (My Oracle Support)の「パッチと更新版」タブから入手できま
す。

メモリー増設用以外の PC カードを挿入すると、システムがハングまたはパニックを
起こす。(x86 システムのみ)

原因:メモリー増設用以外のPCカードは、ほかのデバイスが使用するのと同じメ
モリーリソースを使用できません。

対処方法:この問題を解決するには、PCカードのマニュアルを参照してアドレス範
囲を確認してください。

システムがプロンプトを出す前にハングする。(x86 システムのみ)

対処方法:サポートされていないハードウェアです。ハードウェアのマニュアルを
参照してください。
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ネットワークからのブート時のエラーメッセージ

WARNING: getfile: RPC failed: error 5 (RPC Timed out).

説明:インストールクライアントのブート要求に対して、ネットワーク上の複数の
サーバーが応答したときに発生するエラーです。インストールクライアントの接
続先のブートサーバーが間違っているため、インストールは停止します。次の原
因が考えられます。

原因: 1このインストールクライアントが登録された /etc/bootparamsファイルが複
数のサーバーに存在する可能性があります。

対処方法: 1ネットワーク上の複数のサーバーの /etc/bootparamsエントリにインス
トールクライアントが登録されていないか調べます。複数のサーバーに登録がさ
れている場合は、インストールに使用するインストールサーバー（またはブート
サーバー）以外のサーバーの /etc/bootparamsファイルから、クライアントの登
録を削除します。

原因: 2複数の /tftpbootまたは /rplbootディレクトリにこのインストールクライ
アントが登録されている可能性があります。

対処方法: 2ネットワーク上の複数のサーバーの /tftpbootまたは /rplbootディレ
クトリにインストールクライアントが登録されていないか調べます。複数の
サーバーに登録されている場合は、インストールに使用するインストール
サーバー（またはブートサーバー）以外のサーバーの /tftpbootまたは /rplboot

ディレクトリから、クライアントの登録を削除します。

原因: 3あるサーバーの /etc/bootparamsファイルにこのインストールクライアント
が登録されており、別のサーバーの /etc/bootparamsファイルで、すべてのシス
テムがプロファイルサーバーにアクセスできるように記述されている可能性があ
ります。次に示すようにすべてのシステムがプロファイルサーバーにアクセスで
きるように記述しています。

* install_config=profile_server:path

このエラーは、NISまたはNIS+の bootparamsテーブルにこのような行が存在し
ていても発生します。

対処方法: 3ワイルドカードエントリがネームサービスの bootparamsマップまたは
テーブル (* install_config=など)にある場合は、そのエントリを削除し、ブート
サーバーの /etc/bootparamsファイルに追加します。

No network boot server. Unable to install the system. See installation

instructions. (SPARC システムのみ)

原因:このエラーは、ネットワークからインストールしようとしているシステムで
発生します。このシステムは、適切に設定されていません。

システムのブートに関する問題
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対処方法:ネットワークを介してインストールするようにシステムが適切に設定さ
れているか確認します。『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (ネットワーク
インストール)』の「CDイメージを使用してネットワークからインストールする
システムの追加」を参照してください。

prom_panic: Could not mount file system (SPARC システムのみ)

原因:このエラーはネットワークから Solarisをインストールしようとしてブートソ
フトウェアが次のものを見つけられない場合に発生します。

■ Oracle Solaris Operating System DVDまたはインストールサーバー上のOracle
Solaris Operating System DVDイメージコピー

■ Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはインストールサーバー上の Solaris SOFTWARE
- 1 CDイメージコピー

対処方法:インストール用のソフトウェアがマウントされ共有されるように設定し
てあることを確認します。

■ インストールサーバーのDVD-ROMまたはCD-ROMドライブから Solarisをイ
ンストールする場合は、Oracle Solaris Operating System DVDまたは Solaris
SOFTWARE - 1 CDがCD-ROMドライブに挿入されてマウントされているこ
と、および /etc/dfs/dfstabファイルで共有されるように設定してあることを
確認します。

■ インストールサーバーのディスク上にあるOracle Solaris Operating System DVD
イメージまたは Solaris SOFTWARE - 1 CDイメージのコピーからインストール
する場合は、そのコピーのディレクトリパスが /etc/dfs/dfstabファイル内で
共有されていることを確認します。

Timeout waiting for ARP/RARP packet...(SPARC システムのみ)

原因: 1クライアントはネットワークを介してブートしようとしていますが、認識
してくれるシステムを見つけることができません。

対処方法: 1システムのホスト名がNISまたはNIS+のネームサービスに登録されて
いることを確認します。また、ブートサーバーの /etc/nsswitch.confファイル内
の bootparamsの検索順序を確認します。

たとえば、/etc/nsswitch.confファイル内にある次の行は、JumpStartまたは
Solarisインストールプログラムが最初にNISマップから bootparams情報を探すこ
とを示しています。ここで情報が見つからない場合、インストーラはブート
サーバーの /etc/bootparamsファイルを調べます。

bootparams: nis files

原因: 2クライアントの Ethernetアドレスが不正です。

対処方法: 2インストールサーバーの /etc/ethersファイルにあるクライアントの
Ethernetアドレスが正しいことを確認します。
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原因: 3カスタム JumpStartインストールでは、特定のサーバーをインストール
サーバーとして使用するようにプラットフォームグループを add_install_client

コマンドによって指定します。add_install_clientを使用する際に不正な構成値
を使用すると、この問題が発生します。たとえば、インストールするマシンが
sun4uであるのに誤って i86pcと指定した場合などが考えられます。

対処方法: 3正しいアーキテクチャー値を使用して add_install_clientを実行し直
します。

ip: joining multicasts failed on tr0 - will use link layer broadcasts for

multicast (x86 システムのみ)

原因:このエラーメッセージは、トークンリングカードを使ってシステムをブート
したときに表示されます。Ethernetのマルチキャストとトークンリングのマルチ
キャストの動作は異なります。ドライバはこのエラーメッセージを返して、マル
チキャストアドレスが無効なことを知らせます。

対処方法:このエラーメッセージは無視してください。マルチキャストがうまく動
作しなければ、IPは代わりにレイヤーブロードキャストを使用し、インストール
は失敗しません。

Requesting Internet address for Ethernet_Address (x86 システムのみ)

原因:クライアントはネットワークを介してブートしようとしていますが、認識し
てくれるシステムを見つけることができません。

対処方法:システムのホスト名がネームサービスに登録されていることを確認しま
す。システムのホスト名がNISまたはNIS+のネームサービスに登録されている
のに、システムがこのエラーメッセージを表示し続ける場合は、リブートしてく
ださい。

RPC: Timed out No bootparams (whoami) server responding; still trying... (x86 シ
ステムのみ)

原因:クライアントはネットワークからブートしようとしていますが、インス
トールサーバー上の /etc/bootparamsファイルにエントリを持つシステムを見つ
けることができません。

対処方法:インストールサーバー上で add_install_clientを実行します。これによ
り /etc/bootparamsファイルに適切なエントリが追加され、クライアントが
ネットワークからブートできるようになります。

Still trying to find a RPL server... (x86 システムのみ)

原因:システムはネットワークからブートしようとしていますが、サーバーではこ
のシステムをブートするように設定されていません。

対処方法:インストールサーバー上で、インストールするシステム用に
add_install_clientを実行します。add_install_clientコマンドは、必要な
ネットワークブートプログラムを含む /rplbootディレクトリを設定します。
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CLIENT MAC ADDR: FF FF FF FF FF FF (DHCP によるネットワークインストールのみ)

原因: DHCPサーバーが正しく構成されていません。このエラーは、DHCPマ
ネージャ内でオプションやマクロが正しく定義されていない場合に発生する可能
性があります。

対処方法: DHCPマネージャで、オプションおよびマクロが正しく定義されている
ことを確認します。ルーターオプションが定義されており、その値がネット
ワークインストールで使用するサブネットを正しく表していることを確認しま
す。

ネットワークからのブート時の一般的な問題

システムはネットワークを介してブートされるが、指定したインストール
サーバー以外のシステムからブートされる。
原因:このクライアントが登録された /etc/bootparamsエントリと /etc/ethersエン
トリが別のシステム上に存在します。

対処方法:ネームサーバー上で、インストールするシステムの /etc/bootparamsエ
ントリを更新します。このエントリは、次の構文に従う必要があります。

install_system root=boot_server:path install=install_server:path

また、サブネット内で複数のサーバーの bootparamsファイルにインストールクラ
イアントが登録されていないか確認します。

システムがネットワークからブートしない (DHCP によるネットワークインストール
のみ)。
原因: DHCPサーバーが正しく構成されていません。このエラーは、システムが
DHCPサーバーのインストールクライアントとして構成されていない場合に発生
することがあります。

対処方法: DHCPマネージャーソフトウェアで、クライアントシステムのインス
トールオプションとマクロが定義されていることを確認します。詳細
は、『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (ネットワークインス
トール)』の「DHCPサービスによるシステム構成情報の事前設定 (作業)」を参照
してください。
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Oracle Solaris OSの初期インストール
初期インストールが失敗する
対処方法: Solarisのインストールが失敗する場合、インストールを再実行する必要
があります。インストールを再実行するには、Oracle Solaris Operating System
DVD、Solaris SOFTWARE - 1 CD、またはネットワークを利用してシステムを
ブートする必要があります。

Solarisソフトウェアが部分的にインストールされたあとでは、このソフトウェア
のインストールを解除することはできません。バックアップからシステムを復元
するか、Solarisインストールの処理をもう一度行う必要があります。

/cdrom/cdrom0/SUNW xxxx/reloc.cpio: Broken pipe

説明:このエラーメッセージは参考情報であり、インストールには影響しませ
ん。パイプへ書き込みをしたときに読み取りプロセスが存在しないと、この状況
が発生します。

対処方法:メッセージは無視して、インストールを継続してください。

WARNING: CHANGE DEFAULT BOOT DEVICE (x86 システムのみ)

原因:これは参考情報です。システムのBIOSに設定されているデフォルトブート
デバイスが、ブート時に Solaris Device Configuration Assistant (デバイス構成用補
助)を必要とするように設定されている可能性があります。

対処方法:インストールを続行します。Solaris Device Configuration Assistant (デバイ
ス構成用補助)を必要としないデバイスに Solarisソフトウェアをインストールし終
わったら、必要に応じて、BIOSに指定されたシステムのデフォルトのブートデバ
イスを変更します。

x86のみ – localeキーワードを使用して初期インストール用のカスタム JumpStartプロ
ファイルをテストする場合は、pfinstall -Dコマンドでプロファイルをテストすると
失敗します。回避方法については、251ページの「Oracle Solaris OSのアップグ
レード」セクションのエラーメッセージ「could not select locale」を参照してくださ
い。

▼ x86: IDEディスクの不良ブロックの検査
IDEディスクドライブは、Solarisソフトウェアがサポートするほかのドライブのよう
に、不良ブロックを自動的に無効にしません。IDEディスク上に Solarisをインス
トールする前に、ディスクを検査することをお勧めします。IDEディスクの検査を
行うには、次の手順に従います。
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スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

インストールメディアに応じた方法でブートします。

インストールタイプの選択を求めるプロンプトが表示されたら、オプション
6「Single user shell」を選択します。

format(1M)プログラムを起動します。
# format

ディスク面の検査をする IDEディスクドライブを指定します。
# cxdy

cx コントローラ番号

dy デバイス番号

fdiskパーティションが存在するかどうかを確認します。

■ Solaris fdiskパーティションが存在する場合、手順 7へ進みます。
■ Solaris fdiskパーティションが存在しない場合、fdiskコマンドを使用してディス
ク上に Solarisパーティションを作成します。

format> fdisk

次のように入力して、表面解析を開始します。
format> analyze

次のように入力して、現在の設定を確認します。
analyze> config

(省略可能)次のように入力して、設定を変更します。
analyze> setup

次のように入力して、不正ブロックを探します。
analyze> type_of_surface_analysis

type_of_surface_analysis read、write、または compareを指定します。

formatが不良ブロックを発見すると、それらの再マッピングを実行します。

次のように入力して、解析を終了します。
analyze> quit

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11
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再マッピングするブロックを指定するかどうか決定します。

■ しない場合は、手順 13へ進みます。
■ する場合は、次のコマンドを入力します。

format> repair

次のように入力して、formatプログラムを終了します。
quit

次のコマンドを入力して、マルチユーザーモードでメディアを再起動します。
# exit

Oracle Solaris OSのアップグレード

アップグレード時のエラーメッセージ

No upgradable disks

原因: /etc/vfstabファイルのスワップエントリが原因でアップグレードに失敗し
ました。

対処方法: /etc/vfstabファイルの次の行をコメントにします。

■ アップグレードしないディスク上のスワップファイルとスライスを指定してい
る行

■ 存在しないスワップファイルを指定している行
■ 使用していないスワップスライスを指定している行

usr/bin/bzcat not found

原因:パッチクラスタが必要なために Solaris Live Upgradeが失敗しています。

対処方法: Solaris Live Upgradeのインストールでパッチを使用する必要が生じまし
た。http://support.oracle.com (My Oracle Support)で最新の更新済みパッチリス
トを持っていることを確認してください。My Oracle Supportで、ナレッジド
キュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software: Patch Requirements (以前の
206844)を検索してください。

12

13

14
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Upgradeable Solaris root devices were found, however, no suitable partitions to

hold the Solaris install software were found. Upgrading using the Solaris

Installer is not possible. It might be possible to upgrade using the Solaris

Software 1 CDROM. (x86 システムのみ)

原因:十分な容量がないため、Solaris SOFTWARE - 1 CDでアップグレードできませ
ん。

対処方法:アップグレードするには、512Mバイト以上のスワップスライスを作成
するか、またはOracle Solaris Operating System DVDの Solarisインス
トール、ネットインストールイメージ、JumpStartなどの別のアップグレード方法
を選択します。

ERROR: Could not select locale (x86 システムのみ)

原因: pfinstall -Dコマンドを使用して JumpStartプロファイルをドライランテスト
するとき、次のような条件下ではテストが失敗します。

■ プロファイルに localeキーワードが含まれている。
■ GRUBソフトウェアが含まれているリリースをテストしている。Solaris 10 1/06
以降のリリースでは、GRUBブートローダーにより、システムにインストール
されているさまざまなオペレーティングシステムをGRUBメニューで簡単に
ブートできます。

GRUBソフトウェアの導入に伴い、ミニルートは圧縮されています。ソフト
ウェアでは、圧縮されたミニルートからロケールのリストを見つけることができ
なくなりました。ミニルートは最小の Solarisルート (/)ファイルシステムであ
り、Solarisインストールメディアに収録されています。

対処方法:次の手順を実行します。次の値を使用してください。

■ MEDIA_DIRは /cdrom/cdrom0/

■ MINIROOT_DIRは $MEDIA_DIR /Solaris_10/Tools/Boot

■ MINIROOT_ARCHIVEは $MEDIA_DIR/boot/x86.miniroot

■ TEMP_FILE_NAMEは /tmp/test

1. スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。
役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細について
は、『Solarisのシステム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業
マップ)」を参照してください。

2. ミニルートアーカイブを圧縮解除します。

# /usr/bin/gzcat $MINIROOT_ARCHIVE > $TEMP_FILE_NAME

3. lofiadmコマンドを使用して、ミニルートデバイスを作成します。

# LOFI_DEVICE=/usr/sbin/lofiadm -a $TEMP_FILE_NAME

# echo $LOFI_DEVICE

/dev/lofi/1
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4. lofiコマンドを使用して、ミニルートディレクトリの下にミニルートをマウ
ントします。

# /usr/sbin/mount -F ufs $LOFI_DEVICE $MINIROOT_DIR

5. プロファイルをテストする

# /usr/sbin/install.d/pfinstall -D -c $MEDIA_DIR $path-to-jumpstart_profile

6. テストが完了したら、lofiデバイスのマウントを解除します。

# umount $LOFI_DEVICE

7. lofiデバイスを削除します。

# lofiadm -d $TEMP_FILE_NAME

アップグレード時の一般的な問題

システム上にアップグレード可能なバージョンの Solaris ソフトウェアが存在する
にもかかわらず、アップグレードオプションが提供されない。
原因: 1 /var/sadmディレクトリがシンボリックリンクであるか、別のファイルシス
テムからマウントされたディレクトリです。

対処方法: 1 /var/sadmディレクトリをルート (/)または /varファイルシステムに移
動します。

原因: 2 /var/sadm/softinfo/INST_RELEASEファイルが存在しません。

対処方法: 2次の形式で新しく INST_RELEASEファイルを作成します。

OS=Solaris

VERSION=x
REV=0

x システム上の Solarisソフトウェアのバージョン

原因: 3 /var/sadm/softinfoに SUNWusrが存在しません。

対処方法: 3初期インストールを行う必要があります。この Solarisソフトウェアは
アップグレードできません。

md ドライバの停止または初期化に失敗する
対処方法:次の手順を実行します。

■ ファイルシステムがRAID-1ボリュームでない場合は、vsftabファイル内でコ
メントにします。
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■ ファイルシステムがRAID-1ボリュームであれば、ミラーを解除し、インス
トールし直します。ミラー化の解除については、『Solarisボリュームマ
ネージャの管理』の「RAID-1ボリュームの削除 (ミラー化の解除)」を参照し
てください。

Solaris インストールプログラムがファイルシステムをマウントできないた
め、アップグレードに失敗する。
原因:アップグレード時に、スクリプトは、アップグレード対象のルート (/)
ファイルシステム上に、システムの /etc/vfstabファイルに記載されているすべ
てのファイルシステムをマウントしようとします。インストールプログラムが
ファイルシステムをマウントできない場合、失敗して終了します。

対処方法:システムの /etc/vfstabファイル内のすべてのファイルシステムがマウ
ントできることを確認します。/etc/vfstabファイル内のマウントできない、あ
るいは問題の原因になっている可能性があるファイルシステムは、すべてコメン
トにします。Solarisインストールプログラムはアップグレード中、コメントにし
たファイルシステムをマウントしません。アップグレードされるソフトウェアを
含む、システムベースのファイルシステム (たとえば /usr)はコメントにできませ
ん。

アップグレードが失敗する
説明:システムにアップグレードに対応できるだけの十分なディスク容量がありま
せん。

原因:『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (インストールとアップグレード
の計画)』の「ディスク容量の再配置を伴うアップグレード」を参照してディスク
容量に問題がないかを確認し、自動配置機能による領域の再配置を行わずに解決
できるかどうかを調べます。

RAID–1 ボリュームのルート (/) ファイルシステムのアップグレードに関連する問題
対処方法:ルート (/)ファイルシステムが SolarisボリュームマネージャーのRAID-1
ボリュームである場合に、アップグレードの問題が発生するときは、『Solarisボ
リュームマネージャの管理』の第 25章「Solarisボリュームマネージャのトラブル
シューティング (作業)」を参照してください。

▼ 問題発生後にアップグレードを継続する方法
アップグレードに失敗し、システムをブートできない場合があります。このような
状況は、電源の故障やネットワーク接続の障害などが発生した場合に起こる可能性
があります、制御できない場合に発生します。

Oracle Solaris Operating System DVD、Solaris SOFTWARE - 1 CD、またはネットワークを利
用してシステムをリブートします。

1
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インストール用のアップグレードオプションを選択します。

Solarisインストールプログラムは、システムが部分的にアップグレードされている
か判断し、アップグレードを継続します。

x86: GRUBを使用する場合の Solaris Live Upgradeに
関する問題
x86システムで Solaris Live UpgradeとGRUBブートローダーを使用すると次のような
エラーが発生する可能性があります。

ERROR: The media product tools installation directory path-to-installation-directory
does not exist.

ERROR: The media dirctory does not contain an operating system upgrade image.

説明:これらのエラーメッセージは、新しいブート環境をアップグレードするため
に luupgradeコマンドを使用するときに発生します。

原因:古いバージョンの Solaris Live Upgradeが使用されています。システムにイン
ストールした Solaris Live Upgradeパッケージは、メディアおよびメディアに記録
されているリリースと互換性がありません。

対処方法: Solaris Live Upgradeパッケージは、常にアップブレード先のリリースのも
のを使用してください。

例:次の例のエラーメッセージは、システムの Solaris Live Upgradeパッケージの
バージョンがメディアのパッケージのバージョンと異なることを示しています。

# luupgrade -u -n s10u1 -s /mnt

Validating the contents of the media </mnt>.

The media is a standard Solaris media.

ERROR: The media product tools installation directory

</mnt/Solaris_10/Tools/Boot/usr/sbin/install.d/install_config> does

not exist.

ERROR: The media </mnt> does not contain an operating system upgrade

image.

ERROR: Cannot find or is not executable: </sbin/biosdev>.

ERROR: One or more patches required by Solaris Live Upgrade has not been

installed.

原因: Solaris Live Upgradeで必要とされる 1つ以上のパッチが、システムにインス
トールされていません。このエラーメッセージでは、欠落しているすべての
パッチを認識しているわけではありません。

対処方法: Solaris Live Upgradeを使用する前に、必要なパッチすべてを必ずインス
トールしてください。http://support.oracle.com (My Oracle Support)を調べて最

2
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新の更新済みパッチリストを持っていることを確認してください。My Oracle
Supportで、ナレッジドキュメント 1004881.1 - Solaris Live Upgrade Software: Patch
Requirements (以前の 206844)を検索してください。

ERROR: Device mapping command </sbin/biosdev> failed. Please reboot and try

again.

原因: 1 Solaris Live Upgradeが、以前の管理作業が原因でデバイスをマップできませ
ん。

対処方法: 1システムをリブートして、もう一度 Solaris Live Upgradeを実行します

原因: 2システムをリブートしても同じエラーメッセージが表示される場合は、2
つ以上の同一ディスクがあります。デバイスのマッピングコマンドがそれらの
ディスクを区別できません。

対処方法: 2ディスクの一方に、新しいダミーの fdiskパーティションを作成しま
す。fdisk(1M)のマニュアルページを参照してください。そのあとで、システム
をリブートします。

Cannot delete the boot environment that contains the GRUB menu

原因: Solaris Live Upgradeには、ブート環境にGRUBメニューが含まれる場合は
ブート環境を削除できないという制限があります。

対処方法: lumake(1M)コマンドまたは luupgrade(1M)コマンドを使用してブート環
境を再使用します。

The file system containing the GRUB menu was accidentally remade. However, the

disk has the same slices as before. For example, the disk was not re-sliced.

原因: GRUBメニューを含むファイルシステムは、システムをブート可能な状態に
維持するために不可欠です。Solaris Live Upgradeコマンドは、GRUBメニューを破
棄しません。ただし、Solaris Live Upgradeコマンド以外のコマンドを使用して
GRUBメニューのあるファイルシステムを誤って再作成または破棄すると、回復
ソフトウェアはGRUBメニューの再インストールを試みます。回復ソフトウェア
は、次のリブート時にGRUBメニューを同じファイルシステムに戻します。たと
えば、ファイルシステムで newfsまたは mkfsコマンドを使用し、誤ってGRUBメ
ニューを破棄してしまったとします。GRUBメニューを正しく復元するには、ス
ライスが次の条件を満たす必要があります。

■ マウント可能なファイルシステムが含まれている
■ スライスが以前に存在していた Solaris Live Upgradeブート環境の一部である

システムをリブートする前に、必要であればスライスを修正します。

対処方法:システムを再起動します。GRUBメニューのバックアップコピーが自動
的にインストールされます。
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The GRUB menu’s menu.lst file was accidentally deleted.

対処方法:システムを再起動します。GRUBメニューのバックアップコピーが自動
的にインストールされます。

▼ Veritas VxVmの実行中に Solaris Live Upgradeを使
用してアップグレードするとシステムパニックが
発生する
Veritas VxVMの実行中に Solaris Live Upgradeを使用してアップグレードを行う場
合、次の手順でアップグレードを行わないと、リブート時にシステムパニックが発
生します。この問題は、パッケージが Solarisの最新のパッケージガイドラインに
従っていない場合に発生します。

スーパーユーザーになるか、同等の役割を引き受けます。

役割には、認証と特権コマンドが含まれます。役割の詳細については、『Solarisの
システム管理 (セキュリティサービス)』の「RBACの構成 (作業マップ)」を参照して
ください。

非アクティブブート環境を作成します。69ページの「新しいブート環境の作成」を
参照してください。

非アクティブブート環境をアップグレードする前に、非アクティブブート環境上の
既存のVeritasソフトウェアを無効にする必要があります。

a. 非アクティブブート環境をマウントします。
# lumount inactive_boot_environment_name mount_point

次に例を示します。

# lumount solaris8 /mnt

b. 次の例のように、vfstabが含まれているディレクトリに移動します。
# cd /mnt/etc

c. 次の例のように、非アクティブブート環境の vfstabファイルをコピーします。
# cp vfstab vfstab.501

d. 次の例のように、コピーされた vfstab内のすべてのVeritasファイルシステムエン
トリをコメントにします。
# sed ’/vx\/dsk/s/^/#/g’ < vfstab > vfstab.novxfs

1

2
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各行の最初の文字が #に変わり、その行がコメント行になります。このコメント
行は、systemファイルのコメント行とは異なります。

e. 次の例のように、変更した vfstabファイルをコピーします。
# cp vfstab.novxfs vfstab

f. 次の例のように、非アクティブブート環境の systemファイルがあるディレクトリ
に移動します。
# cd /mnt/etc

g. 次の例のように、非アクティブブート環境の systemファイルをコピーします。
# cp system system.501

h. drv/vxを含むすべての forceload:エントリをコメントにします。
# sed ’/forceload: drv\/vx/s/^/*/’ <system> system.novxfs

各行の最初の文字が *に変わり、その行がコメント行になります。このコメント
行は、vfstabファイルのコメント行とは異なります。

i. 次の例のように、Veritas install-dbファイルを作成します。
# touch vx/reconfig.d/state.d/install-db

j. 非アクティブブート環境のマウントを解除します。
# luumount inactive_boot_environment_name

非アクティブブート環境をアップグレードします。第 5章「Solaris Live Upgradeによ
るアップグレード (作業)」を参照してください。

非アクティブブート環境をアクティブにします。121ページの「ブート環境のアク
ティブ化」を参照してください。

システムをシャットダウンします。
# init 0

非アクティブブート環境をシングルユーザーモードでブートします。
OK boot -s

vxvmまたはVXVMを含むメッセージとエラーメッセージがいくつか表示されます
が、これらは無視してかまいません。非アクティブブート環境がアクティブになり
ます。

4
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Veritasをアップグレードします。

a. 次の例のように、システムからVeritas VRTSvmsaパッケージを削除します。
# pkgrm VRTSvmsa

b. Veritasパッケージがあるディレクトリに移動します。
# cd /location_of_Veritas_software

c. システムに最新のVeritasパッケージを追加します。
# pkgadd -d ‘pwd‘ VRTSvxvm VRTSvmsa VRTSvmdoc VRTSvmman VRTSvmdev

元の vfstabと systemファイルを復元します。
# cp /etc/vfstab.original /etc/vfstab

# cp /etc/system.original /etc/system

システムを再起動します。
# init 6

x86:既存のサービスパーティションが存在しない
システムでは、デフォルトでサービス
パーティションが作成されない
診断・サービスパーティションの存在しないシステム上にOracle Solaris 10 8/11 OSを
インストールすると、インストールプログラムがデフォルトでサービス
パーティションを作成しない場合があります。Solarisパーティションと同じディス
クにサービスパーティションを作成する場合、Oracle Solaris 10 8/11 OSをインス
トールする前にサービスパーティションを作り直す必要があります。

サービスパーティションが存在しているシステムに Solaris 8 2/02 OSをインストール
した場合、インストールプログラムがサービスパーティションを保持しなかった可
能性があります。サービスパーティションを保持するように fdiskブート
パーティションレイアウトを手動で編集しなかった場合、インストールプログラム
はインストール時にサービスパーティションを削除しています。

注 – Solaris 8 2/02 OSのインストール時にサービスパーティションを明確に保持しな
かった場合、サービスパーティションを作り直してOracle Solaris 10 8/11 OSにアップ
グレードすることができない可能性があります。

Solarisパーティションを含むディスクにサービスパーティションを含めたい場
合、次のいずれかの方法を選択してください。

8
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▼ ネットワークインストールイメージまたはOracle
Solaris Operating System DVDからのソフトウェア
のインストール
ソフトウェアを、ネットインストールイメージからインストールするか、ネット
ワーク経由でOracle Solaris Operating System DVDからインストールする場合、次の手
順を実行します。

ディスクの内容を削除します。

インストールする前に、システムの診断用CDを使用してサービスパーティションを
作成します。

サービスパーティションの作成方法の詳細は、ハードウェアのマニュアルを参照し
てください。

ネットワークからシステムをブートします。

「fdiskパーティションのカスタマイズ」画面が表示されます。

「デフォルト」をクリックし、デフォルトのブートディスクパーティションレイア
ウトを読み込みます。

インストールプログラムにより、サービスパーティションが保持され、Solaris
パーティションが作成されます。

▼ Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはネットワークインス
トールイメージからのインストール
Solarisインストールプログラムを使用して、Solaris SOFTWARE - 1 CDまたはブート
サーバー上のネットワークインストールイメージからインストールを実行するに
は、次の手順を実行します。

ディスクの内容を削除します。

インストールする前に、システムの診断用CDを使用してサービスパーティションを
作成します。

サービスパーティションの作成方法の詳細は、ハードウェアのマニュアルを参照し
てください。

インストールプログラムにより、Solarisパーティションの作成方法を選択するよう
求められます。

1
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システムをブートします。

「残りのディスクを使用して Solaris パーティションを配置します」を選択しま
す。

インストールプログラムにより、サービスパーティションが保持され、Solaris
パーティションが作成されます。

インストールを完了します。

4
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その他の SVR4パッケージ要件 (リファレ
ンス)

この付録は、パッケージ (特に Sun以外のパッケージ)のインストールや削除を行う
システム管理者を対象としています。ここで説明するパッケージ要件に従うことに
より、次のことが可能になります。

■ 現在稼働中のシステムへの変更を防いで、Solaris Live Upgradeによるアップグ
レードと、非大域ゾーンやディスクレスクライアントの作成・管理とを可能にし
ます。

■ カスタム JumpStartなどのインストールプログラムを使用する場合
に、パッケージを対話式にしないで自動インストールを可能にします。

この章の内容は次のとおりです。

■ 263ページの「稼働中のOSに対する変更の防止」
■ 267ページの「インストール中およびアップグレード中のユーザー操作の回避」
■ 268ページの「ゾーンのパッケージパラメータの設定」

稼働中のOSに対する変更の防止
この節で説明する要件に従えば、現在稼働中のOSは変更されません。

絶対パスの使用
オペレーティングシステムのインストールが成功するには、Solaris Live Upgradeの非
アクティブブート環境などの代替ルート (/)ファイルシステムをパッケージが認識し
て、それに従う必要があります。

パッケージの pkgmapファイル (パッケージマップ)には、絶対パスを指定できま
す。これらのパスが存在する場合、そのファイルは、pkgaddコマンドの -Rオプ
ションとの相対パスに書き込まれます。絶対パスと相対 (再配置可能)パスの両方を
含むパッケージは、代替ルート (/)ファイルシステムにもインストールできます。絶
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対ファイルであれ再配置可能ファイルであれ、その前には $PKG_INSTALL_ROOTが付加
されるため、pkgaddによるインストールでは、すべてのパスが正しく解釈されま
す。

pkgadd -Rコマンドの使用
pkgadd -Rオプションを使ってパッケージをインストールしたり、pkgrm -Rオプ
ションを使ってパッケージを削除する場合には、パッケージが、動作中のシステム
を変更してはいけません。この機能は、カスタム JumpStart、Solaris Live Upgrade、非
大域ゾーン、およびディスクレスクライアントで使用されます。

さらに、pkgadd -Rオプションを使ってパッケージをインストールしたり、pkgrm -R

オプションを使ってパッケージを削除する場合には、パッケージに同梱のスクリプ
トで、動作中のシステムを変更してはいけません。インストールスクリプトを作成
する場合には、参照するディレクトリやファイルの前に $PKG_INSTALL_ROOT変数を付
加する必要があります。パッケージでは、書き込むすべてのディレクトリやファイ
ルの前に $PKG_INSTALL_ROOTを付加する必要があります。さらに、パッケージで
は、$PKG_INSTALL_ROOT接頭辞を付加せずにディレクトリを削除すべきではありませ
ん。

表 B–1に、スクリプト構文の例を示します。

表B–1 インストールスクリプト構文の例

スクリプトタイプ 正しい構文 正しくない構文

Bourne
シェル「if」ス
テートメントの一
部

if [ -f ${PKG_INSTALL_ROOT}\

/etc/myproduct.conf ] ; then

if [ -f /etc/myproduct.conf ] ; \

then

ファイルの削除 /bin/rm -f ${PKG_INSTALL_ROOT}\

/etc/myproduct.conf

/bin/rm -f /etc/myproduct.conf

ファイルの変更 echo "test=no" > ${PKG_INSTALL_ROOT}\

/etc/myproduct.conf

echo "test=no" > \

/etc/myproduct.conf

$PKG_INSTALL_ROOTと$BASEDIRの相違点の概要
$PKG_INSTALL_ROOTは、パッケージを追加しようとするマシンのルート (/)ファイル
システムの場所です。この値は、pkgaddコマンドの -R引数の後にセットされま
す。たとえば、次のコマンドを実行すると、パッケージのインストール時に
$PKG_INSTALL_ROOTの値は /aになります。

# pkgadd -R /a SUNWvxvm
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$BASEDIRは、再配置可能なパッケージオブジェクトがインストールされる「再配置
可能」なベースディレクトリを指しています。ここにインストールされるのは、再
配置可能オブジェクトだけです。再配置可能でないオブジェクト (pkgmapファイルに
「絶対」パスが指定されているオブジェクト)は、必ず、非アクティブブート環境か
らの相対位置にインストールされます。$BASEDIRからの相対位置ではありませ
ん。再配置可能なオブジェクトがないパッケージは、絶対パッケージ (再配置不可)
と呼ばれます。その場合、$BASEDIRは未定義であるため、これをパッケージに添付
されているスクリプトで使用することはできません。

たとえば、パッケージの pkgmapファイルに次のエントリがあるとします。

1 f none sbin/ls 0555 root sys 3541 12322 1002918510

1 f none /sbin/ls2 0555 root sys 3541 12322 2342423332

さらに、pkginfoファイルには、 $BASEDIRが次のように指定されているとします。

BASEDIR=/opt

このパッケージを次のコマンドでインストールすると、 lsは、 /a/opt/sbin/lsとし
てインストールされますが、ls2は、 /a/sbin/ls2としてインストールされます。

# pkgadd -R /a SUNWtest

スクリプト作成のガイドライン
パッケージ処理のスクリプトを作成するときは、現在稼働中のOSへの変更を防ぐた
めに、OSに依存しないようにしてください。スクリプトには、パッケージのインス
トールや削除の実行中に行うアクションを定義します。事前に決められたプロ
シージャー名で作成できるスクリプトが 4つあります。
preinstall、postinstall、preremove、および postremoveです。

表B–2 スクリプト作成のガイドライン

ガイドライン

Solaris Live
Upgradeへの
影響

非大域ゾーン
への影響

スクリプトは Bourneシェル (/bin/sh)で書き込む必要があります。pkgaddコマンドは、スク
リプトの実行時にインタープリタとして Bourneシェルを使用します。

X X

スクリプトはプロセスの開始や停止を行なったり、psや trussなどのコマンドの出力に依存
したりしてはいけません。psや trussはオペレーティングシステムに依存し、稼働中のシス
テムに関する情報を報告します。

X X

スクリプトでは、expr、cp、lsなどの標準的なUNIXコマンドや、シェルスクリプトの作成
を容易にするそのほかのコマンドを自由に使用できます。

X X
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表 B–2 スクリプト作成のガイドライン (続き)

ガイドライン

Solaris Live
Upgradeへの
影響

非大域ゾーン
への影響

パッケージはサポートされているすべてのリリースで動作する必要があるため、スクリプト
で呼び出すコマンドはこれらすべてのリリースで利用可能なものでなければなりません。し
たがって、Solaris 8リリースのあとで追加または削除されたコマンドは使用できません。

特定のコマンドまたはオプションが Solaris 8、9、または 10リリースでサポートされている
ことを確認するには、http://www.oracle.com/technetwork/indexes/documentation/

index.htmlで該当するバージョンの Solaris Reference Manual AnswerBookを参照してくださ
い。

X

ディスクレスクライアントの互換性維持
パッケージでは、パッケージ自体が提供しているコマンドを実行してはいけませ
ん。これは、ディスクレスクライアントの互換性を維持するためであると同時
に、まだインストールされていない共有ライブラリを必要とするコマンドの実行を
避けるためです。

パッケージの検証
すべてのパッケージは pkgchkの検証にパスしなければなりません。パッケージを作
成したらインストールする前に、次のコマンドでパッケージをチェックする必要が
あります。

# pkgchk -d dir_name pkg_name

dir_name パッケージがあるディレクトリの名前を指定します。

pkg_name パッケージの名前を指定します。

例B–1 パッケージをテストする

パッケージを作成したら、pkgaddコマンドに -R dir_nameオプションを指定して、こ
れを代替ルート (/)ファイルシステムにインストールしてテストする必要がありま
す。パッケージをインストールしたら、次のように、パッケージが正しいかどうか
を pkgchkコマンドでチェックします。

# pkgadd -d . -R /a SUNWvxvm

# pkgchk -R /a SUNWvxvm

エラーが表示されないことを確認します。
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例 B–2 /export/SUNWvxvmにあるパッケージをテストする

たとえば、パッケージが /export/SUNWvxvmにあるなら、コマンドを次のように指定
します。

# pkgchk -d /export SUNWvxvm

エラーが表示されないことを確認します。

ファイルの作成、変更、削除を行うときに、ほかのコマンドでパッケージを検証す
ることもできます。次にコマンド例を示します。

■ たとえば、パッケージが正しく動作するかどうかを dircmpや fssnapコマンドを
使って検証できます。

■ さらに、psコマンドでは、パッケージによりデーモンの開始や停止が行われてい
ないことを確認することによってデーモンに対する要件準拠を確認できます。

■ truss、pkgadd -v、および pkgrmコマンドで、パッケージインストールの実行要件
に準拠しているかどうかを確認できます。ただし、これが常に機能するとはかぎ
りません。次の例では、trussコマンドは、読み取り専用ディレクトリおよび
$TEMPDIR以外のディレクトリへのアクセス情報をすべて除外し、指定された非ア
クティブブート環境以外のディレクトリへの読み取り専用でないアクセス情報の
みを表示します。

# TEMPDIR=/a; export TEMPDIR

# truss -t open /usr/sbin/pkgadd -R ${TEMPDIR} SUNWvxvm \

2>&1 > /dev/null | grep -v O_RDONLY | grep -v \

’open("’${TEMPDIR}

インストール中およびアップグレード中のユーザー操作
の回避

次の Solaris標準ユーティリティーを使用するときは、ユーザーの情報入力なし
に、パッケージの追加や削除が行われる必要があります。

■ カスタム JumpStartプログラム
■ Solaris Live Upgrade
■ Solarisインストールプログラム
■ Solarisゾーン

パッケージをテストして、ユーザー操作なしでインストールされるようにするに
は、pkgadd -aコマンドで新しい管理ファイルを設定します。-aオプションは、デ
フォルトの管理ファイルの代わりにユーザー定義の管理ファイルを使用することを
意味します。デフォルトのファイルを使用すると、情報の入力が必要になることが
あります。管理ファイルを作成すれば、pkgaddでこのようなチェックを省略

インストール中およびアップグレード中のユーザー操作の回避
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し、ユーザーの確認なしでパッケージをインストールすることができます。詳細に
ついては、admin(4)または pkgadd(1M)のマニュアルページを参照してください。

次の例では、pkgaddコマンドによる管理ファイルの扱いを示します。

■ 管理ファイルを指定しないと、pkgaddは /var/sadm/install/admin/defaultを使用
します。このファイルを使用すると、ユーザーの入力が必要になることがありま
す。

# pkgadd

■ コマンド行に相対的な管理ファイルを指定すると、pkgaddは
/var/sadm/install/adminからこのファイル名を探して使用します。この例では相
対的な管理ファイルの名前が nocheckであるため、pkgaddは
/var/sadm/install/admin/nocheckを探します。

# pkgadd -a nocheck

■ 絶対パスでファイルを指定すると、 pkgaddはこれを使用します。この例で
は、pkgaddは /tmp内で nocheck管理ファイルを検索します。

# pkgadd -a /tmp/nocheck

例B–3 インストール管理ファイル

次に示すのは、pkgaddユーティリティーでユーザーの入力をほとんど必要としない
インストール管理ファイルの例です。パッケージがシステムで利用可能な容量を超
えた容量を必要としない限り、 pkgaddユーティリティーはこのファイルを使用し
て、ユーザーに情報の入力を求めることなくインストールを実行します。

mail=

instance=overwrite

partial=nocheck

runlevel=nocheck

idepend=nocheck

space=ask

setuid=nocheck

confiict=nocheck

action=nocheck

basedir=default

ゾーンのパッケージパラメータの設定
パッケージが保持するパラメータにより、非大域ゾーンのインストールされたシス
テムで内容を配布および可視にする方法が制御されま
す。SUNW_PKG_ALLZONES、SUNW_PKG_HOLLOW、および SUNW_PKG_THISZONEパッケージパ
ラメータは、ゾーンがインストールされているシステムでのパッケージの特性を定
義します。非大域ゾーンのインストールされたシステムでパッケージを管理できる
ようにするには、これらのパラメータを設定する必要があります。
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次の表に、パッケージパラメータの設定に使用できる 4つの有効な組み合わせを示
します。次の表に示されていない設定の組み合わせは無効であり、そのような設定
を選択するとパッケージのインストールは失敗します。

注 – 3つのパッケージパラメータをすべて設定したことを確認してください。3つの
パッケージパラメータをすべて空のままにしてもかまいません。ゾーンの
パッケージパラメータが見つからない場合、パッケージツールでは falseの設定とし
て解釈されますが、パラメータの設定を省略しないように強くお勧めします。3つの
パッケージパラメータをすべて設定することにより、パッケージをインストールま
たは削除するときのパッケージツールの動作を正確に指定します。

表B–3 ゾーンのパッケージパラメータの有効な設定

SUNW_PKG_ALLZONES

の設定
SUNW_PKG_HOLLOW

の設定
SUNW_PKG_THISZONE

の設定 パッケージの説明

false false false これは、ゾーンのパッケージパラメータのすべて
に値を指定しないパッケージに対するデフォルト
設定です。

この設定を持つパッケージは、大域ゾーンまたは
非大域ゾーンにインストールできます。
■ 大域ゾーン内で pkgaddコマンドを実行する
と、パッケージは大域ゾーンおよびすべての
非大域ゾーンにインストールされます。

■ 非大域ゾーン内で pkgaddコマンドを実行する
と、パッケージはその非大域ゾーンだけにイ
ンストールされます。

どちらの場合も、パッケージがインストールされ
たすべてのゾーンで、パッケージの内容全体が可
視になります。

ゾーンのパッケージパラメータの設定
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表 B–3 ゾーンのパッケージパラメータの有効な設定 (続き)
SUNW_PKG_ALLZONES

の設定
SUNW_PKG_HOLLOW

の設定
SUNW_PKG_THISZONE

の設定 パッケージの説明

false false true この設定を持つパッケージは、大域ゾーンまたは
非大域ゾーンにインストールできます。インス
トール後に新しい非大域ゾーンを作成した場
合、パッケージはこれらの新しい非大域ゾーンに
は伝達されません。
■ 大域ゾーン内で pkgaddコマンドを実行する
と、パッケージは大域ゾーンだけにインス
トールされます。

■ 非大域ゾーン内で pkgaddコマンドを実行する
と、パッケージはその非大域ゾーンだけにイ
ンストールされます。

どちらの場合も、パッケージがインストールされ
たゾーンで、パッケージの内容全体が可視になり
ます。

true false false この設定を持つパッケージは、大域ゾーンだけに
インストールできます。pkgaddコマンドを実行す
ると、パッケージは大域ゾーンおよびすべての非
大域ゾーンにインストールされます。すべての
ゾーンで、パッケージの内容全体が可視になりま
す。

注 –パッケージを非大域ゾーンにインストールし
ようとすると失敗します。
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表 B–3 ゾーンのパッケージパラメータの有効な設定 (続き)
SUNW_PKG_ALLZONES

の設定
SUNW_PKG_HOLLOW

の設定
SUNW_PKG_THISZONE

の設定 パッケージの説明

true true false この設定を持つパッケージは、大域管理者が大域
ゾーンだけにインストールできます。pkgaddコマ
ンドを実行すると、パッケージの内容が大域
ゾーンに完全にインストールされま
す。パッケージパラメータの値がこのように設定
されている場合、パッケージの内容自体はどの非
大域ゾーンにも提供されません。パッケージをイ
ンストール済みとして表示するために必要な
パッケージインストール情報だけが、すべての非
大域ゾーンにインストールされます。これによ
り、このパッケージに依存するほかのパッケージ
をインストールできるようになりま
す。「hollow」パッケージの詳細について
は、『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solaris
コンテナ :資源管理とOracle Solarisゾーン)』の第
25章「ゾーンがインストールされている Solaris
システムでのパッケージとパッチについて (概
要)」を参照してください。

パッケージの依存関係を検査できるよう
に、パッケージはすべてのゾーンでインストール
済みとして表示されます。
■ 大域ゾーンでは、パッケージの内容全体が可
視になります。

■ 完全ルート非大域ゾーンでは、パッケージの
内容全体が不可視になります。

■ 非大域ゾーンが大域ゾーンからファイルシス
テムを継承する場合、このファイルシステム
にインストールされているパッケージは非大
域ゾーンで可視になります。パッケージで提
供されるほかのすべてのファイルは、非大域
ゾーン内では不可視になります。
たとえば、疎ルート非大域ゾーンは、特定の
ディレクトリを大域ゾーンと共有します。こ
れらのディレクトリは読み取り専用です。疎
ルート非大域ゾーンは、/platformファイル
システムをほかのゾーンと共有します。もう
1つの例は、起動するハードウェアだけに関
連するファイルがパッケージで提供されてい
る場合です。

注 –パッケージを非大域ゾーンにインストールし
ようとすると失敗します。
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説明 詳細

パッケージとゾーンの詳細 『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコ
ンテナ :資源管理とOracle Solarisゾーン)』の第
25章「ゾーンがインストールされている Solaris
システムでのパッケージとパッチについて (概
要)」

疎ルートゾーンと完全ルートゾーンの概要 『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコ
ンテナ :資源管理とOracle Solarisゾーン)』の第
16章「Solarisゾーンの紹介」

パッケージの特性およびパラメータの詳細 pkginfo(4)

パッケージパラメータ値の表示の詳細 pkgparam(1)

背景情報
パッケージの要件および特定のコマンドの構文については、次の情報を参照してく
ださい。

パッケージの要件の詳細および
用語の定義

『アプリケーションパッケージ開発者ガイド』の第 6
章「パッケージの作成のための高度な手法」

パッケージの追加と削除および
インストール管理ファイルに関
する基本情報

『Solarisのシステム管理 (基本編)』の第 20章「ソフトウェアの
管理 (概要)」

この付録に記載されている
個々のコマンドの詳細について
参照するマニュアルページ

dircmp(1)、fssnap(1M)、ps(1)、または
truss(1)、pkgadd(1M)、pkgchk(1M)、または pkgrm(1M)

Solaris Live Upgradeの概要 第 2章「Solaris Live Upgrade (概要)」

カスタム JumpStartの概要 『Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (カスタム JumpStart/
上級編)』の第 2章「カスタム JumpStart (概要)」

Solarisゾーンの概要 『Oracle Solarisのシステム管理 (Oracle Solarisコンテナ :資源管理
とOracle Solarisゾーン)』の第 16章「Solarisゾーンの紹介」

背景情報
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アップグレード時のパッチアナライザの
使用 (作業)

この章では、Oracle Solaris OSをアップグレードする前にパッチアナライザでパッチ
を検査する手順について説明します。最初の Solaris 10 3/05リリースに続く次のいず
れかのリリースにアップグレードする場合に、パッチアナライザはシステムの解析
を実行します。

■ Solaris 10 1/06リリース
■ Solaris 10 6/06リリース
■ Solaris 10 11/06
■ Solaris 10 8/07
■ Solaris 10 5/08
■ Solaris 10 10/08

Solaris Updateリリースへのアップグレード
すでに Solaris 10 3/05リリースを実行していて、個別のパッチをインストール済みの
場合、以降の Solaris 10リリースにアップグレードしたときの動作は次のとおりで
す。

■ 上記のリリースの 1つでその一部として提供されているすべてのパッチが、シス
テムに再び適用されます。これらのパッチはバックアウトできません。

■ システムにすでにインストールされていたパッチのうち、上記のリリースの 1つ
に含まれていないものは、すべて削除されます。

パッチアナライザは、システムを解析し、上記のいずれかのリリースへのアップグ
レードによって削除されるパッチがあれば、それを特定します。パッチアナライザ
は次の形式で使用できます。

■ Solarisインストールプログラムを使用してアップグレードを行なっている場合
は、「パッチの解析」ダイアログボックスが表示されます。「はい」を選択して
解析を実行します。
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■ テキストインストーラを使用してアップグレードを行なっている場合
は、「パッチの解析」ダイアログボックスの「解析」を選択して解析を実行しま
す。

■ カスタム JumpStartまたは Solaris Live Upgradeを使用してアップグレードを行
なっている場合は、analyze_patchesスクリプトを実行して解析を実行します。詳
しい手順については、274ページの「analyze_patchesスクリプトを実行する方
法」を参照してください。

解析を実行した後、パッチの解析結果の詳細については、275ページの「パッチアナ
ライザの出力を確認する方法」を参照してください。

▼ analyze_patchesスクリプトを実行する方法

注 – analyze_patchesスクリプトを実行するには、インストール済みシステムと
Oracle Solaris Operating System DVD、Solaris SOFTWARE CD、またはネットワークイ
ンストールイメージに、NFSまたはローカルでマウントされたメディアを通してス
クリプトからアクセスできることが必要です。

Miscディレクトリに移動します。

この例では、イメージはローカルにマウントされたメディア上にあります。

# cd /cdrom/cdrom0/Solaris_10/Misc

analyze_patchesスクリプトを実行します。
# ./analyze_patches -R rootdir -N netdir -D databasedir

-R rootdir rootdirは、インストールされたシステムのルートです。デフォルト
は /です。

-N netdir netdirは、インストールするOSイメージのルートへのパスです。デ
フォルトは /cdrom/cdrom0です。netdirは、Solaris_10ディレクトリ
を含んでいるディレクトリのパスです。NFSマウントポイントから
patch_analyzerを実行している場合は、このオプションを使用する
必要があります。

-D databasedir OSイメージ内の Misc/ディレクトリ以外のディレクトリからスクリ
プトを呼び出すと、プログラムはパッチの解析に使用するデータ
ベースを見つけることができません。-Dオプションを使用し
て、データベースへのパスを指定してください。このデータベース
は OSイメージの Solaris_10 /Misc/databaseに置かれています。こ
のデータベースを使用しなければ、スクリプトは正しく動作しませ
ん。

1

2

Solaris Updateリリースへのアップグレード

Oracle Solaris 10 8/11インストールガイド (Solaris Live Upgradeとアップグレードの計画) • 2011年 8
月

274



▼ パッチアナライザの出力を確認する方法
解析を実行した後、次の手順で出力を確認します。

パッチアナライザの出力を確認します。

パッチアナライザでは、ほかのパッチによって削除、ダウングレード、累積、また
は廃止されるパッチのリストが得られます。パッチの累積はパッチのアップグ
レードに似ています。累積されるパッチは削除され、その修正は新しいパッチに
よって提供されます。次のようなメッセージが表示されます。
Patch 105644-03 will be removed.

Patch 105925 will be downgraded from -02 to -01.

Patch 105776-01 will be accumulated/obsoleted by patch 105181-05.

パッチアナライザプログラムでリストが得られない場合は、システムにすでにイン
ストールされていたどのパッチに対しても何のアクションも行われません。

パッチの置換と削除に同意するかどうかを決定します。

■ する場合は、システムをアップグレードします。
■ しない場合は、システムをアップグレードしないでください。

1

2

Solaris Updateリリースへのアップグレード
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用語集

3DES Triple-Data Encryption Standard (Triple DES)の略。168ビットの鍵を提供する対称鍵暗号化
方法。

AES Advanced Encryption Standardの略。対称 128ビットブロックのデータ暗号技術。米国政
府は、2000年の 10月に暗号化標準としてこのアルゴリズムのRijndael方式を採用しまし
た。DES暗号化に代わる米国政府の標準として、AESが採用されています。

bootlog-cgiプログラム WANブートインストール時に、リモートクライアントのブートおよびインストールの
コンソールメッセージをWebサーバーで収集し保存できるようにするCGIプログラ
ム。

certstoreファイル 特定のクライアントシステムに関するデジタル証明書を格納しているファイル。SSLネ
ゴシエーションの際、クライアントは証明書ファイルをサーバーに提供するよう要求さ
れることがあります。サーバーはこのファイルを使ってクライアントの識別情報を確認
します。

CGI Common Gateway Interfaceの略。外部プログラムがHTTPサーバーと通信するためのイ
ンタフェース。CGIを使用するプログラムは、CGIプログラムまたはCGIスクリプトと
呼ばれます。通常サーバーでは処理されないフォームや解析されない出力を、CGIプロ
グラムが処理したり解析したりします。

DES Data Encryption Standardの略。対称鍵暗号化方法の 1つ。1975年に開発され、ANSIによ
り 1981年にANSI X.3.92として標準化されました。DESでは 56ビットの鍵を使用しま
す。

DHCP Dynamic Host Configuration Protocol (動的ホスト構成プロトコル)の略。アプリ
ケーション層のプロトコル。TCP/IPネットワーク上の個々のコンピュータつまりクライ
アントが、中央管理を行なっている指定のDHCPサーバーから IPアドレスなどの
ネットワーク構成情報を抽出できるようにします。この機能は、大規模な IPネット
ワークの保持、管理によるオーバーヘッドを削減します。

disk 1枚以上の磁性体の円盤から成るメディアであり、ファイルなどのデータを格納する同
心トラックとセクターで構成されます。「ディスク (disc)」も参照してください。

/etc/netbootディレク
トリ

WANブートインストールに必要なクライアント構成情報とセキュリティーデータが格
納されている、WANブートサーバー上のディレクトリ。

/etcディレクトリ 重要なシステム構成ファイルや保守コマンドが収められているディレクトリ。
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/exportファイルシステ
ム

OSサーバー上のファイルシステムで、ネットワーク上のほかのシステムと共有されま
す。たとえば、/exportファイルシステムには、ディスクレスクライアント用のルート
(/)ファイルシステムとスワップ空間、それにネットワーク上のユーザーのホーム
ディレクトリを収めることができます。ディスクレスクライアントは、起動と実行の際
にOSサーバー上の /exportファイルシステムに依存します。

fdiskパーティション x86ベースのシステム上にある特定のオペレーティングシステム専用のディスクドライ
ブの論理パーティション。Solarisソフトウェアをインストールするには、x86システム
上に 1つ以上の Solaris fdiskパーティションを設定する必要があります。x86ベースのシ
ステムでは、1台のディスクに最大 4つの fdiskパーティションを作成できます。これら
のパーティションは、個別のオペレーティングシステムをインストールして使用できま
す。各オペレーティングシステムは、独自の fdiskパーティション上に存在しなければ
なりません。個々のシステムの Solaris fdiskパーティションの数は、1台のディスクに
つき 1つに限られます。

format データを一定の構造にしたり、データを保存できるようにディスクをセクターに分割し
たりすること。

GRUB x86のみ: GRUB (GNU GRand Unified Bootloader)は、簡単なメニューインタフェースを備
えたオープンソースのブートローダーです。メニューには、システムにインストールさ
れているオペレーティングシステムのリストが表示されます。GRUBを使用する
と、Oracle Solaris OS、Linux、Microsoft Windowsなどの各種オペレーティングシステム
を簡単にブートすることができます。

GRUB編集メニュー x86のみ: GRUBメインメニューのサブメニューであるブートメニュー。このメニューに
は、GRUBコマンドが表示されます。これらのコマンドを編集して、ブート動作を変更
できます。

GRUBメインメニュー x86のみ:システムにインストールされているオペレーティングシステムがリストされた
ブートメニュー。このメニューから、BIOSまたは fdiskパーティションの設定を変更す
ることなく、簡単にオペレーティングシステムをブートできます。

HMAC メッセージ認証を行うためのキー付きハッシュ方法。HMACは秘密共有鍵と併用し
て、MD5、SHA-1などの繰り返し暗号化のハッシュ関数で使用します。HMACの暗号の
強さは、基になるハッシュ関数のプロパティーによって異なります。

HTTP (Hypertext Transfer Protocolの略)リモートホストからハイパーテキストオブジェクトを
フェッチするインターネットプロトコル。このプロトコルはTCP/IPにもとづいていま
す。

HTTPS HTTPのセキュリティー保護されたバージョン。SSL (Secure Sockets Layer)を使って実装
されます。

IPv6 IPv6は、現在のバージョン IPv4 (バージョン 4)から拡張されたインターネットプロトコ
ル (IP)のバージョン (バージョン 6)です。定められた移行方法を使用して IPv6を採用す
ると、現在の運用を中断する必要はありません。また、IPv6には、新しいイン
ターネット機能用のプラットフォームも用意されています。

JumpStartインストール インストール方法の 1つ。出荷時にインストールされている JumpStartソフトウェアを使
用することによって、Solarisソフトウェアをシステムに自動インストールできます。

/exportファイルシステム
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JumpStartディレクトリ カスタム JumpStartインストールの実行に必要なファイルが含まれているディレクト
リ。プロファイルフロッピーディスクを使用してインストールする場合は、フ
ロッピーディスク上のルートディレクトリが JumpStartディレクトリとなります。カス
タム JumpStartインストール用にプロファイルサーバーを使用する場合、必要なカスタ
ム JumpStartファイルをすべて格納するサーバー上のディレクトリが JumpStartディレク
トリとなります。

Kerberos 強力な秘密鍵暗号方式を使用して、クライアントとサーバーが、セキュリティー保護さ
れていないネットワーク接続で相互を認識できるようにするネットワーク認証プロトコ
ル。

keystoreファイル クライアントとサーバーとで共有される鍵を格納しているファイル。WANブートイン
ストール時に、クライアントシステムは鍵を使って、サーバーから送信されるデータや
ファイルの整合性の確認と復号化を行います。

LAN local area networkの略。接続用のハードウェアとソフトウェアを介して通信できる、近
接したコンピュータシステムの集まり。

LDAP Lightweight Directory Access Protocolの略。LDAPネームサービスクライアントと
サーバー間の通信に使用される標準の拡張可能なディレクトリアクセスプロトコル。

MD5 Message Digest 5の略。デジタル署名などのメッセージ認証に使用する繰り返し暗号化の
ハッシュ関数。1991年にRivest氏によって開発されました。

menu.lstファイル x86のみ:システムにインストールされているすべてのオペレーティングシステムがリス
トされたファイル。このファイルの内容は、GRUBメニューに表示されるオペ
レーティングシステムの一覧を記述したものです。GRUBのメニューから、BIOSまたは
fdiskパーティションの設定を変更することなく、簡単にオペレーティングシステムを
ブートできます。

mount マウント要求を行うマシンのディスクまたはネットワーク上のリモートディスクか
ら、ディレクトリにアクセスするプロセス。ファイルシステムをマウントするに
は、ローカルシステム上のマウントポイントと、マウントするファイルシステム名 (た
とえば /usr)が必要です。

NIS SunOS 4.0 (以上)のネットワーク情報サービス。ネットワーク上のシステムとユーザーに
関する重要な情報が収められている分散型ネットワークデータベース。NISデータ
ベースは、マスターサーバーとすべてのスレーブサーバーに格納されています。

NIS+ SunOS 5.0 (以上)のネットワーク情報サービス。NIS+は、SunOS 4.0 (以上)のネット
ワーク情報サービスであるNISに代わるものです。

/optファイルシステム Sun以外のソフトウェア製品や別製品のソフトウェア用のマウントポイントが収められ
ているファイルシステム。

OSサーバー ネットワーク上のシステムにサービスを提供するシステム。ディスクレスクライアント
にサービスを提供するには、OSサーバーは、ディスクレスクライアントごと
に、ルート (/)ファイルシステムとスワップ空間 (/export/root、/export/swap)用の
ディスク容量が必要です。

OSサーバー
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pool デバイスの論理グループ。使用可能な ZFSストレージのレイアウトおよび物理特性を記
述します。データセットの領域は、プールから割り当てられます。

RAID-0ボリューム ストライプ方式または連結方式のボリューム。これらはサブミラーとも呼ばれます。ス
トライプや連結は、ミラーを構築する基本構成ブロックです。

RAID-1ボリューム 同じデータのコピーを複数保持しているボリューム。RAID-1ボリュームは、「サブミ
ラー」と呼ばれる 1つまたは複数のRAID-0ボリュームから構成されます。RAID-1ボ
リュームは「ミラー」と呼ばれることもあります。

RAID-Zストレージ
プール

ZFSストレージプールとして使用できる複数のディスク上にデータとパリティーを格納
する仮想デバイス。RAID-ZはRAID-5に似ています。

root 複数の項目から成る階層構造の最上位。ルートは、ほかのすべての項目を子孫として持
つ唯一の項目です。「ルートディレクトリ」または「ルート (/)ファイルシステム」を
参照してください。

rules.okファイル rulesファイルから生成されたファイル。カスタム JumpStartインストールソフトウェア
は、rules.okファイルを使ってシステムとプロファイルを照合します。rules.okファイ
ルは、checkスクリプトを使用して作成してください。

rulesファイル 自動的にインストールするシステムの各グループまたは単一のシステムのルールを含ん
でいるテキストファイル。各ルールは 1つ以上のシステム属性に基づいてシステムグ
ループを識別します。rulesファイルは、各グループをプロファイル (Solarisソフト
ウェアをどのようにしてグループ内の個々のシステムにインストールするかを定めたテ
キストファイル)にリンクします。rulesファイルは、カスタム JumpStartインストール
で使用されます。「プロファイル」も参照してください。

Secure Sockets Layer (SSL)クライアントとサーバーの間にセキュリティー保護された接続を確立するソフト
ウェアライブラリ。HTTPのセキュリティー保護されたバージョンであるHTTPSを実装
するために使用されます。

SHA1 Secure Hashing Algorithmの略。このアルゴリズムは、長さが 264未満の入力に対して演
算を行い、メッセージダイジェストを生成します。

snapshot 特定の時点における ZFSファイルシステムまたはボリュームの読み取り専用イメージ。

Solaris Live Upgrade アクティブブート環境が稼動している間に複製ブート環境のアップグレードを行うこと
により、稼動中の環境のダウンタイムをなくすことを可能にするアップグレード方法。

Solarisフラッシュ 「マスターシステム」と呼ばれるシステムからファイルのアーカイブを作成する Solaris
インストール機能。このアーカイブを使ってほかのシステムのインストールを行う
と、そのシステムの構成はマスターシステムと同じになります。「アーカイブ」も参照
してください。

Solaris DVDまたはCD
イメージ

システムにインストールされる Solarisソフトウェア。Solaris DVDやCDから、または
Solaris DVDやCDイメージをコピーしたインストールサーバーのハードディスク上から
利用できます。

pool
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Solarisインストールプ
ログラム

グラフィカルユーザーインタフェース (GUI)とコマンド行インタフェース (CLI)を備え
たインストールプログラム。ウィザードパネルに、Solarisソフトウェアやサード
パーティソフトウェアをインストールする手順が示されます。

Solarisゾーン ソフトウェアによるパーティション分割技術。オペレーティングシステムのサービスを
仮想化し、隔離された安全なアプリケーション実行環境を提供します。非大域ゾーンを
作成すると、そのアプリケーション実行環境で実行されるプロセスは、ほかのゾーンと
は隔離されます。このように隔離することで、あるゾーンで実行中のプロセスが、ほか
のゾーンで実行中のプロセスを監視したり操作したりすることを防ぐことができま
す。「大域ゾーン」と「非大域ゾーン」も参照してください。

sysidcfgファイル システムを事前設定する特殊な一連のシステム構成キーワードを指定するファイル。

truststoreファイル 1つ以上のデジタル証明書を格納しているファイル。WANブートインストール時に、ク
ライアントシステムは truststoreファイル内のデータを参照して、インストールを実行
しようとしているサーバーの識別情報を確認します。

update システムにインストールを実行して同じタイプのソフトウェアを変更することまたはそ
のインストール自体。アップグレードとは異なり、更新によりシステムがダウング
レードされる場合があります。初期インストールとは異なり、更新を実行するには同じ
タイプのソフトウェアがあらかじめインストールされていなければなりません。

upgrade ファイルを既存のファイルとマージし、可能な場合には変更を保持するインストール。

Oracle Solaris OSのアップグレードでは、Oracle Solaris OSの新しいバージョンがシステム
のディスク (1つまたは複数)上の既存のファイルにマージされます。アップグレードで
は、Oracle Solaris OSの以前のバージョンに対して行なった変更は最大限に保存されま
す。

URL Uniform Resource Locatorの略。サーバーやクライアントがドキュメントを要求するため
に使用するアドレス方式。URLはロケーションとも呼ばれます。URLの形式は
protocol://machine:port/documentです。

たとえば、http://www.example.com/index.htmlはURLの一例です。

/usrファイルシステム スタンドアロンシステムまたはサーバー上のファイルシステム。標準UNIXプログラム
の多くが格納されています。ローカルコピーを保持する代わりに、大きな /usrファイル
システムをサーバーと共有することにより、システム上で Solarisソフトウェアをインス
トールおよび実行するために必要なディスク容量を最小限に抑えることができます。

/varファイルシステム システムの存続期間にわたって変更または増大が予想されるシステムファイルが格納さ
れている (スタンドアロンシステム上の)ファイルシステムまたはディレクトリ。これら
のファイルには、システムログ、viファイル、メールファイル、UUCPファイルなどが
あります。

WAN wide area networkの略。複数のローカルエリアネットワーク (LAN)または地理的に異な
る場所にあるシステムを、電話、光ファイバ、衛星などの回線を使って接続するネット
ワーク。

wanboot-cgiプログラム WANブートインストールで使用されるデータとファイルの取得と転送を行うCGIプロ
グラム。

wanboot-cgiプログラム
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wanboot.confファイル WANブートインストールに必要な構成情報とセキュリティー設定値を指定するテキス
トファイル。

wanbootプログラム WANブートインストールの実行に必要な、WANブートミニルート、クライアント構成
ファイル、およびインストールファイルを読み込む、二次レベルのブートプログラ
ム。WANブートインストールでは、wanbootバイナリが、ufsbootまたは inetboot二次
ブートプログラムと同様の処理を実行します。

WANブートインス
トール

HTTPまたはHTTPSを使って広域ネットワーク (WAN)を介してソフトウェアをブート
しインストールできるインストール方式。WANブートインストールでは、暗号化され
た Solarisフラッシュアーカイブをパブリックネットワークを介して転送し、リモートク
ライアントに対してカスタム JumpStartインストールを実行できます。

WANブートサーバー WANブートインストールで使用される構成ファイルとセキュリティーファイルを提供
するWebサーバー。

WANブートミニルート WANブートインストールを実行するために変更されたミニルート。WANブートミニ
ルートには、Solarisミニルートにあるソフトウェアのサブセットが格納されます。「ミ
ニルート」も参照してください。

ZFS ストレージプールを使用して物理ストレージを管理するファイルシステム。

アーカイブ マスターシステムからコピーされたファイルの集合体。このファイルには、アーカイブ
の名前や作成した日付など、アーカイブの識別情報が含まれています。アーカイブをシ
ステムにインストールすると、システムはマスターシステムとまったく同じ構成になり
ます。

更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分のみを含む Solaris
フラッシュアーカイブを、差分アーカイブとして使用することも可能です。差分アーカ
イブには、クローンシステムで保持、変更、または削除するファイルが含まれます。差
分更新により、指定されたファイルだけが更新されます。また、差分更新を使用可能な
システムは、更新前のマスターイメージとの整合性を保持するソフトウェアを含むシス
テムのみに限定されます。

アップグレードオプ
ション

Solarisインストールによって提示されるオプション。アップグレード時には、新しい
バージョンの Solarisとディスク (1つまたは複数)上の既存のファイルが結合されま
す。前回 Solarisをインストールしてから加えられたローカルの変更内容は、できる限り
残されます。

暗号化 認められたユーザー以外は情報を使用できないように、情報を判読不可能にして保護す
る処理。暗号化は鍵と呼ばれるコードに基づいて行われ、この鍵は情報の復号化に使用
されます。「復号化」も参照してください。

一次ブートアーカイブ システムでOracle Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。この
ブートアーカイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれることもあります。「ブート
アーカイブ」を参照してください。

インストールサーバー インストール用に、Solaris DVDまたはCDのイメージをネットワーク上のほかのシステ
ムに提供するサーバー (「メディアサーバー」とも呼ばれる)。Solaris DVDまたはCDの
イメージをサーバーのハードディスクにコピーすることによってインストール
サーバーを作成できます。

wanboot.confファイル
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エンドユーザーシステ
ムサポート

コアシステムサポートソフトウェアグループのほかに、エンドユーザーに推奨するソフ
トウェアが収められているソフトウェアグループ。これには共通デスクトップ環境
(CDE)やDeskSetソフトウェアが含まれます。

開始スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で指定され、Solarisソ
フトウェアがシステムにインストールされる前に作業を実行します。このスクリプト
は、カスタム JumpStartインストールでのみ使用できます。

開発者システムサ
ポート

エンドユーザーシステムサポートソフトウェアグループのほかに、ソフトウェア開発用
ライブラリ、インクルードファイル、マニュアルページ、およびプログラミングツール
が収められているソフトウェアグループ。

鍵 データの暗号化および復号化に使用されるコード。「暗号化」も参照してください。

カスタム JumpStart ユーザーが定義するプロファイルに基づいて、Solarisソフトウェアをシステムに自動的
にインストールする方法。ユーザーやシステムの種類ごとに、カスタマイズされたプロ
ファイルを作成できます。カスタム JumpStartインストールは、ユーザーが作成する
JumpStartインストールです。

カスタムプローブ
ファイル

rulesファイルと同じ JumpStartディレクトリに存在しなければならないファイルで、次
の 2つのタイプの関数を含む Bourneシェルスクリプト。含む 2つのタイプは、プローブ
と比較です。プローブ関数は、必要な情報を収集し、実際の作業を行なって、定義に対
応した SI_環境変数を設定します。プローブ関数は、プローブキーワードになりま
す。比較関数は、対応するプローブ関数を呼び出してプローブ関数の出力を比較
し、キーワードが一致する場合は 0、キーワードが一致しない場合は 1を返します。比
較関数はルールキーワードになります。「rulesファイル」も参照してください。

仮想デバイス ZFSプール内の論理デバイス。物理デバイス、ファイル、または一連のデバイスを仮想
デバイスに設定できます。

共有可能ファイルシス
テム

/export/homeや /swapのようなユーザー定義のファイルシステム。Solaris Live Upgradeの
使用時に、アクティブブート環境と非アクティブブート環境によって共有されます。共
有可能ファイルシステムは、アクティブブート環境と非アクティブブート環境の両方の
vfstabファイル内に同じマウントポイントを持ちます。このため、アクティブブート環
境内の共有ファイルを更新すると、非アクティブブート環境のデータも更新されま
す。共有可能ファイルシステムはデフォルトで共有されますが、ユーザーが宛先スライ
スを指定することもできます。この場合、そのファイルシステムがコピーされます。

クライアント 通信用のクライアントサーバーモデルでは、計算機能や大容量のメモリーといった
サーバーの資源にリモートアクセスするプロセスがクライアントに相当します。

クラスタ パッケージ (ソフトウェアモジュール)を論理的に集めたもの。Solarisソフトウェアは複
数の「ソフトウェアグループ」に分割され、それぞれが「クラス
タ」と「パッケージ」から構成されています。

クリティカルファイル
システム

Oracle Solaris OSが必要とするファイルシステム。Solaris Live Upgradeを使用すると
き、これらのファイルシステムは、アクティブブート環境と非アクティブブート環境そ
れぞれの vfstabファイルでは独立したマウントポイントになります。root

(/)、/usr、/var、/optなどがクリティカルファイルシステムの例です。これらのファイ
ルシステムは、必ずソースブート環境から非アクティブブート環境にコピーされます。

クリティカルファイルシステム
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クローンシステム Solarisフラッシュアーカイブを使用してインストールするシステム。クローンシステム
は、マスターシステムと同一のインストール構成になります。

限定ネットワークシス
テムサポート

ソフトウェアグループの 1つ。Solarisシステムのブートおよび実行に必要な最小限の
コードが含まれ、ネットワークサービスのサポートも制限されます。限定ネットワーク
システムサポートは、テキストベースのマルチユーザーコンソールと、システム管理
ユーティリティーを提供します。このソフトウェアグループを使用すると、システムで
ネットワークインタフェースを認識できますが、ネットワークサービスがアクティブに
なることはありません。

コアソフトウェアグ
ループ

システムでOracle Solaris OSをブートして実行するために必要な最小限のソフトウェアが
収められているソフトウェアグループ。コアには共通デスクトップ環境 (CDE)を実行す
るために必要ないくつかのネットワーク用ソフトウェアとドライバが含まれます。CDE
ソフトウェアは、コアには含まれません。

公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される暗号化鍵。

公開鍵暗号化 2つの鍵を使用する暗号方式。その 1つは、全員が知っている公開鍵、もう 1つ
は、メッセージの受取人だけが知っている非公開鍵です。

コマンド行 コマンドで始まる文字列。多くの場合、コマンドの後には引数 (オプション、ファイル
名、式などの文字列)が続き、行末 (EOL)文字で終わります。

サーバー 資源を管理し、クライアントにサービスを提供するネットワークデバイス。

サブネット 経路指定を簡単にするため、1つの論理ネットワークを小さな物理ネットワークに分割
する方式。

サブネットマスク サブネットアドレス指定のため、インターネットアドレスからビットを選択するために
使用されるビットマスク。マスクは 32ビット。インターネットアドレスのネットワーク
部分と、ローカル部分の 1個以上のビットを選択します。

サブミラー 「RAID-0ボリューム」を参照してください。

差分アーカイブ 更新前のマスターイメージと更新されたマスターイメージの相違部分のみを含む Solaris
フラッシュアーカイブ。差分アーカイブには、クローンシステムで保持、変更、または
削除するファイルが含まれます。差分更新により、指定されたファイルだけが更新され
ます。また、差分更新を使用可能なシステムは、更新前のマスターイメージとの整合性
を保持するソフトウェアを含むシステムのみに限定されます。

時間帯 グリニッジ標準時間を基準に地球の表面を 24の地域に経度分割したもの。

システム構成ファイル (system.conf) WANブートインストールで使用する sysidcfgファイルおよびカスタム
JumpStartファイルの場所を指定するテキストファイル。

終了スクリプト ユーザーが定義する Bourneシェルスクリプト。rulesファイル内で指定され、Solarisソ
フトウェアがシステムにインストールされてから、システムがリブートされるまでの間
に作業を実行します。このスクリプトは、カスタム JumpStartインストールで使用しま
す。

クローンシステム
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状態データベース Solarisボリュームマネージャー構成の状態に関する情報を保存するデータベース。状態
データベースは、複製された複数のデータベースコピーの集まりです。各コピーは「状
態データベースの複製」と呼ばれます。状態データベースは、既知の状態データベース
の複製の格納場所と状態をすべて記録しています。

状態データベースの複
製

状態データベースのコピー。複製により、データベース内のデータの有効性が保証され
ます。

初期インストール 現在実行中のソフトウェアを上書きするか、空のディスクを初期化するインストール。

Oracle Solaris OSの初期インストールでは、システムのディスク (1つまたは複数)が
Oracle Solaris OSの新しいバージョンで上書きされます。システム上でOracle Solaris OS
が稼働していない場合は、初期インストールを行う必要があります。アップグレード可
能なOracle Solaris OSがシステム上で稼働している場合は、初期インストールによって
ディスクが上書きされ、OSやローカルの変更は保持されません。

ジョブ コンピュータシステムで実行されるユーザー定義の処理。

スーパーユーザー システム上ですべての管理タスクを実行する特権を持つ、特殊な
ユーザー。スーパーユーザーは全ファイルの読み取り権とアクセス権、全プログラムの
実行権を持ち、任意のプロセスに終了シグナルを送ることができます。

スタンドアロン ほかのマシンからのサポートを一切必要としないコンピュータ。

スライス ソフトウェアごとに分割される、ディスク領域の区分。

スワップ空間 メモリーに再ロードできる状態になるまで、メモリー領域の内容を一時的に保持するス
ライスまたはファイル。/swapまたは swapボリュームとも呼ばれます。

全体ディストリ
ビューション

Solarisリリース全体が含まれているソフトウェアグループ。

全体ディストリ
ビューションとOEMサ
ポート

Solarisリリース全体と、OEMのための追加ハードウェアサポートを含むソフトウェアグ
ループ。Solarisを SPARC搭載サーバーシステムにインストールする場合は、このソフト
ウェアグループを推奨します。

ゾーン 「非大域ゾーン」を参照してください。

ソフトウェアグループ Solarisソフトウェアの論理グループ (クラスタとパッケージ)。Solarisのインストール時
には、次のいずれかのソフトウェアグループをインストールできます。コアシステムサ
ポート、エンドユーザーシステムサポート、開発者システムサポート、または全体
ディストリビューションです。また、SPARCシステムのみ、全体ディストリ
ビューションとOEMサポートもインストールできます。

大域ゾーン Solarisゾーンでは、大域ゾーンはシステムのデフォルトのゾーンであり、システム全体
での管理に使用されるゾーンでもあります。非大域ゾーンの構成、インストール、管
理、およびアンインストールは、大域ゾーンからのみ行うことができます。物理デバイ
ス、ルーティング、動的再構成 (DR)といったシステムインフラストラクチャーの管理
は、大域ゾーンでのみ行うことができます。大域ゾーンで実行されるプロセスは、適切
な権限が付与されていれば、ほかのゾーンに関連付けられているオブジェクトにもアク
セスできます。「Solarisゾーン」と「非大域ゾーン」も参照してください。

大域ゾーン
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チェックサム 一連のデータ項目を合計した結果。一連のデータ項目を検査するために使用されま
す。データ項目は、数値でも、文字列でもよく、文字列の場合はチェックサム計算時に
数値として扱われます。チェックサムの値から、2つのデバイス間の情報交換が正しく
行われたかを確認できます。

ディスク
(disc)

磁気ディスク (disk)に対する光学式ディスク。CD (コンパクトディスク)業界では共通の
綴りを使用します。たとえば、CD-ROMやDVD-ROMは光学式ディスクです。

ディスク構成ファイル ディスクの構造 (たとえば、バイト/セクター、フラグ、スライス)を表現するファイ
ル。ディスク構成ファイルにより、単一システムから pfinstallコマンドを使用し
て、サイズの異なるディスク上のプロファイルをテストできます。

ディスクレスクライア
ント

ディスク記憶装置を持たないためサーバーに依存するクライアント。

データセット 次の ZFSエンティティーの総称名。クローン、ファイルシステム、スナップ
ショット、またはボリューム。

デジタル証明書 移転や偽造の不可能なデジタルファイルで、通信する両者によって信頼済みの第三者機
関から発行されたもの。

電源管理 30分間アイドル状態が続くとシステムの状態を自動的に保存し、電源を切断するソフト
ウェア。米国環境保護庁の省電力 (Energy Star)ガイドライン第 2版に準拠したシステム
に Solarisソフトウェアをインストールすると、デフォルトで電源管理システムソフト
ウェアがインストールされます。デフォルトで電源管理がインストールされているシス
テムの例として、sun4u SPARCベースのシステムがあります。リブート後、電源管理ソ
フトウェアを有効にするかどうかを確認するメッセージが表示されます。

Energy Starガイドラインでは、システムまたはモニターを使用していない場合は、自動
的に「休眠状態」(30ワット以下の消費)に入ることが要求されます。

ドキュメントルート
ディレクトリ

Webサーバーにアクセスするユーザーに公開されるファイル、画像、およびデータが格
納されている、Webサーバーマシン上の階層のルート。

ドメイン インターネットのネーミング階層の一部。ドメインは管理ファイルを共有する、ローカ
ルネットワーク上のシステムグループを表します。

ドメイン名 ローカルネットワーク上のシステムグループに割り当てられた名前であり、管理ファイ
ルを共有します。ネットワーク情報サービス (NIS)のデータベースが正常に動作するた
めにはドメイン名が必要です。ドメイン名は、ピリオドで区切られた一連の構成要素名
から構成されます (たとえば、 tundra.mpk.ca.us)。ピリオドで区切られた各構成要素名
は右側に行くにしたがって、全体的な (リモートな)管理権限領域を表します。

認証局
(CA)

CAは、Certificate Authorityの略。デジタル署名および公開鍵と非公開鍵のペアの作成に
使用するデジタル証明書を発行する、公証された第三者機関または企業。CAは、一意
の証明書を付与された個人が当該の人物であることを保証します。

ネームサーバー ネットワーク上のシステムに対してネームサービスを提供するサーバー。

チェックサム
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ネームサービス ネットワーク上の全システムに関する重要なシステム情報が収められている分散型
ネットワークデータベース。ネットワーク上のシステムは、これを利用して相互通信を
行います。ネームサービスを使用することによって、ネットワーク全域にわたるシステ
ム情報を保守、管理、または取得できます。ネームサービスを使用しない場合、各シス
テムはローカルの /etcファイルにシステム情報のコピーを保持する必要がありま
す。Oracleは次のネームサービスをサポートしています。LDAP、NIS、およびNIS+で
す。

ネットワークインス
トール

CD-ROMまたはDVD-ROMドライブがあるシステムからCD-ROMまたはDVD-ROMド
ライブがないシステムにネットワークを介してソフトウェアをインストールする方
法。ネットワークインストールを行うには、「ネームサーバー」と「インストール
サーバー」が必要です。

ネットワークに接続さ
れたシステム

ハードウェアやソフトウェアを介して接続されているシステムのグループ (ホスト)。通
信や情報の共有が可能です。ローカルエリアネットワーク (LAN)とも呼ばれます。シス
テムをネットワークに接続するには、通常、1台以上のサーバーが必要です。

ネットワークに接続さ
れていないシステム

ネットワークに接続されていない、またはほかのシステムに依存しないシステム。

ハードリンク ディスク上のファイルを参照するディレクトリエントリ。複数のハードリンクから同じ
物理ファイルを参照することができます。

派生プロファイル カスタム JumpStartインストール時に、開始スクリプトによって動的に作成されるプロ
ファイル。

パッケージ モジュール形式でのインストールを可能にするソフトウェアの集まり。Solarisソフト
ウェアは複数の「ソフトウェアグループ」に分割され、それぞれが「クラス
タ」と「パッケージ」から構成されています。

ハッシュ 入力よりもかなり短い数値を生成する処理によって得られる数値。同じ入力に対して
は、常に同じ値が出力されます。ハッシュ関数は、テーブル検索アルゴリズム、エ
ラー検出、改ざん検出などに使用できます。改ざん検出に使用する場合は、同じ結果を
生成する別の入力を見つけにくいようなハッシュ関数を選択します。1方向の
ハッシュ関数の一例としては、MD5および SHA-1があります。たとえば、メッセージ
ダイジェストはディスクファイルなどの可変長入力を受け取り、小さい値に変換しま
す。

ハッシュ化 文字列を変換して、この元の文字列を表す値 (キー)を得る処理。

パッチアナライザ 手作業でも、Solarisインストールプログラム内でも実行できるスクリプト。パッチアナ
ライザは、システムを解析し、Solaris Updateへのアップグレードを行うことで削除され
るパッチがどれであるかを判断します。

パネル ウィンドウ、ダイアログボックス、アプレットの内容を編成するコンテナ。パネルで
は、ユーザーの入力をまとめて受け取り確認することができます。ウィザードでパネル
を使用することで、正しい順序で操作を行い、目的の作業を完了することができます。

非公開鍵 公開鍵暗号方式で使用される復号化鍵。

非公開鍵
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非大域ゾーン Oracle Solarisオペレーティングシステムの単一インスタンス内に作成された仮想オペ
レーティングシステム環境。非大域ゾーンでは、システムのほかの部分と相互に作用す
ることなく、1つ以上のアプリケーションを実行できます。非大域ゾーンはゾーンとも
呼ばれます。「Solarisゾーン」と「大域ゾーン」も参照してください。

ファイルサーバー ネットワーク上のシステムに対して、ソフトウェアやファイルの記憶領域を提供する
サーバー。

ファイルシステム SunOSオペレーティングシステムにおいて、ユーザーがアクセスできるファイルおよび
ディレクトリから成るツリー構造のネットワークのこと。

ファンクションキー F1、F2、F3などの名前が付いた 10個以上のキーボードキー。これらのキーにはそれぞ
れ特定の機能が割り当てられています。

ブート メモリーにシステムソフトウェアを読み込んで起動すること。

ブートアーカイブ x86のみ:ブートアーカイブは、Oracle Solaris OSのブートに使用されるクリティカルな
ファイルの集まりです。これらのファイルは、ルート (/)ファイルシステムがマウント
される前、システムの起動中に必要です。システムは、2つのブートアーカイブを維持
管理しています。
■ システムでOracle Solaris OSをブートするために使用されるブートアーカイブ。この
ブートアーカイブは、一次ブートアーカイブと呼ばれることもあります。

■ 一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用されるブートアーカイ
ブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウントすることなくシス
テムを起動します。GRUBメニューでは、このブートアーカイブはフェイルセーフと呼ば
れます。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成することであり、通
常、一次ブートアーカイブがシステムのブートに使用されます。

ブート環境 Oracle Solaris OSを操作する上で重要な必須ファイルシステム (ディスクスライスおよび
マウントポイント)の集まり。ディスクスライスは、同じ 1つのディスク上に存在する
ことも、分散された複数のディスク上に存在することもあります。

アクティブなブート環境とは、現在ブートしている環境を指します。単一のアクティブ
なブート環境からだけブートできます。アクティブでないブート環境とは、現在ブート
していないが、次回のリブート時にアクティブ化できる状態にある環境のことを指しま
す。

ブートサーバー 同じネットワークのサブネット上のクライアントシステムに、起動に必要なプログラム
と情報を提供するサーバーシステム。インストールサーバーの存在するサブネット
が、Solarisソフトウェアをインストールする必要があるシステムと異なる場合、ネット
ワークを介してインストールするにはブートサーバーが必要です。

ブートローダー x86のみ:ブートローダーは、システムの電源を入れた後に最初に実行されるソフト
ウェアプログラムです。このプログラムがブートプロセスを開始します。

非大域ゾーン
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フェイルセーフブート
アーカイブ

x86のみ:一次ブートアーカイブが損傷を受けたとき、回復のために使用されるブート
アーカイブ。このブートアーカイブは、ルート (/)ファイルシステムをマウントするこ
となくシステムを起動します。このブートアーカイブは、GRUBメニューではフェイル
セーフと呼ばれます。アーカイブの重要な目的は一次ブートアーカイブを再生成するこ
とであり、通常、一次ブートアーカイブがシステムのブートに使用されます。「ブート
アーカイブ」を参照してください。

フォールバック 以前に動作していた環境に戻すこと。ブート環境のアクティブ化の処理中や、ブート対
象として指定されたブート環境に問題または望ましくない動作が発生する場合には
フォールバックを行います。

復号化 符号化されたデータを平文に変換する処理。「暗号化」も参照してください。

プラットフォームグ
ループ

特定のソフトウェア用にベンダーが定義するハードウェアプラットフォームのグ
ループ。たとえば i86pcや sun4cなどです。

プラットフォーム名 uname -iコマンドによって出力される情報。たとえば Ultra 60のプラットフォーム名
は、SUNW,Ultra-60です。

プローブキーワード インストールにカスタム JumpStartを使用する場合、システムに関する属性情報を抽出
する構文要素。プローブキーワードでは、ルールに必要な一致条件の設定およびプロ
ファイルの実行は必要ありません。「ルール」も参照してください。

プロファイル カスタム JumpStartを使用する場合に、Solarisソフトウェアのインストール方法を定義す
るテキストファイル。たとえば、プロファイルでインストールするソフトウェアグ
ループを定義します。各ルールは、そのルールが一致したときにシステムがインス
トールされる方法を定義してあるプロファイルを指定します。通常は、ルールごとに異
なるプロファイルを作成します。しかし、複数のルールで同じプロファイルを使用する
ことも可能です。「rulesファイル」も参照してください。

プロファイルサーバー すべての重要なカスタム JumpStartファイルを JumpStartディレクトリに持つサーバー。

プロファイルフ
ロッピーディスク

すべての重要なカスタム JumpStartファイルを、そのルートディレクトリ (JumpStart
ディレクトリ)に持つフロッピーディスク。

ホスト名 システムがネットワーク上のほかのシステムから識別される名前。この名前は、特定の
ドメイン (通常、これは 1つの組織内にあることを意味する)内にある全システム間で固
有でなければなりません。ホスト名は、文字、数字、マイナス符号 (-)を任意に組み合
わせて作成できますが、先頭と末尾にマイナス符号は使用できません。

ボリューム システムで単一の論理デバイスとして扱われる、物理スライスやボリュームの集ま
り。ボリュームは、アプリケーションやファイルシステムにとって物理ディスクと同じ
ように機能します。

一部のコマンド行ユーティリティーでは、ボリュームはメタデバイスと呼ばれます。一
般的なUNIX用語では、ボリュームは、「擬似デバイス」または「仮想デバイス」とも
呼ばれます。

ボリュームマ
ネージャー

DVD-ROM、CD-ROM、およびフロッピーディスク上のデータへのアクセスを管理およ
び実行するための手段を提供するプログラム。

ボリュームマネージャー
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マウント解除 マシンに接続されたディスクまたはネットワーク上のリモートディスク上のディレクト
リへのアクセスを解除するプロセス。

マウントポイント リモートマシン上に存在するファイルシステムのマウント先となる、ワークス
テーション上のディレクトリ。

マスターシステム Solarisフラッシュアーカイブを作成するシステム。このシステム構成がアーカイブに保
存されます。

マニフェストセク
ション

クローンシステムの検証に使用される Solarisフラッシュアーカイブのセクション。マニ
フェストセクションには、クローンシステムに保持、追加または削除されるシステム上
のファイルが一覧表示されます。このセクションは、情報提供専用です。このセク
ションは、ファイルを内部形式でリストするため、スクリプトの記述には使用できませ
ん。

ミニルート Solarisインストールメディアに収録されている、起動可能な最小のルート (/)ファイル
システム。ミニルートは、システムのインストールおよびアップグレードに必要な
Solarisソフトウェアで構成されます。x86システムでは、ミニルートはシステムにコ
ピーされて、フェイルセーフブートアーカイブとして使用されます。「フェイルセーフ
ブートアーカイブ」を参照してください。

ミラー 「RAID-1ボリューム」を参照してください。

メタデバイス 「ボリューム」を参照してください。

メディアサーバー 「インストールサーバー」を参照してください。

矢印キー 数値キーパッド上にある方向を示す 4つのキーの 1つ。

ユーティリティー コンピュータを購入すると通常無料で提供される、標準プログラム。

ルート
(/)ファイルシステム

ほかのすべてのファイルシステムの元となる最上位ファイルシステム。ルート (/)
ファイルシステムはほかのすべてのファイルシステムがマウントされる元となり、マウ
ント解除されることはありません。ルート (/)ファイルシステムには、カーネル、デバ
イスドライバ、システムの起動 (ブート)に使用されるプログラムなど、システムの稼働
に不可欠なディレクトリやファイルが含まれています。

ルートディレクトリ ほかのすべてのディレクトリの元となる最上位ディレクトリ。

ルール 1つ以上のシステム属性をプロファイルに割り当てる一連の値。ルールは、カスタム
JumpStartインストールで使用されます。

連結 RAID-0ボリューム。複数のスライスが連結された方式では、利用可能な最初のスライ
スがいっぱいになるまでそのスライスにデータが書き込まれます。そのスライスが
いっぱいになると次のスライスに連続してデータが書き込まれます。ミラーに含まれて
いる場合を除き、連結にはデータの冗長性はありません。「RAID-0ボリューム」も参
照してください。

ロケール 同一の言語、風俗、慣習、文化などを共有する地理上または政治上の地域圏 (コミュニ
ティー)。たとえば、米国英語のロケールは en_US、英国英語のロケールは en_UKです。

マウント解除
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論理デバイス システムで単一のデバイスとして扱われる、1つまたは複数のディスク上にある物理ス
ライスの集まり。論理デバイスは、Solarisボリュームマネージャーではボリュームと呼
ばれます。ボリュームは、アプリケーションやファイルシステムにとって物理ディスク
と同じように機能します。

論理デバイス
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